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各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精

鋭
か
一
堂
に
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
創

作
ダ
ン
ス
の
県
大
会
で
、
明
中
タ
ン

ス
部
は
見
事
「
ア
イ
デ
ア
賞
」
を
獲

得
し
ま
し
た
。

「
ま
ほ
ろ
し
の
国
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
発
表
し
た
明
中
は
、
そ
の
国

で
生
活
す
る
人
々
の
様
子
を
踊
り
で

表
現
し
た
も
の
で
幻
想
的
に
、
ゆ
っ

た
り
と
、
時
に
は
嵐
の
ご
と
く
、
激

し
く
踊
り
、
見
て
い
る
人
を
お
も
わ

ず
、
ま
ぽ
ろ
し
の
国
へ
い
ざ
な
う
よ

う
で
、
ア
イ
デ
ア
賞
を
得
た
の
も
う

な
ず
け
ま
す
。

ア
イ
デ
ア
賞
を
獲
得

ー
明
和
中
学
ダ
ン
ス
部
ー
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圏
土
地
開
発
公

社
の
決
算
の
報

告
に
つ
い
て

0
村
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

り
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
ま

す
。

第
七
回
定
例
村
議
会

四
日
間

圃
昭
和
五
十
六
年
度
第
七
回
明
和
村
定
例
議
会
が
九
月
二
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、

1
1
1の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
①
明
和
村
土
地
開
発
公
社
事
業
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て
②
）
社

1
1
1会
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
③
）
村
営
住
宅
管
理
条
例
の

1
1
1
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
昭
和
五
十
六
年
度

川
各
種
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
⑥
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

I
l
l⑦
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
⑧
第
九
次
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画
の
策

皿
定
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
な
ど
報
告
一
件
、
議
案
十
二
件
、
議
員
提
出
議
案
一
件
が
審

血
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

1
1
1

な
お
、
最
終
日
に
は
一
般
質
問
五
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
や
各
担
当

1
1
1課
長
が
答
弁
に
あ
た
り
ま
し
た
。

〔
主
な
議
案
・
報
告
内
容
〕

土
地
開
発
公
社
は

支
払
利
息
に
あ
て
る

た
め
に
百
十
万
円
の

借
入
れ
と
な
リ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
三

百
二
十
七
万
三
千
円

の
欠
損
と
な
っ
て
お

り
ま
す
か
、
公
社

は
社
会
体
育
館
用
地

千
七
百
六
十
四
面
を

持
っ
て
お
り
ま
す
の

で
‘
こ
れ
を
村
に
売

今
ま
で
村
営
住
宅
の
入
居
に
対
し

て
寡
夫
に
つ
い
て
も
一
般
と
同
じ
に

扱
っ
て
い
ま
し
た
か
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
入
居
資
格
か
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
入
居
基
準
も
引
上
げ
ら

れ
夫
婦
子
供
二
人
の
標
準
世
帯
で
は

最
低
収
入
か
二
十
四
万
五
千
八
百
三

十
三
円
以
上
で
三
十
一
万
三
千
七
百

五
十
円
以
内
の
人
か
入
居
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
族
か
増
・
減
し
て
他

の
村
営
住
宅
へ
希
望
す
る
人
は
申
し

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 1111111111111111 

5
6年
度
各
種
会
計
を

認
定
す
る

昭
和
五
十
六
年
度
一
般
会
計
な
ど

の
決
算
か
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
決
算
を
三
•
四
面
に
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

0
昭
和
5
6年
度
各
種
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

予
算
総
額
に
六
千
五
百
七
十
三
万

円
を
加
え
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

二
十
億
九
千
六
百
五
十
三
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
補
正
は
屋
外
放
送
三
基
増
設
、

矢
島
地
内
の
農
道
及
び
用
排
水
の
改

修
工
事
、
東
小
改
築
に
対
す
る
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
費
、
西
小
の
中
庭
舗
装

及
び
排
水
工
事
、
明
中
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
及
び
フ
ェ
ン
ス
の
新
設
工
事
な
ど

で
す
。 〇

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

来
年
三
月
十
五
日
の
完
成
を
め
ざ

し
て
社
会
体
育
館
の
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
か
、
そ
の
体
育
館
の
管
理
運

営
の
条
例
（
体
育
館
の
使
用
料
な
ど
）

を
決
め
ま
し
た
。

使
用
料
な
ど
は
、
十
二
面
を
こ
覧

く
だ
さ
い
。

0
学
校
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

東
小
学
校
の
校
庭
に
あ
っ
た
東
幼

稚
園
か
北
へ
三
十
七

m
移
動
し
た
の

で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
の
条
例
改
正
で

す
。

0
社
会
体
育
館
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

込
み
か
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

般
質
問

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
篠
木

嘉
一
さ
ん
の
辞
職
に
よ
り
、
新
た
に

須
賀
の
神
谷
芳
男
さ
ん
を
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
で
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
同
委
員
の
福
島
茂
さ
ん

か
九
月
三
十
日
任
期
満
了
と
な
っ
た

か
、
再
び
福
島
さ
ん
を
任
命
す
る
こ

と
で
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
を
最
終
年
度
と

す
る
第
八
次
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画

は
、
行
財
政
再
建
計
画
を
先
行
す
る

政
府
の
方
針
の
も
と
に
完
全
達
成
さ

れ
ぬ
ま
ま
‘
終
了
す
る
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。

地
方
の
時
代
を
迎
え
、
道
路
の
整

備
充
実
こ
そ
、
真
の
住
民
生
活
を
営

む
施
策
で
あ
り
‘
こ
れ
か
強
い
て
は

財
政
再
建
に
結
び
つ
く
鍵
で
あ
る
と

考
え
る
。
…
…
中
略

従
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

揮
発
油
税
及
び
自
動
車
重
量
税
等
の

財
源
を
確
実
に
充
当
し
、
昭
和
五
十

八
年
度
か
ら
の
第
九
次
五
ヵ
年
計
画

に
あ
た
っ
て
は
、
大
巾
な
事
業
枠
の

拡
大
を
図
り
、
我
々
か
熱
望
す
る
道

路
整
備
の
推
進
に
十
分
応
え
ら
れ
る

よ
う
対
処
さ
れ
た
い
。

以
上
の
事
を
明
和
村
議
会
と
し
て

決
議
を
し
、
群
馬
県
道
路
協
会
長
福

田
宏
一
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。

0
第
九
次
道
路
整
備
の

五
ヵ
年
計
画
の
策
定
に

関
す
る
決
議
に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
評
価

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

村
が
行
っ
て
い
る
仕
事
は
良
い
と

思
っ
て
や
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
第

三
者
か
ら
み
る
と
ち
か
っ
た
考
え
か

あ
る
と
思
う
の
で
、
各
分
野
、
各
階

層
か
ら
な
る
村
政
合
理
化
管
理
委
員

会
を
設
置
し
て
、
よ
り
よ
い
明
和
村

村
政
を
行
う
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。

〔
答
〕
現
在
県
内
七
市
町
村
で
こ
の

よ
う
な
委
員
会
を
作
り
財
政
や
人
事

な
ど
を
研
究
し
て
い
る
か
、
本
村
で

は
、
助
役
を
中
心
と
し
た
課
長
以
上

で
行
財
政
研
究
会
を
設
置
し
、
そ
の

研
究
内
容
か
も
う
す
ぐ
ま
と
ま
る
。

今
後
は
、
各
階
層
か
ら
な
る
村
行

政
改
革
推
進
懇
談
会
と
い
う
よ
う
な

も
の
を
作
っ
て
、
進
め
て
い
き
た
い

考
え
を
も
っ
て
い
る
。

生
活
道
路
の
土
地
買
収

価
格
に
つ
い
て

村
道
を
整
備
す
る
場
合
、
土
地
の

買
収
価
格
か
近
隣
で
明
和
村
か
一
番

安
い
と
聞
い
て
い
る
か
、
近
隣
市
町

村
は
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
。

〔
答
〕
畑
の
一
面
の
買
収
価
格
は
板

倉
で
二
干
十
円
、
千
代
田
一
千
八
百

十
八
円
、
邑
楽
一
千
二
百
円
で
、
明

和
か
九
百
三
十
九
円
で
あ
る
。

本
村
は
確
か
に
安
い
か
、
こ
の
価

格
を
い
つ
の
時
期
で
引
上
け
た
ら
よ

い
か
大
変
む
す
か
し
い
。
次
の
道
路

審
議
会
に
は
か
り
、
み
な
さ
ま
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

土
地
利
用
計
画
は

都
市
計
画
の
線
引
き
か
な
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
秩
序
な

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
つ
づ
く
）

村
政
合
理
化
管
理

委
員
会
の
発
足
は
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6 億

5 億

4 億

3 億

2 億

1 億

゜

六
億
二
五
九
九
万
円
（
二
七
、
四
％

昭和56年度決算
（一般会計）

入
出

歳
歳

二
億
七
九
0
0
万
円
(
―
二
、
二
％
）

五
億
四
三
七
三
万
円
（
二
三
、
八
％
）

22億8858万円
21 億4900万円
残額 1 億3958万円

歳入
・．．．・·.. • ·..••• •.• ·...•. •.. ·・．．・．．．・．·.．·.・．・．．： : •.·.. ::.... 

昭
和
五
十
六
年
度
の
村
の
家
計
簿

と
い
え
る
べ
き
決
算
が
、
九
月
の
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
一
般
会
計
及
び
各

種
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
主
な
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
、
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
交
付
税

村 繰
入
金

（
九
、
七
％
）

二
億
ニ
ニ
0
0
万
円

村

（
七
、
六
％
）

一
億
七
四
五
八
万
円

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

（
八
、
六
％
）

一
億
九
八
三
七
万
円

税 債

越
金

そ
の
他

一般会計各項目決算額 ◎総額 ▲割合 ＊村民一人当たり

1 議 ムヰ 費 I I 総 務 費 I I 民 生 費 I l 衛 生 費 l 1 農林水産業費 I
◎48,912千円 ◎398,932千円 ◎ 169,808千円 ◎53,897千円 ◎233,921 千円
• 2.3% • 18,6% • 7.9% • 2.5% • 10.9% 
*4,930円 *40,214円 *17,117 円 *5,433 円 *23,580円
定例会や臨時会を29回開涯 主な支出は広報紙の発行や ►敬老の日の祝吊►老人ワラ ►各家庭カ':__i非出さねるコミ 農用地の有効利用を図るだ

しましだ。王な支出は議員の 行事予定カレンダーの作成► フ育成助成金►金婚者顕彰を を421 トン処理► し尿処理1885 め、農用地利用増進事業に積

報酬、胴畜、それに議会力ら 屋外放送2ヵ所増設►明和村 実施►障害者の手引書を発行 kQ,処理可る ►各種予防接種 極的に取り組む ►震追整備
の「議会だより」 2回発行し の民俗同記念碑、同桓物の報 各種検診を実施して早期発見 1127m ► コンワリート棚渠を
だ費用で可。 告書を作成►役場裏駐車場を に努めだ。 2673m ►排水路整備4182m実

舗装►交遅安全のだめの巡回 ►田子に牛乳支結 ►各家庭の 施。

広報や交通教室を168回実施。 協力により害虫駆除を実施►
狂犬病対策として野犬を捕獲

169頭。

膚 工 費 l I 土 木 費 消 防 費 I 教 育 費 I 公 債 費 I
◎ 14,243千円 ◎321,483千円 ◎74,909千円 ◎716,268千円 ◎ 115,391 千円
• 0.7% • 14.9% • 3.5% • 33.3% • 5.4% 
* 1,435 円 *32,407 円 *7,551 円 *72,204円 * 11,632円
本村の商業 工業の振輿を ►道路維持管理のだめ敷砂利 明禾0分署と協力して防災パ 利根/11 ；可／ 1|敷に野球場ソ 村ガいろいろな事業を芍る

図るだめに商工会へ350万円助 2733 r-ン ►舗装新設工事15カ レードや火災査察、防火チラ フト場をそれぞれ2面作る。 だめに国など力匂昔りだ資金

成可る►各種制度資金の利用 所4126m ►追路改良工事19ヵ シの配付等を実施し防火意識 国際的視野を広めてもらうだ を返斉 (20事業）しだ費用て

者はフ｛牛て融資額は、 3310万 所7859m ►j則溝整備工事249m の高撓に努めだ ► 火災ガ匂牛 め青年を4名中国へ巡遍しま 可。

円で可。 ►ワレー勺ー及びフ）しトーザ 発生し消火1こ努めだ ►消防ボ しだ ►中学校の北校舎を改築
ーによる、遵路整儲10990m ► ンフ自動車や発電機を購入► 公仕室物置屋外便所を新

干津井渡般（バイワ743台自 防火水槽と消火栓をそれぞれ 築► I」 I中学校に各種備品を購

転車1659台徒歩2427人）358日 5基増設しましだ。 入し、教育の充実に努めまし
運航しましだ。 だ。

今
年
一
部
完
成
し
た
利
根
川
河
川

敷
運
動
場
か
二
度
の
台
風
に
よ
り
・

大
変
な
被
害
を
受
け
た
か
、
今
後
の

計
画
に
変
更
か
あ
る
の
か
。

〔
答
〕
台
風
か
あ
っ
た
と
い
っ
て
計

画
の
変
更
は
な
い
。
全
部
の
完
成
は

昭
和
六
十
年
を
計
画
し
て
い
る
。

利
根
川
河
川
敷
運
動
場
の

今
後
の
工
事
に
つ
い
て

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）

宅
地
開
発
に
よ
り
住
宅
を
散
存
さ
せ
、

生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
ま

た
、
優
良
農
用
地
は
い
つ
ま
で
も
農

地
と
し
て
残
す
方
策
を
た
て
な
い
と

農
業
後
継
者
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
。

〔
答
〕
現
在
農
業
関
係
で
は
排
水
路

や
農
道
整
備
の
線
的
な
も
の
を
重
点

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
土
地

基
盤
な
ど
の
面
的
な
も
の
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
明
和
村
は
市

街
化
区
域
内
は
区
画
整
理
事
業
を
行

っ
て
い
な
い
か
、
今
後
は
本
村
に
ふ

さ
わ
し
い
街
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に

す
る
か
、
区
画
整
理
事
業
を
含
め
て

関
係
機
関
と
十
分
協
議
を
重
ね
検
討

し
た
い
。

現
在
、
道
路
改
良
工
事
に
お
い
て
、

側
溝
は
大
変
り
っ
ば
に
整
備
さ
れ
て

い
る
か
、
昭
和
四
十
年
当
時
早
期
に

や
っ
た
道
路
改
良
の
側
溝
は
宅
地
の

近
く
以
外
は
土
堀
側
溝
で
、
現
在
大

変
不
備
で
あ
る
。
こ
の
側
溝
は
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

〔
答
〕
一
度
に
全
部
出
来
な
い
の
で

来
年
か
ら
逐
次
整
備
し
て
い
く
。

早
期
道
路
改
良
の

側
溝
不
備
に
つ
い
て
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土地

村
建物

有
, 
車両

財
l 

証券及び
出資金

産
基金

”>
100, 797m' 

前年度 101, 224 m' 

tl／勺
パ“*、“吹

ぺ
前年度

21,200m' 

20, 709m' 前年度

19台

19台

ロコ
前年度

4,215千円

4,355千円

的ふ
現金259, 137千円

土地 1, 819 m' 

前年度現金388,780千円
土地 1, 819m' 

負担

> < 
ヘ

一世帯当
たりが負
担した額

227,405円

し た額（村税）

898,786円

と サ ビ ス された額

54,811 円

※歳出合計214,900万円を 100％にするとその内

訳は

①事業費に46.9％で1,007,988千円

②人件費に 19.7％で423,827千円

叫認費に 11. 2％で241,608千円
④積立金に 8.5％で183,591 千円

⑤物件費に 6.9％で148,531 千円

⑥その他に 6.8％で143,455千円

~ 
216,633円

~ 総 額 村民一人が負担した額 一世器が負担した額

村 民 税 234,443,240 円 23,634 円 98,052 円
村
固定資産税 216,323,230 21,807 90,474 

税
軽自動車税 8,118,300 818 3,395 

の
村たばこ消費税 30,078, 110 3,032 12,580 

内
電 気 税 41,506,256 4,184 17,359 

訳
特別土地保有税 13,256,480 1,336 5,545 

＿
水
道
事
業
会
計
＿

7
 

給
水
量
1
％
の
増
加

昭
和
五
十
六
年
度
の
水
道
会
計
の

決
算
は
収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
六

千
五
百
七
十
三
万
円
（
水
道
料
金
）

の
収
入
に
対
し
て
五
千
六
百
二
十
四

万
円
の
支
出
（
第
一
水
源
地
の
取
水

ポ
ン
。
フ
の
入
替
工
事
・
配
水
管
の
修

理
・
人
件
費
な
ど
）
で
、
差
引
き
利

益
か
一
千
九
百
五
十
九
万
円
あ
り
ま

し
た
。資

本
的
収
支
に
お
い
て
は
機
械
な

ど
の
売
却
は
な
い
の
で
、
収
入
は
ゼ

ロ
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
支
出
は

八
百
八
十
二
万
円
で
し
た
。
主
な
支

出
は
、
南
大
島
・
新
里
地
内
に
七
百

九
十
五

m

の
配
水
管
布
設
、
メ
ー
タ

ー
器
の
新
規
取
付
工
事
な
ど
で
す
。

な
お
、
こ
の
不
足
金
額
は
各
種
積

立
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

給
水
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
八
十

九
万
五
千
八
百
四
で
、
前
年
と
比
較

す
る
と
―
-
、
七
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
人
当
だ
り
の
医
療
費
は

六
万
一
干
六
百
四
円

昭
和
五
十
六
年
度
の
国
民
健
康
保

険
会
計
の
決
算
は
、
総
収
入
三
億
四

千
百
五
十
二
万
円
で
、
総
支
出
三
億

百
八
十
五
万
円
で
差
引
き
三
千
九
百

六
十
七
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
そ
の
う
ち
五
百
万
円

を
基
金
に
繰
入
し
国
保
財
政
の
健
全

化
に
努
め
ま
し
た
。

収
入
の
主
な
も
の
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
の
保
険
税
の
一
億
三
千
四
百
五

十
九
万
円
で
、
全
体
の
三
九
、
四
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら

の
補
助
金
五
0
、
九
％
で
、
こ
の
二
つ

で
全
体
の
九
0
、
三
％
を
占
め
て
い
ま

す
。支

出
に
つ
い
て
み
る
と
、
保
険
事

業
の
対
象
者
は
四
千
百
五
十
六
人
、

世
帯
で
は
千
三
百
六
十
三
戸
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
病
気
な
ど
で
、
医
者

に
か
か
っ
た
各
医
院
か
ら
の
請
求
額

は
二
億
五
千
六
百
二
万
円
で
、
一
人

当
た
り
六
万
一
千
六
百
四
円
、
一
世

帯
当
た
り
十
八
万
七
千
八
百
三
十
九

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
高
額
療
養
費
補
助
は
、
四

百
十
五
件
で
二
千
五
百
四
十
三
万
円

の
支
払
い
。

助
産
補
助
十
八
件
の
請
求
で
百
四

十
四
万
円
の
支
払
い
。

葬
祭
補
助
五
十
四
件
の
請
求
で
五

十
四
万
円
の
支
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
農
業
共
済
会
計
＿

台
風
被
害
に
よ
り

支
払
金
増
加

昭
和
五
十
六
年
度
の
農
業
共
済
会

計
の
各
作
目
別
に
つ
い
て
み
る
と
：
·
·

▼
農
作
物
共
済
の
加
入
戸
数
は
一
千

百
十
戸
で
掛
金
総
額
は
千
三
百
七
十

六
万
円
で
す
。

-------本年1変決算額 前年1文決算額 比 較

収入 341,529千円 330,640千円 10,889千円
届民健康保険

301,850 297,345 支出 4,505 

水収益的
収入 65,728 54,016 11,712 

道 支出 56,243 46,299 9,944 

半 収入

゜ ゜ ゜業資本的
支出 8,822 6,427 2,395 

収入 71,848 62,415 9,433 
農業共済

71,027 59,236 11,791 ．支出

三
割
以
上
の
被
害
農
家
に
支
払
う

共
済
金
は
三
千
二
百
七
十
五
万
円
の

支
払
い
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
共
済
金
か
多
か
っ
た

の
は
台
風
に
よ
る
水
、
陸
稲
の
登
熟

不
良
、
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
に
よ
る
シ

マ
ハ
ガ
レ
病
の
発
生
、
更
に
、
異
常

気
象
に
よ
る
麦
の
発
芽
不
良
な
ど
農

業
全
般
に
わ
た
り
被
害
の
多
か
っ
た

た
め
で
あ
り
ま
す
。

▼
家
畜
共
済
の
加
入
戸
数
は
五
十
九

戸
で
引
受
碩
数
は
三
百
十
七
頭
で
掛

金
総
額
は
二
百
五
十
八
万
円
で
、
死

亡
の
三
十
六
頭
、
病
気
の
百
五
十
七

頭
に
対
す
る
支
払
い
で
し
た
。

▼
果
樹
共
済
の
加
入
戸
数
は
四
十
六

戸
で
掛
金
総
額
は
二
十
七
万
円
で
、

三
割
以
上
の
被
害
農
家
に
五
十
二
万

円
支
払
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
台
風
に

よ
る
梨
の
落
果
な
ど
で
す
。

▼
園
芸
共
済
の
加
入
戸
数
は
九
十
七

戸
で
掛
金
総
額
は
百
八
十
二
万
円
で

病
害
虫
の
多
発
に
よ
る
被
害
な
ど
、

十
六
戸
、
三
十
四
棟
に
百
十
二
万
円

を
支
払
い
ま
し
た
。



(5) 第253号 広 報 め し＼ わ 昭和57年10 月 10 日

無事故・無違反コンワール
1 月～ 8 月までの成績発表

地域ぐるみ、村ぐるみで交通安全思想の普及徹底を図る第

3 回行政区別無事故無違反コンクールの 1 月から 8 月までの

中間報告は次のとおりです。今までの交通事故29件、違反か

20件、合計49件です。
今度は中谷地区にかわって上江黒かワースト 1 位、なお無

事故の無違反を続けているのは新里・入ヶ谷だけとなってし

まいましたぐ

合
併
研
究
会
の
答
申
に
基
づ
き
八

月
三
日
か
ら
行
わ
れ
た
「
合
併
に
関

す
る
地
区
懇
談
会
」
か
九
月
二
日
全

地
区
十
七
ヵ
所
無
事
終
了
す
る
事
か

出
来
ま
し
た
の
で
‘
九
月
十
日
合
併

研
究
会
を
開
き
、
各
地
区
の
合
併
に

関
す
る
様
子
を
報
告
し
ま
し
た
。

〔
報
告
要
旨
〕

※
各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問

①
合
併
の
話
し
合
い
か
進
め
ら
れ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
我
々
村
民
に
知
ら

せ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。

②
計
画
事
業
・
継
続
事
業
は
今
ま
で

の
ペ
ー
ス
で
実
施
す
る
と
言
っ
て
い

る
か
信
用
で
き
な
い
。

減点数 交通事故種別 悪質違反行為 順
行政区名 人口

塁よ 昇 闘冒塁霜；贔 速度違反 犀 免：午（持点）
累計 事故率 (2珈辻）

位

斗合田 ヽ占"ヽ
100 0 2532 2 12 

395 

下江黒 344 20 0 0581 1 4 

上江黒 528 270 0 5114 1 2 1 2 16 

千津井 621 250 0 4026 2 4 15 

江口 633 170 0 2686 2 1 2 14 

田島 557 50 0 0898 1 1 1 5 

南大島 1,277 190 0 1488 1 1 2 2 8 

新里 912 

゜ ゜
1 

中谷 658 170 0 2584 1 3 13 

梅原 829 120 0 1448 1 1 7 

川俣 404 90 0 2228 2 1 11 

須賀 481 20 0 0416 l 3 

大輪 897 140 0 1561 2 2 1 , 
入ケ谷 126 

゜ ゜
1 

矢島 668 120 0 1796 1 1 10 

大佐貫 589 60 0 1019 1 2 6 

計 9,919 1,770 0 1784 4 9 16 3 14 3 

③
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

の
具
体
性
か
薄
い
。
迫
力
に
欠
け
て

い
る
。

④
既
に
合
併
を
来
年
六
月
と
決
め
て

村
民
に
押
し
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
村
民
不
在
の
行
政
を
や
っ
て
い

る
。

⑤
村
の
財
政
、
市
の
財
政
な
ど
将
来

展
望
の
見
通
し
か
な
さ
れ
て
い
な
い
。

※
各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
意
見

①
ニ
ー
三
地
区
で
合
併
は
絶
対
反
対

の
意
見
・
要
望
が
あ
っ
た
。

②
村
の
財
政
等
に
問
題
か
生
じ
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
‘
こ
の
ま
ま
明
和

I

合
併
研
究
会
解
散
ー

合
併
問
題
は
ス
ト
ッ
プ

村
と
し
て
行
政
を
進
め
て
も
ら
い
た

、
。
し※

結
果

村
長
は
各
地
区
の
懇
談
会
の
様
子

を
集
約
し
た
給
果
、
『
こ
の
合
併
問

題
に
つ
い
て
は
、
村
民
と
十
分
協
議

の
上
、
原
点
に
か
え
っ
て
合
併
は
考

え
た
い
。
そ
こ
で
、
合
併
問
題
に
つ

い
て
は
一
時
中
断
し
、
再
び
村
民
か

ら
合
併
の
機
運
か
盛
り
上
か
る
ま
で

待
ち
た
い
。
』
と
述
べ
合
併
研
究
会
の

同
意
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
会
員
の
中
か
ら
、
一

時
中
断
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
研
究
会

は
解
散
し
、
再
び
そ
の
時
機
か
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
時
点
で
新
た
に
合
併

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
選
考
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
意
見
か
あ
り
‘
こ
の

合
併
研
究
会
は
解
散
す
る
事
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

u-. 
畢
｀
ー

——— 凶l
A

_
-
―
『
­

國

刊
根
川
に
か
か
る
昭
和
橋
の
落
橋

防
止
装
置
取
付
の
為
昭
和
橋
の
通
行

か
十
一
月
一
日
か
ら
来
年
二
月
二
十

八
日
ま
で
、
片
側
通
行
と
な
り
ま
す
。

時
間
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
で
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
か

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
顧
い
し
ま
す
。

昭和橋が片側通行

11月から来年 2 月まで

[
公
民
館
祭
り
「
作
文
」
入
選
作
品
一

私
の
菊
づ
く
り

明
中
一
年
新
井
宏
美
こ
五
ら
）

夏
休
み
に
な
る
少
し
前
、
学
校
で
、

菊
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
な
ん
で
菊
な

ん
か
く
れ
る
の
か
な
と
、
と
て
も
不

思
議
で
し
た
。
先
生
か
「
明
和
村
の

花
‘
菊
を
増
や
す
た
め
で
す
。
」
と
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く

家
に
持
ち
帰
り
水
を
た
く
さ
ん
あ
げ

ま
し
た
。
暑
い
中
歩
い
て
き
た
の
で
、

ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
苗
木
も
、
お
い

し
そ
う
に
水
を
す
い
と
り
ま
し
た
。

そ
の
時
私
は
、
明
和
村
民
と
し
て
こ

の
苗
木
を
か
ら
せ
て
は
い
け
な
い
、

立
派
な
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。そ

れ
か
ら
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
‘
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
家
族
み

ん
な
で
菊
の
花
か
咲
く
ま
で
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
命
育
て
ま
し
た
。
私
か

水
を
や
る
の
を
忘
れ
て
も
‘
い
つ
も

だ
れ
か
か
く
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
菊
と
な
ら
べ
て
、
庭

の
日
当
た
り
の
い
い
所
へ
お
い
て
や

り
ま
し
た
。

日
に
日
に
‘
葉
の
色
か
こ
く
な
り
‘

目
に
し
み
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
小
さ
な
苗
木
か
、
す
ご

く
大
き
な
木
よ
り
も
、
も
っ
と
も
っ

と
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

夏
休
み
か
始
ま
っ
て
、
一
週
間
ぐ

ら
い
し
た
ら
‘
苗
木
か
ず
い
分
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
植
木
ば
ち
も
き
ゅ

う
く
つ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
に
「
大
き
い
は
ち
に
植
え
て
や

り
な
さ
い
。
」
と
、
い
わ
れ
ま
し
た
か
、

め
ん
ど
う
く
さ
か
っ
た
の
で
や
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
次
の
日
か
ら
、
私
は
、

新
潟
県
に
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
旅

行
中
「
菊
は
ど
う
し
た
か
な
あ
ー
。
」

「
か
れ
な
け
れ
ば
い
い
け
ど
。
」
「
あ

の
時
、
植
え
か
え
を
し
て
や
れ
ば
よ

か
っ
た
。
」
と
後
悔
を
し
ま
し
た
。
四

日
後
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
‘
ち
ゃ

ん
と
大
き
な
は
ち
に
植
え
て
あ
っ
た

の
で
す
。
き
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

植
え
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
う
と
‘
と

て
も
感
謝
し
ま
し
た
。
肥
料
ま
で
入

れ
て
あ
り
ま
し
た
。

夏
休
み
も
半
ば
を
す
ぎ
た
あ
る
日
、

学
校
の
。
フ
ー
ル
教
室
か
ら
帰
っ
て
み

る
と
‘
暑
さ
に
ま
い
っ
た
の
か
菊
の

葉
か
、
だ
ら
り
と
垂
れ
て
い
ま
し
た
。

急
い
で
水
を
く
れ
ま
し
た
か
、
な
か

な
か
も
ど
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
二
日

ぐ
ら
い
水
を
く
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

私
か
二
日
も
水
を
飲
ま
な
か
っ
た
ら

…
…
と
思
っ
と
‘
菊
に
頭
を
下
け
て

あ
や
ま
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
と
っ

て
も
す
ま
な
く
て
胸
か
ひ
き
さ
か
れ

る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。

け
れ
ど
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
命
水

を
く
れ
た
ら
、
心
か
通
じ
た
の
か
元

気
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。

そ
れ
か
ら
何
日
か
し
て
、
小
さ
い

黄
色
い
つ
ぼ
み
を
つ
け
ま
し
た
。
と

っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
だ
ん

だ
ん
っ
ぱ
み
か
大
き
く
な
っ
て
い
っ

た
時
の
気
持
は
、
な
ん
と
も
い
え
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
つ
い
に
花
か
咲
い

た
の
で
す
。
っ
ぱ
み
か
出
来
た
時
以

上
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
太
陽
を

受
け
て
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
ま
し
た
。

と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
…
…
本
当
に

菊
を
育
て
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

こ
。f
 私

達
の
郷
土
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
菊
の
花
か
も
っ
と
も
っ
と
普
及

す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
菊
の
花
‘

の
よ
う
な
美
し
い
心
か
い
つ
ま
で
も

私
達
明
和
村
民
に
宿
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
明
和
村
全
体
も
、

菊
の
花
び
ら
の
よ
う
に
一
っ
に
ま
と

ま
り
、
よ
り
美
し
い
す
ば
ら
し
い
村

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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1 番の長寿者

2 番の長寿者

薗田みつさん

金子丈吉さん

肉がきらいな薗田さん

九
円
十
五
口
は
敬
老
の
日
、
十
五
E
l
ー
―
＿
十
一
日

は
老
入
唱
祉
遇
間
で
こ
の
期
間
中
、
村
で
も
い
ろ
い

ろ
店
行
事
を
行
い
ま
し
だ
万
、
そ
の
期
閻
中
の
あ
る

巳
、
「
村
の
最
長
寿
者
の
薗
田
み
つ
さ
ん
、
そ
し
て

＿
一
番
目
の
金
子
支
吉
さ
ん
は
＼
と
っ
て
も
元
気
だ
よ
」

と
聞
い
だ
の
で
＼
ど
ん
店
生
汚
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
、
長
寿
の
秘
訣
は
と
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
、
知

り
だ
く
て
＿
＿
入
口
あ
防
し
を
信
っ
て
み
ま
し
だ
。

足
腰
は
、
ま
だ
か
く
し
ゃ
く
と
し

て
い
て
、
と
て
も
九
十
七
歳
と
い
う

高
齢
だ
と
は
思
え
な
い
、
そ
ん
な
第

一
印
象
を
受
け
た
大
佐
貫
の
薗
田
み

つ
さ
ん
。

今
で
も
、
悪
い
と
こ
ろ
な
ん
て
全

然
な
い
よ
と
、
誇
示
す
る
か
の
よ
う
に

家
の
囲
り
や
畑
の
草
取
り
を
ヒ
マ
さ

え
あ
れ
ば
や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
草

取
り
同
様
洗
濯
の
後
片
づ
け
も
自
分

の
仕
事
と
心
得
て
、
昔
の
人
ら
し
く

洗
濯
物
を
き
ち
ょ
う
面
に
整
理
を
す

る
。目

も
耳
も
健
康
者
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
な
く
、
ま
だ
針
に
糸
を
通
し
、

ほ
こ
ろ
び
を
縫
う
の
は
朝
め
し
前
。

気
か
向
く
と
、
ひ
孫
の
は
こ
ろ
び
の

所
や
雑
巾
な
ど
も
縫
い
あ
げ
る
。

今
、
と
っ
て
も
家
族
か
心
配
し
て

い
る
の
は
交
通
事
故
。
あ
ん
ま
り
、

元
気
す
ぎ
て
あ
ち
こ
ち
出
歩
る
く
事
。

近
所
な
ら
と
も
か
く
‘
杖
か
わ
り
の

乳
母
車
を
押
し
て
、
あ
の
交
通
量
の

多
い
国
道
を
横
切
っ
て
川
俣
の
娘
の

所
へ
行
く
事
だ
。
―

事
故
は
心
配
だ
し
、
自
分
の
娘
の

所
へ
行
く
の
は
、
大
変
な
楽
し
み
だ

ろ
う
と
、
あ
ま
り
遠
く
へ
は
行
っ
て

は
だ
め
だ
と
言
え
ず
‘
弱
り
切
っ
て

い
ま
す
か
、
あ
る
日
、
近
所
の
人
か

国
道
を
横
切
る
の
を
見
て
い
た
ら
、

あ
の
慎
重
な
左
右
の
確
認
。
あ
の
す

早
い
横
断
。
あ
れ
だ
と
絶
対
交
通
事

故
に
は
遭
わ
な
い
だ
ろ
う
と
太
鼓
判

を
押
し
て
く
れ
、

家
族
の
方
も
そ
れ

な
ら
ば
と
、
納
得

し
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
食
欲
も

変
わ
り
な
く
、
毎

旦
豆
腐
‘
魚
、
青

物
は
欠
か
し
た
事

か
な
く
、
と
っ
て

も
清
潔
ず
き
な
の

で
、
風
呂
も
毎
日

お
っ
く
う
か
ら
ず

入
る
そ
う
で
す
。

自
分
自
身
‘
健

康
に
は
よ
ほ
ど
自

信
か
あ
る
ら
し
く
‘

百
歳
ま
で
は
絶
対

長
生
き
し
て
い
ら

れ
る
よ
と
家
族
に

話
す
な
ど
の
元
気

妻
（
亡
）
で
げ
:
|
ー
」
ー
一
江
⑱

＝
晃
一
閥
茂

薗
田
み
つ
聞
ー
邦
松
仰

(15) 

一
口
に
昔
か
ら
人
生
わ
す
か
五

十
年
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
か
、

今
で
は
七
十
歳
以
上
。
し
か
し
、

よ
も
や
母
か
明
和
村
一
位
の
長
生

き
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

母
に
心
配
を
か
け
ぬ
よ
う
、
い

つ
も
愛
情
の
あ
る
家
庭
つ
く
り
を

心
か
け
て
い
ま
す
。

母
は
館
林
市
下
三
林
小
暮
家
の

長
女
に
生
ま
れ
、
女
四
人
、
男
二

人
、
共
に
全
員
健
康
で
長
命
の
家

系
の
よ
う
だ
。

母
は
七
時
半
頃
起
き
自
分
で
髪

の
毛
を
つ
く
ろ
い
九
時
頃
朝
食
。

食
事
は
豆
腐
、
揚
物
、
野
菜
、
魚

贔
ヽ
）

〖
口

[·~ 

薗
田
邦
松

(
6
7オ

長
生
き
の母

を
持
つ
長
男
の
言
葉

さ
も
。み

つ
さ
ん
は
館
林
市
下
三
林
の
生

ま
れ
で
す
か
妹
も
同
じ
大
佐
貫
に
嫁

つ
い
で
お
り
、
こ
れ
ま
た
長
弄
で
、

現
在
村
の
六
番
目
の
長
寿
。
姉
妹
合

わ
せ
て
百
九
十
歳
。

さ
ら
に
驚
く
事
に
、
兄
弟
も
み
な

元
気
で
八
十
六
歳
と
八
十
二
歳
の
妹
、

七
十
七
歳
と
七
十
四
歳
の
弟
か
い
て

六
人
合
わ
せ
る
と
五
百
九
歳
に
な
る
。

長
生
き
の
条
件
に
は
適
度
な
自
分

の
仕
事
を
持
つ
事
。
そ
れ
に
家
族
の

温
か
い
愛
情
に
包
ま
れ
て
い
る
事
で

す
か
、
菌
田
さ
ん
は
そ
の
他
に
長
命

の
血
を
引
い
て
い
る
事
に
な
り
、
鬼

に
金
棒
の
よ
う
で
、
こ
の
先
ま
だ
ま

だ
長
生
き
す
る
。
そ
ん
な
印
象
を
私

に
与
え
ま
し
た
。

な
ど
か
好
み
。
肉
類
は
と
り
ま
せ

ん
。
時
に
は
自
分
で
作
っ
て
食
べ

ま
す
。
決
し
て
家
族
に
は
迷
惑
を

か
け
ま
せ
ん
。
と
っ
て
も
‘
散
歩

か
す
き
で
よ
く
歩
い
て
い
ま
す
。

午
後
三
時
頃
に
は
約
一
キ
ロ
離
れ

た
川
俣
の
長
女
の
家
へ
出
か
け
一

時
間
位
し
て
掃
っ
て
き
ま
す
。
ど

ん
な
に
で
か
け
て
も
‘
つ
か
れ
た

と
は
一
度
も
言
い
ま
せ
ん
。

子
供
長
女
は
七
十
歳
。
長
男
の

私
は
六
十
七
歳
。
二
人
と
も
母
の

血
を
引
い
て
か
健
康
で
お
り
ま
す
。

家
族
は
私
と
孫
と
孫
嫁
‘
ひ
い
孫

二
人
の
六
人
家
族
で
、
い
つ
も
孫

嫁
や
ひ
い
孫
か
、
お
ば
さ
ん
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
と
驚
ろ
い
て
お

リ
‘
家
族
み
ん
な
、
か
ん
は
っ
て

お
ば
さ
ん
以
上
長
生
き
し
よ
う
と

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
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. 
肉ガすきな金子さん

白菜の植付け

状況を見守る
金子丈吉さん
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「
も
う
歳
だ
か
ら
ね
ー
。
毎
日
ぶ
体
か
弱
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も
‘

ら
／
＼
気
楽
に
過
し
て
い
る
ん
だ
よ
」
食
欲
は
ま
だ
／
し
＼
若
い
人
に
は
負
け

と
、
ニ
ー
三
年
前
か
ら
急
に
体
か
思
ず
家
族
を
び
っ
く
り
さ
せ
て
い
ま
す
。

う
よ
う
に
動
か
な
く
‘
弱
っ
て
き
た
若
い
時
か
ら
肉
さ
え
あ
れ
ば
、
あ
と

自
分
を
嘆
い
て
い
る
の
は
、
入
ヶ
谷
は
な
ん
に
も
い
ら
な
い
と
い
う
だ
け

の
金
子
丈
吉
さ
ん
。
あ
っ
て
今
で
も
肉
か
食
卓
に
盛
ら
れ

る
と
喜
ぶ
。
年
と
と
も
に
肉
顆
か
ら

野
菜
、
そ
し
て
果
物
が
好
き
に
な
る

よ
う
に
好
み
か
変
わ
る
人
か
多
い
な

か
で
野
菜
や
果
物
は
ダ
メ
と
い
う
。

今
で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
仕
事
も

満
足
に
で
き
な
い
か
、
夕
食
な
ど
は

と
っ
て
も
待
ち
ど
お
し
い
ら
し
く
、

ま
だ
準
備
中
だ
と
い
う
の
に
、
食
堂

に
早
く
来
て
、
早
く
作
れ
と
い
わ
ん

か
の
よ
う
に
一
人
待
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

ま
た
、
今
で
も
農
業
一
筋
に
生
き

た
人
ら
し
く
、
家
族
の
人
に
「
も
う

種
ま
き
の
時
期
だ
。
稲
に
肥
料
を
や

っ
た
か
」
と
指
示
し
、
農
業
は
ま
だ

ま
だ
、
私
か
い
な
け
れ
ば
満
足
に
作

れ
な
い
と
の
顔
付
に
な
る
そ
う
で
す
。

特
に
、
毎
年
米
の
作
柄
が
心
配
ら
し

く
野
廻
リ
を
し
て
い
た
か
、
昨
年
か

ら
、
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
出
来

た
新
米
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
俺
か
野

廻
り
し
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
ん
な
ろ

く
な
米
し
か
桟
れ
な
か
っ
た
ん
だ
と

家
族
を
し
か
っ
た
は
ど
、
農
業
に
対

す
る
愛
着
を
の
ぞ
か
せ
た
そ
う
で
す
。

時
た
ま
‘
雨
か
長
く
降
り
続
く
と

空
を
う
ら
め
し
そ
う
に
見
上
げ
、
「
あ

の
時
は
、
こ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
か
っ

た
。
」
と
明
治
四
十
三
年
の
大
水
の
事

を
思
い
出
す
そ
う
で
す
。

そ
の
事
を
伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

金
子
さ
ん
は
、
急
に
自
分
か
若
い
時

に
戻
っ
た
よ
う
に
、
口
調
か
は
っ
き

り
し
、
若
々
し
い
声
と
な
り
「
水
番

の
た
め
、
大
輪
の
土
手
に
三
人
で
行

っ
た
ん
だ
、
す
る
と
も
う
危
い
か
ら

帰
れ
”
~
と
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
叫
び

声
か
聞
こ
え
て
き
た
。
私
達
も
身
の

危
険
を
感
じ
、
急
い
で
帰
っ
た
ん
だ

か
‘
途
中
で
水
に
追
い
つ
か
れ
、
あ

っ
と
い
う
間
に
胸
の
吉
向
さ
ま
で
水
か

来
て
し
ま
い
、
一
人
は
松
の
木
に
よ

じ
の
ほ
り
難
を
の
か
れ
、
も
う
一
人

ほ
く
の
ひ
い
あ
じ
い
ち
ゃ
ん

西
小
五
年
金
子
征
弘

は
、
濁
流
で
大
佐
貫
の
方
へ
流
さ
れ

て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
桑
の
木

か
水
の
勢
い
で
地
面
に
へ
は
り
つ
い

て
い
る
の
で
歩
く
事
も
で
き
ず
‘
私

は
、
ど
う
に
か
命
か
な
が
ら
泳
い
で

ぱ
く
の
家
の
ひ
い
お
じ
い
さ
ん

は
‘
丈
吉
と
言
い
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
明
治
二
十
年

九
月
二
十
日
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

今
年
は
九
十
五
歳
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
お
じ
い
さ
ん
の
、
生

活
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。

お
き
る
時
刻
は
、
だ
い
た
い
六

時
ご
ろ
で
す
。
八
時
ご
ろ
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
い
つ
も
、
茶

わ
ん
大
も
り
を
食
べ
ま
す
。
み
て

い
る
と
そ
れ
で
も
た
り
な
い
く
ら

い
で
す
。
お
か
ず
を
と
ろ
う
と
し

て
い
る
の
で
、
ほ
く
た
ち
か
と
っ

て
や
ろ
う
と
す
る
と
、
え
ん
リ
ょ

を
、
し
た
り
し
ま
す
。

ご
飯
か
す
む
と
、
日
な
た
ぼ
っ

こ
か
、
そ
の
辺
を
ふ
ら
つ
い
て
い

る
か
ね
て
し
ま
う
か
で
す
。

と
ほ
と
ほ
と
、
前
の
畑
を
、
一

人
で
見
に
行
っ
た
と
き
、
だ
れ
も

帰
る
事
か
出
来
た
ん
だ
。
一
度
死
に

は
ぐ
っ
た
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
長
生
き

し
て
い
る
の
か
ね
ー
」
と
九
十
五
歳

と
思
え
な
い
強
い
言
葉
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

い
な
い
の
に
、
一
人
で
つ
ふ
や
い

て
い
て
、
い
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
辺
を
杖
を
つ
い
て
あ
る
い

て
い
る
姿
は
、
や
っ
ぱ
り
年
だ
な

と
、
思
わ
せ
ま
す
。
そ
れ
に
く
ら
ベ

て
、
ほ
く
か
「
ご
は
ん
だ
よ
。
」

と
よ
び
に
い
く
と
食
堂
へ
、
く
る

の
か
う
さ
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
に
ご
は
ん
か
す
き
な
の
か

な
と
、
思
わ
せ
る
く
ら
い
で
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
よ
く
昼
寝
を

し
ま
す
。
冬
で
も
な
い
の
に
足
を

ち
ぢ
め
、
東
む
き
で
、
寝
ま
す
。

ひ
る
す
ぎ
は
、
寝
て
い
る
か
、

テ
レ
ビ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
大
き
く

し
て
見
て
い
ま
す
。

夕
食
を
食
べ
終
っ
た
ら
、
ね
て

し
ま
い
ま
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
ほ
ん
と
う
は
、

六
月
生
ま
れ
だ
け
れ
ど
、
九
月
に

と
ど
け
に
い
っ
た
の
で
九
月
生
ま

れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
聞
い

た
こ
と
か
、
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
‘
む
り
し
な
い
で
、

長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
＇

仏
ん
｀
／

嘉
汀
／

忍
、
こ
→

:` 
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昭
和
三
十
三
年
か
ら
生
活
改
善
に

よ
る
服
装
の
簡
素
化
を
目
指
し
、
派

手
な
服
装
で
身
を
飾
る
よ
り
、
簡
素

な
服
装
で
、
よ
リ
一
層
心
を
飾
ろ
う

と
秋
分
の
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
成
人
式
も
、
今
年
で
二
十
八
回

目
、
成
人
者
百
四
名
（
出
席
者
九
十

一
名
）
か
大
人
の
仲
間
入
り
を
済
ま

せ
ま
し
た
。

式
は
村
長
か
「
皆
さ
ん
は
、

今
や

心
身
と
も
に
一
人
前
の
国
民
に
な
っ

た
こ
と
か
認
め
ら
れ
、
選
挙
権
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
公
民
権
か
与
え
ら

れ
た
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
あ
ら
ゆ

る
行
動
に
責
任
を
持
つ
よ
う
心
か
け

て
く
だ
さ
い
。
今
、
こ
こ
に
社
会
の
一

員
と
し
て
、
立
派
に
成
人
な
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

時
代
の
推
移
と
社
会
情
勢
の
変
化
に

眼
を
注
か
れ
、
今
ま
で
よ
り
以
上
に

努
力
を
重
ね
、
国

家
社
会
に
貢
献
出

来
る
人
に
な
る
よ

う
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

成
人
者
男
子
代
表

の
奥
澤
章
君
と
女

子
代
表
の
吉
永
ゆ

か
リ
さ
ん
の
答
辞

か
述
べ
ら
れ
ま
し

こ
。t
 私

達
は
、
今
日

か
ら
成
人
の
仲
間

入
り
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
リ

ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
社
会
人
と

1
0
4
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

派
手
な
服
装
よ
り

心
を
飾
る
成
人
式

松
本

し
て
、
多
く
の
先
輩
方
を
見
習
い
な

か
ら
、
先
輩
以
上
に
こ
の
社
会
を
発

展
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
時
代
に
育
っ
た
私
達

は
、
人
生
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
ゆ

く
上
で
し
っ
か
り
し
た
信
念
に
欠
け

て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
を
取
戻
す
た
め
冷
静
な
判
断
力

実
行
力
、
そ
し
て
知
性
と
教
養
を
み

か
き
社
会
に
適
応
し
て
ゆ
け
る
立
派

な
社
会
人
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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9

9

9

9

9
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9
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9
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9
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9
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9
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~
成
人
式
を
辺
え
る
百
四
名
の
~

二
中
力
ら
無
作
病
に
五
名
の
方
に
、
~

五
急
事
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
｛

]
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
力
成
人
｛

ニ
式
の
削
に
執
筆
し
て
も
ら
い
ま
~

~
し
だ
。

ふ
巌
入
式
を
辺
え
る
に
あ
だ
っ
｛

王〖
◎
成
入
式
を
秋
分
の
日
に
実
施
~

二
0
る
事
に
つ
い
て

｀
慕
霜
四
村
に
つ
い
て
思
う
こ
と
~

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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初
枝
（
千
津
井
）

①
二
十
歳
な
る
と
言
っ
て
も
何
か

実
感
か
わ
か
ず
人
事
の
様
な
気
が
し

ま
す
。
で
も
社
会
で
は
大
人
と
し
て

認
め
ら
れ
嫌
か
お
う
で
も
社
会
人
の

一
人
と
し
て
扱
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

自
分
自
身
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。

こ
れ
を
目
標
に
明
日
か
ら
の
一
日
一

吉
永
ゆ
か
り
さ
ん
の

答
辞
要
旨

①
成
人
式
を
迎
え
社
会
の
一
員
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
選
挙
権
を
行
使

す
る
な
ど
積
極
的
に
社
会
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
に
は

迷
惑
を
か
け
な
い
で
自
分
の
事
は
自

分
で
処
理
し
、
人
生
は
＂
努
力
＂
の

二
字
て
生
き
て
少
し
位
の
苦
難
に
は

く
じ
け
な
い
強
い
心
の
持
ち
主
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
季
節
的
に
寒
く
も
な
く
暑
く
も

な
く
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

秋
分
の
日
は
、
祖
先
を
敬
う
日
な
の

で
成
人
式
を
行
う
こ
と
は
た
い
へ
ん

意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
公
に
決
め
ら
れ
た
一
月
十
五
日

に
行
う
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 小

暮

②
友
達
に
九
月
二
十
三
日
に
成
人

式
だ
と
言
う
と
必
ず
笑
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
や
は
り
普
通

に
一
月
十
五
日
に
行
な
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
今
の
ま
ま
で
も
服
装

は
自
由
に
す
る
と
か
考
え
て
欲
し
い

で
す
。
や
は
リ
一
生
に
一
度
の
事
で

す
し
人
並
に
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
農
作
物
に
恵
ま
れ
た
実
り
豊
か

な
土
地
だ
と
思
い
ま
す
。
多
少
生
活

に
不
便
な
点
は
あ
り
ま
す
が
暮
ら
し

や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
明
和
村
の
発
展
に
期
待

し
ま
す
。

雅
信
（
大
佐
貫
）

日
を
自
覚
を
も
っ
て
す
ご
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

野
中
英
男
（
江

③
別
に
あ
り
ま
せ
ん

ロ

③
明
和
村
は
交
通
の
便
か
い
い
の

で
都
心
に
も
近
く
、
自
然
も
多
く
あ

る
の
で
大
変
よ
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
館
林
に
合
併
の
様
な
こ
と

も
聞
き
ま
す
か
、
経
済
問
題
や
福
祉

問
題
な
ど
が
散
在
す
る
社
会
の
中
に

あ
っ
て
も
今
ま
で
の
住
み
よ
い
明
和

村
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

三
ッ
井
悦
世
（
中
谷
）

①
成
人
式
を
迎
え
て
、
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
わ
け
で
す
か
、
私
は
、

ま
だ
学
生
の
た
め
か
、
余
り
成
人
し

た
と
言
う
実
感
か
あ
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
経
験
し
、
試
練
や
困
難
と
戦
い

少
し
づ
つ
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
‘
責
任
あ
る
行
動
を
し
て
、
社
会

に
役
立
つ
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
‘

努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
秋
分
の
日
に
成
人
式
を
行
う
の

か
、
理
解
で
き
な
い
の
で
す
か
、
明

和
村
で
は
秋
分
の
日
に
行
う
と
言
う

伝
統
か
あ
る
よ
う
な
の
で
他
の
日
に

行
う
の
も
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
私

の
意
見
と
し
て
は
成
人
の
日
か
あ
る

の
で
す
か
ら
、
そ
の
日
に
行
う
方
か

成
人
に
な
る
、
と
言
う
自
覚
か
も
っ

と
で
る
と
思
い
ま
す
。

①
本
日
よ
り
成
人
と
な
っ
た
今
、

私
た
ち
は
、
自
分
の
行
動
、
権
利
、

義
務
を
全
う
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
達
は
未
た
若
年
で

あ
り
未
完
成
の
人
間
て
あ
り
ま
す
か
、

今
日
の
よ
き
日
を
、
基
点
と
し
て
、

小
久
保
照
美
（
南
大
島

③
別
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
一
日
一
日
を
自
己
の
人

間
形
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
服
装
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
て

昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
か
、
秋
分
の
日
に
実
施
す
る

の
は
、
本
村
だ
け
で
あ
り
、
女
性
は

ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
カ
ー
ト
で
統
一
で
は

あ
る
か
、
こ
の
他
、
一
月
に
着
物
を

用
意
す
る
家
庭
か
は
と
ん
ど
で
あ
り
‘

よ
け
い
な
出
費
で
あ
る
。
で
す
か
ら

成
人
式
は
、
成
人
の
日
に
、
行
な
っ

た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

①
成
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

世
間
の
人
か
ら
一
人
前
の
人
間
と
見

な
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
っ
て
立
派
な
社
会
の

一
員
と
な
る
様
に
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
成
人
式
は
今
年
も
例
年
と
同
じ

く
秋
分
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
秋
分
の
日
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
知
り

ま
せ
ん
か
、
特
に
秋
分
の
日
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
い

と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
成
人
の
日

に
し
た
方
か
良
い
と
思
い
ま
す
。

③
明
和
村
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た

所
で
す
か
ら
‘
勿
論
、
他
の
ど
こ
よ

リ
も
良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

附
近
の
市
町
村
は
こ
の
と
こ
ろ
大
き

な
発
展
を
し
た
様
に
思
い
ま
す
。
て

す
か
ら
明
和
村
も
遅
れ
を
と
る
こ
と

な
く
発
展
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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た
し
か
、
今
か
ら
七
ー
八
年
前

に
P
T
A

の
第
一
回
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
チ
ー
ム
の
責
任
者
と
し
て

大
会
前
に
打
合
せ
会
議
に
行
っ
た

の
で
す
か
、
男
は
も
っ
ば
ら
野
球

で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
女
か
す
る

も
の
で
、
ソ
フ
ト
な
ん
て
参
加
チ

ー
ム
は
あ
ま
り
な
く
、
ソ
フ
ト
の

行
事
は
以
後
中
止
に
な
っ
て
し
ま

九
月
二
十
八
日
、

第
八
回
老
人
福
祉
大

会
か
村
と
社
会
福
祉

協
議
会
の
主
催
に
よ

リ
、
分
福
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

村
内
の
六
十
五
歳
以

上
の
老
人
一
千
百
二

十
二
人
を
招
待
（
出

席
者
六
百
五
十
五
人
）

し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
は
じ
め

に
奈
良
村
長
が
「
明

治
、
大
正
、
昭
和
と

戦
前
、
戦
後
を
と
お

し
て
、
多
年
に
わ
た

り
、
国
家
、
社
会
、

老
い
る
の
も
忘
れ
て

—
第
八
回
老
人
福
祉
大
会
ー

家
庭
の
た
め
に
、
つ
く
さ
れ
、
そ
の

長
間
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
皆
様
方

の
長
痔
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

広
く
社
会
の
方
々
に
老
人
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
福
祉
の
増
進
を
深
め

る
た
め
に
、
こ
の
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

次
に
結
婚
な
さ
っ
て
五
十
年
。
夫

婦
そ
ろ
っ
て
金
婚
を
迎
え
た
十
五
組

を
顕
彰
し
、
ま
た
、
老
人
扶
養
模
範

家
庭
を
二
人
、
さ
ら
に
寝
た
き
り
老

人
を
長
年
世
話
し
て
い
る
介
護
者
を

二
人
、
さ
ら
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

に
功
労
の
あ
っ
た
四
名
を
表
彰
し
ま

し
た
。最

後
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の

福
田
峯
次
さ
ん
か
老
人
椙
祉
大
会
宣

う
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
私
は
、
参

加
チ
ー
ム
の
多
さ
に
お
ど
ろ
く
と
供

に
、
今
ま
で
、
P
T
A

は
関
係
な
い

よ
と
い
う
人
達
の
参
加
か
多
く
、

P

T
A

の
行
事
と
し
て
大
成
功
に
終
っ

報 め し＼ わ

こ---·
、---
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な
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
な
ー
。
」
あ
の
時
は
、
ル

ー
ル
も
知
ら
な
い
で
や
っ
た
の
だ

か
ら
ね
ー
。
と
冗
談
ま
じ
り
に
話

し
合
っ
た
り
し
ま
す
。

（
写
真
・
文
・
額
字
と
も
奥
沢
さ
ん
で
す
）

た
事
を
記
憶
し
て
い
る
。
こ
の
企
画
が
元
で
、
今
日
各
団

当
時
、
打
合
せ
会
議
で
、
と
も
か
体

•
P
T
A

等
の
球
技
大
会
か
活

く
実
行
し
よ
う
と
誓
い
合
っ
た
メ
ン
発
に
な
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
耳

バ
ー
と
顔
を
合
わ
す
と
、
「
こ
れ
ほ
を
傾
け
る
時
代
に
な
っ
た
事
を
非

ど
ま
で
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
み
ん
常
に
喜
ん
で
い
る
一
人
で
あ
る
。

須
藤
重
吉

▼
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

田
島
田
端
武
之
丞

梅
原
恩
田
治
雄

▼
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

新
里
堀
ロ
イ
ソ
子

南
大
島
財
津
豊
美

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

▽
江
口
老
人
ク
ラ
ブ

長
年
ご
苦
労
さ
ま

老
人
扶
養
模
範
家
庭

▽
橋
本
実
一
郎
・
と
め
（
斗
合
田
）

▽
照
内
福
太
郎
・
え
い
（
下
江
黒
）

▽
新
井
啓
吉
・
み
ね
（
下
江
黒
）

▽
奈
良
新
一
郎
・
ち
い
（
田
島
）

▽
奈
良
宮
太
郎
・
ス
イ
（
田
島
）

▽
小
久
保
弥
吉
・
せ
い
（
南
大
島
）

▽
福
島
源
一
・
ち
よ
（
南
大
島
）

▽
篠
木
正
名
・
の
ぶ
（
南
大
島
）

▽
黒
沢
安
・
し
け
（
梅
原
）

▽
風
間
伊
勢
松
•
あ
き
（
梅
原
）

▽
塩
谷
正
一
・
か
ね
（
川
俣
）

▽
吉
田
源
次
郎
・
サ
イ
（
川
俣
）

▽
川
島
寛
次
・
く
に
（
大
輪
）

▽
篠
木
忠
次
郎
・
さ
く
（
大
佐
貫
）

▽
篠
木
長
吉
・
や
い
子
（
大
佐
貫
）

苦
楽
を
と
も
に

5
0年

顕
彰
さ
れ
た
金
婚
者

言
を
読
み
あ
げ
第
一
部
を
終
了
し
、

第
二
部
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の
歌
や
お

ど
り
の
余
興
に
入
り
、
寿
司
を
食
べ

た
り
お
酒
を
飲
ん
だ
り
し
て
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▽
新
里
老
人
ク
ラ
ブ
細
田

▽
大
輪
長
寿
会
松
本

▽
大
佐
貫
老
人
ク
ラ
ブ
小
暮

国
民
年
金

付
加
年
金
で

よ
り
高
い
年
金
を

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度
を
ご

ぞ
ん
じ
で
す
か
。

国
民
年
金
で
は
、
給
付
の
中
心
と

な
る
老
齢
年
金
を
、
も
っ
と
増
額
し

て
受
け
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
た
め

に
、
付
加
年
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

〔
問
〕
先
日
、
老
齢
年
金
の
請
求

に
行
っ
た
夫
か
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た

よ
う
な
顔
を
し
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
社
会
保
険
の
テ
レ
ビ
に
、
自

分
の
加
入
し
た
期
間
か
ぜ
ん
ぶ
写

し
出
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
私

も
か
つ
て
長
野
県
で
会
社
勤
め
を

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
、
こ

れ
も
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〔
答
〕
ー
五
十
歳
以
上
の
人
で
し

た
ら
1

日
本
全
国
ど
こ
で
加
入
し

た
記
録
で
も
わ
か
り
ま
す
。
た
だ

次
の
ふ
た
つ
だ
け
は
例
外
で
ウ
イ

ン
ド
・
マ
シ
ン
（
テ
レ
ビ
）
に
写

せ
ま
せ
ん
。

0

昭
和
二
十
九
年
以
前
に
退
職
し
、

三
十
四
年
以
降
再
就
職
し
て
い
な

い
人

〇
勤
め
を
変
え
る
ご
と
に
違
っ
た

年
金
手
帳
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た

人

I

年
金
見
込
額
の
試
算
も
1

ウ
イ
ン
ド
・
マ
シ
ン
に
写
し
出

せ
る
人
な
ら
、
退
職
後
ど
の
く
ら

い
の
年
金
を
も
ら
え
る
か
、
五
分

も
あ
れ
ば
試
算
で
き
ま
す
。
定
年

ま
ぢ
か
の
人
は
、
老
後
の
生
活
設
計

に
利
用
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ー
持
参
し
て
い
た
だ
く
の
は

1

0

本
人
と
配
偶
者
の
年
金
手
帳
（
国

民
年
金
の
も
の
も
）

0

年
金
（
恩
給
）
を
受
け
て
い
る
人

は
そ
の
証
書
（
配
偶
者
の
も
の
も
）

〇
職
歴
の
メ
モ

こ
れ
だ
け
で
す
か
、
本
人
に
た

ず
ね
た
い
事
か
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
の
で
、
本
人
か
配
偶
者
以
外
の

方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
（
桐
生
市
）
の
受

付
時
間
は
、
朝
九
時
半
か
ら
午
後

三
時
頃
ま
で
で
す
。

加
入
期
間
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す

周
市

陽
三

知
治

第
一
回

す
。付

加
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
定

額
保
険
料
に
四
百
円
の
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の

老
齢
年
金
に
、
付
加
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
月
数
）
に
二
百
円
を
か
け

た
額
か
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。付

加
年
金
は
‘
保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
る
人
以
外
の
人
な
ら
誰
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
に
加
入
し
て
、
よ
り
高

い
年
金
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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宮
太
郎

奈
良
（
田
島

ス
イ

明
和
村
で
今
年
、

結
婚
し
て
五
十
年
。
め
で
た
＜

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
は
十
五
組
。

村
で
も
永
年
、
村
の
発
展
に
夫
婦

し
て
努
力
し
て
来
た
事
に
感
謝
し
、

金
婚
を
祝
い
九
月
二
十
八
日
に
顕
彰

し
ま
し
た
が
、
こ
の
中
か
ら
五
組
の

カ
ッ
プ
ル
に
登
場
ね
が
い
次
の
事
を
伺
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

①
二
人
の
出
合
い

②
楽
し
か
っ
た
事

③
苦
し
か
っ
た
事

④
現
在
の
心
境
な
ど

⑤
今
だ
か
ら
話
せ
る
事

) ①
夫
私
の
お
ふ
く
ろ
か
、
い
つ
ま
で

，
ー
、

一
人
じ
ゃ
し
ょ
う
か
な
い
と
言
っ
て

い
ま
の
女
房
を
見
つ
け
て
来
て
く
れ

た
の
で
す
。

は②
な（妻）
かこ
つれ

たと
でし、

すつ
よて
゜楽
今し
やか
つつ

とた
‘事

こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
か
楽
し
い
か

゜

な
ー

ヽ
ー
ノ夫
自
分
の
事
で
申
し
分
け
な
い
か
‘

( 
仕
事
の
関
係
上
、
美
智
子
妃
殿
下
の

幼
い
と
き
、
あ
ち
こ
ち
お
供
し
た
の

か
楽
し
い
思
い
出
で
す
よ
。

ヽ
ー
，

③
妻
夫
は
会
社
の
出
張
／
＼
で
ほ
と

( ん
ど
留
守
だ
っ
た
の
で
、
私
は
男
の

中
に
混
ざ
っ
て
、
男
の
仕
事
を
し
て

き
た
の
で
す
。

ヽ
~夫
私
は
十
六
歳
か
ら
七
十
七
歳

( 
ま
で
会
社
努
め
。
そ
の
う
ち
の
三
分

の
一
以
上
か
出
張
て
し
た
の
で
、
女

房
に
は
苦
労
を
か
け
た
と
思
っ
て
い

る
。要

今
で
も
農
業
の
事
は
全
然
わ
か
ら
な

い
ん
で
す
よ
。

ヽ
ー
ノ

④
夫
私
か
五
十
二
歳
で
中
風
で
倒
れ
た

( と
き
、
会
社
の
社
長
か
よ
く
し
て
く
れ

て
、
東
大
の
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
結
果
、
毎
日
で
き
る
だ
け
体
を

動
か
し
て
い
る
事
か
良
い
と
い
う
の
で
七

十
七
歳
の
高
齢
に
な
る
ま
で
会
社
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
本
当
に
社
長
の
真
心
に
う

た
れ
、
あ
り
か
た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。

⑤
因
ぃ
つ
も
家
を
留
守
に
し
て
い
た
の
で

女
房
に
は
申
し
分
け
な
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
去
年
か
ら
、
毎
日
夫
婦
し
て
家
に

い
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
、
な
ん
と
か

し
て
今
ま
で
の
借
リ
を
な
そ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。

①
工
も
う
す
っ
か
り
仲
人

に
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
。仲

人
は
川
島
家
は
い
い

か
ら
と
言
う
の
で
嫁
つ
い

だ
ら
、
み
ん
な
で
た
ら
め
、

借
金
の
山
で
、
み
ん
な
他

人
の
手
な
ん
で
す
よ
。
す

ぐ
掃
ろ
う
か
と
思
っ
た
ん

で
す
か
、
私
は
五
歳
の
時

に
親
に
死
な
れ
大
抵
の
苦

労
は
知
っ
て
い
た
か
ら
、

主
人
と
ど
う
に
か
苦
労
を

分
け
合
っ
て
や
っ
て
行
こ

う
と
決
心
し
た
ん
で
す
よ
。

私
は
実
家
か
し
っ
か
リ

し
て
い
た
ら
、
私
は
こ
こ

に
い
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
ね
。

田
私
は
も
う
仲
人
ま

か
せ
で
い
た
か
ら
気

か
楽
で
し
た
よ
。

ヽ
ィ
（
大
輪

欠こ
9

，
ヽI

②
国
楽
し
か
っ
た
事
な
ど
な
に
も

な
か
っ
た
よ
。
ま
る
で
主
人
に
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

、
·
し
ー
／
夫
借
金
を
全
部
き
れ
い
に
し
た
と

( 
き
か
な
。
こ
れ
で
や
っ
と
自
分
達

の
生
活
に
戻
れ
る
と
思
い
ま
し
た

ね
。ヽ

~

③
夫
私
の
親
は
体
か
弱
く
働
け
な

( か
っ
た
。
し
か
も
若
い
時
に
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
へ
残
っ

た
の
か
借
金
。
幸
い
私
達
夫
婦
は

一
回
も
病
気
で
入
院
す
る
事
も
な

く
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、
も
う
無
我

夢
中
で
借
金
を
か
え
そ
う
と
働
い

た
ね
。
そ
の
事
か
苦
し
か
っ
た
ね
。

ヽ
~

④
妻
借
金
を
親
達
か
残
し
て
く
れ

'
—
、

た
か
、
私
も
夫
も
、
も
ち
ろ
ん
親

達
を
う
ら
ん
で
い
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
目
的
を
も
っ
て
夫
婦
し
て
一

生
懸
命
働
け
た
事
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

知
今
た
か
ら
そ
う
思
え
る
ん
で
す

よ
。⑤

国
な
か
ば
倒
れ
か
か
っ
た
、

我
か
家
を
女
房
か
来
て
く
れ
て

も
ち
直
し
て
く
れ
た
。

本
当
に
福
の
神

で
す
。

ご
ま
か
し
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
も
の
か
な
。



(11) 第253号 広 報 め し＼ わ 昭和57年 10月 10 日

わた

正
名
の
ぷ

篠
木

（
南
大
島
）

（
斗
合
田
）

①
夫
あ
ね
ご
か
、
館
林
市
の
羽
附
ヘ

嫁
に
行
っ
て
ね
。
あ
ね
ご
の
近
所
の

人
を
、
絶
対
い
い
人
だ
か
ら
と
い
う

事
で
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ
。

①
ぽ
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

た
の
で
、
私
の
田
舎
の
人
か
ど
う
に

か
し
よ
う
と
心
配
し
て
く
れ
て
見
合

い
を
し
た
ん
だ
よ
。

見
合
い
の
場
所
も
東
京
の
親
戚
な

の
で
、
ロ
マ
ン
ス
も
な
に
も
な
か
っ

したち

結婚50年

②
夫
二
人
で
こ
う
し
て
め
で
た
く
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
事
か
な
。
こ
の

前
、
子
供
達
に
金
婚
の
祝
い
を
し
て

も
ら
っ
た
ん
だ
。
う
れ
し
か
っ
た
ね
。

絶
対
忘
れ
る
事
か
で
き
な
い
と
思
う

よ
。

③
妻
こ
ち
ら
へ
嫁
つ
い
だ
そ
の
日
か

ら
蚕
の
世
話
。
想

像
し
て
い
た
よ
り

大
変
だ
っ
た
。
＜

る
し
か
っ
た
ね
。

④
妻
私
か
ね
。
五

年
即
パ
ー
ヒ
ン
グ

と
い
う
お
か
し
な

病
気
に
な
っ
て
ね
。

現
在
、
体
か
思
う

よ
う
に
動
か
せ
な

い
ん
だ
よ
。
な
に

か
と
嫁
達
の
世
話

た
な
。

②
凄
苦
し
か
っ
た
事
ば
か
り
で
楽
し

い
事
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
よ
。

③
夫
ず
う
っ
と
東
京
に
い
た
の
で
、

戦
争
中
は
食
糧
不
足
で
ね
。
ず
い
ぶ

ん
困
っ
た
ね
。
さ
ら
に
借
家
住
ま
い

だ
っ
た
の
で
、
追
い
出
さ
れ
て
し
ま

っ
た
時
は
本
当
に
困
っ
た
ね
。

) 
妻
本
当
に
大
変
だ
っ
た
よ
。
家
の
方

( 
も
困
っ
た
か
毎
日
買
出
し
で
ね
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
食
糧
か
手
に
は
い

ら
な
く
て
ね
。
苦
し
か
っ
た
。

子
供
五
人
は
、
今
で
は
と
て
も
ま

ず
く
て
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
い
イ
モ

を
け
ん
か
ま
で
し
て
奪
い
あ
っ
て
食

べ
て
い
た
。
全
く
み
じ
め
な
生
活
だ

っ
た
で
す
よ
。

④
却
全
く
利
益
を
追
求
し
な
い
で
、

に
な
っ
て
い
る
か
、
家

族
の
愛
情
本
当
に
あ
り

か
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

も
う
一
度
、
思
う
存
分

な
ん
で
も
い
い
か
ら
働

い
て
み
た
い
よ
。

ヽ
ー
ノ

⑤
夫
私
た
ち
は
、
新
婚

( の
あ
ま
え
も
な
か
っ
た
。

当
時
新
婚
旅
行
も
行
け

な
か
っ
た
。
そ
の
分
、

自
分
達
の
か
わ
り
に
息

子
夫
婦
に
は
十
分
新
婚

旅
行
を
味
あ
わ
せ
て
や

ろ
う
と
思
っ
た
ね
。
事

実
そ
う
し
た
つ
も
り
だ

『
｀
ヽ

0

ヵに
わ
と
り
を
飼
っ
て
い

る
か
本
当
に
楽
し
い
日

々
だ
。

ヽ
ヽ
j妻

戦
争
中
苦
し
い
な
か

( 
ら
も
、
子
供
達
に
は
十

分
教
育
だ
け
は
さ
せ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

ね
。ヽ~

⑤
妻
子
供
が
み
ん
な
ぐ

'—‘ れ
る
事
な
く
一
人
前
に

な
っ
て
く
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
い
。
こ
れ
も

私
達
の
苦
労
を
知
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
こ
の

よ
う
な
無
言
の
教
育
も

必
要
な
ん
で
す
ね
。

) ②
妻
毎
日
生
活
す
る
の
か
精
一
杯
で

ヽ
~

楽
し
い
事
は
―
つ
も
な
い
よ
。

) ①
夫
仲
人
さ
ん
か
ら
紹
介
も
あ
り
ま

( し
た
か
ね
。
私
は
ご
覧
の
と
お
り
‘

背
も
低
い
し
、
色
も
黒
い
の
で
、
見

合
い
を
す
る
と
完
全
に
こ
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
、
結
婚
式
の
三
・
三
・
九

度
の
杯
を
交
わ
す
ま
で
、
ど
ん
な
女

房
か
顔
も
知
ら
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。

‘
、
~妻

私
は
仲
人
さ
ん
を
信
じ
て
お
リ
ま

( 
し
た
か
ら
、
ど
ん
な
人
で
も
い
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
だ
っ
て
、
あ

の
当
時
は
女
の
方
か
ら
断
わ
る
こ
と

は
で
き
な
い
時
で
し
た
か
ら
ね
。

ヽ
~夫
私
は
頗
立
ち
か
よ
く
な
い
か
ら
‘

ヽ
~ど

ん
な
女
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
た
。

ヽ
ー
，

③
夫
昭
和
十
八
年
に
片
方
の
目
か
だ

( ん
だ
ん
見
え
な
く
な
っ
て
ね
。
有
り

金
全
部
は
た
い
て
一
ヵ
月
も
入
院
し

た
ん
だ
。
そ
の
時
は
ま
だ
子
供
は
小

さ
い
の
で
、
女
房
に
は
申
し
分
け
な

い
と
毎
日
思
っ
て
い
た
ね
。

) 
妻
あ
の
時
は
本
当
に
苦
し
か
っ
た
ね
。

( 
明
日
は
ど
う
し
よ
う
か
と
毎
日
思
っ

て
い
ま
し
た
も
の
ね
。

④
因
現
府
は
天
国
た
ね
。
姉
さ
ん
女
房
な

の
で
女
房
の
や
つ
私
を
愛
し
て
い
る
と
い

う
よ
り
も
、
か
わ
い
い
と
思
っ
て
い
る
ら

し
く
‘
よ
く
世
話
し
て
く
れ
る
の
で
、
と

て
も
気
か
楽
だ
。
先
日
だ
っ
て
神
社
の
祭

り
で
酒
を
飲
ん
で
い
て
も
、
女
房
は
私
を

心
配
ら
し
く
様
子
を
見
に
く
る
の
だ
。
だ

か
ら
私
は
い
つ
も
安
心
し
て
飲
ん
で
い
ら

れ
る
。
だ
か
ら
よ
け
い
に
飲
ん
で
し
ま
う

の
で
す
よ
。
か
え
っ
て
見
に
来
な
い
と
‘

こ
ち
ら
か
心
配
に
な
っ
て
酒
の
量
か
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
結
婚
し
て
か
ら
ず
う

っ
と
続
い
て
い
る
の
で
、
今
で
は
子
供
の

気
分
で
な
に
ご
と
も
や
れ
る
ん
で
す
よ
。

‘‘_,/ 
妻
私
は
姉
さ
ん
女
房
だ
か
ら
‘
ど
う
の
こ

( 
う
の
と
い
う
よ
り
、
自
然
に
そ
う
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
子
供
を
育
て
る
と
き
の

母
親
の
気
持
ち
の
よ
う
な
ん
で
す
ね
。

ヽ
｀
j

⑤
妻
理
由
も
な
く
主
人
の
帰
り
か
遅
く
な

( っ
て
も
、
若
い
時
か
ら
、
浮
気
を
し
て
く

る
‘
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
心
配
は
全

く
し
な
か
っ
た
ね
。
だ
っ
て
顔
も
悪
い
し
’

金
も
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。

そ
ん
な
よ
け
い
な
心
配
か
少
な
か
っ
た

か
ら
こ
う
し
て
長
生
き
し
て
い
ら
れ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

実
一
郎

と
め

橋
本
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来年完成する社会体育館の使用料

▼専用使用料（主要競技場＝アリーナ） （円／ 1 時間）

入場料等を徴収しない場合 入場料等を徴収する場合

区 分
スポーツ スポーツ 営利宣眉の スポーツ スポーツ 営利宜伝の
行 事 行事以外 ための用 行事 行事以外 ための利用

(9 午: 00~12 前: 00) 500円 1,500円 10,000円 2,000円 8,000円 20,000円

(13 午: 00~17 後: 00) 500円 1,500円 10,000 2,000 8,000 20,000 

(17 夜: 30~21 間: 30) 1,000円 3,000 20,000 4,000 16,000 40,000 

入場料とは、主催者かいずれの名儀でするかを問わす、入場者か

備 考 ら徴収すべきその入場の対価をいう。

※村内の杜：会体育団体は無料てす。

▼部分使用料

使用の目的 単 位 (9 昼 00~17 間00) (1夜7 30~21 間30) 
ノゞレーボール 1 面 1 時間 250 円 350 円

バスケットポール II II 250 350 

ノゞトミントン II II 100 150 

卓 球 II II 100 1 5 0 

トレーニング 1 人 II 100 150 

庭 球 1 面 II 500 750 

体 操 1 秤目 II 250 350 

会 議 ニ、工L L 1 回 250 350 

放 送装置 1 式 1 回 500 500 

8月るし 9選挙

空
き
巣
ね
ら
い
・
忍
込
み
等
の
「
侵

入
盗
の
防
止
」
「
覚
せ
い
剤
乱
用
の

防
止
」
等
を
重
点
に
全
国
防
犯
運
動

か
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

十
日
間
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
警
察
と
県
や
市
町

村
・
防
犯
委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
・

団
体
か
一
体
と
な
っ
て
地
域
ぐ
る
み
、

職
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
み
ん
な
で
ド
ロ

ボ
ウ
を
追
放
し
よ
う
」
と
い
う
防
犯

意
識
と
「
お
隣
り
さ
ん
同
士
か
お
互

い
に
助
け
合
お
う
」
と
い
う
連
帯
感

を
更
に
盛
り
上
げ
、

5
8あ
か
き
国
体

に
向
け
、
犯
罪
の
な
い
明
る
＜
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る

の
か
目
的
で
す
。

本
年
一
ー
六
月
に
館
林
警
察
署
管

内
（
館
林
市
・
板
倉
町
・
明
和
村
）

で
発
生
し
た
空
き
巣
ね
ら
い
や
忍
込

み
等
の
侵
入
盗
は
三
百
六
十
五
件
発

生
し
、
一
日
二
件
の
被
害
か
発
生
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
館
林

市
三
百
三
十
件
・
板
倉
町
十
六
件
・

明
和
村
十
九
件
）

ち
ょ
っ
と
し
た
留
守
に
も
「
カ
ギ

車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
車
に
乗
っ

て
い
る
人
の
命
綱
。
こ
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
気
運
を
高
め
る
た
め
、
県

警
察
で
は
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
（
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
証
）
を
交
付
し
ま

を
か
け
る
」
こ
と
は
、
空
き
巣
ね
ら

い
を
防
ぐ
た
め
に
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。
同
時
に
合
い
カ
ギ

に
よ
る
ド
ア
の
こ
じ
あ
け
を
防
止
す

る
た
め
、
お
宅
の
カ
キ
を
も
う
一
度

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
。こ

れ
は
、
群
馬
県
内
の
道
路
に
お

い
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て

自
動
車
を
運
転
中
、
警
察
官
、
交
通

巡
視
員
に
着
用
し
て
い
る
事
か
確
認

さ
れ
た
場
合
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
か
一

枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
か
十
枚
に

達
し
た
と
き
は
、
交
通
安
全
協
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
を
受
け

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

な
お
、
実
施
期
間
は
九
月
二
十
一

日
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
気
運

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
も
ら
お
う

—
全
国
防
犯
運
動

1
0月
1
日
ー

2
0日
ー

カ
ギ
か
け
は

家
族
み
ん
な
の
合
言
葉

相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

経
済
社
会
の
発
展
に
伴
っ
て
掃
人

労
働
者
は
著
し
く
増
加
し
、
広
く
各

分
野
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
実
の
職
場
に
お

い
て
婦
人
か
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮

し
、
そ
れ
に
応
じ
た
待
遇
か
必
す
し

も
十
分
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い

難
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
国
に
お
い

て
も
、
男
女
の
機
会
の
均
等
と
待
遇

の
平
等
の
実
現
を
め
ざ
し
＂
婦
人
労

慟
句
間
を
十
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
も
う
け
、
群
馬
県
で
は
こ

の
期
間
中
次
の
行
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
相
談
な
り
参

加
し
て
下
さ
い
。

〇
婦
人
問
題
特
別
相
談
日

▼
会
場
群
馬
県
産
業
会
館

▼
日
時
十
月
二
十
日
午
後
一
時

か
ら
五
時
ま
で

勤
労
婦
人
に
対
す
る

か
盛
り
あ
か
る
ま
で
の
期
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

村長選挙 みんなそろって
投票を．グ

►投票日 10 月 17 日
午前 7 時より午後 6 時まで

► 開票場所 明和村役場

午後 7 時より開票

▼
対
象
勤
労
婦
人
使
用
者
な
ど

▼
そ
の
他
当
日
こ
ら
れ
な
い
方
は

事
前
に
群
馬
県
婦
人
少
年
室
へ
ご

連
絡
を

〇
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

ー
女
性
の
能
力
の
活
用
を
図
る

I

▼
会
場
太
田
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
▼
日
時
十
一
月
四
日
・
午
後
一
時

か
ら
四
時
三
十
分
ま
で

▼
対
象
職
場
の
リ
ー
タ
ー
•
第
一

線
管
理
監
督
者
（
男
女
を
問
わ
す
）

▼
内
容
・
事
例
発
表
・
講
演

労
働
者
婦
人
少
年
局
婦
人
労
働
課

長
佐
藤
キ
ン
子
「
女
性
の
能

カ
の
活
用
を
図
る
」

〇
婦
人
労
働
問
題
会
議

▼
会
場
前
橋
商
工
会
議
所

▼
日
時
十
一
月
五
日
・
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
四
時
ま
で

▼
対
象
使
用
者

▼
内
容
講
演
同
佐
藤
ギ
ン
子

「
女
子
労
慟
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

つ
い
て
」

参
加
な
ど
詳
し
く
は
群
馬
県
婦
人

少
年
室
（
~
o
二
七
ニ
ー
三
一
ー
五

一
三
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
も
っ
と
長
生
き
し
て
下
さ
い
」

と
敬
老
の
日
の
前
日
、
村
長
と
助
役

ら
か
二
班
に
分
か
れ
て
、
八
十
五
歳

以
上
の
老
人
七
十
二
人
を
訪
ね
て
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

村
内
最
長
寿
者
の
薗
田
み
つ
さ
ん

宅
へ
、
村
長
、
社
協
会
長
ら
か
到
着

す
る
と
、
笑
顔
．
で
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

す
と
迎
へ
入
れ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
‘

長
生
き
し
て
下
さ
い
と
言
う
と
、
百

歳
ま
で
生
き
ま
す
よ
と
固
い
決
意
を

述
べ
、
村
長
も
ぜ
ひ
そ
う
し
て
下
さ

い
よ
。
と
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。南

大
島
新
田
地
区
の
婦
人
グ
ル
ー

。
フ
新
和
会
で
は
、
三
ヵ
月
に
一
度
地

区
内
の
廃
品
回
収
を
し
て
、
そ
の
利

益
金
を
積
み
た
て
て
毎
年
敬
老
の
日

に
老
人
達
を
招
待
し
敬
老
を
祝
い
ま

す
。今

年
も
老
人
の
好
み
そ
う
な
色
々

な
自
慢
の
手
料
理
か
テ
ー
ブ
ル
に
山

盛
り
。

あ
る
老
人
は
、
あ
な
た
か
た
は
私

達
老
人
を
こ
の
よ
う
に
敬
っ
て
く
れ

る
、
本
当
に
女
神
の
よ
う
に
映
る
と

感
激
深
け
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

廃
0
0
0
回
収
の
あ
金
で

老
人
を
招
待

村
長
・
助
役
ら
が

7
2人
を
訪
問

下
江
黒
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年

敬
老
の
日
に
墓
地
の
清
掃
を
実
施
し

ま
す
。こ

れ
は
も
う
二
十
年
以
上
も
続
け

て
い
る
敬
老
の
行
事
。
今
年
は
あ
い

に
く
の
雨
で
し
た
か
、
全
員
か
雨
具

を
着
て
も
く
も
く
と
草
取
り
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

「
だ
れ
し
も
い
つ
か
は
お
と
ず
れ

る
死
。
そ
の
た
め
に
も
き
れ
い
に
し

て
お
く
の
で
す
よ
」
と
冗
談
ま
じ
り

に
話
し
て
く
れ
た
の
か
、
と
っ
て
も

印
象
的
で
し
た
。

敬
老
の
日
に

墓
地
清
掃

矢
島
·
入
ヶ
谷
の
老
人
ク
ラ
ブ
は

毎
年
自
分
達
で
敬
老
の
日
に
‘
敬
老

の
集
い
を
実
施
し
て
楽
し
い
一
日
を

過
し
て
い
ま
し
た
か
、
今
年
は
「
私

達
も
社
会
参
加
を
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
て
敬
老
の
集
い
を
行
い
ま
し

こ
。f
 と

も
す
れ
ば
老
人
達
は
社
会
の
片

隅
に
追
い
や
ら
れ
か
ち
、
老
人
も
杜

会
参
加
し
よ
う
と
、
こ
の
日
、
議
員

と
区
長
を
囲
ん
で
、
村
の
情
勢
は
議

員
に
、
区
の
情
勢
は
区
長
に
説
明
を

受
け
る
な
ど
し
て
、
有
意
義
な
一
日

を
過
し
ま
し
た
。

議
員
や
区
長
を

呼
ん
で
行
政
を
勉
強
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■館林警察署管内青少年の補導数の推移
► 少年非行は総体的に増加傾向にあり、特に最近は増加傾向に
ある。 56年をみると、館林警察署管内で1 日平均2.6 人か補導
されていることになります。

区分 年別 昭和56年 昭和55年 昭和54年 昭和53年

刑 犯(14 罪歳-少19歳年) 109 人 86 人 91 人 53 人

法 触(1 3法歳以少下年) 48 47 20 36 

犯 小 計 157 133 111 89 

>
毒（シ劇ンナ法ー等違乱用反) 89 36 30 30 

その他 6 3 1 12 

犯 小 計 95 39 31 42 

ぐ犯・不良少年行為 715 745 401 382 

計 967 917 543 513 

■窃盗少年の手口別・学職別補導状況
►学職別にあっては、中学生のオートバイ盗か32人で総数の21. 8
％を占めている。次に高校生の万引か20 人で13.6 ％と多い。
最近の傾向としては出店荒しか減り自動販売機荒しが増えた。

( ）は女子

ロ手口別
学生・生徒 有 無

4ヽ ] ; 大そ 職 職
計

] 学の
Aノヽ 少

生他 年 年

乗
自動車盗 3 3 

物
オートバイ盗 32 4 1 1 38 

自 転車盗 4 (2) (~) 胃
関

3 2 3 

係
部 品 盗 3 3 

車上ねらい 1 1 1 3 

侵
工場荒 し 2 2 3 2 , 
出店荒 し 1 1 1 2 5 

入
あき巣ねらい

盗
4 1 5 

犯
忍び込み 1 1 

更衣室荒し

かっぱらい 3 2 2 1 8 

非 干 物 盗

侵 万 弓 l き 5 胄 闘 1 翡
店舗荒 し 1 1 

入
自動販売機荒し 1 3 3 1 8 

盗 置 き 弓 I き 1 1 

犯 同 居 盗 1 1 

さ い銭盗 3 3 

計 18 紺 惇 2 胄 W 閉

少
年
非
行
は
昨
年
群
馬
県
警
察
に
お
い
て
昭
和
五
十

五
年
は
増
加
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
た
か
の
よ
う
に
み

え
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
で
は
前
年
と
比
べ
て
ニ

一
、
五
％
と
増
加
し
、
戦
後
最
高
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

館
林
警
察
署
の
少
年
非
行
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
前

年
に
比
べ
犯
罪
少
年
が
二
六
、
七
％
の
増
。
触
法
少
年
は

横
ば
い
状
態
で
す
が
、
特
に
シ
ン
ナ
—
等
の
毒
物
乱
用

行
為
が
激
増
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

少
年
非
行
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
館
林
警
察
署
管
内

の
五
十
六
年
度
中
の
補
導
状
況
を
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
青
少
年
を
お
持
ち
の
家
庭
で
は
十
分
認
識

し
非
行
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

■刑法犯検挙一覧表
刑法犯少年……交通事故による業務上過失致死傷を除〈
刑法犯をいい、刑法犯にあたる行為をした少年をいう。
14歳以上20歳未満は犯罪少年(109 人前年比＋ 26.7%) と
なり、 14歳未満は触法少年(48 人前年比＋2.1%) となる。
► 前年より、成人は減少しているのにかかわらず少年は
増加している。（少年の占める割り合いは、 55.1％と成人
を上回っている）

罪種別
区分 総数 成 人 Iノj‘ 年 少る 年害l 合の（占％め) 

殺人 3 2 1 33.3 
凶
強盗

亜、い＾

犯
放火 3 3 

強かん 2 2 

粗
暴行 2 1 1 50.0 

傷害 8 4 4 50.0 
暴
脅迫

犯
恐かつ 8 6 2 25 0 

切ク 盗 241 94 147 61.0 

ぞ っヽ 物

知
詐 欺 2 2 

ム月ヒヒ
横 領 3 I 2 66 7 

偽 造
犯

背 任

霜 とば〈

引1 わいせつ 3 3 

そ の他 10 10 

合 計 285 128 157 55 1 

昭和55年 300 167 133 44.3 

■家出少年の推移

► 56年中に捜索願出のあった家出少女は、 23 人で前年に比べ

4 人減少したか、成人を含めた総数では、大きく増加した。 ■ シンナー・等舌し用少年
あいかわらず女子の家出かめだつ家出少年の原因をみると

現代っ子的な安易な衡動的な家出か多い。

※（ ）内は女子を内数で示す

昭和56年

23(16) 人

49(.26) 

72(42) 

昭和55年

27(15) 人

32(16) 

59(31) 

昭和54年

20(10) 人

40(24) 

60(34) 

昭和53年

17(11) 人

27(12) 

44(.23) 

※（ ）内は女子の内数

~I J 昭和56年 昭和55年 昭和54年 昭和53年

冗 中学生 (3)10 人 7 人 人 2 人

尚校生 (6)31 11 (2) 6 (4)38 

靡 その他 6 1 4 2 

有職少年 (4)19 15 (1)17 12 

無職少年 (2)23 (1) 2 3 14 

計 (15)89 (1)36 (3)30 (4)68 
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こ
「ピーナツ豆腐」

賀

廣川 チエさん

・
ヽ
｀
士
一

-
4
 .
.
.
 ー
ー
・

須鉛」の廣JI I チェさんに九 }ヽ|1 地方では、

一般的に食ぺられているピーナツ豆腐を

紹介していただきました。

●材料

ピーナツ（穀つき） 1 カップ吉野葛 l

カップ・フK6 カップ・石少籾甘ブc:: l. 坑豆 2 つ

まみ

●作り方

①ピーナツは穀と皮をむく。
②ジューサーで 2 ~ 3 回にわけてピーナ
ツをキナ粉位にくだく （ジューサーかな

い場合、すり枠でたたいてからする。）

③くだいたものは、すり鉢に入れ、ピー

ナツから‘i由が出るくらいまでする。

①すったものに水 2 を加え、またジュー
サーにかける。 ' 

⑤それをフキンでこし、ナベに入れる。

⑤フキンの中に残っているものをまたジ

ューサーにかける。

⑦④―⑤―⑥を 3 回位くりかえす。
⑧こしたしるの中に吉野葛、砂糖、塩を

加えまぜる。

⑨ナペを火にかけ最初は強火で 4 ~ 5 本
のハシでまんぺんなくかきまぜ、 5 分位

たったら弱火にし、ネバ l) かでるまで煮

る。

⑳平な容器に流し込む。この時容器は水

でぬらしておく。

⑪冷蔵庫で 2 時間位冷して出来上り。

●ポイント

計量カップはすべて同じもので、ピー

ナツ l. 吉野葛 l. 水 6 とする。

砂糖・塩はかくし味粗度がよい。

火で煮ている時は、葛か固まってしま

うのでたえずかきまぜる。（葛はスーパー

で入手できます。）
「ピーナツの代用としてゴマを使うと、

ゴマ豆閥となりこれもまたとってもおい

しいです。上品な味に仕上かり、家族は

勿論、ご近所でも評判なのでよく分けて

あげるんですよ。また、お年寄りか病気の

時など栄養面で大変いいんです。」と廣川

さん。試食したところ私達が日頃食べて

いる豆腐と違って一風変わったピーナッ

豆腐でした。さっそく家で作ったところ

カンタンに作れおいしいと家族に大変喜

ばれました。

また、「サバと大根のかけ和え」という

ゴマミソで和えた、酒の肴にあう品も合

わせて紹介していただきました。

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限
度

額
か
九
月
一
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

今
ま
で
、
私
た
ち
か
お
医
者
さ
ん

に
か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
已

負
担
分
と
し
て
、
一
人
一
ヵ
月
（
一

つ
の
病
院
、
診
療
所
に
）
三
万
九
千

円
以
上
病
院
な
ど
に
支
払
っ
た
場
合

は
、
そ
の
三
万
九
千
円
を
超
え
た
分

は
、
全
額
国
民
健
康
保
険
か
ら
払
い

も
ど
さ
れ
、
自
分
は
三
万
九
千
円
以

上
は
払
わ
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
九
月
一
日
か
ら
十
二
月
末

ま
で
自
己
負
担
分
の
限
度
額
か
四
万

五
千
円
に
引
き
上
け
ら
れ
、
ま
た
引

き
続
き
来
年
の
一
月
一
日
か
ら
は
、

五
万
一
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
医
療
費

の
自
己
負
担
は
最
高
一
ヵ
月
三
万
九

千
円
（
四
万
五
千
円
）
で
す
ん
で
い

た
も
の
か
、
こ
れ
か
ら
は
五
万
一
千

円
に
な
リ
ヰ

u
-
\

た
だ
し
、
低
所
得
者
で
あ
る
村
民

税
非
課
税
世
帯
と
七
十
歳
以
上
お
よ

び
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人

に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
三
万
九

千
円
に
す
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
と
は
：
·
…

私
た
ち
か
病
気
、
ー
ケ
ガ
を
し
た
と

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
選
挙

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
か
今
年
も
行

わ
れ
‘
校
内
審
査
を
パ
ス
し
た
ポ
ス

タ
ー
百
二
点
か
村
に
寄
せ
ら
れ
九
月

十
八
日
村
で
審
査
を
行
っ
た
結
果
次

の
十
八
名
か
県
審
査
へ
送
ら
れ
ま
し

こ
。t
 

〇
小
学
生

•
一
年
奈
良
健
一

●
二
年
多
田
貴
仁

三
宅
恭
子
＇

＊
中
学
男
子
の
部

▼
優
勝
柿
沼
•
岡
安
組

▼
準
優
勝
新
井
・
薗
部
組

▼
三
位
薗
田
・
武
田
組

1
1

川
上
・
石
川
組

〇
中
学
女
子
の
部

▼
優
勝
福
島
・
小
林
組

▼
準
優
勝
高
木
・
泉
田
組

▼
三
位
小
田
木
・
山
田
組

1
1

太
田
・
上
岡
組

〇
一
般
男
子
の
部

▼
優
勝
新
井
・
藤
倉
組

▼
準
優
勝
松
岡
·
黒
沢
組

▼
三
位
石
川
・
戸
ヶ
崎
組

村民ソフトボール大会結果
IO I 0 

大
沢
静

藤
野
弘
子

23 

1
8点
が
県
審
査
へ

選
挙
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

9

月
か
ら

1
2月
ま
で
四
万
五
千
円
に

1

月
か
ら
は
五
万
一
千
円
に

テ
ニ
ス
大
会
結
果

村民ゲートボール大会結果
14 

自冒' 

引己塁
き負胄

上担
げ限
ら度
れ額
まが
し
た

き
に
、
保
険
医
療
機
関
で
国
保
を
つ

か
っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合
の
医
療

費
は
、
七
割
を
国
保
か
負
担
し
ま
す

か
ら
、
自
己
負
担
は
三
割
で
済
む
わ

け
で
す
。

こ
の
三
割
の
自
己
負
担
分
か
一
定

限
度
額
（
五
万
一
千
円
）
を
超
え
た

場
合
、
超
え
た
金
額
は
全
額
高
額
療

養
費
と
し
て
国
保
か
ら
払
い
も
ど
さ

れ
る
制
度
で
す
。

10 

15 

●
三
年
飯
塚
美
紀
太
田
善
子

●
四
年
長
谷
川
恵
子
江
森
孔
明

●
五
年
山
田
友
世
石
崎
泰
弘

●
六
年
薗
部
正
橋
本
敬
一

l
t
l
中
学
生

•
一
年
奥
村
健
二

●
二
年
原
口
崇

●
三
年
酒
井
宏奈良

正
明

松
本
洋
子

〇
一
般
女
子
の
部

▼
優
勝
奥
沢
•
島
田
組

▼
準
優
勝
泉
田
・
小
菅
組

▼
三
位
松
本
・
渡
辺
組

2
-

大
佐
貫
B

梅
原
下
A

中
谷
A

須
賀
B

江
口
B

矢
島
k
寿
会
B

下
江
黒
A

千
津
井
A

川
俣

A

稲
荷
山
A

新
里
B

田
島
A

大
輪

A

上
江
黒
A

斗
合
田
B

江
口
A

下
江
黒
B

須
賀
A

新
里
A

大
輪
B

千
津
井
B

南
大
島
下

斗
合
田
A

中
谷
B

梅
原
上
B

上
江
黒
B

田
島
B

大
佐
貫
A

矢
島
k
寿
会
A

稲
荷
山
B

川
俣
B

明和農協ゲートボール大会結果
22 I Io 

新
里
ラ
ー
ク
ス

大
明
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
A

梅
原

ス
ナ
ガ
R
シ
ャ
ー
ク

矢
島
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

田
島
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
愛
好
会

斗
合
田
ソ
フ
ト
ク
ラ
フ

中
谷
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

パ
ー
ズ
[
B
'
r
d
s〕

稲
荷
山
イ
ー
グ
ル
ス

明
和
イ
ー
グ
ル
ス

千
津
井

大
佐
貫

上
江
黒
フ
レ
ー
プ
ス

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
B

川
俣
日
東
製
器
ソ
フ
ト

ポ
ー
ル
ク
ラ
プ

二
昭
友
の
会

須
賀
ソ
フ
ト

千
津
井
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

江
ロ
ス
ラ
ッ
カ
ー
ズ

リ
カ
ー
ズ

江
口

s

や
ま
う
の
つ
け
も
の

大
輪
タ
イ
ガ
ー

下
祐
ク
ラ
プ

大
輪
下
A

矢
島
B

大
輪
上

梅
原
上

南
大
島
西
A

閂
口
新
里
B

位

1
3
梅
原
上

3
 

須
賀

大
輪
下
B

中
谷

大
佐
貫
A

新
里
A

梅
原
下

新
里
B

南
大
島
西
B
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第
三
回
明
和
村
総
合
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
か
九
月
十
九
日
、
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
老
人
ク
ラ
ブ
、
身
体

障
害
者
、
母
子
会
の
人
達
の
融
和
を

深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

紙
は
ぐ
し
競
争
、
魚
つ
り
競
争
な
ど

十
五
種
目
か
行
わ
れ
、
融
和
が
目
的

の
大
会
だ
け
に
「
あ
ん
た
を
応
援
す

る
か
ら
私
を
応
援
し
て
ね
」
な
ど
と

会
話
を
し
な
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
二
十
六
名
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
助
け
か
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た

総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

九
月
五
日
、
明
中
校
庭
に
お
い
て
婦

人
消
防
隊
や
消
防
団
約
四
百
名
か
参
加

し
て
第
三
回
明
和
村
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
台
風
や
火
災
の
多
発
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
訓
練
を
通
じ
て
、

少
し
で
も
防
災
害
を
防
い
で
も
ら
う
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
か
、
皆
さ
ん
に
防
災

に
対
す
る
意
識
、
と
り
わ
け
火
災
に
対

す
る
意
識
を
十
分
持
っ
て
も
ら
お
っ
と
、

婦
人
消
防
隊
の
初
期
消
火
の
あ
り
方
。

自
動
車
火
災
の
消
火
方
法
‘
レ
ン
ジ
ャ

ー
隊
の
救
出
訓
練
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
方
面
に
つ
い
て
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

火
事
は
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
で
お
こ

り
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
総
合
訓
練
を
実
施

明和診療所新装オープン

カ
メ
―
つ

皆
さ
ま
に
長
い
間
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
明
和
診
療

所
か
同
一
場
所
に
完
成
し
、
十
月
四

日
か
ら
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

診
療
所
は
木
造
平
屋
建
で
六
十
一
・

二
七
四
（
十
八
・
五
坪
）
で
明
る
い
モ

ダ
ン
な
建
物
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
自
転
車
置
場
や
庭

を
舗
装
し
て
、
ど
な
た
で
も
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
明
和
診
療
所
の
診
療
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
診
察
科
目
内
科
・
小
児
科

・
診
療
時
間
午
前
九
時
か
ら
午
前

十
一
時
四
十
五
分
ま
で
で
す
。
た

だ
し
、
金
、
土
曜
日
は
午
前
十
一

時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
な
お
、

薬
の
支
給
は
午
後
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。

ュ
ー
ス

中
央
幼
稚
園
で
は
九
月
二
日
、
園

児
全
員
か
ハ
ダ
カ
に
な
り
絵
の
具
を

体
中
ぬ
る
ボ
デ
ィ
ペ
ン
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
お
も
い
き
り
絵
の
具
を
使

っ
て
か
ら
だ
全
体
で
表
現
し
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
始
め
は

自
分
の
か
ら
だ
に
ぬ
る
の
は
こ
わ
い

の
か
、
お
そ
る
お
そ
る
の
様
子
で
し

た
が
‘
慣
れ
て
く
る
に
し
た
か
い
全

員
楽
し
そ
う
に
、
誰
れ
だ
か
わ
か
ら

な
く
な
る
ま
で
ぬ
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
ら
け
”
~

か
ら
だ
じ
ゅ
う
絵
の
具

現
在
、
お
年
寄
り
を
夢

中
に
さ
せ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
か
あ

り
ま
す
。
老
人
達
は
朝
も

や
を
つ
い
て
カ
チ
ン
／
＼

と
さ
わ
や
か
な
音
を
た
て

な
か
ら
練
習
し
て
い
ま
す

か
、
そ
の
日
頃
の
腕
前
を

競
っ
て
も
ら
お
う
と
九
月

十
六
日
に
第
一
回
村
民
ケ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
三
十
一
チ
ー
ム
の

中
か
ら
見
事
梅
原
チ
ー
ム

か
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
組
み
合
わ
せ
な

ど
詳
し
く
は
前
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
一
回

村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

梅
原
チ
ー
ム
が
優
勝

況

•一

し
以
収
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魚つり大会
1 1 月 3 日
' 谷田川
、へ公日は参

民ま十加
舘て円甲
事に二し
務中十込
周央三み

卓 球

＼ゞニクノノ

. 
た

クぐ村民
ハレーボール大会

1 1 月 14日
中学校校庭
朗て十参
事に一加
務中閂チ
局央五 I
ヘ公日い
民まは

会大
12 月 5 日
明中体育館
局央五は参
ヘ公 El 十加
民まー由
館て月し
事に二込
務中十み

女男

穴
人
制

九
人
制

冷巌庫を風通しが良くて

涼しい所に移し、両側と

後に I Ocm 、上に 30cm くら

いのすきまをつくったら、

約 IOKWh も節約できたよ。

(〇数値はすべて 1 ヵ月のデータによるものです）

片づけながら掃除していたものを、

まず片づけてから一度に掃除機を
かけるようにしたら、約SKWhの節

約になりました。

□
―
―
□
 

〔
寄
付
の
お
願
い
〕

明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
で

は
十
一
月
二
十
八
日
に
「
第
一
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ
ー
」
を
行
い

ま
す
。こ

の
バ
ザ
ー
は
皆
さ
ま
の
家
庭
で

不
用
品
と
な
っ
て
眠
っ
て
い
る
品
物

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に
寄
付
し

て
も
ら
い
、
そ
の
品
物
を
安
く
販
売

し
、
そ
の
利
潤
を
今
後
の
福
祉
活
動

の
資
金
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
不
用
と
な
っ
て
い
る
物
の

寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
寄
付
を
お
顧
い
す
る
物

衣
頷
、
手
芸
品
、
日
用
品
、
野
菜
、

果
実
、
食
品
‘
草
花
‘
庭
木
‘
鉢
物
、

そ
の
他

▼
申
し
込
み
方
法

十
一
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
に
次
の
役
員
か
社
会
福
祉
協
議
会

（
役
場
内
）
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い

役
員
か
伺
い
ま
す
。

▼
斗
合
田
小
暮
タ
カ
野
ロ
タ
カ

▼
下
江
黒
中
村
フ
ユ
柿
沼
ま
つ

▼
上
江
黒
斉
藤
安
江

▼
千
津
井
奈
良
原
宣
子
野
本
干
代
子

▼
江
口
新
井
た
か
子
新
井
サ
エ

▼
田
島
奈
良
マ
サ
子
奈
良
静
子

▼
南
大
島
福
島
く
ら
子
島
田
キ
ン

▼
新
里
山
形
ト
メ
瀬
下
一
江

—
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
ー

福
祉
バ
ザ
ー
の
実
施

▼
ニ
ュ
ー
ブ
リ
ー
ド
（
会
長
原
口
享
）

で
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
益
金
一
万
五
千

七
十
七
円
杜
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

梨
荒
す
椋
鳥
の
駆
除
銃
を
撃
つ

落
鮎
を
釣
る
竿
光
る
秋
の
川

太
格
子
廓
跡
な
る
女
郎
花

岡
安
福
一

日
の
落
ち
し
秋
の
彼
岸
の
石
仏

し

制
約
の
老
の
身
に
泌
む
秋
の
風

ひ
と
り
立
つ
吾
亦
紅
さ
く
去
年
の
原

芭
風
子

彼
岸
花
咲
く
は
信
濃
路
千
曲
川

ヽヽ、こ、；

。つ
、,.. '. : 

▼
中
谷
内
山
利
子
小
林

▼
梅
原
立
川
ツ
ヤ
子
福
田

▼
川
俣
蘭
田
そ
も
石
塚

▼
須
賀
野
口
清
子

▼
大
輪
江
原
サ
イ
原
ロ

▼
入
ヶ
谷
金
子
利
枝

▼
矢
烏
奈
良
原
キ
ク
ノ
泉
田

▼
大
佐
貰
石
村
ち
よ
篠
木

〔
購
入
の
お
顧
い
〕

皆
さ
ま
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い
た

物
を
次
の
日
時
に
お
い
て
安
く
販
売

い
た
し
ま
す
。

家
族
お
そ
ろ
い
で
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

▼
販
売
日
時
十
一
月
二
十
八
日

午
前
十
時
か
ら

▼
会
場
中
央
公
民
館

な
お
、
詳
し
い
事
は
社
協
事
務
局

（
役
場
6
闘
―
―
三
一
内
線
六
五
）
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

政
子

と
し 千

代
利
江

千
代

閑
子

萩
部
落
こ
こ
よ
り
分
れ
中
山
道

坂
村
芳
明

畦
草
も
田
草
も
済
み
て
厨
辺
に
明
日

の
祭
り
の
餡
を
煮
つ
む
る

石
村
艶
子

豪
雨
追
い
打
ち
ニ
ュ
ー
ス
は
続
く
曇

り
空
老
ひ
た
る
母
は
い
か
に
お
わ
す

ヵ

始
沢
良
子

消
防
隊
の
ポ
ン
プ
操
法
の
競
技
見
つ

つ
天
ぷ
ら
鍋
の
怖
れ
脳
裏
を
去
ら
ず

篠
木
よ
し

い
か
な
る
野
営
に
書
き
た
ま
ひ
し
か

妻
を
子
を
案
じ
ゐ
し
文
に
亡
父
を
恋

ひ
を
り

噂
フ
g
]
パ
久
美
子

桜
咲
く
い
で
湯
の
街
に
同
窓
会
想
ひ

は
る
け
く
定
年
す
ぎ
し
日立

川
ツ
ヤ
子

己
か
感
情
は
抑
え
ね
ば
と
思
ひ
つ
つ

職
場
の
重
き
扉
を
開
け
る

立
川
ふ
さ

塀
ご
し
に
石
醤
の
花
は
緋
に
燃
ゆ
る

ー

速
度
落
し
て
過
ぐ
る
通
ひ
路立

川
文
子

い
つ
し
か
に
葡
萄
の
房
は
熟
れ
初
め

て
痛
み
や
わ
ら
ぐ
や
さ
し
き
色
に

橋
本
悦
子

夫
植
え
し
鉄
線
の
花
支
へ
持
つ
も
ろ

木
の
枝
よ
り
落
ち
し
花
み
つ蓮

見
タ
カ

鎌
よ
り
も
鍬
を
使
へ
と
夏
草
の
間
に

聞
こ
ゆ
亡
き
父
母
の
声

野
ロ
タ
カ

客
と
な
る
事
な
き
吾
の
か
な
し
さ
か

厨
に
刻
み
し
薬
味
目
に
泌
む野

村
初
枝

雑
草
に
赤
ま
ま
の
花
の
ひ
と
と
こ
ろ

刈
る
手
休
め
て
鎌
を
磨
け
り砥

川

千
秋

開始

村民体育祭

10月 24日／心

会場明□。庭分］：＼
ぞ
｀

C.,5.....g
 `ぢ

く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

新
井
祐
子
一
男
長
女
江
口

8

月

2
4日

新
井
致
行
重
行
長
男
江
口

8

月

2
6日

恩
田
夏
来
孝
喜
長
女
上
江
黒

8

月

2
8日

早
川
耕
介
元
久
長
男
大
輪

8

月

2
8日

薗
部
梨
美
勝
儀
二
女
千
津
井

9

月
4

日

田
口
直
人
耕
喜
長
男
南
大
島

9

月
5

日

泉
田
雅
史
幸
―
二
男
矢
島

9

月
7

日

駒
宮
文
枝
完
生
長
女
大
輪

9

月

1
7日

恩
田
真
美
守
＂
戊
三
女
梅
原

9

月

1
7日

ー
死
亡
ー

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区
死
亡
月
日

(
)
は
新

坂
登
潤
吉

8
0
（
浩
司
）
中
谷

9

月
7

日

小
暮
成
三

3
3
（
京
子
）
江
口

9

月

1
0日

川
辺
源
次
郎

7
6
（
朋
好
）
下
江
黒
9

月

1
0日

金
子
陽
子

0

光
利
中
谷

9

月

1
5日

折
原
キ
ヌ

8
1

昭
三
郎
大
佐
賞

9

月

1
7日

栗
原
ミ
サ

8
3

清
下
江
黒

9

月

1
9日

新
井
嘉
吉

6
7

（
正
）
上
江
黒
9

月

2
0日

松
本
李
＿

4
6
（
信
子
）
大
輪

9

月

2
1日

財
津
ヨ
ネ

6
6森
尻
保
二
南
大
島
9

月

2
6日
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9月の

6 
..””：言戸

救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 7 件

●その他 3 件

●計 12 件

ご悶 館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

10 月 17 日
根 喜 医院大神医院仁木歯科医院 大石医院合（74)2362 永寿堂医院 館林地区が
合(3 2 6 2 合0276(62)2200 ff(86) 4 5 3 I 堀越医院合(73)4151 合 (72) 4 4 6 9 担当します

曜

10 月 24 日
古屋医院原 医 院鈴木歯科医院 増田医院云(72)1387 礫川堂医院 小西医院

当
合0276(62)6161 合 (72) I 9 3 6 合 (72) 3 9 0 I 阿久津医院合(72)3315 合 (74)0184 合(86) 2 2 6 I 

10 月 31 日
佐々木医院川田医院浜田歯科医院 田内医院ff(72) 3855 合海 (7宝2) 3 医I 5 院5 館林地区がff0276(62)2623 合 (72)0 7 5 4 fi(72)0 7 I 6 担当します

番

11 月 7 日 六吉 貫 医院大神 喜 院早川歯科医院 多々良診療所ff(72)3060 津久井医院 竹越医院
合(7 I 6 3 0 ff0276(2200 合 (74) I 2 0 5 大塚医院fi(72)0176 fi(72) 3 3 I 6 ff(84) 3 I 3 7 

医

11 月 14 日 横田医院 小倉医院 平沢 喜 院 後藤（愛）医院合(72)0134 岡田整形医院 館林地区が
合 (72)0255 合(72) 0 6 0 6 云0276(2290 ゆたか医院合(73)7308 合 (72)3163 担当します 時

木
造
二
階
建
五
棟
・
型
枠

学町

県有施設見学会 ::; しの県

参加者募集 塁：靡
にし村

▼ス▼場＾ ▼の在▼十▼し次学めめ対‘•
費を乗合定定同住対九期まの L ゴてす県館
用利物は員員伴の象日日すとの県いる有林
用 抽を は方 ^ °お参有た理施市

無 大選超五不＾村金十 り加施だ解設・
料 型ーぇ十ー子内一ー 募者設くをを板

バ た人 供に 月 集を見た深見倉

• • 

展ま時

示て間／＼ウス 30 ・モデルハウス
午―- 0 

爪 展ホ場オーフン
時月五▼いー内＾前ハほま宅口可歳
か十日期ま般ー県橋ウどしを I 能代県
ら九カ~間すにに営市スそた研コなので
午日ら ゜展次住下かのが究ス‘人は
後ま来十 示の宅新完モ‘し卜良か‘
四で年月 を期団田成テ‘｀こてな質取三
時 三十 行間地町しルのき住で得十

（
昼
食
も
県
で
用
意
し
ま
す
）

▼
日
程
館
林
市
文
化
会
館
出
発
（
午

前
八
時
三
十
分
）
…
．
身
体
障
害
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
：

.. 

県

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
…
近
代
美
術
館

．
：
歴
史
博
物
館
…
館
林
市
文
化
会
館

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

、

五
ば
ぬ
先
の

ー
検
診
／
／
／
／
＿

一
（
成
認
[
)
。
[
/
、
ニ
―

、
／
ロ
ニ

二
]
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9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9

9

9
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
ニ
階
建

一
棟

▼
そ
の
他
十
月
中
の
毎
土
・
日
曜

日
に
住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
立
准
看
護
婦
養
成
所
で
は
次
の

と
お
り
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
養
成
所
は
太
田
市
高
林
の
県
立

か
ん
セ
ン
タ
ー
東
毛
病
院
内
に
設
置

さ
れ
自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

▼
募
集
人
員
二
十
名

▼
入
所
資
格
中
学
校
を
卒
業
し
た

者
（
三
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
修
業
年
限
ニ
ヵ
年

▼
特
典
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
制

白
衣
の
天
使
の

生
徒
募
集

票
立
職
業
訓
練
校
の

日
曜
教
室
実
施

到
着
（
午
後
五
時
十
分
）

▼
申
込
方
法
往
復
は
か
き
に
住
所
·

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
十
月
三
十
日
ま
で
に
次
の

と
こ
ろ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
一
枚
に
二
名
連
記
ま
で
可
）

〒
三
七
四
館
林
市
仲
町
―

-
|
\
0

館
林
財
務
事
務
所
地
域
振
興
室
（

6

七
ニ
ー
四
四
六
一
）

県
立
職
業
訓
練
校
で
は
技
能
を
身

に
つ
け
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
経

験
し
て
も
ら
お
う
と
、
各
訓
練
校
で

測
量
の
基
礎
な
ど
と
い
っ
た
日
曜
教

室
を
実
施
し
ま
す
か
、
館
林
職
業
訓

練
校
で
は
十
一
月
の
日
曜
日
に
焼
却

炉
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

こ
の
日
曜
教
室
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
早
め
に
館
林
職
業
訓
練

校

(
6七
ニ
ー
0
ニ
ニ
九
）
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
次

第
受
け
付
け
は
締
切
り
で
す
。

＿
花
木
即
売
会
一

県
で
は
館
林
市
と
共
催
で
「
都
市

に
緑
と
公
園
を
」
の
全
国
統
一
テ
ー

マ
の
も
と
住
民
に
よ
る
緑
豊
か
な
街

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
日

程
で
花
木
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
程
十
月
二
十
九
日
ー
三
十
一

日
ま
で

館
林
市
役
所
南
面
グ
ラ
ン

ド

＂
あ
し
ら
せ
”
”
”
”
”
”
”
”
”

□
□
"

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

―
ふ
れ
あ
い
を

一
姑
も
嫁
も
お
I
i
い
に
心
と
心
を

一
出
し
あ
っ
て

|
|
l
­

,u ー
,
¥
I
I
I
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9
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9

9

9

9
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9
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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9
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度
か
あ
り
ま
す
。
（
県
内
に
三
年

間
就
業
し
た
人
は
返
還
不
用
）

▼
顧
書
提
出
期
間
来
年
一
月
十
日

か
ら
二
月
九
日
ま
で

な
お
、
顧
書
は
〒
三
七
三
太
田
市

高
林
六
一
七
の
一
群
馬
県
立
准
看
護

婦
養
成
所

(
6
0
-
―
芙
ー
―
―
-
八
_
―
―
―
九
契
）

に
用
意
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
も
＂
赤
い
羽
根
“
で
親
し

ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
運
動
か
、
十

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
三
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

本
村
で
も
、
こ
の
運
動
の
期
間
中
、

区
長
さ
ん
、
民
生
委
員
さ
ん
な
ど
か

各
家
庭
や
事
業
所
（
会
社
）
等
に
お

伺
い
し
て
‘
募
金
を
お
顧
い
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
温
か
い
善
意
を

お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 赤

い
羽
根
の
共
同

募
金
に
ご
協
力
を

▼
会
場

• • 

会 日

場 時交
通

’ <時 10 悶旧＼月

市鵞闘午閉 2日1 相
一階談室時ま 午前 ニ助火火
. 

で 10

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

▼
日
時

1
0月
1
5日
：
.. 

役
場
第

三
会
議
室

1
0月
1
9日
…
中

央
公
民
館

相
談
時
間
は
午
前

1
0時
か
ら

午
後
3

時
ま
で
で
す
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
村
県
民
税
第

三
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
三

期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
第
二

期
、
果
樹
・
建
物
共
済
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

（
集
合
納
入
日
）

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
転
作
促
進
（
施
）

二
十
七
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
集
落
（
セ
）

二
十
八
日
中
央
公
民
館
和
室
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き
よ
う
は
ね
だ
し
の
亡
五
二
＿

お
ば
⑦
ち
ゃ
ん
は
五
十
亡
万

川
戻
駅
は
亡
十
五
万

電
車
□
乗
る
人
一
口
干
入

）
）
も
[
f
B
日
お
也
岳
口
店
り
ま
言

田
治
生
ね
の
川
匡
駅
さ
ん

駅
の
み
り
さ
ん
こ
く
ろ
う
さ
ま

（
作
品
・
文
と
も
矢
島
の
石
川
照
子
さ
ん
で
す
）

川
俣
駅
と
七
五
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十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二

日
ま
で
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
か

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
、

火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
か

第
一
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
事
は

大
切
な
家
屋
な
ど
を
火
事
に
し
な
い

こ
と
で
す
。

火
災
の
原
因
に
は
寝
た
ば
こ
、
火

遊
び
、
た
き
火
な
ど
、
色
々
あ
り
ま

す
か
、
な
か
で
も
注
意
し
て
も
ら
い

た
い
の
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
ガ
ス
コ

ン
ロ
。
石
油
ス
ト
ー
プ
と
ガ
ス
コ
ン

口
は
操
作
か
簡
単
な
う
え
、
経
済
的

と
い
う
こ
と
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
か
、

取
り
扱
い
方
を
ひ
と
つ
間
違
え
れ
ば
、

屋
内
で
使
う
だ
け
に
、
思
わ
ぬ
大
火

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
と
ガ
ス

コ
ン
ロ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
‘

秋
冷
の
候
と
な
り
ま
し
た
か
、

村
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
今
度
の
任
期
満
了
に
伴

う
明
和
村
長
選
挙
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
は
か
ら
ず

汀
ロ
コ
[
村
長
就
任
あ
い
さ

薦
を
頂
き
、
お
陰

を
も
ち
ま
し
て
三
度
村
長
に
当
選

す
る
こ
と
か
出
来
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

対
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
も
、
過
去
昭
和
四
十
九
年
十

月
以
来
連
続
三
回
の
無
競
争
当
選
と

い
う
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
に

浴
し
た
だ
／
＼
感
激
と
責
任
の
重
大

な
る
こ
と
を
今
更
な
か
ら
痛
感
し
て

い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
村
民
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
期
待
に
酬
い
る
た
め
過
去
八

年
間
の
経
験
を
活
用
す
る
と
と
も
に

ま
た
、
十
分
反
省
し
な
か
ら
財
政
極

め
て
き
び
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま
す

が
、
五
十
五
年
三
月
策
定
致
し
ま
し

た
、
明
和
村
新
総
合
計
画
を
基
本
目

標
と
し
て
、
緑
豊
か
な
自
然
と
肥
沃

な
土
地
、
そ
し
て
個
性
豊
か
な
文
化

村
長
奈
良
丑
松

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
石
油
ス
ト
ー
ブ

①
置
き
場
所

ふ
す
間
や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
使

わ
な
い
。
周
り
は
い
つ
も
整
理
整
と

ん
し
て
お
く
。

②
点
火
す
る
前

給
油
口
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ
ン

ク
の
ふ
た
が
完
全
に
締
ま
っ
て
い
る

か
な
ど
、
確
認
し
て
か
ら
火
を
つ
け

の
中
で
、
本
村
の
歴
史
と
伝
統
を

守
り
な
が
ら
、
快
適
な
環
境
づ
く

り
、
明
和
の
環
境
に
合
っ
た
産
業

の
振
興
‘
心
の
か
よ
う
あ
た
た
か

い
福
祉
、
豊
か
な
人
間
性
を
創
造

す
る
教
育
文
化
の
向
上
を
図
り
、

村
政
の
発
展
と
、

活
力
と
ゆ
と
り
の

つ
あ
る
村
民
福
祉
の

充
実
向
上
の
為
に

勇
気
と
決
断
を
も
っ
て
邁
進
し
て

行
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
共
、
旧
に
倍
し
ま

し
て
温
か
い
ご
理
解
と
限
り
な
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
顆
い
致
し
ま
し
て
村
長
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

（
昭
和
五
十
七
年
十
月
二
十
三
日
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

1

月

2
6日
か
ら
1
2月
2

日
ま
で

火
の
川
心
・
心
で
川
心
•
H
で
川
心

最
近
「
家
庭
に
も
消
火
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
L
な
ど
と
い
つ

わ
っ
て
消
火
器
を
売
り
歩
く
悪
質
訪

問
販
売
業
者
か
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
か
、
一
般
家
庭
に
は
消
火
器
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
消
防
署
か
ら
来
た
」
な
ど

と
言
っ
て
販
売
し
ま
す
か
、
消
防
署

消
火
器
の
悪
質
訪
問

販
売
に
ご
注
意

る
。

③
火
の
つ
い
て
い
る
と
き

使
用
中
は
、
長
い
時
間
そ
ば
を
離

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
部
屋
を
留
守

に
す
る
と
き
は
、
火
の
消
え
て
い
る

こ
と
を
必
ず
確
認
す
る
。
燃
料
の
補

給
は
火
を
消
し
て
か
ら
に
す
る
。

④
灯
油
の
保
管

必
要
以
上
に
買
い
だ
め
し
な
い
。

熱
に
弱
い
ポ
リ
タ
ン
ク
は
使
わ
ず

な
る
べ
く
金
属
缶
に
入
れ
る
。
日
の

当
た
ら
な
い
壁
ぎ
ゎ
に
置
く
。
日
の

当
た
る
場
所
に
置
く
と
き
は
、
ト
タ

ン
板
や
ベ
ニ
ャ
板
で
お
お
う
。

■
ガ
ス
コ
ン
ロ

・
ひ
び
割
れ
し
た
り
、
べ
と
つ
く
ゴ

ム
管
は
す
ぐ
と
り
替
え
る
こ
と
。

・
電
話
や
応
対
に
出
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す
こ
と

・
使
用
後
は
器
具
せ
ん
だ
け
で
な
く

元
せ
ん
を
必
ず
し
め
る
こ
と
。

・
バ
ー
ナ
ー
か
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に

と
き
ど
き
ブ
ラ
シ
で
掃
除
す
る
こ
と
。

・
フ
ー
ド
や
ダ
ク
ト
の
油
か
す
を
取

り
除
き
清
潔
に
し
て
お
く
こ
と
。

・
ガ
ス
レ
ン
ジ
や
コ
ン
ロ
な
ど
の
周

囲
や
上
部
は
金
属
以
外
の
不
燃
材
料

で
お
お
い
燃
え
に
く
く
す
る
こ
と
。

館林地区消防組合管内の 1 月から 9 月までの火災状況

：こ 火災発生件数
火災の種別

損害額（ ）は 1 日当たり建物火災車両火災そ の 他

明 和 18件(1 9:8%) 8件 2 件 8件 64,723千円 (237千円）

館 林 41件 (45. 1) 22件 2 件 17件 85,143千円 (312千円）

板 ノ居 13件(143) 3件 10件 1,083千円 (4 千円）

千代田 9件(9.9) 5件 4件 29,985千円 (110千円）

邑 ンフ白く 10 件(1 0.9) 5件 5件 34,696千円(127千円）

計 91件 43件 4 件 44件 215,630千円 (790千円）

で
は
消
火
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
絶

対
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

、
。
し

訪
問
販
売
に
つ
い
て
不
審
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
明
和
分
署
（

6
三
一

三
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
〕
私
は
い
ま
‘
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
こ
の
両
方
か
ら
通
算
年

金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
日
、

夫
に
は
「
現
況
届
」
か
送
ら
れ
て

き
た
の
に
私
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。

〔
答
〕
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、

一
年
に
一
回
「
現
況
届
」
の
提
出
か

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
現
況
届
」
の
用
紙
（
ハ
ガ

キ
）
は
、
誕
生
月
の
初
め
に
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、

村
長
の
証
明
を
受
け
て
送
り
返
す

だ
け
で
結
構
で
す
。
た
だ
誕
生
月

の
末
日
ま
で
に
届
き
ま
せ
ん
と
、

次
の
支
払
い
か
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

年
金
証
明
書
を
見
る
と
、
一
番
下

に
そ
の
年
金
を
決
定
し
た
日
か
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
か
ら

誕
生
日
ま
で
一
年
た
っ
て
い
な
い

人
は
今
年
の
「
現
況
届
」
は
不
要
。

届
出
は
来
年
か
ら
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
。
住
所

も
た
し
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

同
居
し
て
い
る
場
合
「
0
0
0
方
」

な
ど
と
正
確
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
況
届
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
ご

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

老
齢
年
金
と
遺
族
年
金
、
さ
ら
に

国
民
年
金
か
あ
れ
ば
国
民
年
金
も

と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
ひ
と
つ
＂

ひ
と
つ
に
つ
い
て
届
出
か
必
要
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
誕
生
の
月
に



(3) 第 254号 広 報 め し＼ わ ll(Hll57-9'-ll)]10 日

竺靡 ぬ
J
.

「揚げボール」

中 谷

渡部千代子さん

邑楽・館林地方被害視察 ロ
巴イ
楽ナ群
．と馬

館呼の
林ばウ
地れク
方るラ

の
米
の
作
柄
が
、
台
風
や
日
照
不
足

そ
れ
に
病
害
虫
に
よ
り
、
戦
後
最
悪

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ

中谷の渡部千代子さんに揚げポールを紹介

していただきました。

●材料

卵（白身） 4 個・小麦粉 1 カップ・ニラ半

束・ひきわり納豆50 g ·ベーキングパウダー

小1/2

●作り方

①卵の白身を泡だてメレンゲを作る。

②小麦粉は、ふるいにかけながら①に入れま

ぜる。

③ニラのみじん切りと、ひきわり納豆、ベー

キングパウダーを入れよく混ぜあわせる。タ

ネの固さは耳タブ位がよい。

④スプーンを利用し、タネをボール状にし揚

げる。油の温度は天ぷらを揚げる温度。

タレは、ケチャップ、好みによってソースでい

ただいてもよいようです。

この品は渡部さんが考えたアイディア品で、

子供やお年寄りのおやつに最適。

「子供におやつをせがまれた時ありあわせ

の材料で作ってみたらおいしいと食べてしま

ったんですよ。これはちょっと変わったタコ

焼のようで、タコの代わりに子供が好物の納

豆を入れたんです。」と話してくれました。

今は何でもすぐ手に入り、手作りものを与

えることが少なくなってきているので、真心

こもったこのおやつはとてもよいと思いまし

た。

※広報係では、家庭の味を募集しています。

昔から伝わる料理・味等を自•他薦でも結

構ですお知らせください。

を
心
配
し
た
、
知
事
は
、
十
月
二
十

八
日
、
本
村
な
ど
の
米
の
作
柄
を
視

察
に
お
と
ず
れ
ま
し
た
。

評
価
員
か
ら
「
今
年
は
よ
い
と
思

わ
れ
る
所
で
一
反
四
俵
ぐ
ら
い
と
予

想
し
て
も
、
実
際
に
は
そ
れ
以
下
、

今
ま
で
の
感
が
全
く
あ
て
に
な
ら
な

い
ほ
ど
ひ
ど
い
の
で
す
。
」
と
実
情
を

訴
え
、
知
事
も
「
頭
の
重
れ
る
稲
穂

を
見
る
の
は
よ
い
が
‘
こ
の
よ
う
な

状
況
を
見
る
の
は
悲
し
い
。
県
で
対

処
で
き
る
も
の
は
、
た
だ
ち
に
処
理

し
ま
す
。
」
と
関
係
者
と
約
束
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
「
こ
の
地
区
の
米
は
と
っ
て

も
お
い
し
い
と
評
判
が
良
い
。
お
い

し
い
所
の
米
の
転
作
は
し
な
く
て
も

よ
い
の
で
は
。
」
な
ど
と
訴
え
る
一
場

面
も
あ
り
、
知
事
も
「
ど
う
も
国
の

施
策
で
…
…
私
は
三
度
と
も
米
の
飯

で
な
い
と
い
ら
れ
な
い
。
私
の
よ
う

な
人
ば
か
り
で
あ
れ
ば
、
転
作
な
ん

て
必
要
な
い
の
だ
か
。
」
な
ど
と
言
い

な
が
ら
、
こ
の
地
方
の
作
柄
の
悪
さ

に
、
お
ど
ろ
い
た
様
子
で
し
た
。

明
和
村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
医

療
費
と
保
険
の
し
く
み
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
保
険
事
業
の
健
全
な
運

営
に
少
し
で
も
協
力
し
て
も
ら
う
た

め
に
今
年
も
各
世
帯
ご
と
に
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
二
十
日
前

後
に
お
手
元
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
）

今
回
通
知
し
た
の
は
、
昨
年
同
様

七
月
の
一
ヵ
月
だ
け
受
診
さ
れ
た
医

療
費
で
す
。

こ
の
医
療
額
は
本
人
が
負
担
し
た

額
（
三
割
）
と
村
の
国
保
が
負
担
し

た
額
（
七
割
）
の
合
計
額
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
家
族

の
方
が
病
気
や
け
か
な
ど
で
、
診
察

を
受
け
た
場
合
、
み
な
さ
ん
か
ら
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
国
民
健
康
保
険
か

ら
医
療
機
関
に
医
療
費
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。

施
設
園
芸
（
ハ
ウ
ス
）
農
家
は
、

従
来
、
三
十
ア
ー
ル
以
上
の
規
模
の

場
合
が
収
支
計
算
課
税
、
三
十
ア
ー

ル
未
満
か
面
積
で
課
税
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
七
年

分
所
得
か
ら
は
、
三
十
ア
ー
ル
以
上

の
ハ
ウ
ス
面
積
は
、
前
年
ど
お
り
、

収
支
計
算
で
す
が
、
三
十
ア
ー
ル
未

面
積
課
税
か
ら

収
入
金
課
税
に

施
設
園
芸

七
月
分
の
医
療
費
を
通
知

国
民
健
康
保
険
事
業

こ
の
医
療
費
の
支
払
い
は
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
国
保
税
と
国
か
ら
の
補

助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
お
金
を
有
効
に
使
う
た
め

に
も
健
康
に
十
分
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

満
は
、
収
入
金
額
を
基
に
し
て
、
所

得
計
算
を
す
る
収
入
金
課
税
に
移
行

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
ウ
ス
ば
か
り
で
な
く
、

梨
・
ブ
ド
ウ
・
桃
及
び
シ
イ
タ
ケ
に

つ
い
て
も
収
入
金
額
に
よ
り
所
得
計

算
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

収
入
金
課
税
は
、
収
支
計
算
で
は

な
く
、
収
入
金
に
標
準
で
定
め
た
所

得
率
を
乗
じ
る
等
し
て
、
所
得
を
算

出
す
る
標
準
課
税
で
す
。

そ
こ
で
、
正
し
い
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
収
入
金
額
を
も

れ
な
く
計
算
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
出
荷
数
量
の
記
録
と

か
、
収
入
に
関
す
る
計
算
書
な
ど
を

保
存
し
て
お
き
ま
す
よ
う
お
廂
い
い

た
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
、
今
年
も

年
末
資
金
の
手
当
を
必
要
と
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
買
掛
金
や
支
払

手
形
の
決
済
・
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
．

商
品
の
仕
入
れ
な
ど
の
準
備
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

国
民
金
融
公
庫
で
は
年
末
に
備
え

て
中
小
企
業
の
み
な
さ
ま
の
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
融
資
額
二
千
百
万
円
以
内

▼
融
資
期
間
・
運
転
資
金
五
年
以
内

・
設
備
資
金
七
年
以
内
•
特
定
設
、

備
資
金
十
年
以
内

▼
利
率
年
八
・
ニ
％
（
来
年
一
月
一

日
よ
り
八
・
四
％
）

▼
保
証
人
一
名
以
上

▼
申
込
先
明
和
村
商
工
会

国
民
金
融
公
庫

申
し
込
み
は
早
目
に
”
~
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土
地
の
価
格
安
定
と
適
正
な
土
地

利
用
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年

に
定
め
ら
れ
た
「
国
土
利
用
計
画
法
」

に
よ
り
、
一
定
面
積
に
該
当
す
る
土

地
の
売
買
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を

す
る
と
き
は
、
役
場
を
経
由
し
て
、

知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
届
出
面
積
要
件

0

市
街
化
区
域

0

そ
の
他
の
区
域

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
テ
レ
ビ

は
生
活
の
一
部
と
い
っ
て
も
よ
い

ほ
ど
で
、
ほ
う
っ
て
お
く
と
何
時

間
で
も
見
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

や
そ
っ
と
で
は
離
れ
ら
れ
な
い
よ

う
な
魅
力
が
、
テ
レ
ビ
に
は
あ
る

よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

何
時
間
、
ど
の
よ
う
な
番
組
を
見

さ
せ
、
子
供
の
成
長
に
。
フ
ラ
ス
さ

せ
て
い
く
か
か
お
母
さ
ん
に
と
っ 母と子の会話

二
千
面
以
上

（
約
六
百
坪
）

五
千
面
以
上

（
約
千
五
百
坪
）

な
お
、
面
積
の
小
さ
い
土
地
で
も

一
人
か
数
人
か
ら
買
っ
た
り
、
一
人

か
数
人
に
売
っ
た
り
す
る
場
合
、
そ

の
合
計
面
積
が
前
記
の
規
模
以
上
に

な
る
一
団
の
土
地
に
つ
い
て
も
届
出

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
場
合
一
期
、
二
期
に

分
け
て
売
買
す
る
も
の
も
一
期
の
と

き
か
ら
届
出
か
必
要
で
す
。

▼
届
出
か
不
要
な
も
の

相
続
‘
贈
与
、
抵
当
権
の
設
定
、

: t ] : : ; 仮か 、日
い組‘がとのに
でを II ーの納時
しい時つ 11 得間
よく間の約すを
うつ制や束〈決
゜ヵ~” り” でめ
決で方と‘る
めはでいしと
てなすうかき
おく ゜形もは
< ‘ にお‘

0

市
街
化
区
域
…
…
二
千
前
以
上

0

そ
の
他
の
区
域
…
…
五
千
而
以
上

土
地
取
引
の
前
に
届
出
を

農
地
法
第
三
条
の
許
可
を
受
け
て
行

う
権
利
の
移
転
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
公
社
、
公
団
等
か
売
買
の
相
手

方
で
あ
る
も
の
の
売
買
の
契
約
又
は

予
約
。

▼
届
出
は
、
土
地
を
売
る
人
と
買
う

人
か
連
名
で
村
を
経
由
し
て
県
に

こ
の
場
合
、
売
買
予
定
価
格
ま
た

は
、
土
地
の
利
用
目
的
か
著
し
く
適

正
を
欠
く
と
き
は
、
取
引
中
止
等
の

勧
告
か
行
わ
れ
ま
す
。

取
引
か
適
正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
「
勧
告
し
な
い
旨
の
通
知
」
か

あ
り
、
売
買
の
契
約
、
予
約
か
出
来

ま
す
。

▼
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の

届
出
を
す
る
と

こ
の
法
律
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め

に
、
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
‘
ま
た

虐
偽
の
届
出
を
し
た
り
す
る
と
‘
六

て
大
切
な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と

ま
ず
、
視
聴
時
間
つ
ま
り
一
い
つ
ま
で
も
テ
レ
ビ
に
し
が
み
つ
い

日
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
テ
レ
ビ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
テ
レ
ビ
視
聴

に
あ
て
る
の
か
適
当
か
と
い
う
こ
と
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
自

で
す
か
、
こ
れ
は
い
ち
か
い
に
い
え
主
性
か
育
つ
よ
う
に
気
を
配
り
た
い

な
い
問
題
で
す
。
も
の
で
す
ね
。

年
齢
や
家
庭
環
境
、
生
活
の
パ
タ
さ
て
、
番
組
の
選
択
で
す
が
、
子

ー
ン
な
ど
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
供
に
は
子
供
の
世
界
と
生
活
が
あ
り

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
自
主
性
を
育
て
よ
う

ま
す
の
で
、
一
方
的
に
「
マ
ン
ガ
は

ダ
メ
」
と
い
っ
た
、
お
と
な
の
尺
度

を
押
し
つ
け
る
の
は
感
心
で
き
ま
せ

ん
。お

と
な
の
目
に
は
く
だ
ら
な
い
番

組
と
映
っ
て
も
、
子
供
に
と
っ
て
は

は
げ
ま
し
に
な
っ
た
り
、
が
ま
ん
す

る
こ
と
を
覚
え
た
り
、
情
感
を
豊

か
に
す
る
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
番
組
の
一
部
に
感
心
で

き
な
い
点
か
あ
っ
た
と
き
な
ど
は
、

子
供
か
そ
の
ま
ま
う
の
み
し
な
い

よ
う
に
話
し
合
つ
機
会
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
母

と
子
の
会
話
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ま

た
一
っ
増
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。テ

レ
ビ
の
普
及
か
家
庭
だ
ん
ら

ん
の
場
を
奪
っ
た
な
ど
と
い

わ
れ
て
久
し
い
で
す
か
、
こ
れ
も

お
母
さ
ん
の
工
夫
ひ
と
つ
で
、
逆

に
テ
レ
ビ
を
だ
ん
ら
ん
の
素
材
に

と
り
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

壮年ソフトボール大会結果
7 I 4 

ェ
ロ
.. 9
 

西
部

A

西
部

B

千
津
井

ヵ
月
以
上
の
徴
役
ま
た
は
、
三
十
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
企
画
開
発

課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

中
部
S
B
C

上
江
黒
昭
和
会

二
1. 秋の交通安全運動は ： 6. 止まれ（一時停止）の標識のある所では。

⑦全国いっせいに行なわれる。 i を）．自転車も車だから一時停止する。
イ．群馬県だけで行なわれる。 ! イ．自転車は別に止まらなくもよい。
車か時速40 キロメートルで走っているとき。 ! 7. 原付バイクの後には。
ア．急ブレーキをふあばすぐ止まれる。 : ア．幼児なら乗せて運転してもよい。
①急ブレーキをふんでも一定距離進まないと : ①.幼児でも乗せて運転すると違反になる。
止まれない。 ! 8. 自動車を運転中横断歩道では。

3. 歩行者天国の道路を自転車で通るとき。 : 也）．横断者かいたので一時停止して通してやった。
⑦降りて押して行けば通れる。 : イ．横断者かゆっくり歩いていたので、先に通過した。
イ．自転車ぐらいは乗ってもさしつかえない。 ： 9. 交通事故を起こしたとき。

4. 自転車で交差点を通るとき。 i ア． 「けか」か軽ければ警察への届出は、お互いに話し
ア．自分の進む方向にのみ注意する。 : 合った後でよい。
①信号や標識、他の車や人に気をつけて通る。 i O). 「けか」の大小にかかわらずすぐ届出をする。

5. 夜間自転車に乗るとき。 ： 10. 交通事故を防止するには。
⑦．夜だから市街地でもライトをつける。 i を）．運転者だけでな〈、歩行者や自転車の人も自分で注
イ．市街地は明るいから、ライトをつける必要はない。 ; 意する。

- - - - - - - - - • - - - - - - - • - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - • - - • - - - - - - - - - - 4 - - - - - - - - - - - - - - • - - - - - • - - • • • - - - - - • - • - - • - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • - - • • - • - • • • • - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - - - • • • - - - • - • - • - - - - - • - - - - - - - - - - - -

【オルゴール時計】山岸明美 新井繁二郎 【ビジネスバック】 奈良貞男 吉田知治 石村吉夫 【電卓】

蓮見喜享中村ネ豊子本島興之木村和儀運見清堀口きく枝笹幸治新井綾内山博史本沢ふみ

【シャープペンシル】多田年男 薗部秀樹 多田好雄江原みつ丸山一雄野本光江 奈良原いの 浦野真

関本忠山田祐子大野マリ 坂上正美大村典関口福枝長康行張谷トシコ 松本敏ー 田口耕平田口保子

オルゴール時計などが当たる交通安全クイズの解答及び当選者発表三二

2
 

璽置層
深野二夫
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明
る
＜
若
い
農
業
経
営
者
を
育
て
、

本
県
農
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
群
馬
県
と
上
毛

も
う
何
年
前
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
「
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た

の
は
、
そ
の
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
意
味
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
「
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
」

と
聞
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

今
ま
で
、
福
祉
大
会
や
身
体
障

害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
手
伝

い
、
多
く
の
人
達
と
接
す
る
こ
と

んさ
）言

介
―
多
冗
了4蒋
？
多1
1
1

疇

井
第

i
l
新
（ 新

聞
社
の
主
催
に
よ
っ
て
優
良
青
年

農
業
者
の
表
彰
か
行
わ
れ
ま
す
が
、

本
村
か
ら
千
津
井
の
野
本
貴
義
さ
ん

か
で
き
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
の

大
切
さ
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
す
る

重
要
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
”
使
用
済
み
切
手
運
動
”

野
本

□疇
優
良
青
年
農
業
者

さ
ん
表
彰

(
2
9
)
‘
厚
子
さ
ん(2
5
)
夫
婦
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

千
津
井
は
花
の
里
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
花
裁
培
を
し
て
い
る
家
か
多
い

か
、
野
本
さ
ん
宅
も
例
外
で
な
く
花

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

貴
義
さ
ん
は
今
か
ら
六
年
前
、
父
の

シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培
と
分
か
れ
て
三
百

三
十
坪
の
温
室
で
ベ
コ
ニ
ア
栽
培
一

筋
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ベ
コ
ニ
ア
を
栽
培
す
る
と
い
っ
て

も
‘
近
く
に
栽
培
者
が
い
な
い
た
め
‘

愛
知
県
の
方
へ
よ
く
行
っ
て
研
修
し

て
来
た
か
、
一
口
に
ベ
コ
ニ
ア
と
い

っ
て
も
、
何
万
種
類
も
あ
り
、
そ
の

一
品
種
に
八
十
種
類
の
色
が
あ
り
、

そ
の
色
ご
と
に
管
理
か
ち
か
う
の
で
、

失
敗
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

毎
年
、
夫
婦
で
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
、

来
年
こ
そ
は
よ
く
作
ろ
う
と
反
省
す

る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
よ
う
や

く
、
最
近
に
な
っ
て
栽
培
技
術
を
習

得
し
、
現
在
大
き
な
成
果
を
あ
け
て

り
驚
く
事
も
あ
り
ま
す
。

最
初
の
頃
は
「
そ
ん
な
事
ば
か

り
し
て
い
て
」
と
主
人
に
、
し
か

ら
れ
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、
今
で

は
良
き
協
力
者
で
す
。
こ
の
小
さ

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
新
井
さ
ん
で
す
）

に
協
力
し
て
い
ま
す
か
、
仕
事
上
毎
な
使
い
古
さ
れ
た
切
手
一
枚
／
＼
、

月
二
十
日
過
ぎ
に
な
る
と
請
求
書
が
か
大
き
く
世
界
を
結
ぶ
小
さ
な
ボ

来
ま
す
。
手
に
す
る
と
同
時
に
、
ま
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
う
と
‘
机
の

ず
切
手
を
切
り
取
り
ま
す
か
、
時
た
上
に
あ
る
色
あ
せ
た
切
手
収
集
箱

ま
請
求
書
を
切
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
も
宝
箱
に
見
え
て
き
ま
す
。

明中 2 年柿沼洋一 西小 5 年江森陽子

県
信
用
農
協
組
合
連
合
会
主
催
で

行
わ
れ
た
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
西
小
学
校
五
年
の
江
森
陽

子
さ
ん
の
作
文
「
農
業
と
私
」
か
佳

作
に
、
明
中
二
年
の
柿
沼
洋
一
く
ん

の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
も
佳
作
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

|
|
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

I

江
森
さ
ん
柿
沼
v

ん
の

作
品
が
入
選

い
ま
す
。

ベ
コ
ニ
ア
は
と
っ
て
も
栽
培
か
む

ず
か
し
い
の
で
い
つ
も
気
に
か
け
て

い
る
の
で
、
近
所
の
人
か
ら
「
ベ
コ

ニ
ア
・
バ
カ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
ん

で
す
よ
と
苦
笑
し
、
「
ま
だ
、
ま
だ

ベ
コ
ニ
ア
の
需
要
が
多
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
、
も
っ

と
拡
大
す
る
ん
だ
」
と
二
人
は
意
欲

に
も
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
村
の
花
（
菊
）
は
、
私
達
六

年
生
の
手
で
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。私に

と
っ
て
菊
作
り
は
、
初
め
て

の
経
験
な
の
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
不
安

の
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
村
か
ら
与
え
ら
れ
た
菊
を
育
て
上

げ
る
の
で
す
か
ら
、
や
は
り
枯
れ
さ

せ
て
し
ま
っ
た
ら
申
し
訳
な
い
と
言

う
心
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
、
私
の
育
て
た
菊
か
特
選

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
初
め
は
「
本
当

だ
ろ
う
か
。
」
と
目
を
う
た
か
う
ほ
ど

で
し
た
。
．

私
の
手
に
し
っ
か
り
と
賞
状
か
わ

た
さ
れ
た
時
、
思
わ
ず
う
れ
し
さ
か

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
育

て
る
こ
と
の
大
切
さ
に
喜
び
を
本
当

に
感
じ
と
る
こ
と
か
出
来
た
の
で
す
。

賞
状
に
は
私
の
名
前
し
か
書
い
て

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
私
の
家
で
は
、

家
族
全
貝
で
、
精
一
杯
育
て
ま
し
た
。

つ
ま
り
父
に
は
「
よ
こ
め
」
を
切
る

こ
と
を
、
お
そ
わ
り
、
私
は
父
と
い

っ
し
ょ
に
「
よ
こ
め
」
を
つ
み
、
水

を
あ
げ
る
。
妹
は
、
母
と
い
っ
し
ょ

に
育
ち
方
を
見
な
か
ら
水
を
あ
げ
た

り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
家
族
一
員
同
様

大
事
に
育
て
ま
し
た
。
父
は
、
も
と

も
と
園
芸
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し

た
の
で
菊
作
り
も
よ
く
知
っ
て
い
ま

し
た
。
母
は
、
父
に
お
そ
わ
り
な
か

ら
、
ま
た
、
育
て
上
げ
た
こ
と
の
な

い
私
と
妹
は
、
ひ
っ
し
に
な
っ
て
父

に
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は

つ
く
づ
く
「
育
て
る
っ
て
こ
ん
な
に

楽
し
か
っ
た
の
か
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

家
族
で
分
け
た
分
担
、
み
ん
な
ひ

っ
し
に
な
っ
て
水
を
く
れ
「
よ
こ
め
」

を
つ
み
ま
し
た
。

そ
し
て
花
か
咲
い
た
時
、
私
達
家

族
の
目
は
＂
キ
ラ
キ
ラ
”
か
か
や
い

て
い
て
心
の
中
で
は
、
泣
い
て
い
る

よ
う
な
そ
ん
な
表
情
で
し
た
。

や
っ
ぱ
り
花
は
咲
い
て
み
て
わ
か

る
よ
う
に
、
父
は
ひ
っ
し
に
な
っ
て

私
と
い
っ
し
ょ
に
「
よ
こ
め
」
を
つ

み
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
私
と
母
は
す

ぐ
あ
き
て
し
ま
う
せ
い
か
、
時
々
水
、

油
か
す
を
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
た
ら
葉
の
下
の
方
が
黄
色
く
な

っ
て
枯
れ
は
じ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
で
す
。

私
の
水
く
れ
当
番
、
そ
れ
は
花
か

咲
い
て
も
水
は
、
く
れ
な
い
と
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初
や
る
時

は
、
水
く
れ
ぐ
ら
い
簡
単
だ
。
と
ば

か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
…
…
か
、
今

に
な
っ
て
や
っ
と
水
く
れ
の
大
変
さ

を
知
り
ま
し
た
。

菊
を
育
て
上
げ
る
こ
と
を
通
し
て
、

私
の
心
に
強
く
残
っ
た
こ
と
は
、
自

分
一
人
の
力
で
育
て
た
の
で
は
な
く
、

家
族
全
貝
で
育
て
た
と
言
う
こ
と
で

す
。も

し
一
人
で
育
て
た
と
し
た
ら
、

こ
こ
ま
で
は
、
育
っ
て
い
な
く
、
途

中
で
枯
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

だ
か
ら
こ
の
賞
状
に
は
、
私
一
人
の
．

名
前
で
な
く
、
家
族
全
員
の
名
前
を

乗
せ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。

「
菊
づ
く
り
」
を
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
私
は
努
力
の
尊
さ
を
身
に
し
み
て

感
じ
と
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

村
の
花
「
菊
」
を
育
て
て

明
中
一
年
島
田
幸
子
（
麟
小

9五
）

[
公
民
館
祭
り
「
作
文
」
入
選
作
品
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ア
ケ
ビ
と
い
え
ば
、
秋
に
成
熟
し

そ
の
果
肉
が
と
っ
て
も
甘
く
、
普
通

こんな事故に遭わないで

明
和
村
交
通
安

全
協
会
で
は
、
十

月
二
十
四
日
村
民

体
育
祭
の
昼
休
み

を
利
用
し
て
ダ
ミ

ー
（
身
代
り
人
形
）

と
車
の
ス
ピ
ー
ド

が
三
十
キ
ロ
・
四

十
キ
ロ
の
二
段
階

の
衝
突
実
験
を
行

い
、
会
場
に
来
て

い
た
人
達
に
交
通
｀

事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
訴
え
る
と
と
も

に
、
絶
対
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う

に
指
導
を
行
い
ま

し
た
。

一
ー
三
個
ず
つ
ブ
ド
ウ
の
よ
う
に
集

ま
っ
て
な
り
ま
す
が
、
千
津
井
の
立

岡
正
夫
さ
ん
宅
で

は
、
十
八
個
も
ま

と
ま
っ
て
な
り
、

び
っ
く
り
。

こ
れ
は
五
年
前

友
人
か
ら
苗
木
を

譲
っ
て
も
ら
い
植

え
た
も
の
で
、
毎

年
普
通
の
ア
ケ
ビ

の
よ
う
に
な
っ
て

い
た
が
、
今
年
に

限
っ
て
こ
ん
な
に

な
っ
た
の
は
始
め

て
、
き
っ
と
な
に

か
幸
福
が
舞
い
込

む
だ
ろ
う
と
喜
ん

で
い
ま
す
。

車13台で防犯パレード

一

土．｀と

全
国
防
犯
運
動
か
十
月
十
一
日

か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本

村
で
も
十
三
日
警
察
や
防
犯
協
会

の
協
力
を
得
て
車
十
三
台
で
防
犯

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
の
防
犯
対
策
を

推
進
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

5
8
あ
か
ぎ
国
体
に
向
け
て
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
建
設
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
「
カ
ギ

か
け
は
、
家
族
み
ん
な
の
合
言
葉
」

な
ど
と
、
広
報
し
な
が
ら
村
内
を

く
ま
な
く
、
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

一
房
に
十
八
個
の
ア
ケ
ビ

カ
メ
―
っ
ご
—— 
ュ
ー
ス

三一~---

こ
れ
か
ら
の
ハ
ウ
ス
園

芸
は
い
か
に
暖
房
の
重
油

を
減
ら
せ
る
か
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
千
津
井
の
小

久
保
弘
一
さ
ん
宅
で
は
グ

リ
ー
ン
ソ
ー
ラ
と
い
う
機

械
を
取
り
入
れ
、
全
く
水

だ
け
を
使
う
暖
房
に
し
ま

し
た
。こ

れ
は
、
地
下
水
を
く

み
あ
げ
、
そ
の
水
温
を
送

風
す
る
も
の
で
、
ど
ん
な

寒
い
時
で
も
七
ー
八
度
℃

を
保
て
、
全
く
重
油
を
使

わ
な
い
で
、
今
年
の
冬
の

効
果
か
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

(8) 

水
暖
房
で

花
栽
培

婦人達の放送教育実施

公
民
館
で
毎
月
一
回
婦
人
学
級
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
か
、
十
月
十
五

日
の
掃
人
学
級
は
、
テ
レ
ビ
を
見
て

そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
”
放

送
利
用
学
習
会
”
を
行
い
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
内
容

は
、
子
育
て
を
終

え
て
ー
出
合
い
と

生
き
か
い
ー
と
い

う
婦
人
に
ぴ
っ
た

り
の
テ
ー
マ
を
見

て
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
は
紫
崎
寅
松

先
生
を
迎
え
て
行

い
、
自
分
と
の
体

験
な
ど
を
交
じ
え

な
か
ら
発
表
し
あ

う
な
ど
、
理
想
的

な
学
習
方
法
で
し

こ
。f
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群
馬
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
主
催

で
次
の
と
お
り
講
演
会
か
行
わ
れ

ま
す
。

▼
日
時

十
一
月
十
七
日
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

▼
会
場
明
和
村
中
央
公
民
館

▼
対
象
者
一
般
婦
人

▼
演
題
高
齢
化
社
会
に
そ
な
え

て
1

く
ら
し
と
貯
蓄
ー

経
済
評
論
家

笹
淵
金
二
氏

探
鳥
会
の
実
施

日
本
野
鳥
の
会
群
馬
県
支
部
で

は
館
林
城
沼
に
お
い
て
探
鳥
会
を

行
い
ま
す
。
午
前
は
野
鳥
を
観
察
、

午
後
は
野
鳥
の
十
六

m
l
m
映
画
、
ス

ラ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

野
鳥
に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加

を
お
顆
い
し
ま
す
。

▼
日
時
十
二
月
五
日

▼
集
合
場
所
尾
曳
橋
（
午
前
九
時
）

▼
持
物
筆
記
用
具
、
昼
食
、
双

眼
鏡

詳
し
く
は
野
鳥
の
会
群
馬
県
支

部

(
~
o
二
七
三
ー
ニ
五
ー
五
二

―
-
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で
は
十
一
月
五
日
よ
り

年
賀
は
か
き
の
発
売
を
開
始
し
ま

し
た
。
年
賀
は
か
き
は
四
十
円
、
四

十
五
円
（
寄
付
金
絵
は
か
き
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
郵
便
局
あ
る
い
は

各
地
区
の
売
り
さ
ば
き
所
で
お
早

め
に
お
買
求
め
く
だ
さ
い
。

年
賀
は
が
き

1

月
5

日
よ
り
発
売

▼
講
師

講
演
会
の
お
知
ら
せ

料
理
飲
食
等
消
費
税
（
県
税
）
は
、

料
理
店
・
バ
ー
・
飲
食
店
・
旅
館
な

ど
の
経
営
者
が
、
利
用
者
か
ら
料
金

の
支
払
い
を
受
け
取
る
と
き
に
、
県
に

代
わ
っ
て
受
け
取
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
次
の
よ

う
な
場
合
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

〇
料
理
店
・
バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
な

ど
を
利
用
し
た
場
合
…
…
…
料
金
の

-
0
%
 

0

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
を
利
用
し
た

こ
こ
数
年
‘
イ
キ
リ
ス
の
「
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
を
ま
ね
て
、

一
般
住
民
か
ら
の
募
金
に
よ
っ
て
美

し
い
自
然
を
買
い
取
っ
て
保
護
し
よ

う
と
す
る
運
動
か
始
め
ら
れ
、
多
数

の
国
民
の
支
持
と
共
感
を
得
て
い
ま

す
。環

境
庁
は
‘
こ
の
よ
う
な
運
動
か

日
本
に
根
つ
き
‘
ま
す
ま
す
広
く
国

民
の
支
持
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
‘

一
般
に
親
し
み
や
す
く
‘
わ
か
り
や

す
い
名
称
（
愛
称
）
や
標
語
、
保
存

し
た
い
場
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
応
募
要
領

①
日
本
の
国
情
に
合
っ
た
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
の
愛
称

②
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
」
に

ふ
さ
わ
し
い
標
語

③
一
般
市
民
の
参
加
、
拠
出
に
よ
っ

0
0
0
 (
具
体
的
に

場
合•

宿
泊
二
泊
二
食
付
）
の
料
金

か
四
千
円
を
超
え
た
と
き
：
·
：
·

料
金
か
ら
二
千
円
を
引
い
た
金
額

の
一
0
%

・
追
加
飲
食
・
夜
食
（
一
泊
に
付
）

の
料
金
か
二
千
円
を
超
え
た
と
き

…
…
…
料
金
の
一

0
%

・
休
憩
の
料
金
か
一
人
一
回
二
千

円
を
超
え
た
と
き
…
…
…
料
金
の

1
0
%
 

〇
飲
食
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
利

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の

愛
称
募
集

て
保
存
し
た
い
場
所

®
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
①
愛
称
②
標
語
③

場
所
の
区
分
を
明
ら
か
に
し
て
、
住

所
、
氏
名
を
書
い
て
次
の
所
へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
°
〒
1
0
0
東
京
都
千

代
田
区
霰
ヶ
関
三
の
一
の
一
環
境
庁

自
然
保
護
局
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ

ス
ト
」
係
（
~
o
三
I

五
八
―
I

三

三
五
一
内
線
二
四
八
二
）

①
②
③
の
全
部
に
応
募
し
て
も
‘

そ
の
一
部
に
応
募
し
て
も
有
効
で
す
。

〇
締
め
切
り
十
一
月
三
十
日

〇
応
募
例

①
愛
称
自
然
共
有
運
動
‘
自
然
保

護
国
民
基
金

②
標
語
み
ん
な
の
手
に
よ
る
自
然

保
護

③
場
所

公
給
領
収
証
を
闘
胴
汀
只
]
ぅ

用
し
、
一
人
一
回
の
料
金
が
二
千
円

を
超
え
た
と
き
…
…
料
金
の
一

0
%

◎
料
理
店
・
バ
ー
・
飲
食
店
・
旅
館

等
は
、
右
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合

に
は
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
を
領
収

し
た
し
る
し
に
、
利
用
者
に
「
公
給

領
収
証
」
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

◎
料
理
店
・
バ
ー
・
飲
食
店
・
旅
館

等
の
利
用
者
は
、
飲
食
•
そ
の
他
の

利
用
行
為
か
あ
り
、
右
の
課
税
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
、
「
公
給
領
収
証
」

を
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
の
詳
し
い
こ

と
は
館
林
財
務
事
務
所
（
6
七
ニ
ー

四
四
六
一
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
矢
島
の
石
崎
シ
ズ
さ
ん
は
奉
仕
銀

行
へ
五
千
五
百
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
で
は
福
祉
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
七
千
六
百
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

寝
つ
か
れ
て
投
げ
出
す
足
に
秋
の
冷

ぇ尿
近
き
老
の
厠
の
夜
寒
か
な

虫
老
い
て
声
ほ
そ
ぼ
そ
と
隅
の
陰

北
島
若
水

返
事
な
く
孫
は
無
心
に
密
柑
む
く

孫
眠
り
背
か
ら
落
ち
た
る
密
柑
か
な

安
見
あ
っ
子

暴
風
雨
乾
き
し
納
屋
の
片
隅
に
こ
ほ

ろ
き
の
鳴
く
憚
が
ご
と

野
本
み
ね
子

寄
付
あ
り
が
と
う

Smokin'Clean 

吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
て
か
ら
灰
皿
に

り
入
人
丁
µ
ノ

口
心

r`

]
で
二

タ
バ
コ
は
村
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
詞
応
ご

□心

こ
、
え

末
息
の
新
家
に
望
を
賭
し
疲
れ
身
も

頑
張
の
声
心
に
秘
め
つ
く

奈
良
照
子

草
む
ら
に
投
捨
て
る
九
ん
の
又
学
生

の
空
缶
を
拾
ふ
春
雷
を
聞
き
っ

奈
良
と
よ

雑
草
と
言
へ
ど
真
盛
る
紅
は
除
き
か

た
き
か
野
性
の
素
朴
さ

橋
本
和
江

不
況
の
冷
た
き
没
陽
見
つ
め
つ
つ
夫

を
さ
そ
ひ
て
グ
ラ
ス
か
た
む
く伊

藤
琴
子

ど
ん
ど
焼
き
一
筋
に
炎
を
嵯
り
上
げ

て
鎮
も
る
庭
に
灰
の
蠅
を
く機

村
君
江

取
り
出
し
つ
胸
お
ど
ら
せ
て
窯
出
し

の
初
作
品
に
心
お
ど
れ
り

新
井
道
子

種
籾
の
浮
き
し
を
捨
て
た
庭
先
に
野

鳩
の
二
羽
の
追
い
た
る
も
寄
る

原
口
文
江

葉
も
房
も
台
風
に
椀
か
れ
し
大
木
に

後
吹
く
風
の
な
ほ
厳
し
か
り原

口
美
津
子

け
ざ
や
か
に
柿
の
実
啄
む
む
く
鳥
の

数
少
な
け
れ
ど
熟
し
実
の
落
つ

福
田
初
江

片
隅
に
咲
け
る
枯
梗
の
む
ら
さ
き
は

遠
き
日
々
の
彼
の
君
に
似
つ
か

小
平
和
子

成
人
式
醐
樹
姿
一
目
だ
け
見
せ
て
や

り
た
い
逝
き
た
る
夫
に

江
森
美
代

岡
安
ち
ょ

岡
安
利
清
次

福
田
正
雄

和
田
ハ
ル

I
死
亡
ー

氏
名

世
帯
主

（
）
は
新

年
令5

0

操
上
江
黒

9
3
（
今
朝
雄
）
南
大
島

8
2
今
朝
雄
南
大
烏

6
8
（
一
次
）
川
俣

6
2
助
信
梅
原

9

月

3
0日

1
0月
5

日

1
0月
6

日

1
0月
2
0日

1
0月
2
2日

（
敬
称
略
）

地
区
死
亡
月
日

尾
上
井
恵

開
け
て
き
た
窓
思
い
つ
つ
職
場
に
て

滝
に
降
る
雨
た
だ
に
眺
め
を
り

山
岸
澄
枝

涼
風
に
友
訪
ぬ
れ
ば
あ
わ
あ
わ
と
あ

か
ね
の
空
に
細
き
月
出
づ

菅
井
清
子

地
に
重
れ
し
枝
も
た
わ
わ
に
赤
の
熟

れ
味
覚
の
秋
の
深
ま
る
を
お
ぱ
ゆ

泉
田
政
子

ぉ
虐
よ
｀

.

.

.

.
 ,
:
5
 

／
｀
ち
く
f
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

松
本
真
由
安
治
二
女
大
輪

9

月

3
0日

中
局
美
穂
孝
史
二
女
大
佐
貰

1
0月
2

日

小
池
絵
理
文
雄
二
女
江
口

1
0月
3

日

須
永
正
宏
三
津
雄
長
男
中
谷

1
0月
3

日

野
村
沙
織
隆
長
女
南
大
島

1
0月
1
0日

斉
藤
干
秋
勲
長
女
中
谷

1
0月
1
3日

江
森
勇
一
清
二
男
新
里

1
0月
2
0日



昭和57年11 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第254号 (10) 

10月の

6 

..””：て戸
救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 7 件

●その他 4 件

●計 13件

: 館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

11 月 14 日
横田医院小 胃 医院平沢医院 後藤（愛）医院合(72)0134 岡田整形医院 館林地区が
合 (72) 0 2 5 5 合(7 0 6 0 6 云0276(62)2290 ゆたか医院合(73) 7308 合 (72) 3 I 6 3 担当します

曜

11 月 21 日 浜野医院後(藤72康)3 生9 医院福田医院 上野医院合(72)3330 宇沢医院 館林地区が
合 (88) 5 6 7 8 合 7 5 ff (86) 2 I 8 3 森下医院合(73)7776 合 (74) 8 7 6 I 担当します

当

11 月 28 日 白沢医院原医院森 7よ 医院 清河堂医院ff(72)3070 館林医院 小西医院
合(72) I 6 0 0 合 (72) I 9 3 6 ff (4  7 5 8 安楽岡医院合(72)0572 合 (74) 2 I I 2 合(86) 2 2 6 I 

番
落合医院川 田医院岩峙デンタルクリニック

12 月 5 日 大 島石診医療 所合(77)1503 礫川堂医院 館林地区が
合 (72) 0 I 6 0 合 (72) 0 7 5 4 ft(74) I 5 7 7 大 院合(74)2362 合 (74) 0 I 8 4 担当します

医
堀越医院合(73)4151 寺内医院

12 月 12 日 根 喜 医院後藤康生医院江(黒75歯)0 科I 医院 館林地区が
ff (3262 合(72) 3 9 7 5 合 0 8 増田医院云(72)1387 合 (72) 3 0 3 I 担当します 時

▼
日
時・

十
一
月
二
十
日
出
正
午
ー
午

後
四
時
ま
で

長楽寺のむしほし
11 月20日～22日まで

こ
と
し
は
、
ぐ
ん
ま
高
齢
者
年
、

こ
れ
を
記
念
し
て
、
広
く
県
民
の
皆

さ
ん
か
ら
「
私
の
意
見
」
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
問
題
の

現
状
と
将
来
、
ま

た
は
高
齢
化
社
会

に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
テ
ー
マ
は

自
由
で
す
。
明
日

の
明
る
い
群
馬
を

築
く
た
め
に
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、

と
い
っ
た
発
想
に

基
づ
く
あ
な
た
の

ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

〔
例
〕
・
高
齢
者

の
暮
ら
し
や
す
い

中
世
の
貴
重
な

文
化
財
を
所
蔵
す

る
尾
島
町
世
良
田

長
楽
寺
で
次
の
と

お
り
「
む
し
ぼ
し
」

か
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
む
し
ぱ
し

は
、
年
一
回
行
わ

れ
る
も
の
で
普
段

で
は
見
ら
れ
な
い

貴
重
な
文
化
財
が

多
数
展
示
さ
れ
、

一
般
に
公
開
さ
れ

ま
す
。こ

の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
十
一
月
二
十
一
日
⑲

時
ー
午
後
四
時
ま
で

・
十
一
月
二
十
二
日
同

時
ー
正
後
ま
で

▼
会
場
長
楽
寺

▼
拝
観
料
一
人
四
百
円
（
解
説
印

刷
物
を
含
む
）

一
調
停
相
談
会
の
実
施
一

館
林
調
停
協
会
主
催
の
「
調
停
相

談
会
」
か
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
•
土
地
家
屋
の
こ
と
、

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
相
続
）
の

こ
と
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料
で
弁
護
士
と
調
停
委
員
か
相

談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に

午
前
八

午
前
八

地
域
づ
く
り
•
こ
れ
か
ら
の
家
庭
・

地
域
と
吉
回
齢
者
の
役
割
・
高
齢
化

社
会
と
私
た
ち
の
老
後

群
馬
県
内
に
在
住
す
る
人
で
あ
れ

ば
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

了- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -ー・

□□ 
▼
会
場 身

体
障
害
者

個
別
相
談
会
の
実
施

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
、
意
見
を
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
六
枚
以
内
に
ま
と
め

て
く
だ
さ
い
。

▼
送
り
先
〒
三
七
一
前
橋
市
大

手
町
一
ー
一
ー
一
群
馬
県
厚
生
援
護

課
高
齢
化
対
策
係
（
@
J
O
二
七
ニ
ー

二
三
ー
一
―
―
一
内
線
二
四
一
七
）

▼
提
出
期
限
十
二
月
十
日

応
募
票
は
役
場
社
会
福
祉
協
議
会

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

現
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
の
中
で
、
近
頃
障
害
の
程

度
か
重
く
な
っ
た
方
、
補
装
具
の
交

付
‘
修
理
な
ど
か
必
要
と
な
っ
た
方
、

心
と
§
§
心
屯
§
と
と
屯
屯
愈
§
…
-
鼠

m
,

屯
愈
心
心
愈
心
と
屯
心
愈
屯
息
§
と

くんま高齢者年
「私の意見」募集中

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

:
`
 

一
窓
`
\
\
‘
,
C
-

ロ
：
こ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
十
一
月
十
九
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

六
郷
公
民
館
（
元
邑
楽
会

館
）
…
…
館
林
市
新
宿

館
林
看
護
学
院

学
生
募
集

一
「
田
舎
教
師
」
の
劇
を
上
演
一

郷
土
の
生
ん
だ
文
豪
「
田
山
花
袋
」

の
作
品
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
次
の
と
お
り
「
田
舎
教
師
」
と

田
山
花
袋
の
創
作
劇
上
演
と
解
説
か

行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
十
二
月
十
一
日
午
後
二

時
開
演

▼
会
場
館
林
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
解
説
者
文
学
博
士
小
林
一
郎

▼
入
場
料
無
料

く
わ
し
く
は
、
館
林
簡
易
裁
判
所

(
6
七
ニ
ー
三
0
1

―
)
へ
お
た
す

ね
く
だ
さ
い
。

館
林
高
等
看
護
学
院
で
は
来
年
度

の
学
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

▼
募
集
人
員
三
十
人

▼
修
業
年
限
三
年

▼
応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
又
は

卒
業
見
込
み
の
女
子

▼
顧
書
の
受
付
来
年
一
月
五
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で

入
学
顧
書
な
ど
詳
し
く
は
館
林
高

等
看
護
学
院
（

6
七
三
I

七
一
七

五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
会
場

ま
た
、
手
帳
の
交
付
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
方
が
お
り
ま
し
た
ら
次

の
日
時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
十
一
月
二
十
四
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

中
央
公
民
館

二
十
六
日

"" 
二
十
九
日 各

種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
す
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
固
定
資
産
税

第
四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、

国
民
年
金
第
四
期
及
び
水
道
使

用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
五
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
転
作
促
進

（
施
）

東
部
児
童
館

斗
合
田
集
落
（
セ
）

中
央
公
民
館
和
室

• • 
ムコニ 日

場 時交

通
,• -一、 [ 時 11 事
1日＼月

市 心 18 故
賃晶 3 日相
一談時 午即‘’ ＝祀火火
階室ま
‘-’ で 10

• ▼月

畠 日例
時 9ィ丁-

<時 11 政
1 月／‘

` 
15 人

三日権

誓会口3 贔. ~ 相
で 10 ニ配火火



『‘-,.,.,-,.,、_,.,,,_,.,,_心一庇’‘—四‘—か一

i村の人口 i 
I. -_ -_ : -~. I 
! 12 月 1 日現在 り, 
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新
井
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
八
月

一/
 

各
階
各
層
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
、

産
業
文
化
の
振
興
、
民
生
の
安
定
等
県
民
福
祉
の
増
進
に

寄
与
さ
れ
た
人
を
表
彰
す
る
昭
和
五
十
七
年
県
功
労
者
に

明
和
村
議
会
議
長
の
新
井
初
太
郎
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

明
和
村
発
足
後
の
初
の
議
会
議
員
選

挙
に
当
選
し
、
以
来
議
会

内
で
も
優
れ
た
見
識
と
指

導
力
は
高
い
評
価
を
得
て
、

昭
和
三
十
六
年
八
月
に
は

副
議
長
に
就
任
し
、
議
長

を
よ
く
補
佐
し
、
村
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
常
に
努

め
、
昭
和
四
十
六
年
八
月

に
は
議
長
に
選
ば
れ
、
円 一満

な
議
会
運
営
と
、
住
民
の
信
頼

に
こ
た
え
る
議
会
づ
く
り
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
二
月
に
明
和
村

議
会
は
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、

議
会
の
運
営
に
お
い
て
は
模
範
的

で
あ
る
と
し
て
、
全
国
表
彰
を
受

け
る
に
い
た
っ
た
の
も
新
井
さ
ん

の
指
導
力
に
よ
る
と
こ
ろ
か
大
き

ヽ
~
〇

し

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
よ

リ
県
町
村
議
会
議
長
会
長
に
選
ば

れ
、
現
在
、
議
長
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
精
力
的
に
公
務
を
こ
な
し
て

い
ま
す
。

県
政
功
労
者
と
し
て

新
井
初
太
郎
さ
ん
表
彰
さ
れ
る

1

0
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一
街
は
人
の
波
、
道
路
は
車
の
”
洪
水
”
゜
街
全
~

一
体
が
何
と
な
く
気
ぜ
わ
し
く
な
る
の
が
十
二
月
で
す
。
i

―
そ
の
気
ぜ
わ
し
さ
の
な
か
で
、
や
や
も
す
る
と
、
わ
~

~
た
し
た
ち
は
”
心
の
ゆ
と
り
I
Iを
見
失
い
が
ち
で
す
。
一

~
交
通
事
故
防
止
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
も
、
歩
―

~
行
者
に
と
っ
て
も
大
切
な
の
は
「
心
の
ゆ
と
り
」
と
お
~

~
互
い
に
相
手
の
立
場
を
尊
重
す
る
「
思
い
や
り
の
心
」
~

｛
で
す
。

~
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
i

~
た
め
に
も
「
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
の
心
」
を
も
っ
て
安
~

~
全
運
転
、
安
全
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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ヽ
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ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は

I
I

自
殺
行
為
“
で
す

最
近
の
交
通
事
故
死
亡
原
因
の
な

か
で
目
立
つ
の
は
、
制
限
速
度
を
超

え
た
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ

る
事
故
か
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と

で
す
。

そ
も
そ
も
、
自
動
車
の
制
限
速
度

と
い
う
の
は
、
自
動
車
の
種
類
や
道

路
の
状
況
な
ど
を
考
え
、
危
険
を
未

然
に
防
止
し
、
交
通
の
安
全
が
保
て

「
安
全
は
ゆ
と
り
と
思
い
や
り
の
心
」
か
ら

る
速
度
と
い
う
こ
と
で
指
定
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
は
自
ら
危
険
を
冒
し
、
死
へ
の
道

を
進
ん
で
い
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
は
事
故
に
つ
な
か
る
」

と
い
う
こ
と
を
心
に
銘
記
し
、
制
限

速
度
内
で
走
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

よ
、
つ
。
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ヽ
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年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
「
忘

年
会
」
や
「
新
年
会
」
な
ど
か
あ
り
‘

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
に
特
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い

の
か
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
す
。

お
酒
を
飲
む
と
、
自
分
で
は
酔
っ

て
い
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
感
覚

は
麻
ひ
し
、
素
早
い
判
断
や
行
動
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
前
方
の
人
や
車
の

確
認
が
遅
れ
た
り
、
見
落
と
し
た
り

す
る
ほ
か
、
気
か
大
き
く
な
り
危
険

を
危
険
と
も
思
わ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
な
ど
非
常
に
不
安
定
な
心
理
状
態

に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
飲
酒
運
転
は

交
通
事
故
と
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

飲
酒
運
転
の
防
止
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
自
身
か
気
を
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
家
族
、
地
域
、
職
場
ぐ
る
み
の

注
意
も
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
次
の
「
三
な
い
運

動
」
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

▽
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

▽
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い
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歩
行
者
も
、
年
末
に
な
る
と
気
分

的
に
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、
つ
い
先

を
急
ぐ
気
持
ち
か
ら
、
い
き
な
り
道

路
に
飛
び
出
し
た
り
、
無
理
な
横
断

を
し
た
り
す
る
光
景
か
目
に
つ
き
ま

す
。し

か
し
、
車
は
急
に
止
ま
れ
ま
せ

ん
。
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
か
ら
車

か
止
ま
れ
る
ま
で
の
距
離
は
と
い
う

と
、
時
速
六
十
キ
ロ
で
約
六
十
メ
ー

ト
ル
必
要
で
す
。
ま
た
、
時
速
六
十

口＼
: --ー-'仮

] l( J I ,,] 

~ ---------------------------------------------_: 

キ
ロ
で
の
走
行
距
離
は
一
秒
間
で
約

二
十
メ
ー
ト
ル
。
ま
だ
、
遠
く
に
車

が
い
る
と
思
っ
て
も
ア
ッ
と
い
う
間

に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

は
や
る
気
持
ち
、
あ
せ
る
気
持
ち

は
歩
行
者
に
も
禁
物
で
す
。
「
自
ら

の
安
全
は
自
ら
の
手
で
」
を
合
言
葉

に
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ベ
ス
ト
・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
条
件
と

は
、
走
行
中
、
特
に
先
を
急
い
で
い

る
よ
う
な
と
き
で
も
、
は
や
る
気
持

ち
を
抑
え
て
運
転
で
き
る
こ
と
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
な
か
で
、

時
間
に
追
わ
れ
て
の
運
転
中
‘
つ
い

ほ
か
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
わ
き
見

運
転
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
ち

よ
っ
と
し
た
心
の
ス
キ
か
大
事
故
を

招
き
ま
す
。

安
全
な
ス
ピ
ー
ド
で
、
十
分
な
車

間
距
離
を
保
ち
、
前
方
の
安
全
を
確

認
し
、
ど
ん
な
事
態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
常
に
「
ゆ
と
り
」
を
も
っ
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。



(3) 第 255号 広 報 め

蛉竺
無事故・無違反コンワール

1 月～ 10月までの成績発表
地域ぐるみ、村ぐるみで交通安全思想の普及徹底を図る第

3 回行政区別無事故無違反コンクールの 1 月から 10月までの

中間報告は次のとおりです。今までの交通事故33件、違反か

31 件、合計64件です。
今度は中谷地区にかわって上江黒かワースト 1 位、なお無

事故の無違反を続けているのは入ヶ谷だけとなってしまいま

した。

滅点数 交通事故種別 悪質違反行為 順
行政区名 人口

晶 昇 闘 冒掌； 1̀] 
速度違反 犀 免］（持点）

累計 事故率 (2Sa叫）
位

斗合田
点
150 0.3797 3 12 

395 

下江黒 344 20 0 0581 1 2 

上江黒 528 320 0 6061 1 2 1 3 16 

千津井 621 300 0 4831 2 5 15 

江口 633 170 0 2686 2 1 2 11 

田島 557 70 0 1257 1 1 2 4 

南大島 1,277 220 0 1723 1 2 2 2 7 

新里 912 150 0 1645 3 6 

中谷 658 270 0 4103 1 5 13 

梅原 829 200 0 2413 1 1 1 1 10 

川俣 404 190 0 4703 2 1 1 14 

須賀 481 40 0 0832 2 3 

大輪 897 140 0 1561 2 2 1 5 

入ケ谷 126 

゜ ゜
I 

矢島 668 120 0 1796 1 1 8 

大佐貫 589 110 0.1868 1 2 1 , 
計 9,919 2,470 0 2490 4 11 18 4 24 3 

し＼ わ 昭和57年 12 月 10 日

ヽ・・，·,ヽ ス 2 ・：．9.‘ ，(.,t, '• y,、 9. 9 9. :‘ 9 • ` `’・ 、9< ,‘·, • 9, :’`, ̀  ｷiｷ 繋

ー第 5 回戦没者追悼式一

第
五
回
戦
没
者
追
悼
式
か
十
一
月

十
一
日
中
央
公
民
館
で
し
め
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没

者
に
対
し
て
村
関
係
戦
没
者
の
追
悼

式
を
実
施
し
、
村
民
あ
け
て
戦
没
者

に
対
し
追
悼
の
誠
を
棒
げ
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
式
は
館
林
消
防

組
合
の
音
楽
隊
に
よ
る
国
歌
斉
唱
で

始
ま
リ
、
次
に
戦
没
者
の
霊
に
対
し

て
一
分
間
の
黙
と
う
を
棒
け
た
の
ち
、

村
長
の
式
辞
、
遺
族
会
長
ら
の
追
悼

の
言
葉
の
後
、
参
列
者
か
一
本
い
っ

ぽ
ん
二
百
七
十
本
の
献
花
を
行
い
ま

し
た
。な

お
、
遺
族
会
長
の
田
口
重
夫
さ

ん
は
追
悼
の
こ
と
ば
の
中
で
「
わ
た

し
た
ち
遺
族
は
、
悪
夢
の
様
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
物
心
両
面
に
わ

た
り
大
変
だ
っ
た
。
今
日
、
こ
の
よ

う
な
日
本
か
繁
栄
と
平
和
の
礎
を
作

っ
た
の
も
、
英
霊
の
犠
牲
の
賜
で
あ

る
の
を
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
は
残
念
で
あ
る
。
尊
い
命
を
国
難

に
際
し
棒
げ
た
私
達
遺
族
は
、
人
間

と
し
て
、
日
本
人
と
し
て
恥
ず
か
し

く
な
い
行
動
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
英

霊
に
つ
な
か
る
誇
り
を
持
ち
続
け
頑

張
り
ま
す
。
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

総
合
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
菊
花
大
会
に
お
い
て
次
の
方
々

か
特
選
、
最
優
等
、
最
優
賞
を
得
ま

し
た
。

【
園
芸
部
】

菌
田
さ
ん
が
特
選

菊
花
大
会
ー

▼
厚
物
三
本
立
特
選

▼
"
最
優
等

•

IIII 

▼
細
物
三
本
立
最
優
賞

•

IIII 

▼
福
助

I
I

▼
盆
栽

I
I

▼
厚
物
三
本
立
・

1
1

【
成
人
講
座
の
部
】

▼
厚
物
特
選

▼
"
最
優
等

▼
盆
栽
特
選

▼
"
最
優
等

【
老
人
会
の
部
】

▼
特
選
山
田
喜
―
•
原
口
い
さ
・

落
合
か
つ
▼
最
優
等
野
口
宗
司
・

菌
部
照
寿
▼
鈴
木
三
芳

内
山
さ
ん
が
入
賞

ー
地
域
活
動
・
作
文
・

論
文
コ
ン
ク
ー
ル
ー 門

間
と
よ

香
山
寅
雄

黒
沢
文
江

野
口
清
子

薗
田
邦
松

関
本
宗
市

田
口
千
代

富
塚
子
之
吉

門
間
と
よ

新
井
己
一

折
原
隆
雄

早
川
恵
与

群
馬
県
教
育
委
員
会
主
催
の
青
少

年
に
つ
い
て
の
＂
地
域
活
動
作
文
・

論
文
コ
ン
ク
ー
ル
”
で
中
谷
の
内
山

利
子
さ
ん
の
『
非
行
の
か
げ
に

A

君

を
思
う
』
と
題
し
た
作
文
か
佳
作
を

受
け
ま
し
た
。

内
山
さ
ん
は
川
俣
駅
前
で
高
校
生

な
ど
を
対
象
に
自
転
車
預
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
関
係
で
、

青
少
年
の
非
行
問
題
な
ど
、
特
に
興

味
を
持
っ
て
お
り
、
非
行
行
為
を
見

る
と
、
注
意
を
し
た
り
、
立
ち
直
ら

せ
よ
う
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

高
校
卒
業
後
も
進
学
や
職
業
問
題
の

話
し
相
手
や
相
談
に
な
っ
た
り
し
て

第
二
十
六
回
魚
つ
リ
大
会
か
十
一

月
三
日
四
十
五
名
の
参
加
を
得
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
十
位
ま
で
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
柿
沼
一
郎
（
下
江
黒
）

＞
大
物
賞
富
塚
保
五
郎
（
田
鳥
）

＞
準
優
勝
鯉
沼
実
（
川
俣
）

▼
三
位
矢
島
希
一
（
田
島
）

▼
四
位
山
岸
金
重
（
矢
島
）

▼
五
位
篠
木
常
雄
（
大
佐
貫
）

▼
六
位
野
村
新
一
（
南
大
島
）

▼
七
位
秋
野
正
典
（
矢
島
）

▼
八
位
滝
口
麗
二
（
田
島
）

▼
九
位
柿
沼
公
俊
（
下
江
黒
）

▼
十
位
園
部
久
二
（
千
津
井
）

票
選
挙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ワ
ー
ル
に
十
名
入
選

県
選
挙
管
理
委
員
会
、
県
教
委
な

ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
県
選
挙
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
次
の
十
名
の
方

の
作
品
が
優
秀
作
品
と
決
定
し
ま
し

こ
。t
 

▼
奈
良
健
一
（
東
小
一
年
）
▼
藤

野
弘
子
（
東
小
二
年
）
▼
多
田
貴
仁

（
同
）
▼
三
宅
恭
子
（
西
小
二
年
）
．

▼
飯
塚
美
紀
（
東
小
三
年
）
▼
太

田
善
子
（
西
小
三
年
）
▼
長
谷
川

恵
子
（
東
小
四
年
）
▼
薗
部
正
（
東

小
六
年
）
▼
奥
沢
健
二
（
明
中
一

年
）
▼
酒
井
宏
（
明
中
三
年
）

柿
沼
さ
ん
が
優
勝

ー
魚
つ
り
大
会
ー

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
頃
の
体
験
を
書
き

綴
っ
た
も
の
で
審
査
員
か
ら
こ
れ
か

青
少
年
非
行
に
対
す
る
地
域
活
動
の

あ
り
方
だ
と
好
評
を
受
け
た
作
品
で

し
た
。
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母と子の会話

道
管
に
も
冬
じ
だ
＜

ー
氷
点
下
四
度
以
下
は
ご
注
意
ー

”
冬
じ
た
<
I
I
は
で
き

水
道
管
の

て
い
ま
す
か
。

気
温
か
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下

に
な
る
と
、
水
道
の
水
か
凍
っ
た
リ
、

水
道
管
か
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

特
に
、
水
道
管
か
次
の
よ
う
な
場

所
に
あ
る
と
き
は
、
防
寒
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
屋
外
に
あ
っ
て
、
む
き
出
し
に
な

っ
て
い
る
場
合

▼
北
向
き
の
寒
い
と
こ
ろ
に
あ
る
場

ど
う
す
れ
ば
‘
子
供
か
自
分
か

ら
進
ん
で
勉
強
す
る
よ
う
に
な
る

か
、
お
母
さ
ん
方
に
と
っ
て
は
悩

み
の
タ
ネ
で
し
ょ
う
。

知
識
や
技
術
な
ど
は
、
教
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
か
で
き
ま
す

か
、
勉
強
す
る
、
し
な
い
の
問
題

は
「
意
欲
」
つ
ま
り
「
や
る
気
」
に

か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
行
儀

作
法
を
し
つ
け
る
よ
う
に
は
い
き

学
習
意
欲
は
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

毎
H

の
生
活
体
験
を
通
じ
て

手
近
に
あ
る
布
や
な
わ
、
こ
も
な

合▼
日
照
時
間
の
短
い
と
こ
ろ
に
あ
る

場
合

▼
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る

場
合こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道

管
は
、
早
目
に

1
1

防
寒
策
“
を
講
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
の
凍
結
防
止
法

ま
せ
ん
。

「
や
る
気
」
は
、
本
人
の
心
の
中

に
燃
え
上
か
る
欲
求
て
す
。
お
母
さ

ん
か
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
「
さ
あ
勉
強

／
勉
強
I

」
「
ホ
レ
ホ
レ
…
」
「
サ

ッ
サ
と
：
·
…
」
な
ど
と
言
い
続
け
て

も
、
子
供
は
本
気
で
勉
強
に
打
ち
込

む
よ
う
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

要
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
子
供
に

「
や
る
気
」
を
起
こ
さ
せ
る
か
、
ど

う
し
た
ら
学
習
意
欲
を
燃
や
し
て
く

れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
心
得
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
勉
強
に
対
す
る
「
や

昭
和
五
十
七
年
中
に
納
め
た
国
民

年
金
の
保
険
料
は
家
族
の
分
を
含
め

て
、
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の

際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を

す
れ
ば
‘
そ
の
額
は
所
得
か
ら
控
除

る
気
」
は
、
必
す
し
も
勉
強
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
み
養
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
勉
強
も

含
め
た
幅
広
い
日
常
生
活
の
体
験
の

中
か
ら
芽
生
え
る
こ
と
か
多
い
の
て

す
。勉

強
に
適
し
た
性
格
と
い
っ
て
も

い
ち
か
い
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
少

な
く
と
も
、
物
事
を
「
き
ち
ん
と
す

る
」
「
す
す
ん
で
す
る
」
「
根
気
よ

く
す
る
」
と
い
っ
た
特
性
を
あ
げ
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。

こ
の
「
き
ち
ん
と
、
す
す
ん
で
、

根
気
よ
く
」
物
事
を
す
る
性
格
は
、

国
民
年
金
の
保
険
斜
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

ど
を
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
巻
き

つ
け
て
保
温
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
や
テ
ー
プ
な
ど

を
巻
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
布
な
ど
の

＂
防
寒
材
I
J
か
ぬ
れ
ま
す
と
、
そ
れ

ら
か
凍
っ
て
、
か
え
っ
て
水
道
管
を

破
裂
さ
せ
る
結
果
と
な
る
か
ら
で
す
。

破
裂
し
て
し
ま
っ
て
は
、
た
く
さ

ん
の
水
が
ム
ダ
に
な
る
上
、
修
理
代

も
ば
か
に
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
管
に

も
温
か
い
思
い
や
り
を
。

毎
日
の
勉
強
か
ら
身
に
つ
く
と
い

う
よ
り
‘
む
し
ろ
日
常
生
活
の
中

で
習
慣
化
さ
れ
、
形
成
さ
れ
て
い

く
こ
と
か
多
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
‘
遊
び
、

友
だ
ち
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、

ふ
だ
ん
か
ら
「
き
ち
ん
と
、
す
す

ん
で
、
根
気
よ
く
」
や
り
と
げ
る

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
物
事
を

や
り
と
げ
た
感
動
を
味
わ
せ
る
こ

と
か
大
切
で
す
。
こ
う
し
た
体
験

か
、
勉
強
す
る
意
欲
に
結
ぴ
つ
く

の
で
す
。

勉
強
以
外
の
こ
と
は
無
関
心
で
、

勉
強
の
と
き
だ
け
口
や
か
ま
し
く

ハ
ッ
パ
を
か
け
る
の
は
、
効
果
的

で
は
な
い
よ
う
で
す
。

普通の納付 前納

56年度第 6 期 57年度第1~5期 控除額 控除額

定額 9,000 52,200 61,200 61,130 

付加 9,800 56,200 66,000 65,810 

※普通の納付と前納とでは期間のずれかあります。

さ
れ
ま
す
。

控
除
さ
れ
る
保
険
料
と
そ
の
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

美
し
く
き
れ
い
な
色
で
心
を
や
す

ま
せ
る
花
。
そ
れ
は
キ
ク
。
私
は
そ

の
キ
ク
を
育
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
自
分
で
育
て
る
と
知
っ
た
時
、

「
そ
ん
な
め
ん
ど
う
な
こ
と
い
ち
い

ち
や
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
。
」
と
思

っ
た
私
で
し
た
。
そ
う
思
い
な
か
ら

も
さ
っ
そ
く
育
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
母
は
と
て
も
花
か
好
き
で
一

つ
の
植
え
き
ば
ち
に
キ
ク
の
花
が
何

本
も
あ
る
の
を
見
る
と
「
か
わ
い
そ

う
。
」
だ
と
言
っ
て
一
本
一
本
は
か
の

植
え
木
鉢
に
植
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

私
は
熱
心
に
キ
ク
を
植
え
て
い
る
母

を
見
て
「
よ
く
や
る
な
あ
。
」
と
感
心

し
ま
し
た
。
だ
け
ど
私
も
感
心
し
て

い
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
普
通

の
日
は
父
も
母
も
会
社
に
行
っ
て
花

の
手
入
れ
な
ど
は
し
て
い
ら
れ
ま
せ

ん
。
た
か
ら
、
そ
の
分
私
か
い
っ
し

ょ
う
け
ん
命
、
世
話
を
す
る
わ
け
に

な
っ
た
の
で
す
。

毎
日
、
と
て
も
暑
い
の
で
、
お
水

を
あ
げ
て
も
、
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て

土
か
か
わ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

な
の
で
、
朝
と
昼
と
夕
方
と
三
度
ぐ

ら
い
水
を
あ
げ
て
は
「
ど
こ
か
枯
れ

て
は
い
な
い
か
。
栄
養
か
足
り
な
く

は
な
い
か
。
」
と
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配

を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
ま

だ
親
指
の
先
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た

小
さ
な
っ
ぱ
み
か
開
い
た
の
で
す
。

と
て
も
美
し
く
あ
ざ
や
か
な
黄
色
で

し
た
。
ど
ん
な
に
う
れ
し
か
っ
た
か
、

ど
ん
な
に
び
っ
く
り
し
た
か
、
言
葉

で
は
言
い
表
わ
せ
ら
れ
な
い
気
持
ち

で
し
た
。
た
だ
「
咲
い
た
ん
だ
。
さ

い
た
ん
だ
」
と
‘
心
の
中
で
何
度
も

何
度
も
く
り
返
し
て
い
た
た
け
で
し

た
。
母
も
父
も
、
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
て
、
も
う
、
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ

い
な
気
持
ち
に
な
り
‘
そ
の
キ
ク
の

花
を
玄
関
に
し
ま
お
う
と
し
た
時
、

「
ボ
キ
ソ
”
」
と
花
の
根
本
の
方
か

ら
音
か
し
た
と
思
っ
た
ら
「
カ
ク
ン
。
」

と
ま
る
で
花
か
お
し
き
で
も
し
た
か

の
よ
う
に
折
れ
曲
か
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
ど
ろ
き
の
あ
ま
り
、
ど
う

し
て
い
い
の
か
、
わ
か
ら
す
、
ジ
タ

バ
タ
し
て
い
た
の
を
見
た
父
か
「
チ

リ
紙
を
ぬ
ら
し
て
、
折
れ
た
と
こ
ろ

に
巻
い
て
こ
の
棒
に
結
び
付
け
よ
う
。
」

と
言
っ
て
、
ど
こ
か
ら
か
、
小
さ
く

て
細
い
木
の
棒
の
よ
う
な
も
の
を
持

っ
て
来
て
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
命
に

な
っ
て
、
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
か
け
で
、
ど
う
に
か
‘
枯
れ
ず

に
す
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
と
う
と
う
学
校
に
持
っ

て
行
く
日
か
来
ま
し
た
。
私
は
両
手

で
キ
ク
の
花
か
植
え
て
あ
る
「
入
選

し
な
く
て
も
い
い
や
、
私
が
あ
き
ず

に
大
切
に
育
て
た
花
な
ん
だ
も
の
。

私
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も
す
ば
ら

し
い
花
な
ん
だ
も
の
。
」
と
つ
ぶ
や
い

て
、
キ
ク
の
花
を
持
つ
手
に
力
を
こ

め
ま
し
た
。

私
の
キ
ク
作
り

明
中
一
年
本
田
賜
子
（
鯰
小
直
国
こ

公
民
館
祭
り
「
作
文
」
入
選
作
品
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こ
．白菜及び大根の

即席中華風漬物

新 里

ち
ょ

「
明
和
村
の
人

口
か
一
万
人
に
な

る
の
は
い
つ
だ
ろ

う
か
」
と
、

村
民
一
人
ひ
と
り

か
首
を
長
く
し
て

待
ち
望
ん
で
い
た

日
か
十
一
月
二
十

九
日
、
梅
原
の
始

沢
幸
恵
さ
ん
（
世

帯
主
仁
一
）
の
出

生
届
出
に
よ
り
明

和
村
は
人
ロ
一
万

人
に
な
り
ま
し
た
。

幸
恵
さ
ん
は
十

一
月
十
九
日
一
幸
、

智
子
さ
ん
の
間
に

生
ま
れ
た
長
女
で

す
。村

で
は
、

新里の関口洋子さんに、今、旬である白菜

及び大根の即席中華風漬物を紹介していただ

きました。

► 白菜の即席中華風漬物

●材料 4 人分

白菜500 g,・塩大 I 強・赤唐辛子 1 本・タレ

（こま油大 1 ・酢大 7. 砂糖大 5. 濃口しょ

うゆ大 I 強）
► 大根の即席中華風漬物
●材料 4 人分

大根300 g,・塩小 1 ・タレ（白ごま大 3. 濃

ロしょうゆ大 3. 酢大 I. 砂糖小 2. こま油

大 1 ・ラー油小 2)

〇白菜漬の作り方

①白菜は、よく洗い葉を半分に切り I cm位の

細切りにし塩をふりかるくもみ、重しをし 20
~30分位おく。

②赤唐辛子は、タネをとり輪切りにする。
③タレの中に唐辛子を入れ一煮たちさせ、白
菜をかたくしぽってタレを熱いうちにかけ混

ぜる。

●ポイント

タレを熱いうちにかけないと味がしみこま

なし‘。
半日から 1 日位おいておくとよりおいしく

なる。

0大根漬の作り方

①大根は、皮をむき短冊切りにし、塩をかけ

てもむ。

②すり鉢にいった白こま大 2 を入れよくすり
•砂糖・ごま油・ラー油も加えよく混ぜ合せ

タレを作る。

③塩もみした大根をしぽりタレに混ぜ合せ、
残りの白こまをふりかける。

●ポイント

良質の大根を使い、塩の分量をきっちりと

する。

「友達の間では、大根漬の方が評判いいん

です。お年寄りや子供さんには、ラー油・唐

辛子を除いて漬けてあげてもいいんですよ。」
と関口さん。

ごま油・白こまの香りがしみこみさっぱり

とした大根の即席中華風漬物・酢と赤唐辛子

がピリッときいた白菜の中華風漬物、どちら

も手軽に出来る品です。これから白菜や大根

のおいしい季節ぜひおためしください。

う
ど
一
万
人
目
を
記
念
し
て
村
長
は
、

幸
恵
さ
ん
に
記
念
品
と
『
あ
な
た
は

本
日
の
届
出
で
明
和
村
に
お
け
る
一

万
人
目
の
住
民
に
な
っ
た
こ
と
を
証

し
ま
す
』
と
書
か
れ
た
証
状
を
手
わ

た
す
と
と
も
に
、
「
お
め
で
と
う
、

人
ロ
一
万
人
目
に
ふ
さ
わ
し
い
か
わ

い
い
児
だ
。
す
こ
や
か
に
育
て
て
く

た
さ
い
。
」
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

母
親
の
智
子
さ
ん
は
一
万
人
目
を

知
ら
さ
れ
び
っ
く
リ
し
な
か
ら
「
本

当
に
り
っ
ば
な
記
念
品
を
い
た
だ
き

こ
の
児
の
た
め
に
記
念
に
な
る
。
幸

恵
を
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
」
と

喜
び
を
か
み
し
め
な
か
ら
約
束
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。

な
お
、
三
村
合
併
当
時
の
明
和
村

は
一
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
か
‘

昭
和
三
十
一
年
十
月
十
五
日
に
一
万

人
を
割
っ
て
か
ら
‘
減
少
傾
向
を
た

始
沢
幸
恵
さ
ん
の
出
生
で

村
の
人
日
は

万
人
に

ど
っ
て
い
ま
し
た
か
、
昭
和
四
十
五

年
頃
か
ら
増
加
傾
向
を
示
し
、
再
ひ

人
ロ
一
万
人
に
な
り
、
実
に
二
十
六

年
ぶ
り
で
す
。

統
計
関
係
で
表
彰

▼
南
大
島
の
蓮
見
行
男
さ
ん
・
小
池

昇
さ
ん
は
農
家
の
経
済
動
向
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
を
五
年
間
正
確
に

記
帳
し
た
た
め
農
林
水
産
大
臣
よ
り

感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

▼
斗
合
田
の
砂
賀
良
夫
さ
ん
は
国
勢

調
査
、
農
業
基
本
統
計
調
査
な
ど
か

迅
速
で
正
確
で
あ
っ
た
の
で
統
計
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
須
賀
の
や
ま
う
の
漬
物
卸
に
は
通

商
産
業
大
臣
、
同
深
沢
清
吉
さ
ん
に

は
通
商
産
業
省
調
査
統
計
部
長
、
上

江
黒
の
明
和
食
品
欄
に
は
労
働
大
臣

よ
り
表
彰
状
か
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
工
業
統
計
や
毎
月
勤
労
者

の
賃
金
、
雇
用
状
況
の
記
入
か
正
確

で
迅
速
で
あ
っ
た
の
で
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

【
問
】
私
は
い
ま
ま
で
何
度
か
勤

め
先
を
変
え
、
そ
の
た
び
に
年
金

手
帳
を
も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。

【
答
】
年
金
な
ん
て
先
の
話
さ
。

と
若
い
う
ち
は
と
か
く
そ
ま
つ
に

扱
い
か
ち
な
も
の
。
で
も
誰
で
も

い
つ
か
は
‘
確
実
に
五
十
五
歳
な

り
六
十
歳
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
と

き
‘
あ
な
た
か
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
た
と
い
う
証
明
に
な
る
の

は
‘
こ
の
年
金
手
帳
だ
け
な
ん
で

す
。ま

た
、
厚
生
年
金
は
最
初
の
番

号
を
一
生
使
っ
て
い
た
だ
く
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
を
変

え
る
た
び
に
違
う
番
号
を
受
け
て

し
ま
い
ま
す
と
‘
せ
っ
か
く
掛
け

た
年
金
も
全
く
む
だ
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
、
二
冊
も
三
冊
も
持
っ
て

い
る
人
は
、
そ
の
年
金
手
輯
を
な

く
し
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に
、
今

"
J
め
て
い
る
人
は
会
社
を
通
し
て
、

よ
た
、
す
で
に
退
職
し
て
い
る
人

は
自
分
で
社
会
保
険
事
務
所
に
「
重

複
取
消
届
」
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
し
て
一
冊
に
整
理
か
終
わ
っ

た
ら
、
自
分
の
職
歴
を
年
金
手
帳

に
書
き
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
は
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
か

厚
生
年
金
の
話
Q
&
A

第
三
回
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東
小
で
勤
労
感
謝
の
集
い

商
工
会
で
は
、
村
の

文
化
祭
に
合
わ
せ
て
第

一
回
明
和
村
商
工
祭
を

十
月
三
十
日
公
民
館
前

で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
商
工
会
設
立

二
十
五
周
年
と
、
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る

各
商
店
か
感
謝
の
気
持

ち
を
こ
め
て
、
安
く
販

売
す
る
も
の
で
、
文
化

祭
と
重
な
っ
て
一
日
中

公
民
館
は
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

特
に
人
気
の
的
は
”

福
祉
バ
ザ
ー
“
て
開
店

前
か
ら
長
蛇
の
列
。
こ

れ
で
は
け
か
人
か
出
て
し

ま
つ
事
か
予
想
さ
れ
二
十

分
も
早
く
開
始
す
る
始
末

で
‘
み
な
さ
ん
も
う
品
定

め
す
る
時
間
も
な
く
、
な

ん
で
も
か
か
え
こ
ん
て
い

ま
し
た
。

商
工
会
で
は
「
始
め
て

の
実
施
、
そ
し
て
あ
ま
り

に
も
多
い
人
で
‘
な
に
か

と
み
な
さ
ま
に
ご
迷
愁
を

か
け
ま
し
た
か
、
来
年
は

よ
り
充
実
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
し
ま
す
」
と
約
束
し
て

く
れ
ま
し
た
。

東
小
学
校
の
児
童
会
は
勤
労
感
謝

の
翌
日
の
二
十
四
日
、

1
1

勤
労
感
謝

の
つ
ど
ぃ
“
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
児
童
達
か
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
人
達
に
感
謝
の
気
持

ち
を
表
わ
す
た
め
に
行
う
も
の
で
、

こ
の
日
、
交
通
指
導
員
、
学
校
の
公

仕
員
、
給
食
員
の
七
人
に
三
年
生
以

上
全
員
か
書
い
た
感
謝
の
手
紙
・
児

童
達
か
書
い
た
感
謝
状
、
そ
し
て
花

束
を
贈
り
ま
し
た
。

感
謝
さ
れ
た
人
達
は
「
偉
い
人
か

ら
い
た
だ
く
感
謝
状
よ
り
真
心
の
こ

も
っ
た
児
童
達
の
感
謝
状
本
当
に
う

れ
し
い
」
と
‘
こ
の
日
ば
か
リ
は
日

頃
の
苦
労
を
忘
れ
た
よ
う
で
し
た
。

に
ぎ
わ
っ
た
商
工
祭

咲
き
乱
れ
る
サ
ボ
テ
ン
の
花

江
口
の
福
鳥
登
志
子
さ
ん
の

カ
ニ
サ
ボ
テ
ン
に
か
わ
い
い
赤

い
花
か
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
乱

れ
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
ど
の
く

ら
い
咲
く
の
だ
ろ
う
と
み
ん

な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ボ
テ
ン
は
も

う
二
十
五
年
も
た
っ
て

い
る
り
っ
ぱ
な
も
の
で
、

も
う
何
度
と
な
く
枯
れ

そ
う
に
な
っ
た
か
、
植

え
替
え
た
り
、
色
々
と

肥
料
を
与
え
た
り
す
る

な
ど
世
話
を
し
た
の
で
、

—
枯
れ
す
に
済
ん
だ
そ
う

で
す
。

・
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
栽

培
の
家
ら
し
く
、
ど
の

草
花
に
も
愛
情
を
も
っ

' 

て
接
し
て
い
る
の
で
、

き
っ
と
こ
の
サ
ボ
テ
ン

も
、
そ
の
お
礼
に
次
か

ら
次
へ
と
花
を
咲
か
せ

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

も
う
す
ぐ
完
成

社
会
体
育
館

中
学
校
裏
に
建
設
し

て
い
る
社
会
体
育
館
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
、

そ
し
て
鉄
骨
の
骨
組
み

建
て
か
終
了
し
体
育
館

ら
し
く
大
き
な
建
物
か

目
の
前
に
現
わ
れ
ま
し

こ
。t
 今後

は
窓
枠
サ
ソ
シ
‘

壁
の
取
り
付
け
、
内
部

の
床
な
ど
を
張
り
つ
け

る
だ
け
で
‘
み
な
さ
ま

の
前
に
す
は
ら
し
い
体

育
館
を
見
せ
る
の
も
‘

も
う
す
ぐ
で
す
。

「
ワ
ー
私
か
植
え
た
の
か
こ
ん
な

に
大
き
な
イ
モ
に
な
っ
た
」
と
十
一

月
十
二
日
中
央
幼
稚
園
て
は
‘
五
月

に
園
児
達
か
苗
を
栢
え
、
そ
し
て
世

話
を
し
た
サ
ッ
マ
イ
モ
の
イ
モ
掘
り

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
園
児
達
に
世
話
を
す
る
大

切
さ
と
収
穫
の
喜
び
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
園
児
達
は

小
さ
な
手
を
泥
だ
ら
け
に
し
な
か
ら

大
き
な
イ
モ
を
掘
り
出
し
、
一
番
大

き
な
イ
モ
か
取
れ
る
と
‘
み
ん
な
ひ

と
り
ひ
と
り
持
ち
あ
げ
「
ワ
ー
お
も

い
な
ー
」
感
心
す
る
事
し
き
り
。

掘
っ
た
大
き
な
イ
モ
は
後
で
オ
ヤ

ツ
に
‘
そ
し
て
小
さ
な
も
の
は
イ
モ

版
画
に
し
て
楽
し
む
そ
う
て
す
。

中
央
幼
稚
園
で

園
児
達
が
イ
モ
掘
り
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風に向かって走ろう

＝第 4 回新春マラソン大会＝

第 4 回マラソン大会か次のとおり行われま

すので奮って参加ください。

► 実施日 1 月 16 日

► 対象者 小・中学生村民一般

►部門門及び路離

●小学生 1 • 2 年 1.0km 
91 3. 4 年 1.2km 

II 5 • 6 年 1.5km

●中学生男 5.0km 

II 女 3.0km

●一般 （年齢制限なし）

男 5.0km

女 3.0km

(30 歳以上）

男 3.0km

女 2.0km

●スポーツクラブ対抗戦

1 チーム 9 名による団体戦

男（成人） 3.0km 

女（成人） 2.0km 

●健康マラソン

小学生出場者の親等（順位は決めません）

2.0km 

●壮年
東
小
学
校
で
は
冬
の
体
力
づ
く
リ

の
一
環
と
し
て
子
供
か
ら
大
人
ま
で

誰
に
で
も
楽
し
め
る
な
わ
と
び
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
か
、
十
一
月
二
十

五
日
な
わ
と
び
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
で
あ
る
鈴
木
勝
己
さ
ん
を
招
い
て

な
わ
と
び
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
現
在
ジ
ャ
ン
。
フ
し
て

着
地
す
る
ま
で
の
間
に
ロ
ー
。
フ
を
五

回
ま
わ
し
、
そ
れ
を
連
続
し
て
八
回

も
す
る
な
ど
の
世
界
記
録
保
持
者
。

一
本
の
ロ
ー
。
フ
で
五
百
種
類
も
の

と
び
か
た
か
あ
る
と
い
う
、
そ
の
う

ち
の
い
く
つ
か
を
披
露
す
る
と
、
児

童
達
は
お
ど
ろ
き
の
た
め
息
ば
か
リ
。

鈴
木
さ
ん
は
「
な
わ
と
び
で
も
勉

強
で
も
少
し
づ
つ
か
ん
ば
れ
ば
な
ん

で
も
で
き
ま
す
」
な
ど
と
話
し
を
ま

じ
え
な
か
ら
児
童
達
と
一
緒
に
な
っ

て
じ
ょ
う
ず
な
と
び
方
を
伝
授
し
ま

し
こ
。

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
招
い
て
な
わ
と
び
教
室

季
節
は
ず
れ
の

イ
チ
ゴ
に
び
っ
く
り

千
津
井
の
籾
山
ミ
ツ
エ
さ

ん
宅
で
は
ハ
ヤ
ト
ウ
リ
か
一

本
の
木
か
ら
四
百
個
以
上
も

実
を
付
け
、
お
ど
ろ
く
や
ら

あ
き
れ
る
や
ら
。

ハ
ヤ
ト
ウ
リ
は
条
件
さ
え

よ
け
れ
ば
大
変
実
を
つ
け
ま

す
か
、
そ
れ
で
も
三
百
個
位

か
限
度
な
の
で
、
異
常
と
い

う
ほ
ど
の
実
の
付
き
方
。

近
所
の
人
に
配
っ
た
り
、

奈
良
漬
や
し
ょ
う
ゆ
漬
に
し

た
り
し
て
い
ま
す
が
と
て
も

処
理
し
き
れ
な
い
と
嘆
く
。

籾
山
さ
ん
は
、
来
年
も
た

く
さ
ん
取
れ
る
と
困
る
の
で

ハ
ヤ
ト
ウ
リ
の
い
ろ
い
ろ
な

食
べ
方
を
こ
れ
か
ら
考
え
て

み
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

こ
。t
 新

里
の
梁
瀬
節
子
さ
ん
宅
の
イ
チ

ゴ
の
苗
に
十
一
月
下
旬
頃
か
ら
イ
チ

ゴ
の
白
い
花
か
次
々
と
咲
き
、
早
い

も
の
は
実
を
つ
け
る
も
の
も
。

梁
瀬
さ
ん
は
一
株
や
二
株
で
あ
れ

ば
、
た
ま
に
は
そ
の
よ
う
な
事
も
起

こ
る
だ
ろ
う
か
、
ま
し
て
露
路
植
え

て
、
約
百
株
も
あ
る
全
部
に
花
か
咲

く
な
ん
て
と
キ
ツ
ネ
に
つ
ま
ま
れ
た

様
子
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
育
て
は
お

正
月
に
は
、
，
コ
タ
ツ
を
囲
ん
で
み
ん

な
で
食
べ
ら
れ
る
と
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

ハ
ヤ
ト
ウ
リ
が四百

個
も

福祉バザーで48万6,260円の売り上げ

皆
さ
ま
の
家
庭
で
不
用
と
な
っ
て

い
る
品
物
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
安
く
販

売
す
る
＂
福
祉
バ
ザ
ー
“
か
十
一
月

二
十
八
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
バ
ザ
ー
は
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
主
催
て
福
祉
活
動
の
理
解
を
得

る
た
め
と
‘
活
動
資
金
を
作
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
も
う
開
店
の

十
時
前
に
長
い
列
か
出
来
、
約
二
時

間
で
品
物
か
売
り
切
れ
、
午
後
か
ら

き
た
人
は
、
も
う
終
わ
っ
た
の
と
残

念
か
る
人
達
も
。

な
お
、
こ
の
バ
ザ
ー
に
品
物
を
寄

付
し
て
く
れ
た
世
帯
は
七
百
五
世
帯
、

品
数
に
し
て
千
七
百
二
十
二
点
‘
売

上
金
額
は
四
十
八
万
六
千
二
百
六
十

円
と
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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道
を
通
る
車
の
洪
水
と
変
わ
り
、

埼
玉
を
結
ぶ
川
俣
渡
舟
場
も
銀
色

に
輝
く
昭
和
橋
と
な
り
、
回
船
問

屋
や
旅
籠
の
に
ぎ
や
か
な
声
は
車

の
騒
音
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

小川藤作さん
（川俣）

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
小
川
さ
ん
で
す
）

区
切
ら
れ
た
宅
地
が
、
か
す
か
に
川
て
も
水
は
き
れ
い
で
、
今
の
よ
う

俣
宿
で
あ
る
と
い
う
証
拠
を
か
も
し
に
足
の
裏
に
べ
っ
と
り
と
き
た
な

出
す
程
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
泥
な
ど
つ
い
て
く
る
事
は
考
え

川
俣
の
人
々
は
舟
と
の
か
か
わ
り
ら
れ
な
い
。
も
う
利
根
川
は
死
に

を
持
つ
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
伝
馬
川
俣
宿
も
消
え
た
の
か
。

ヽ

‘
_
l
'

回

州
履
、
狐
；
祝
み
多
1

了

7
6

／
I

ー
第( 

こ
の
ほ
ど
群
馬
県
民
の
「
栄
養
状

態
」
の
調
査
結
果
か
発
表
さ
れ
、
そ

れ
を
見
る
と
、
米
、
食
塩
、
牛
乳
の

三
つ
の
白
（
ス
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
）
を

基
本
と
し
た
新
ぐ
ん
ま
型
食
生
活
か

必
要
と
な
り
、
そ
の
改
善
に
県
と
村

が
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ス
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
と
は
三
つ

の
項
目
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

①
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
所
要
量
二
千

五
十
一
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
対
し
て
、

群
馬
県
民
は
摂
取
量
二
千
百
二
十
七

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
あ
リ
一

0
三
％
の

充
足
率
で
あ
る
。

摂
取
食
品
別
で
み
る
と
穀
顆
か
ら

時
た
ま
川
俣
地
先
の
利
根
川
堤

防
に
登
る
と
、
ど
う
い
う
わ
け
か

昔
の
＂
川
俣
宿
“
の
事
が
思
い
出

さ
れ
て
く
る
。

従
来
の
に
ぎ
わ
い
も
、

今
や
国

五
三
％
摂
取
。
そ
の
栽
穎
の
う
ち
八

0
％
は
米
顆
で
エ
ネ
ル
キ
ー
の
摂
取

の
中
心
は
米
で
あ
る
米
は
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

②
食
塩
に
つ
い
て

群
馬
県
民
の
食
塩
摂
取
量
は
十
四

グ
ラ
ム
で
、
摂
取
目
標
十
グ
ラ
ム
に

対
し
て
四

0
％
の
摂
取
過
剰
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
表
わ
れ
と
し
て
、

群
馬
県
は
脳
卒
中
及
び
高
血
圧
を
基

盤
と
す
る
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
全

国
的
に
み
て
高
い
。
食
塩
は
あ

と
三
分
の
一
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③
牛
乳
摂
取
に
つ
い
て

群
馬
県
民
の
乳
頷
摂
取
量
は
一
日

約
八
0
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
全
国
平
均

る
。た

だ
、
川
俣
宿
の
お
も
か
げ
を
残

す
も
の
と
い
え
ば
、
本
陣
の
ど
っ
し

り
と
し
た
門
、
そ
し
て
南
北
に
一
直

線
に
の
び
る
県
道
の
両
側
に
整
然
と

摂
取
量
百
十
五
グ
ラ
ム
に
対
し
て
か

な
り
少
い
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン

A

の
摂

取
量
も
充
足
率
七
八
％
、
ビ
タ
ミ
ン

B
2

も
八
一
％
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
八

製
造
業
の
皆
さ
ん
、
通
商
産
業
省

て
は
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
昭
和
五
十
七
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
製
造
品
の
出

荷
額
、
原
材
料
使
用
額
、
従
業
者
数

有
形
固
定
資
産
額
な
ど
を
調
査
し
、

工
業
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
統
計
調
査
の
結
果
は
、
通
商

産
業
省
か
全
国
的
な
規
模
で
、
業
種

別
、
従
業
者
数
規
模
別
、
品
目
別
な

ど
細
か
に
集
計
し
、
工
業
統
計
表
と

し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

船
な
ど
が
色
々
な
物
資
を
運
ん
で

川
俣
へ
着
く
と
川
俣
宿
は
一
層
の

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、
子
供
も
大
人

も
喜
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

子
供
の
頃
、
川
で
水
遊
び
を
し

二
％
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
不
足
か
心

配
さ
れ
る
か
こ
れ
ら
は
牛
乳
を
飲
む

こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
一

日
牛
乳
を
も
う
一
本
加
え
ま
し
ょ
う
。

わ
か
国
工
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
に
役
立
つ
と
と
も
に
各
種
行
政
施

策
の
立
案
・
計
画
お
よ
び
国
民
所
得

統
計
・
指
数
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

皆
さ
ん
か
各
種
製
品
の
生
産
、
販
売

計
画
を
立
て
る
場
合
の
参
考
に
も
な

る
な
ど
、
生
活
と
深
い
関
係
か
あ
り

ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所

に
は
、
年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員

か
調
査
表
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
の
活
用
を

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
、

こ
れ
は
中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
を
防

止
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

加
入
者
が
あ
ら
か
し
め
掛
け
金
を

積
み
立
て
て
お
く
と
、
万
一
取
引
先

企
業
が
倒
産
、
売
掛
金
債
権
等
の
回

収
か
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
‘
掛

け
金
総
額
の
十
倍
ま
で
の
被
害
相
当

の
共
済
金
の
貸
し
付
け
か
受
け
ら
れ

ま
す
。

毎
月
の
掛
け
金
は
、
五
千
円
か
ら

五
万
円
ま
で
五
千
円
き
ざ
み
で
自
由

に
き
め
ら
れ
、
貸
し
付
け
条
件
も
無

担
保
・
無
保
証
人
・
無
利
子
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
明
和
村
商
工
会

(
6
-
l
-

―
―
―
-
0
)へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ー
ス
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
運
動
実
施
中
ー

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

村民バレーボール大会結果 繰り上げ支給率
女子の部

フ
ラ
ワ
ー
ズ

＿
―
-
明
精
密
昧

エ
ロ
新
生
ク
ラ
プ

明
和
西
愛
好
会

大
佐
貫

明
和
村
役
場

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
A

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

明
和
ク
ラ
プ

男子の部
2 

緑
親

昧
大
成

受給時の年齢

65歳で受け
るべき年金
額に対する
支給率

60歳以上61歳未満

61歳以上62歳未満

62歳以上63歳未満

63歳以上64歳未満

64歳以上65歳未満

8

5

2

0

9

 

5

6

7

8

8

 

.

.

.

.

.

 

0

0

0

0

0

 

求 額すれし もら本五一～～～一
しくにのたたた年六人歳国国民年金
まれはで額場だ金＋のカ~民ー心~

しぐな‘で合しを四希ら年 絵t
よれり六受の‘受歳望受金うもま十給年こけのにけの住1 り
°よせ五す金のる間よる老 1寸上
くん歳るは繰こでつの齢か、
：゜しこ．：—、] ；、青て、靡雷損贄
て つに生げでば六則はか戸か てな減受きい十で‘ 給
ら もり額給まっ歳す六 tよ
請 満まさをtでかか十

第 1 回農協ソフトボール大会結果
IO I 5 

南
大
島
北

須
賀

南
大
島
東

川
俣

梅
原
上

大
輪
上

梅
原
下

矢
島
・
入
ヶ
谷
A

中
谷

大
輌
下

A

南
大
島
南

矢
島
・
入
ヶ
谷
B

南
大
島
西

大
輪
下

B

新
里

大
佐
貫

ママさんバレーボール大会結果

大
佐
貫

千
津
井

須
賀

新
里

大
輪
下

中
谷

梅
原

矢
島
・
入
ヶ
谷

江
口

上
江
黒
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酒
と
健
康
の
相
談
会

赤
い
羽
根
共
同
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教
室

か
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
二
月
四
日
ー
六
日

▼
会
場
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員
五
十
名

▼
参
加
費
用
一
万
三
千
円

▼
申
し
込
み
中
央
公
民
館
事
務

局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
五
十
名
に
な
り
ま
し
た

ら
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
九
十
九
万

六
千
八
百
七
十
九
円
の
浄
財
か
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
か
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
募
金
の
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
戸
別
募
金
六
十
万
六
千
百
円

▼
法
人
募
金
三
十
七
万
九
千
円

▼
中
学
校
よ
り
七
千
七
百
八
十
九
円

▼
募
金
箱
設
置
よ
り
三
千
九
百

九
十
円

酒
と
健
康
に
つ
い
て
悩
み
の
あ

る
人
な
ど
を
対
象
に
し
た
相
談
を

行
い
ま
す
。

▼
日
時
十
二
月
二
十
四
日
・
一

月
十
四
日
・
ニ
月
二
十
二
日

午
後
一
時
＼
二
時
ま
で

▼
会
場
館
林
保
健
所

▼
申
し
込
み
相
談
日
の
前
日
ま

で
に
保
健
所

(
6七
―
―
_
=
-
―
―
―
―
-
=
)

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

誰屯見ていない時はスイッチを手まめに切りまし
ょう。

18型カラーテしピ C80W) を 1 日 1 時間消可と、月に24 
kWhの節約1こなりま可。

r 

フ―

レ

ビ
ア

イ
口

舜閻受｛象式テレピは寝るときや外出など長い時閻ン
見ない時は、フラワをニンセントカら抜いてあき'--'
ましよう。

スイッチを切つだだけては 5~10Wの電気を消詈してい
ま可。団日10時間フラワを抜くと、月に1. 5~3kWhの節

約になりま可。

現
在
、
二
十
オ
か
ら
六
十
才
未
満

の
人
で
以
前
厚
生
年
金
に
加
入
し
て

い
た
か
ら
、
今
後
は
何
の
公
的
年
金

に
加
入
し
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

·
も
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

と
す
れ
ば
‘
そ
れ
は
大
変
誤
っ
た
考

え
で
す
。
そ
れ
は
―
つ
の
年
金
制
度

（
例
え
ば
厚
生
年
金
制
度
）
だ
け
で

は
、
自
分
か
年
金
を
受
給
で
き
る
加

入
期
間
（
二
十
年
な
い
し
二
十
五
年
）

を
満
た
さ
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
の
よ
う
な
人
を
な
く
す
た
め

に
‘
厚
生
年
金
か
ら
さ
ら
に
国
民
年

金
に
加
入
し
て
年
金
受
給
期
間
を
満

た
し
て
く
だ
さ
い
。

（
配
偶
者
か
現
在
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
は
こ
の
受
給
期
間
を
満

た
さ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
）

詳
し
い
事
は
役
場
住
民
課
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
明
和
村
商
工
会
（
会
長
岡
安
仁
一
）

で
は
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
益
金

一
万
八
千
九
百
四
十
円
寄
付
さ
れ
ま

国
民
年
金
は
通
算
さ
れ
ま
す

し
た
。

▼
明
和
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
会
長

山
田
盛
一
）
で
は
二
万
九
十
一
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
南
大
島
岡
安
今
朝
雄
さ
ん
は
亡
父

亡
伯
母
の
供
養
と
し
て
十
万
円
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

▼
明
和
村
商
工
会
で
は
福
祉
バ
ザ
ー

の
益
金
二
十
九
万
九
千
四
百
六
十
二

円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
で

は
社
会
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
と
奉
仕
銀
行
へ
十
万
円
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

朝
の
ラ
ソ
シ
ュ
の
重
く
き
し
め
る
鉄

橋
の
も
や
抱
く
川
の
声
な
き
流
れ

坂
上
千
枝
子

鄭
び
た
る
民
芸
品
飾
る
湯
の
宿
に
想

ひ
遥
け
き
生
活
を
し
の
ぶ山

形
ト
メ

空
撒
を
終
へ
し
ば
か
り
の
田
の
畦
に

椋
鳥
群
れ
て
け
ら
追
ふ
ら
し
も

立
岡
正
夫

み
ど
り
亀
せ
か
ま
れ
て
三
年
水
槽
に

首
の
長
き
を
孫
の
告
げ
く
る細

田
武
子

信
濃
路
の
長
月
初
め
萩
尾
花
大
き
浅

間
は
雲
を
は
ぶ
り
て

本
沢
シ
ズ

遅
々
と
踏
む
庭
ぬ
ち
小
石
愛
着
の
足

病
み
て
想
ふ
命
あ
る
日
々

岡
安
ふ
み

木
淵
日
に
た
を
や
か
に
咲
く
紅
芙
蓉

久
に
逢
ふ
義
姉
に
添
ひ
つ
つ
ぞ
ゆ
く

瀬
下
一
江

も
み
く
ち
ゃ
の
ぬ
く
も
る
札
と
ゲ
ー

ム
お
も
ち
ゃ
頭
に
計
る
孫
の
う
な
づ

柿
沼
ま
つ

「
ぐ
れ
て
や
る
ブ
ル
ル
ン
ル
ン
」
と

ロ
真
似
る
小
五
の
吾
娘
に
笑
へ
ず
に

を
リ

江
森
佳
世
子

現
身
も
黄
に
染
む
ら
む
か
十
六
夜
に

菜
の
花
畠
風
渡
る
時

奈
良
原
キ
ク
ノ

く
ン

1
j

一
輪
一
茎
の
雑
草
の
命
を
愛
せ
よ
と

主
宰
は
説
き
を
り
已
れ
見
つ
む
る

江
森
政
美

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

吉
田
育
代
元
紀
二
女
梅
原

1
1月
4

日

飯
田
亜
希
子
松
男
長
女
新
里

1
1月
4

日

森
尻
佐
知
子
三
郎
二
女
南
大
島

1
1月
1
1日

奥
沢
真
也
幸
三
長
男
江
口

1
1月
1
1日

折
原
奈
緒
一
長
女
上
江
黒

1
1月
1
1日

瀧
口
直
樹
清
次
長
男
田
島

1
1月
1
2日

渡
辺
裕
文
文
男
長
男
矢
島

1
1月
1
9日

始
沢
幸
恵
一
幸
長
女
梅
原

1
1月
1
9日

佐
藤
零
勝
長
女
斗
合
田

1
1月
2
0日

砂
賀
宏
美
三
郎
二
女
斗
合
田

1
1月
2
4日

ー
死
亡
ー

氏
名

高
橋
仁
三
郎

今
泉
訓

吉
田
ト
ク

日
比
野
宣
次

牛
久
保
き
く

（
敬
称
略
）

年
令
謬
戸
地
区
死
亡
月
日

7
7
守
一
南
大
烏

1
1月
6
日

4
6
（
美
保
）
江
口

1
1月
9

日

8
4
隈
三
郎
梅
原

1
1月
1
5日

8
7

清
田
島

1
1月
2
1日

7
9

清
上
江
黒

1
1月
2
3日

お
わ
し
よ
｀

/
`
tv
f
升

き

生活困難世帯に 成人施設入居者に 恵まれない子供だちに
23堡 1564万9干 1 億4288万円 6億4185万9干円

｀二さ日｀長期療養患者に／ ..... • ....:. •. • • 

災害地辺地•その他に 5億 1751 万6干円 老人施設・ねだきり老人に
6億3842万2干円 14億8949万7干円 10億4562万6干円

「歳末だ可けあい運動」によって菓められだ

善意の寄付金は、地域の患まれない人々や社
会福祉施設を利用されている方刀ガ、明る＜

楽しいお正月を辺えられるよう、社会福祉協

謙会等を適じて、正月支度金、越年資金など

として有効に活用されていま可。

肝年集まつだ善意の寄付金は、ワラフのよ

うに使われましだ。

今年もご協力を•••••。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
—
·
ニ

9

明
る
い
お
正
月
を
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11 月の

6 

...””: 
救急車出動回数
●交通事故 5件
●急病 5件

●その他 4件

●計 14件

言
館林邑楽地区 館林地区 明和

日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

12 月 19 日
古屋医院小倉医院石山歯科医院 阿久津医院合(72)3315 永寿堂医院 竹越医院
合0276(63)6161 合(72) 0 6 0 6 合 (82) 2 2 2 2 田内医院合(72) 3855 合 (72) 4 4 6 9 合(84) 3 I 3 7 

曜
須田医院合{ 72) 0862 海宝医院

12 月 26 日
佐々木医院大神医院島津歯科医院 館林地区が
合0276(62)2623 合0276(62)2200 合(72) I 2 I 3 多々良診療所fl 72) 3060 fl(72) 3 I 5 5 担当します

当

1 月 2 日
真中医院原 医 院島野歯科医院 大塚医院合(72)0176 津久井医院 館林地区が
合 (72) I 6 3 0 合 (72) I 9 3 6 合 (72) 4 5 7 3 ゆたか医院ff(73) 7308 合(72) 3 3 I 6 担当します

番
後藤（愛）医院合(72)0134 岡田整形医院

1 月 9 日
横田医院川田医院プラザクリニック 小西医院
fl(72)0 2 5 5 合 (72). 0 7 5 4 合(74)4066 上野医院合(72)3330 合 (72) 3 I 6 3 fi(86) 2 2 6 I 

医
浜野医院後藤胃生医院石井歯科医院

1 月 16 日
森下医院ff(73) 7776 宇沢医院 竹越医院

合(88) 5 6 7 8 岱(72 9 7 5 合(73) 4 2 6 4 大島診療所合(77) 1503 ff(74) 8 7 6 I 合 (84) 3 I 3 7 時

農業所得の
雇人料控除を

来
年
度
の
保
育
園
の
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
園
資
格
村
の
住
民
で
母
親
か

働
い
て
い
た
り
病

気
な
ど
で
児
童
の

保
育
に
当
た
れ
ず
‘

ほ
か
に
も
児
童
の

め
ん
ど
う
を
み
る

人
か
な
く
、
家
庭

で
の
保
育
に
欠
け

る
と
認
め
ら
れ
る

者
で
昭
和
五
十
三

年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
五
年
四

月
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
児
童
。

▼
定
員
三
百

名
（
東
九
十
名
・

中
央
百
二
十
名
・

な
お
、

業
日
数
、

年
か
明
け
ま
す

と
例
年
の
こ
と
で

す
か
、
い
ろ
い
ろ

の
税
金
の
申
告
か

は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
の
事
前
準
備

と
し
て
、
昭
和
五

十
七
年
中
に
雇
人

料
を
支
払
っ
た
方

は
、
十
二
月
末
日

ま
で
に
役
場
税
務

課
へ
領
収
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
れ
ば
‘
標

準
外
経
費
と
し
て

差
し
引
く
事
が
で

き
ま
す
。

領
収
書
に
は
作
業
名
、
作

単
価
、
支
払
金
額
（
現
物

農
業
者
大
学
校
は
広
い
視
野
か
ら

農
業
を
考
え
、
行
動
で
き
る
農
業
者

を
育
成
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年

に
農
林
水
産
省
か
設
立
し
た
も
の
で

す
。
全
寮
制
で
三
年
間
の
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格
営
農
実
務
経
験
者
及

び
高
校
卒
業
見
込
者

▼
定
員
各
年
度
五
十
名

▼
顔
書
受
付
来
年
一
月
四
日
ー
ニ

月
十
五
日

農
業
者
大
学
校
の

学
生
募
集

西
九
十
名
）

▼
受
付
期
間
十
二
月
二
十
日
か
ら

一
月
十
日
ま
で

▼
申
込
用
紙
役
場
住
民
課
ま
た
は

各
地
区
の
民
生
委
員
方
に
あ
り
ま
す
。
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も
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む
）
受
取
人
の
住
所
、
氏

名
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
役
場
税
務

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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保育園児募集

12月20日から受付開始

県
園
芸
試
験
場
で
は
、
研
究
生
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
県
内
居
住
者
で
高
校

を
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
歴
か
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
で
、

来
年
四
月
一
日
現
在
十
八
歳
以
上
で

心
身
健
全
な
人

▼
顧
書
受
付
米
年
二
月
一
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で

▼
募
集
人
員
十
五
人

▼
専
修
期
間
一
年
間

な
お
く
わ
し
く
は
県
庁
農
業
技
術

課
（
6
=―
-
七
―
-
|
-
―
―
―
―
ー
ニ
ニ
内
線
―
―
八
翌
）

へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
場
所
役
場
住
民
課
ま
た
は

民
生
委
員
方

（
川
俣
郵
便
局

郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
受
付
を

十
二
月
十
五
日
か
ら
開
始
い
た
し
ま

す
。お

そ
く
差
出
さ
れ
ま
す
と
、
元
旦

配
達
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
か

あ
り
ま
す
の
で
、
十
二
月
二
十
日
頃

ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
年
あ
て
名
か
不
完
全
な

た
め
配
達
で
き
な
い
年
賀
状
か
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
て
名
は
番

地
ま
で
正
確
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
私
製
は
か
き
な
ど
で
、
年

賀
状
と
し
て
差
し
出
す
と
き
は
、
表

面
に
「
年
賀
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。 年

賀
状
は
お
早
く

年
末
・
年
始
の

役
場
業
務

な
お
、
詳
し
く
は
県
園
芸
試
験
場

(
6
=―
―
七
0
|
i
ハ
―
―
_
―
言
）
へ

年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
を
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
用
の
方
は
な
る
べ
く
お
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
届
、
婚
姻
届
、
出
生

届
の
業
務
に
限
リ
平
常
ど
お
り
行
い

ま
す
。年

末
の
ご
み
の
収
集
は
十
二
月
二

十
七
日
か
最
後
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

年
始
の
収
集
は
一
月
五
日
か
ら
と
な

り
ま
す
。

_
あ
し
ら
せ

”
”
”
”
”
”
”

□
”
”
”
u各

種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
税
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四

期
、
国
民
年
金
第
五
期
、
園
芸

施
設
‘
麦
共
済
及
び
水
道
使
用

料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
二
日
明
和
農
協
第
一

) 

"
矢
島
転
作
促
進
施

( 

二
十
三
日
東
部
児
童
館

ヽ
~

"
斗
合
田
集
落
セ

9

ー
，

二
十
四
日
中
央
公
民
館
和
室

今

月
の
納
税

各
種
検
診
日

ヘ [ 時 12旧＼月
市 : 16 役日所民

相談時3 五
階至— ま
ヽ で

県
園
芸
試
験
場
の

研
究
生
を
募
集

• • 
月会 日

場 時 例
91丁-

役時 12 政

鷹 1 月

^ 三午後 1日5 人
権

議宇会 時ま3 午前 、·
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枠
の
拡
大
、
防
衛
力
の
強
化
対
策
の

要
請
等
の
諸
問
題
か
あ
り
‘
国
内
的

に
は
行
政
改
革
、
財
政
再
建
、
景
気

対
策
等
緊
急
な
課
題
か
山
積
み
し
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
政
府
に
於
き
ま
し
て
は
‘

行
政
改
革
と
財
政
再
建
を
最
大
の
政

治
課
題
と
し
て
当
面
こ
の
問
題
に
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
お
り
‘
五

十
八
年
度
の
国
の
予
算
は
従
来
の
予

算
に
比
べ
て
超
緊
縮
型
の
実
質
マ
イ

ナ
ス
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
県
内
特
に
東
毛
地
帯
に
於

い
て
は
二
度
に
わ
た
る
台
風
や
異
常

低
温
に
よ
り
、
大
き
な
農
業
災
害
か

発
生
し
、
本
村
の
水
陸
稲
、
並
び
に

果
樹
等
、
共
済
金
が
一
億
円
を
超
え

る
と
い
う
史
上
稀
に
み
る
大
災
害
を

蒙
り
農
家
経
済
に
大
打
撃
を
受
け
ま

し
た
。
農
家
の
方
々
に
心
よ
り
御
見

舞
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の

中
に
あ
っ
て
幸
に
本
村
の
行
政
面

に
於
き
ま
し
て
は
、
新
井
議
長
を

中
心
と
し
た
議
会
の
皆
様
村
民
の

皆
様
の
限
り
な
い
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
、
社
会
体
育
館
の
建
設
、

利
根
川
運
動
場
の
整
備
、
東
幼
稚

園
の
移
転
改
築
を
始
め
、
農
業
振

興
事
業
と
し
て
、
農
用
地
利
用
改

善
特
対
事
業
、
小
規
楳
土
地
改
良

事
業
（
か
ん
排
）
梅
島
排
水
特
対

事
業
、
道
路
改
良
並
び
に
‘
舗
装

事
業
等
予
定
事
業
を
座
実
に
執
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
な
お
、
本
年
も
更
に
厳
し
い
財

め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
か
、
東
小

昭
和
五
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
学
校
木
造
校
舎
の
改
築
、
新
設
高

り
皆
様
方
は
校
の
誘
致
、

｀
□
[
教
育
・
文
化
の
向
上
に
i
t
t
□心
]

を
お
迎
え
の
の
健
全
育
成

こ
と
と
、
心
対
策
等
、
教

よ
り
ぉ
胃
積
極
的
に
着
手
育
文
化
の
向

申
し
上
げ
ま
上
、
各
種
農

す
。
業
振
興
事
業
、

昨
年
の
村
長
選
挙
に
於
き
ま
し
道
路
改
良
舗
装
事
業
、
都
市
計
画

て
は
三
度
無
競
争
当
選
の
栄
に
浴
事
業
等
、
継
続
事
業
の
促
進
を
図

し
、
こ
こ
に
新
し
い
年
を
迎
え
感
リ
、
八
十
年
代
の
行
政
課
題
に
一

激
も
新
た
に
、
そ
の
責
務
の
重
大
層
積
極
的
に
取
リ
組
ん
で
ま
い
る

な
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
近
年
我
国
の
政
治
、
経
ど
う
か
、
本
年
も
村
政
に
深
い

済
、
国
際
情
勢
は
共
に
、
重
要
問
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

題
と
不
安
定
な
要
因
を
か
か
え
、
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

ま
こ
と
に
緊
迫
し
た
情
勢
に
あ
り
皆
様
方
の
御
健
勝
と
ご
一
家
の
御

ま
す
。
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

国
際
的
に
は
昨
年
三
つ
の
戦
争
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

を
始
め
と
し
て
、
貿
易
の
不
均
衡

是
正
、
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
と

長
奈

寸木

良 丑 松

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

税
条
例
の一

部
改
正
に
つ
い
て

一
般
会
計
の

補
正
予
算
に
つ
い
て

老
人
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

詳
し
い
事
は
四
面
を
ご
覧
く
だ
さ

、
。
し

＿
第
八
回
定
例
村
議
会
一

九
百
八
十
万
円
を
追
加
し
て

予
算
総
額
を
ニ
―
億
六
三
三
万
円
に

999999999999999999999999,'•999999999999999999999999999999999999999999999999999999 

~
第
八
回
定
例
村
議
会
が
十
二
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
、
三
日
間
一

i
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

~
こ
の
議
会
で
は
①
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
②
国
民
健
~

｛
康
保
険
条
例
の
＿
部
改
正
に
つ
い
て
③
老
人
医
療
費
助
成
に
関
i

~
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て
④
＿
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
｛

~
な
ど
議
案
十
二
件
、
請
願
三
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
~
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主
な
議
案
内
容

今
ま
で
い
つ
ま
で
も
税
を
納
め
な

い
と
督
促
手
数
料
と
し
て
五
十
円
を

付
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
こ
の
督
促

手
数
料
か
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
税
を
前
納
し
た
場
合
一
ヵ

月
に
付
百
分
の
一
の
前
納
報
奨
金
が

あ
り
ま
し
た
か
、
こ
の
制
度
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
し

い
老
人
保
健
法
に
伴
っ
て
の
条
例
改

正
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
七
十
歳
以
上

の
老
人
、
並
び
に
六
十
五
歳
の
寝
た

き
リ
老
人
の
方
は
‘
す
べ
て
新
し
く

で
き
た
老
人
保
健
法
で
医
者
に
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
の
老
人
福
祉
法
で
医
療
費
の
支

給
対
象
と
な
ら
な
い
者
に
対
し
、
昭

和
四
十
六
年
か
ら
村
と
県
で
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
た
か
、
新
し
い
老
人

保
健
法
で
は
所
得
に
関
係
な
く
、
す

べ
て
の
老
人
か
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
‘
助
成
措
置
も

必
要
な
く
な
り
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
百
八
十
万
円
を

追
加
し
て
、
予
算
の
総
額
を
二
十
一

億
六
百
三
十
三
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
は
農
業
振
興
の
た
め
に

麦
種
子
購
入
百
六
十
五
万
円
、
麦
大

豆
等
生
産
振
興
事
業
補
助
金
追
加
百

四
十
三
万
八
千
円
、
小
規
模
土
地
改

良
事
業
一
千
八
百
五
十
万
円
、
農
業

用
排
水
路
改
良
工
事
二
千
万
円
、
台

風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
河
川
災
害

復
旧
工
事
費
に
九
百
五
十
万
円
な
ど

あ
り
ま
す
。

昨
年
八
月
一
日
か
ら
二
日
か
け
て

の
台
風
十
号
、
九
月
十
二
日
の
台
風

十
八
号
に
よ
る
風
害
、
更
に
は
ヒ
メ

ト
ビ
ウ
ン
カ
、
イ
モ
チ
病
の
発
生
な

ど
に
よ
り
、
水
稲
、
果
樹
を
中
心
と

し
て
大
き
な
被
害
を
受
け
‘
こ
れ
ら

災
害
に
対
す
る
共
済
金
の
支
払
い
を

内
容
と
し
た
補
正
で
す
。

詳
し
く
は
三
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

矢
島
・
大
輪
工
場
適
地
内
に
お
い

て
日
東
製
器
掬
な
ど
数
社
の
工
場
か

立
地
し
た
こ
と
に
よ
り
‘
適
地
内
に

あ
る
村
道
か
一
般
交
通
と
し
た
必
要

か
な
く
な
っ
た
の
で
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

こ
の
道
路
は
向
島
タ
イ
カ
ス
ト
掬

の
建
屋
裏
で
延
長
七
十
四
メ
ー
ト
ル

幅
員
三
メ
ー
ト
ル
の
村
道
で
あ
リ
ま

す
。明

和
村
議
会
に
請
顧
か
あ
っ
た
次

の
三
請
願
は
審
議
の
結
果
二
件
を
採

択
一
件
を
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
福
祉
問
題
を
解
決
し
‘
住

み
よ
い
地
域
杜
会
を
築
き
上
げ
る
た

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
つ
づ
く
）

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の

法
制
化
に
関
す
る
請
願

三
請
願
を
審
議

村
道
の
路
線

廃
止
に
つ
い
て

農
業
共
済
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
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議長

み
な
さ
ん
か
ら
の
善
怠

あ
り
が
と
う
ご
ざ

歳
末
助
け
合
い
運
動
か
、
毎
年
十

二
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヵ
月
間
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
の
趣
旨
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、

心
身
障
害
者
、
母
子
家
庭
な
ど
、
社

辛
的
に
弱
い
立
場
の
方
々
か
明
る
い

正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
と
展
開

さ
れ
る
も
の
で
す
。

本
村
で
も
‘
皆
さ
ん
か
ら
物
心
両

面
に
わ
た
る
温
か
い
善
意
を
た
く
さ

村
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
清
々
し
く

昭
和
五
十
八
年
の
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
‘
議
員
一
同
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
‘
議
会
に
対
し
格
別
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
‘
こ
こ
に

深
謝
申
し
上
け
る
と
と
も
に
‘
こ
の

蝉
か
し
い
新
春
に
あ
た
リ
更
に
、
村

民
福
祉
向
上
と
村
政
発
展
の
た
め
に

全
力
を
注
き
躍
進
の
年
に
す
べ
く
決

意
を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い
運
動

い
ま
す

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
か

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
額
は
六
十
万

八
千
二
円
で
、
十
二
月
十
六
日
こ
の

お
金
の
配
分
会
議
を
開
き
、
村
内
の

保
護
世
帯
及
び
長
期
入
院
入
所
者
百

十
七
名
に
贈
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

◎
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
寄
せ
ら
れ

た
温
か
い
善
意
品
は
次
の
と
お
リ

で
す
。

▽
戸
別
募
金
六
十
万
七
九
九
十
円

▽
村
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り

昭
和
五
十
七
年
を
顧
み
ま
す
と
‘

行
政
改
革
と
財
政
再
建
に
明
け
暮
れ

た
年
と
も
い
え
る
か
‘
わ
か
国
を
取

り
巻
く
内
外
の
諸
情
勢
に
は
、
極
め

て
厳
し
い
も
の
か
あ
リ
、
早
急
に
解

決
を
迫
ま
ら
れ
た
課
題
か
山
積
す
る

中
で
、
ソ
連
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長

の
死
亡
に
よ
り
‘
ソ
連
指
導
部
の
交

三
万
三
三
三
十
円

▽
館
林
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
婦
人

部
明
和
支
部
よ
り

二
万
六
九
一
三
円

▽
職
域
募
金
九
百
四
十
円

▽
干
津
井
の
奈
良
原
宣
子
さ
ん
よ
り

三
千
円

▽
匿
名
希
望
者
よ
り
一
万
円

▽
明
和
村
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
会

水
稲
だ
け
で
一
億
円
を
超
す

農
業
共
済
金
の
支
払
い

水
稲
、
果
樹
に
大
き
な
被
害
を
も
と
、
水
稲
の
共
済
金
一
億
百
二
十
二

た
ら
し
た
叶
年
の
台
風
十
号
、
さ
ら
万
円
、
支
払
戸
数
一
千
九
十
七
戸
。

に
追
い
う
ち
を
か
け
た
台
風
十
八
号
陸
稲
の
共
済
金
四
十
六
万
円
、
支
払

に
よ
り
、
農
業
共
済
金
の
支
払
い
も
戸
数
五
十
五
戸
。
果
樹
（
な
し
）
の

か
つ
て
な
い
大
型
と
な
リ
ま
し
た
。
共
済
金
六
百
八
十
六
万
円
、
支
払
戸

共
済
の
各
種
目
別
に
つ
い
て
み
る
数
四
十
四
戸
と
な
り
ま
し
た
。

の
危
機
的
状
況
に
あ
る
財
政
・
経
済

の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
行
政

改
革
の
本
格
的
実
施
の
段
階
を
迎
え

て
、
緊
急
な
固
民
的
課
題
と
し
て
、

国
も
地
方
も
総
力
を
挙
け
て
こ
の
推

進
に
当
た
る
よ
う
各
般
に
わ
た
っ
て

の
検
討
か
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
八

年
度
予
算
は
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

代
を
は
じ
め
中
東
問
題
、
日
米
間
の

経
済
貿
易
摩
擦
問
題
な
ど
、
国
際
関

判
係
は
い
ま
だ
緊
張
緩
和
の
兆
し
さ
え

＋
＾
見
る
に
至
ら
ず
一
段
と
緊
迫
化
を
増

刀ネ
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
国
内
に
お
い
て
は
、
鈴
木
首

井

相
の
退
陣
に
よ
る
中
曽
根
新
内
閣
の

新
誕
生
、
東
北
新
幹
線
の
開
通
、
増
税

な
き
財
政
再
建
を
方
針
と
し
た
今
日

と
い
う
前
年
に
つ
ぐ
厳
し
い
予
算
か

編
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
に
つ
い
て
は
第
二
次

群
馬
内
閣
の
誕
生
、
上
越
新
幹
線
の

開
通
、
台
風
十
号
、
十
八
号
の
タ
ブ

ル
パ
ン
チ
と
こ
の
被
害
は
、
本
村
に

お
い
て
も
共
済
金
の
支
払
い
額
か
一

億
円
の
大
台
を
超
え
る
と
い
う
史
上

最
高
の
損
害
を
こ
う
む
り
、
被
害
農

長
山
田
盛
一
）
よ
り
二
万
円

▽
銀
店
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
よ
り

五
千
三
百
十
六
円

▽
立
正
佼
成
会
館
林
支
部
青
年
部
よ

り
二
万
三
九
一
五
円

▽
館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
分
署
よ

り
四
千
六
百
九
五
円

▽
矢
島
の
渡
辺
美
佐
子
さ
ん
よ
り

一
千
九
百
三
円

家
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
見
舞
を

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
環
境
の
中

で
‘
わ
か
明
和
村
は
、
村
民
各
位
の

温
か
い
ご
協
力
と
‘
卓
越
し
た
行
政

手
腕
と
強
い
信
念
と
か
高
く
評
価
さ

れ
て
三
期
無
競
争
当
選
と
い
う
例
に

な
い
立
派
な
村
長
の
も
と
に
、
た
ゆ

む
こ
と
な
く
前
進
を
続
け
、
昨
年
も

村
民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
第

一
と
し
た
杜
会
体
育
館
の
建
設
、
東

幼
稚
園
の
移
転
·
明
和
村
診
療
所
の

改
築
と
い
う
新
規
事
業
に
取
り
く
ま

れ
更
に
、
従
来
か
ら
の
重
点
事
業
で

あ
る
生
活
環
境
の
整
備
、
産
業
振
興

の
た
め
の
基
盤
整
備
な
ど
の
開
発
を

推
進
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
に

た
え
ま
せ
ん
。

一
方
、
議
会
は
執
行
機
関
と
相
い

協
調
し
て
、
建
全
財
政
を
堅
持
し
な

水
稲
の
共
済
金
で
今
ま
で
の
最
高

か
七
千
五
百
万
円
で
す
か
ら
‘
こ
れ

を
大
幅
に
上
回
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。

な
お
‘
こ
れ
ら
の
共
済
金
は
各
農

協
の
口
座
に
十
二
月
二
十
四
日
に
振

込
み
ま
し
た
。

荒
川
一
郎
さ
ん
に
感
謝
状

ー
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
ー

上
江
黒
の
荒
川
一
郎
さ
ん
に
（
財
）

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
長
か
ら
感
謝

状
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
三

十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
荒
川
さ
ん
は
県
知
事
選
挙
を
は

じ
め
過
去
二
十
一
回
の
選
挙
に
お
い

て
、
明
る
い
選
挙
の
推
進
と
投
票
総

参
加
運
動
の
推
進
に
努
力
し
て
き
た

事
か
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

か
ら
村
民
の
福
祉
向
上
と
生
活
の
安

定
を
心
か
ら
顧
い
行
政
と
一
体
と
な

り
明
る
＜
魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

リ
の
た
め
に
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て

懸
命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
も
村
民

の
皆
さ
ま
か
ら
村
政
に
寄
せ
る
ニ
ー

ズ
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
さ
れ
、
村

民
を
代
表
す
る
わ
れ
わ
れ
議
会
人
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
は
重
大
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

議
会
は
常
に
村
民
皆
さ
ま
の
幸
わ

せ
を
心
か
ら
穎
っ
て
、
そ
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存

で
あ
リ
ま
す
。
ど
う
か
、
相
変
ら
ぬ
ご

支
援
‘
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
村
民

の
皆
さ
ま
か
た
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

異
常
気
象
に
よ
る
水
稲
の

減
収
に
伴
う
請
願
に
つ
い
て

東
毛
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
請
願

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
）

め
に
は
住
民
の
自
主
参
加
に
よ
る
地

域
福
祉
活
動
の
促
進
こ
そ
基
本
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
事
業

法
に
お
い
て
は
、
市
町
村
の
社
会
福

祉
協
議
会
は
法
制
化
し
て
い
な
い
の

で
、
ぜ
ひ
採
択
し
、
協
議
会
の
拡
充

強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
採
択
）

畜
産
県
と
し
て
は
、
全
国
的
に
上

位
を
占
め
る
本
県
の
畜
産
物
処
理
施

設
と
し
て
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
現
況
は

群
馬
市
場
（
玉
村
町
）
だ
け
か
巨
大

化
と
施
設
の
完
備
か
推
進
さ
れ
、
発

展
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
か
、
処
理

能
力
、
環
境
立
地
も
限
界
に
き
て
居

り
自
由
経
済
市
場
の
特
性
を
失
う
危

険
性
も
出
て
き
た
。
そ
こ
で
、
生
産

者
、
業
者
の
生
活
権
と
、
自
由
経
済

機
構
の
原
則
を
堅
持
し
て
、
更
に
東

毛
市
町
村
の
畜
産
振
興
と
、
そ
れ
に

伴
う
応
分
の
振
興
負
担
を
考
え
て
広

域
性
の
あ
る
、
食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー

の
設
立
を
強
く
訴
え
る
。
（
継
続
）

昭
和
五
十
七
年
は
台
風
や
異
常
気

象
に
よ
り
各
農
産
物
は
大
減
収
で
あ

つ
こ
。f
 

農
家
の
実
情
を
十
分
察
知
の
上
、

次
の
措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
。

-
、
制
度
資
金
の
返
済
の
繰
延
べ
と

助
成

二
、
共
同
実
施
し
た
防
除
費
に
対
す

る
必
要
な
助
成

三
、
農
業
共
済
の
被
害
調
査
の
見
直

し
と
‘
適
正
な
共
済
金
の
支
払
い
及

び
早
期
支
払
い
の
実
施
（
採
択
）
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い
ま
ま
で
七
十
歳
以
上
の
老
人
か

医
者
に
か
か
る
場
合
、
そ
の
医
療
費

は
無
料
で
し
た
か
、
老
人
医
療
費
の

患
者
一
部
負
担
を
導
入
（
有
料
化
）

し
た
老
人
保
健
法
の
成
立
に
伴
い
、

二
月
一
日
か
ら
は
医
療
費
の
一
部
を

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

衡
外
来
受
診
の
場
合

▼
毎
月
か
か
っ
た
―
つ
の
医
療
機
関

毎
に
、
月
の
最
初
の
診
療
の
時
に

四
百
円
支
払
い
ま
す
。

圏
入
院
す
る
場
合

▼
入
院
一
日
に
つ
き
三
百
円
を
支
払

い
ま
す
。
た
だ
し
三
ヵ
月
目
か
ら

お
年
寄
り
に
と
っ
て
‘
孫
は
ど

い
と
お
し
く
‘
か
わ
い
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
老
後
の
楽
し
み
の

―
つ
は
孫
の
世
話
を
し
、
成
長
を

見
守
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
お
年
寄
り
の
心
理

を
、
周
囲
は
十
分
く
み
と
っ
て
あ

あ
げ
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

「
昔
と
今
は
時
代
か
違
う
か
ら
、

は
今
ま
で
ど
う
り
無
料
で
す
。

＊
最
初
に
医
者
に
か
か
る
場
合

い
ま
ま
で
医
者
に
か
か
る
と
き
は

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
と
「
健

康
保
険
証
」
を
病
院
の
窓
口
へ
提
出

し
て
受
け
て
い
ま
し
た
か
、
二
月
か

ら
は
、
村
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
健
康

手
帳
」
と
「
健
康
保
険
証
」
を
提
出

し
て
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
老
人
保
険
の
対
象
者
は

老
人
保
険
の
対
象
者
は
七
十
歳
の

誕
生
日
の
月
の
翌
月
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
誕
生
日
か
月
の

初
日
(
-
日
）
の
人
は
、
そ
の
月
か

よ
け
い
な
口
出
し
は
し
な
い
で
」
と

ば
か
り
‘
育
児
に
し
て
も
‘
し
つ
け

に
し
て
も
‘
い
っ
さ
い
口
出
し
を
さ

せ
な
い
と
い
う
の
は
、
考
え
も
の
で

す
。確

か
に
‘
退
屈
し
の
ぎ
に
ネ
コ
か

わ
い
か
り
す
る
よ
う
な
態
度
は
好
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
お
年
寄
り
か
か
ま
い
す
ぎ

て
、
甘
や
か
し
て
し
ま
い
ま
す
と
‘

子
供
は
わ
か
ま
ま
に
な
り
、
時
に
は

反
抗
的
に
な
っ
て
乱
暴
を
は
た
ら
く

老
人
医
療
費
は
二
月
か
ら

患
者
が
＿
部
負
担
し
ま
す

毎
月
一
医
院
に
四
百
円

入
院
一
日
に
つ
き
三
百
円

高
沢
さ
ん
福
田v
ん
入
賞

ー
私
の
ア
イ
デ
ア

貯
金
箱
コ
ン
ク
—
ル
ー

ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

寝
た
き
り
の
状
態
の
人
は
六
十
五

歳
以
上
の
人
か
対
象
で
す
。

＊
社
会
保
険
の
被
保
険
者
の
人
も
老

人
保
健
で

社
会
保
険
の
被
保
険
者
は
い
ま
ま

で
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
で
十
割

を
給
付
し
て
い
た
た
め
、
対
象
者
に

な
ら
な
く
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

は
交
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
‘

今
回
の
改
正
に
よ
リ
対
象
者
と
な
り

ま
す
。

よ
う
な
性
格
に
な
る
こ
と
か
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
親
か
い
く

ら
子
供
を
厳
し
く
し
つ
け
よ
う
と
し

て
も
、
空
回
り
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
ら

あ
年
寄
り
と
孫
の
教
育

な
い
た
め
に
も
、
母
親
は
“
け
じ
め

を
つ
け
た
孫
の
し
つ
け
”
を
し
て
も

ら
う
よ
う
、
お
年
寄
リ
と
じ
っ
く
り

話
し
合
っ
こ
と
か
大
切
で
す
。

つ
ま
り
‘
育
児
・
し
つ
け
は
親
の

責
任
で
あ
る
と
考
え
、
お
年
寄
り
に

郵
政
省
で
は
貯
蓄
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
「
私
の
ア
イ

デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
っ

て
い
ま
す
か
、
明
和
村
か
ら
西
小
学

校
一
年
の
高
沢
好
美
さ
ん
（
梅
原
）

か
優
秀
賞
を
、
同
じ
く
西
小
一
年
の

福
田
篤
く
ん
（
川
俣
）
か
努
力
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

高
沢
さ
ん
の
作
品
は
ヤ
ク
ル
ト
の

空
容
器
を
利
用
し
た
シ
ー
ソ
ー
式
の

貯
金
箱
。
ま
た
、
福
田
く
ん
は
家
か

飲
食
業
を
経
営
し
て
い
る
の
で
不
用

は
し

と
な
っ
た
竹
割
リ
箸
を
利
用
し
て
家

の
型
に
作
っ
た
か
わ
い
い
貯
金
箱
で

し
た
。

は
家
庭
教
育
の
一
端
と
し
て
の
よ

き
協
力
者
、
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
う
い

ぅ
＂
役
割
分
担
“
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
は
、

文
字
通
り
人
生
の
先
輩
で
す
。
お

年
寄
り
の
知
恵
と
経
験
を
家
庭
教

育
に
生
か
す
こ
と
は
、
子
供
の
将

来
に
大
き
な
。
フ
ラ
ス
に
な
る
で
し

よ
、

1
。

ま
た
、
そ
う
し
た
親
子
三
代
に

わ
た
る
家
庭
で
の
触
れ
合
い
か
、

お
年
寄
り
自
身
の
生
き
か
い
に
も

つ
な
か
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

福田 篤くん

ぱ
く
は
、
剣
道
を
や
っ
て
い
ま
す
。

剣
道
は
‘
体
を
き
た
え
‘
心
も
き
た

え
ら
れ
て
と
て
も
い
い
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
剣
道
を
始
め
た
の
は
、
二

年
生
の
時
で
し
た
。
初
め
は
‘
竹
刀

を
持
っ
て
す
り
足
の
練
習
を
、
次
に

基
本
技
と
だ
ん
だ
ん
厳
し
く
な
り
‘

や
っ
と
防
具
を
つ
け
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
初
め
の
う
ち
は
‘
防
具
か
重

た
く
感
じ
て
ふ
ら
つ
き
ま
し
た
。
で

も
‘
練
習
は
あ
ま
く
あ
り
ま
せ
ん
。

先
ぱ
い
達
に
‘
し
こ
か
れ
、
何
度
も

や
め
よ
う
か
と
思
っ
た
事
も
あ
り
ま

す
。
で
も
‘
月
日
か
た
つ
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
好
き
に
な
り
‘
先
ぱ
い
達
の

し
ご
き
に
も
な
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
二
年
近
く
た
ち
、
も
っ
と
け

い
古
を
し
よ
う
と
羽
生
剣
友
会
に
入

門
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
も
う
‘

ひ
ま
は
月
曜
日
と
日
曜
日
し
か
あ
り

伽
'

A
 

『

L

ま
せ
ん
。
学
校
か
ら
疲
れ
て
帰
っ
て

来
て
も
す
ぐ
剣
道
と
い
う
毎
日
で
し

た
か
‘
み
ん
な
か
遊
ん
で
い
る
時
に

き
た
え
れ
ば
強
く
な
る
と
、
自
分
に

言
い
聞
か
せ
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

い
か
い
に
成
果
は
あ
り
‘
何
度
か
入

賞
す
る
事
か
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ほ
く
は
四
年
生
に
な
り
‘

初
め
の
う
ち
は
、
試
合
で
勝
っ
て
い

た
の
で
す
か
、
そ
の
う
ち
全
然
勝
て

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
「
練
習

か
た
ら
な
い
。
」
と
思
い
‘
お
父
さ
ん

に
タ
イ
ヤ
を
そ
な
え
付
け
て
も
ら
い
‘

甲
手
‘
面
‘
胴
の
練
習
を
し
た
り
‘

夕
食
の
あ
と
に
す
ぶ
り
を
す
る
な
ど
、

人
一
倍
努
力
し
ま
し
た
。
で
も
‘
ま

だ
勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
‘

明
和
剣
友
会
の
原
口
会
長
さ
ん
が
、

は
く
の
た
め
に
、
全
日
本
で
役
員
を

な
さ
っ
て
い
る
小
沢
先
生
に
色
紙
を

お
顆
い
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ほ
く

は
‘
こ
の
色
紙
を
手
に
し
て
、
う
れ

し
く
て
た
ま
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。
色

紙
に
は
「
初
心
不
可
忘
」
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
意
味
は
‘
剣
道

を
初
め
た
時
の
心
を
忘
れ
る
な
と
言

う
事
で
す
。
そ
れ
か
ら
と
言
う
も
の

ほ
く
は
試
合
を
や
る
ま
え
に
‘
剣

西
小
六
年
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~
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
で
「
私
と
ス
ポ
ー
ツ
」
と
~

~
題
し
た
作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
総
数
八
百
四
~

~
十
三
点
の
中
か
ら
西
小
六
年
吉
田
長
実
く
ん
（
新
里
）
i

｛
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
~
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第
九
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
か
昨
年

十
一
月
十
九
日
か
ら
イ
ン
ド
の
ニ
ュ

ー
テ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
か
、
こ

の
大
会
に
中
谷
の
金
子
博
選
手
（
西

邑
楽
高
教
員
）
は
レ
ス
リ
ン
グ
の
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
六
十
二
k
g
級
に
出
場

．
我
か
家
は
小
二
の
長
女
と
幼
稚

園
の
長
男
と
八
ヵ
月
の
二
女
に
主

人
と
私
。
「
狭
い
な
か
ら
も
楽
し

い
我
か
家
だ
」
と
主
人
の
口
ぐ
せ
。

去
年
の
三
月
に
二
女
が
誕
生
し

c
u
 

て
以
来
、
こ
の
子
が
我
か
家
の
ア

イ
ド
ル
。
何
で
も
優
先
で
大
変
‘

こ
の
子
の
世
話
に
家
事
に
と
明
け

暮
れ
て
毎
日
か
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。

私
も
と
き
に
は
育
児
に
家
事
に

と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
憂
う
つ
に
な
っ

た
り
す
る
と
‘
友
達
や
近
所
の
人
と

世
間
話
を
し
た
り
、
車
で
ち
ょ
っ
と

町
を
ひ
と
廻
り
し
て
く
る
と
気
分
か

落
ち
着
い
て
く
る
。

金
子
選
手
ア
ジ
ア
大
会
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
て
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。金

子
選
手
は
各
国
の
強
豪
を
相
手

に
四
試
合
中
三
試
合
フ
ォ
ー
ル
勝
ち

を
お
さ
め
、
他
の
選
手
を
全
く
寄
せ

つ
け
な
い
圧
倒
的
な
強
さ
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
強
さ
を
示

し
な
か
ら
も
、
「
レ
ス
リ
ン
グ
会
場
は

サ
ッ
カ
ー
競
技
場
の
中
に
マ
ッ
ト
を

敷
い
た
だ
け
で
し
か
も
三
十
度
を
超

す
暑
さ
。
そ
し
て
二
万
五
千
人
の
大

観
衆
で
、
今
ま
で
室
内
で
練
習
し
て

き
た
私
は
、
タ
ッ
ク
ル
す
る
と
、
ま

る
で
自
分
か
観
衆
の
中
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
よ
う
で
、
と
て
も
や
り
ず

ら
か
っ
た
」
そ
う
で
、
そ
れ
ら
の
。
フ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
押
し
の
け
て
の
優
勝
だ

け
に
一
段
と
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で

す
。金

子
選
手
は
「
も
う
二
十
九
歳
と
い

う
年
齢
で
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
と
し
て

の
体
力
は
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
も
う
同

年
齢
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
は
い
な

レ
ー
ボ
ー
ル
に
、
そ
れ
か
ら
身
軽

な
体
で
旅
も
し
た
い
し
…
…
…
と

や
り
た
い
事
か
沢
山
あ
る
。
そ
ん

な
事
を
考
え
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

あ
あ
…
…
そ
の
時
の
く
る
の
が

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
藤
野
さ
ん
で
す
）

自
分
の
自
由
な
時
間
か
数
時
間
で
待
ち
遠
し
い
。

も
欲
し
い
と
思
つ
。
ニ
ー
三
年
た
っ
キ
ャ
キ
ャ
と
笑
っ
て
い
る
ア
イ

て
、
こ
の
ア
イ
ド
ル
に
少
し
で
も
手
ド
ル
の
愛
ら
し
い
顔
を
見
て
い
る

が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、
仕
事
も
と
あ
せ
る
気
持
ち
も
じ
っ
と
抑
え

バ
リ
バ
リ
し
た
い
し
、
お
習
字
に
バ
る
こ
と
か
で
き
る
。

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の

ご
利
用
を
”
~

い
か
、
あ
か
ぎ
国
体
ま
で
は
か
ん
ば

り
、
郷
土
の
た
め
ぜ
ひ
優
勝
を
し
た

い
の
で
、
今
後
の
練
習
は
よ
り
一
層

が
ん
ば
り
た
い
」
と
堅
い
決
意
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
／
．
こ
の

時
期
は
、
入
学
金
、
授
業
料
、
そ
の

他
学
校
納
付
金
…
…
…
と
何
か
と
お

金
か
掛
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
役
に

立
つ
の
か

I
I

国
の
進
学
ロ
ー
ン
I
i
で

す
。国

民
金
融
公
庵
等
で
は
、
進
学
に

必
要
な
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
制
度
で
は
二
種
類
の
貸
付
か

あ
り
、
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〈
一
般
貸
付
〉

▽
利
用
で
き
る
方
高
校
・
大
学
等

の
教
育
施
設
に
進
学
す
る
者
の
親
族

ま
た
は
進
学
す
る
本
人
（
勤
労
学
生

な
ど
に
限
る
）
で
あ
っ
て
、
年
収
か

六
百
万
円
（
事
業
所
得
者
は
四
百
四

十
万
円
）
以
内
の
方
・

▽
融
資
額
一
進
学
者
当
た
り
五
十

万
円
以
内

▽
融
資
期
間
進
学
す
る
学
校
の
修

業
年
限
以
内
で
最
長
四
年
。
た
だ
し

短
期
大
学
修
業
年
限
二
年
の
学
校
に

進
学
さ
れ
る
方
、
交
通
遺
児
家
庭
お

よ
び
母
子
家
庭
の
方
は
、
修
業
年
限

に
一
年
の
延
長
か
可
能

▽
貸
付
利
率
年
八
•
四
％
（
利
率
は

変
わ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
）

▽
返
済
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
〔
一
月
・
七
月
〕
の

増
額
返
済
を
併
用
で
き
ま
す
）

道
を
初
め
た
時
を
思
い
出
し
て
試
合

を
し
ま
し
た
。
す
る
と
‘
勝
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
、
一

つ
の
か
べ
を
打
ち
破
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
原
口
さ
ん
と
小
沢
先
生
の
お

か
け
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
か

ん
は
る
ぞ
ー
と
や
る
気
が
出
ま
し
た
。

ぱ
く
か
、
剣
道
を
始
め
て
か
ら
、

大
き
い
大
会
で
入
賞
し
た
の
は
‘
埼

玉
県
の
大
会
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

で
し
た
。
こ
の
時
は
、
自
分
で
も
夢

を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
か
‘

は
げ
み
に
な
り
、
行
田
の
大
会
で
優

勝
し
た
り
‘
群
馬
県
の
大
会
で
ベ
ス

ト
1
6
に
入
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
一

番
感
じ
た
事
は
、
何
で
も
努
力
す
れ

ば
で
き
る
と
い
う
事
で
す
。

ぽ
く
は
六
年
生
に
な
り
、
最
高
学

年
で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
思
い
出
を

残
そ
う
と
試
合
で
も
全
力
を
つ
く
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
月
二
十

五
日
、
は
く
と
他
四
人
で
団
体
を
組

ん
で
夢
に
ま
で
み
た
全
日
本
剣
道
練

成
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
初
め
て

見
た
日
本
武
道
館
は
、
も
の
す
ご
く

大
き
く
見
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
‘
ぱ

＜
達
最
初
で
、
最
後
の
全
日
本
大
会

た
と
思
い
、
全
力
を
つ
く
し
て
試
合

を
し
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と
勝
ち
進

み
、
プ
ロ
ッ
ク
決
勝
ま
で
い
っ
た
の

で
す
か
、
佐
賀
県
の
チ
ー
ム
に
ス
ト

▽
保
証
人
一
人

▽
取
扱
期
間
四
月
三
十
日
ま
で

▽
申
込
先
銀
行
・
農
協
等

〈
進
学
積
立
郵
便
貯
金

預
金
者
貸
付
〉

こ
の
貸
付
は
、
郵
便
局
の
進
学
積

立
郵
便
貯
金
の
預
金
者
に
融
資
さ
れ

ま
す
。
積
み
立
て
額
と
融
資
額
で
最

高
百
八
万
円
の
進
学
資
金
が
準
備
で

レ
ー
ト
で
破
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
‘

す
ご
く
く
や
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
相
手
チ
ー
ム
か
正
座
を
し

て
「
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

と
‘
礼
儀
正
し
く
あ
い
さ
つ
に
来
た

時
と
っ
て
も
す
か
す
か
し
い
気
分
で

し
た
。
「
あ
あ
、
こ
れ
か
は
ん
と
う

の
剣
道
な
ん
だ
な
あ
」
と
、
つ
く
づ

く
感
じ
ま
し
た
。
で
も
‘
敢
闘
賞
を

も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ほ
く

は
‘
う
れ
し
く
て
‘
う
れ
し
く
て
た

ま
ら
な
か
っ
た
で
す
。
ぱ
く
は
、
他

四
人
の
メ
ン
ハ
ー
と
夢
み
た
い
だ
と

話
し
合
い
ま
し
た
。

八
月
十
日
‘
今
度
は
、
明
和
剣
友

会
で
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
全
日
本
と
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
す
。
前
の
人
か
負
け
る

と
、
取
り
も
ど
そ
う
と
後
の
人
も
勝

っ
て
く
れ
た
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

を
す
る
事
か
出
来
ま
し
た
。
今
年
は

た
く
さ
ん
の
思
い
出
か
出
来
て
う
れ

し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
気
を
ゆ
る
め
す
に
練

習
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
生
剣
道
を
続
け

て
全
日
本
剣
道
大
会
て
優
勝
し
、
剣

道
日
本
一
に
な
る
の
か
、
ほ
く
の
夢

で
す
。
こ
の
夢
か
、
実
現
す
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
人
進
学
積
立
郵
便

貯
金
の
預
金
者
で
、
高
等
学
校
・
大

学
等
の
教
育
施
設
に
進
学
す
る
者
の

親
族
ま
た
は
本
人

▽
融
資
期
間
貸
付
利
率
、
返
済
方

法
・
保
証
人
一
般
貸
付
と
同
じ

▽
申
込
期
間
四
月
二
十
四
日
ま
で

▽
申
込
先
郵
便
局
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。
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中
央
公
民
館
で
は
毎
月
親
子
創
作

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
か
、
十
二
月

は
五
木
し
い
版
画
の
年
賀
状
作
り
“

の
学
習
を
開
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
今
年
の
え
と
で
あ
る

い
の
し
し
の
版
画
づ
く
り
に
盛
ん
に

彫
刻
刀
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
達
は
よ
く
つ
く
っ
て
先
生
に

出
そ
う
、
友
達
に
出
そ
う
な
ど
と
‘

ま
た
一
方
親
達
も
満
足
で
き
る
年
賀

状
か
出
来
た
と
満
足
顔
゜

真
心
の
こ
も
っ
た
賀
状
だ
け
に
、

受
け
取
っ
た
人
の
喜
び
顔
か
う
か
ふ

よ
う
で
し
た
。

親
子
で
楽
し
い

版
画
作
り

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
製
作

西
幼
稚
園
で
は
、
わ
た
し
た

ち
も
あ
か
ぎ
国
体
に
少
し
で
も

協
力
し
よ
う
と
、
空
カ
ン
で
国

体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
ぐ
ん
ま
ち
ゃ

ん
を
製
作
。

こ
れ
は
国
体
は
も
ち
ろ
ん
‘

共
同
し
て
作
る
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
作
っ
た
も
の

で
‘
材
料
は
空
カ
ン
百
六
十
本

と
、
毛
の
と
こ
ろ
に
使
う
牛
乳

の
ビ
ニ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
全
て

廃
品
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

園
児
達
は
完
成
か
近
つ
く
と
‘

ど
う
も
馬
ら
し
く
な
い
な
。
犬

に
し
よ
う
か
な
ど
と
話
し
合
い

な
か
ら
、
約
二
週
間
か
け
て
作

り
あ
け
ま
し
た
。

空
カ
ン
で

西
保
育
園
で
は
十
二
月
八
日

館
林
消
防
本
部
へ
行
っ
て
花
や

シ
ク
ラ
メ
ン
‘
そ
し
て
自
分
達

か
作
っ
た
花
ビ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン

゜

卜

こ
の
日
ば
か
リ
は
か
わ
い
い

チ
ビ
ッ
コ
達
の
訪
問
に
日
頃
の

緊
張
も
解
け
、
消
防
の
お
に
い

さ
ん
‘
お
じ
さ
ん
達
も
そ
の
お

礼
に
消
防
自
動
車
に
乗
せ
て
く

れ
る
な
ど
の
大
サ
ー
ビ
ス
。

し
か
し
、
最
後
は
「
火
事
は

こ
わ
い
か
ら
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
は
い
た
す
ら
し
な
い
で
ね
。
」

と
の
教
育
も
忘
れ
ま
せ
ん
で
し

こ
。t
 西

保
育
園
で

消
防
署
見
学

子
供
料
理
教
室

私
達
も
お
い
し
い
料
理

を
作
っ
て
み
よ
う
と
子
供

達
だ
け
の
料
理
教
室
か
十

二
月
十
一
日
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

タ
ー
教
室
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
供

達
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、

お
そ
る
お
そ
る
各
種
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
作
り
に
挑
戦
。

午
前
九
時
に
始
め
た
料

理
教
至
も
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
と
う
に
昼

食
時
を
過
ぎ
た
午
後
二
時

で
し
た
。

楽
し
か
っ
た

東
小
学
校
六
年
の
親
子
学
習
で
は
十

二
月
十
一
日
＂
し
め
飾
り
作
り
教
室

I
I

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
‘
ふ
る
さ
と
の
伝
統
文
化
の

良
さ
を
見
直
す
こ
と
と
、
親
子
で
正
月

の
し
め
飾
り
を
新
年
を
気
持
ち
よ
く
迎

え
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
十
人
の
お

年
寄
り
か
ら
手
は
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

お
年
寄
り
達
は
、
こ
の
半
紙
は
宇
宙
·

み
か
ん
は
太
陽
・
三
本
の
縄
で
あ
む
の

は
親
、
子
孫
の
家
庭
‘
そ
し
て
下
に
垂

れ
て
い
る
ワ
ラ
は
太
陽
の
光
‘
ま
め
ガ

ラ
、
干
コ
ン
ブ
、
ニ
ボ
シ
な
ど
は
豊
か

な
実
1

を
意
味
し
て
い
る
の
だ
よ
‘
と

説
明
を
加
え
な
か
ら
、
終
始
‘
に
こ
や

か
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
児
童
達
は
「
あ
ん
ま
り
い
じ
る

と
み
か
ん
か
落
ち
ち
ゃ
う
」
「
教
室
に
飾

4

ろ
う
」
「
地
区
に
よ
っ
て
色
々
と
し
め
飾

り
も
ち
か
う
の
ね
」
な
ど
と
初
め
て
の

挑
戦
に
大
満
足
の
様
子
。

老人からしめ飾り作りを習う
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今
年
も
挑
戦

大
し
め
縄
作
り

梅
原
の
恩
田
万
吉
さ
ん
は
九

十
二
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
年
も
梅
原
の
三
島

神
社
の
鳥
居
に
掲
け
る
大
き
く

太
い
し
め
蠅
を
作
り
あ
け
ま
し

こ
。f
 恩

田
さ
ん
は
新
年
を
迎
え
る

準
備
と
し
て
、
ま
ず
お
宮
の
し

め
縄
を
最
初
に
作
り
、
そ
し
て

家
の
正
月
用
の
し
め
飾
り
を
作

り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し

て
も
済
ま
せ
な
い
と
‘
正
月
を

す
か
す
か
し
い
気
持
ち
で
迎
え

ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

舟
学
級
生
と
婦
人
学
級
生
合
同
の

世
代
間
交
流
か
一
昨
年
に
続
い
て
今

年
も
十
二
月
八
日
中
央
公
民
館
て
な

ご
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
老
人
の
気
持
ち
を
婦
人

か
理
解
し
、
婦
人
の
気
持
ち
を
老
人

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
年
は
マ
ン
ホ
や
フ
ォ
ー
ク

タ
ン
ス
を
通
し
て
の
交
流
。

心
配
さ
れ
た
老
人
達
の
体
の
動
き

や
リ
ズ
ム
感
は
と
て
も
良
く
、
全
員

か
リ
ズ
ム
に
の
リ
‘
こ
れ
か
若
さ
を

保
つ
秘
訣
と
は
か
り
に
踊
っ
て
い
ま

し
た
。 老

人
と
婦
人
が

ダ
ン
ス
で
交
流

東
小
P
T
A

で
舟
し
作
り
講
習
会

邑
楽
・
館
林
あ
か
牛
共
進
会
か
十

二
月
七
日
館
林
市
で
行
わ
れ
‘
斗
合

田
の
機
村
政
一
さ
ん
か
出
し
た
和
牛

か
優
等
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

最
近
‘
あ
か
牛
を
飼
っ
て
い
る
家

も
め
っ
き
り
減
っ
て
き
ま
し
た
か
、

今
回
の
共
進
会
で
は
三
十
三
頭
も
出

さ
れ
た
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

機
村
さ
ん
は
、
ま
さ
か
自
分
の
か

優
等
賞
に
な
る
な
ん
て
と
お
ど
ろ
い

て
い
ま
し
た
か
、
一
年
中
青
物
（
草

や
野
菜
）
を
与
え
て
い
た
の
か
よ
か

っ
た
の
か
な
と
、
初
め
て
の
優
等
賞

に
満
足
そ
う
で
し
た
。

あ
か
牛
共
進
会
で

機
村
さ
ん
優
等
賞

東
小
P
T
A

で
は
十
二
月

十
日
、
中
央
公
民
館
で
寿
し

作
り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

館
林
寿
し
組
合
か
ら
本
職

の
方
六
名
を
招
い
て
に
ぎ
り

方
‘
巻
き
方
そ
し
て
切
リ
方

ま
で
の
イ
ロ
ハ
を
講
習
。

き
び
き
び
し
た
手
さ
ば
き

の
本
職
の
手
は
ど
き
を
受
け
、

試
食
用
と
お
み
や
け
用
を
作

り
、
は
お
ば
る
と
、
「
や
っ

ぱ
り
自
己
流
の
弄
し
と
ち
か

い
、
お
い
し
い
ね
、
お
正
月

に
は
せ
ひ
作
ら
な
く
っ
ち
ゃ
」

な
ど
と
さ
さ
や
く
声
か
聞
か

れ
ま
し
た
。

下
江
黒
の
県
道
で
十
二
月
＋

六
日
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
街
頭
補

導
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
お
顛
い
す

る
と
と
も
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
イ

ェ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
か
、

は
と
ん
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
無

着
用
。
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ト
か
予

定
し
て
い
た
よ
り
余
っ
て
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
‘
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
て
、
命

か
救
わ
れ
た
例
か
多
数
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
ま
し
ょ
う
。

ほとんどの人がシートベルト無着用

’
ー
yr
~

一
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こ
小魚の甘露煮風佃煮

千津井

籾山ミツ工さん

ぬいぐるみの鶴で篇3位
一県交通安全教育コンクールー

千津井の籾山ミツエさんに小魚の甘露煮風佃

煮を紹介していただきました。

●材料

ハヤ又は鮒の小魚300 g•砂糖（ザラメ又は和

白）令カップ・しょう油socc ・酒60c.c ·みりん

SOc.c ·水飴大 I. 梅干大 1 個・根しょうが 10 g • 

食塩 10 g•紅しょうが（はじかみ茎のついたもの）

●作り方

①小魚をよく水洗いして食塩で約 1 時間程浸し

て身をしめておく。

②根しょうがは、うすく切っておく。

③ホーロー鍋に、砂糖・しょう油・酒・みりん・

水飴・梅干・根しょうがを入れよく沸騰させる。

④沸騰したら小魚を入れて強火で沸騰させる。

⑤次に落し蓋をして弱火で30~40分煮しめる。

（こげないようにゆすりながら煮る）

⑥煮汁が少々あるうちに火を止める。

●ポイント

できあがったものは、煮くずれしないように

よくさめてから盛り付けする。

梅干は、臭味をとることと、骨をやわらかく

する。

魚を焼かずに弱火でゆっくりと煮しめるので

手軽にできる。

「骨までやわらかいので、子供からお年寄りま

で喜んで食べてもらえます。また小魚を煮しめ

る前に 3 ~ 4 匹を串にさすとおもてなし用にも

なり、盛り付けする際季節感を出すため、さん

しょう・小菊・紅葉などを添えるのも面白いで
すよ。」と籾山さん。

カルシウム不足で、すぐ骨折してしまう子供

達が多いのでぜひ作ってみてください。

県
交
通
安
全
協
会
主
催
に
よ
る
第

四
回
群
馬
県
交
通
安
全
教
育
部
門
別

コ
ン
ク
ー
ル
か
十
一
月
二
十
五
日
前

橋
市
で
行
わ
れ
、
こ
の
大
会
に
参
加

し
た
薗
部
き
よ
子
（
千
津
井
）
伊
藤

琴
子
（
斗
合
田
）
島
田
幸
子
（
南
大

島
）
さ
ん
は
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
の
部

で
第
三
位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。こ

れ
は
日
頃
、
手
品
‘
紙
し
ば
い
、

講
話
‘
ぬ
い
ぐ
る
み
‘
腹
話
術
な
ど

を
通
じ
て
交
通
教
育
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
る
掃
人
部
達
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

今
回
は
百
六
十
二
名
か
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

三
人
か
コ
ン
ク
ー
ル
に
発
表
し
た

内
容
は
、
ウ
サ
キ
、
キ
ツ
ネ
の
子
供

達
か
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
遊
ん

で
い
る
の
を
交
通
指
導
係
の
薗
部
さ

ん
か
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
教
え

る
と
い
う
設
定
の
ぬ
い
ぐ
る
み
劇
で

す
か
、
三
人
か
チ
ー
ム
を
組
ん
で
始

め
た
の
は
‘
は
ん
の
ニ
ヵ
月
前
。
し

か
も
練
習
も
ニ
・
三
回
と
い
う
事
で

（
西
小
四
年

十
二
月
五
日
明
中
体
育
館
で
行
わ

れ
た
村
民
卓
球
大
会
は
九
十
名
か
参

加
し
ま
し
た
。

上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
小
学
生
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
薗
田
剛

0

二
位
斉
藤
朝
暉

0

三
位
木
村
浩
之

1
1

櫛
部
圭
造

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
長
谷
川
め
く
み

（
西
小
六
年
）

（
西
小
六
年
）

（
東
小
六
年
）

（
西
小
六
年
）

（
中
谷
）

（
中
谷
）

（
中
谷
）

^ ^’—` 
須西中

賀小谷
ー、｀――/ -

9
0名
が
熱
戦
展
開

ー
村
民
卓
球
大
会

相
手
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
全
く
わ
か

ら
ず
、
大
会
に
出
場
す
る
か
ど
う
か

大
変
迷
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
利
な
条
件
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
第
三
位
に
な
っ
た
事
に

三
人
と
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

0

二
位
奈
良
圭
子

0

三
位
堀
口
早
苗

1
1

本
沢
恵

l
t
l
中
学
生
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
台
英
則

0

二
位
蛭
田
清
一

0

三
位
大
牧
博

＂
山
形
仁

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
中
村
洋
美

0

二
位
荒
井
則
江

0

三
位
宮
寺
香
奈
子

I
I

荒
木
佳
代
子

l
t
l
一
般
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
小
林
聡

0

二
位
塩
田
明

0

三
位
長
康
行

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
篠
木
毬
子

0

二
位
五
月
女
元
子

0

三
位
渡
辺
美
知
子

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス

（
明
中
二
年
）

（
明
中
二
年
）

（
明
中
一
年
）

（
明
中
二
年
）

（
明
中
二
年
）

（
明
中
一
年
）

（
明
中
一
年
）

（
明
中
一
年
）

（
東
小
六
年
）

（
西
小
四
年
）

（
西
小
四
年
）

〔
問
〕
私
は
昨
年
の
七
月
ま
で
、
勤

め
な
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
在
職
中
の
給
料
が
約
十
一
万

円
で
し
た
か
ら
五
割
か
支
給
停
止
で

し
た
。と

こ
ろ
か
十
一
月
の
支
払
通
知
書

を
見
ま
し
た
ら
、
あ
い
か
わ
ら
ず
支

給
停
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

の
で
し
ょ
う
。

〔
答
〕
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金

の
受
給
者
は
‘
退
職
し
て
か
ら
一
ヵ

月
再
就
職
し
な
か
っ
た
場
合
「
支
給

停
止
事
由
消
滅
届
・
改
定
事
由
該
当

届
（
退
職
用
）
」
を
社
会
保
険
事
務
所

へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
な
た
ご
自
身
で
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
届
が
出
さ
れ
て
は
じ
め
て
支

給
停
止
か
除
か
れ
、
あ
な
た
の
年
金

は
再
計
算
に
よ
っ
て
増
額
さ
れ
る
の

で
す
。
手
続
き
は
、
年
金
証
書
と
印

か
ん
を
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
に

お
持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

そ
の
場
で
す
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

年
金
受
給
者
が

退
職
し
た
ら

厚
生
年
金
の
話
回5
 

Q

&
A

第

0

優
勝
台
英
則
・
青
木
一
郎
組

0

二
位
小
林
聡
・
長
康
行
組

0

三
位
山
形
仁
・
蛭
田
清
一
組

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

0

優
勝
中
村
洋
美
・
八
田
し
の
ぶ
組

0

二
位
宮
寺
香
奈
子
・
長
谷
川
ひ
ろ
み
組

0

三
位
荒
井
則
江
・
横
塚
智
美
組
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こ
の
講
習
会
は
危
険
物
取
扱
者

免
許
取
得
者
で
現
在
危
険
物
の
取

扱
作
業
を
し
て
い
る
者
で
、
昭
和

五
十
三
年
以
降
講
習
会
を
受
け
て

い
な
い
者
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
す
。

▼
日
時
一
月
二
十
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

▼
会
場
館
林
市
文
化
会
館

▼
受
講
料
千
六
百
円

▼
申
込
期
間
一
月
十
日
か
ら
十

九
日
ま
で

▼
申
込
先
館
林
消
防
本
部

な
お
、
詳
し
い
事
は
明
和
分
署

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
6三
一

三
一
）

県
民
総
参
加
に
よ
る
第
六
回
県

民
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
県
内
の

ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
団
体
の
公
演
が

行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
二
月
六
日
午
前
十
時

よ
り

▼
会
場
県
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
入
場
無
料

▼
出
演
団
体
県
オ
ペ
ラ
研
究
会
・

劇
団
「
円
」
・
劇
団
「
銅
羅
の

会
」
群
馬
・
新
し
い
芸
術
の
会

▼
出
演
時
間
一
演
目
一
時
間
三

十
分
以
内

▼
対
象
県
民
一
般

な
お
、
詳
し
い
事
は
県
文
化
事

業
団
（
«
JO
二
七
ニ
ー
ニ
四
ー
ニ

七
八
八
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

県
演
劇
祭
が行

わ
れ
ま
す

危
険
物
取
扱
者
の

保
安
講
習
会
の
実
施

だこあげや U コン遊びは電線から離れだ場所
で•••。もし、ひっかかつてしまつだら電力会

社に連絡してください。

合0276-72-4340（代）
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昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
の
確
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
受
付
く
わ
し
く
は
税
務
署
、
税
務
相
談

け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
室
（

6
七
ニ
ー
四
三
七
三
）
へ
お
尋

月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
ね
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、

落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、

長
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
確
定
申
告

は
で
き
る
だ
け
早
く
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た

め
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
以

前
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
領
収
書
、

証
明
書
、
勤
務
先
か
発
行
し
た
源
泉

徴
収
票
な
ど
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
お
早
目
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
用
紙
及
び
申
告
書
の
書
き

方
な
ど
は
役
場
税
務
課
、
商
工
会
に

戦
没
者
遺
族
、
戦
傷
病
者
及
び
旧

軍
人
等
に
対
す
る
援
護
に
つ
い
て
は

年
々
法
律
改
正
か
行
わ
れ
対
象
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
徐
々
に
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
者
の
中
に

は
申
請
も
れ
等
に
よ
り
資
格
を
有
し

な
が
ら
援
護
を
受
け
な
い
で
い
る
方

も
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
未
処
遇
者

を
解
消
す
る
た
め
に
、
次
の
と
お
り

援
護
巡
回
相
談
会
が

行
わ
れ
ま
す

＿
文
芸
欄
＿

山
門
の
奥
静
も
り
て
落
葉
焚
く

風
凪
ぎ
て
街
に
師
走
の
ア
ド
バ
ル
ン

坂
村
芳
明

民
衆
に
手
を
振
る
陛
下
明
の
春

渡
良
瀬
に
友
禅
流
し
身
も
凍
ご
え

花
嫁
を
乗
せ
て
舟
遭
ぐ
冬
潮
来

岡
安
福
一

喜
寿
過
ぎ
て
早
三
年
や
明
の
春

春
の
旅
八
十
路
の
坂
も
何
の
其
の

田
口
春
栄

初
天
神
合
格
祈
願
の
絵
馬
献
ず

玄
憫
の
受
話
器
と
並
ぶ
シ
ク
ラ
メ
ン

初
詣
老
婆
の
祈
り
長
々
と

北
島
若
水

七
転
八
起
を
越
え
て
喜
寿
の
春

新
窓
に
綻
び
染
め
た
寒
の
梅原

口

春
晴

巡
回
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
二
月
三
日
午
前
十
時
三

十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

▼
会
場
館
林
合
同
庁
舎

▼
相
談
事
項
・
戦
没
者
遺
族
関
係

・
戦
傷
病
者
関
係
・
軍
人
恩
給

関
係
・
引
揚
援
護
関
係
等

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
県
厚
生
援

護
課
（
€
JO
二
七
ニ
ー
ニ
三
ー
一
―

―
-
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
川
俣
の
和
風
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
く
だ

で
は
恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
と
二
十
万
円
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

▼
邑
楽
・
館
林
地
区
建
設
産
業
関
連

連
絡
協
議
会
（
代
表
荒
井
清
）
で
は

福
祉
事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
五

十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
・
邑
楽
地
区

郷
土
芸
能

発
表
大
会
実
施

館林市と邑楽郡の各市町村の

代表芸能を一堂に集めた‘‘郷土

芸能発表大会、、が次のとおり行

われますので多数の方のご来場

をお待ちしています。

► 日時 2 月 13 日 午後 1 時30

分より

► 会場 明和村中央公民館

► 出演団体 明和八木節クラブ
赤羽八木節・萱野ささら・

石打ささら・板倉獅子舞・

足次神楽・和好会・赤岩八

木節·板倉神楽

二
度
目
だ
と
云
ひ
て
初
島
遠
く
指
す

農
薬
に
荒
れ
し
姉
の
太
指

石
村
艶
子

根
こ
そ
ぎ
に
流
れ
来
り
し
大
木
の
河

原
に
芽
ぶ
く
生
命
か
な
し
く始

沢
良
子

五
体
不
足
が
離
れ
舎
に
住
む
と
ふ
父

母
い
か
に
在
す
か
風
の
冷
え
ゆ
く

篠
木
よ
し

迫
り
来
る
暗
に
と
け
込
み
実
ら
ざ
る

稲
刈
忙
ぐ
鎌
音
に
ぶ
し

砂
賀
久
美
子

ひ
と
よ

独
身
に
生
涯
お
く
る
か
五
十
路
す
ぐ

妹
悔
ゆ
る
徴
塵
も
な
け
れ
ど立

川
ツ
ヤ
子

す
る
墨
の
香
り
は
の
か
に
賀
状
書
く

師
走
の
一
日
を
心
静
か
に

立
川
ふ
さ

小
さ
き
も
の
庇
ふ
落
葉
の
厚
く
し
て

冬
を
向
へ
る
か
た
ち
と
と
の
ふ

立
川
文
子

又
来
る
と
云
ひ
て
別
れ
し
人
な
れ
ど

土
手
の
茫
は
茜
に
萌
ゆ
る野

村
初
枝

落
葉
焚
く
母
の
髪
に
舞
ひ
落
ち
る
灰

こ

の
か
け
ら
に
ひ
と
と
き
休
息
ふ

橋
本
低
子

ハ
ウ
ス
屋
根
張
る
若
き
等
の
鎚
音
を

さ
ざ
ん
か
真
盛
る
庭
に
聞
き
を
り

蓮
見
タ
カ

風
和
み
散
り
敷
く
花
び
ら
痛
い
た
し

乾
き
し
庭
の
反
照
白
き

野
ロ
タ
カ

不
作
の
田
烏
群
れ
ゐ
て
籾
穀
焼
く
煙

に
ふ
り
き
れ
ぬ
思
ひ
た
だ
よ
ふ

議
川
千
秋

あ
め
し
ズ

衣
く
れ
斗
＇

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

新
井
幸
枝
栄
一
長
女
斗
合
田

1
1月
2
8日

青
野
学
繁
長
男
中
谷

1
2月
1

日

斉
藤
順
子
徳
男
二
女
大
輪

1
2月
9

日

鯉
沼
生
代
美
純
二
女
大
佐
貫

1
2月
1
1日

矢
島
靖
明
友
次
長
男
田
烏

1
2月
1
3日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
コ□戸
地
区
死
亡
月
日

風
間
ひ
さ

9
3
金
二
梅
原

1
2月
2

日

岩
崎
忠
太
郎

8
2

（
松
）
新
里

1
2月
3

日

坂
上
太
一
郎

8
3

（
弘
）
中
谷

1
2月
5

日

篠
木
勝
次

4
5
（
サ
ダ
）
大
佐
貰
1
2月
6

日

堀
口
治
平

8
2
武
徳
新
里

1
2月
9

日

原
島
ト
ミ

7
9
久
吉
上
江
卑

9
1
2月
1
1日

大
室
キ
ク
子

5
9
八
十
吉
大
輪

1
2月
1
2日

田
ロ
キ
イ

5
0
文
大
大
輪

1
2月
2
7日

森
尻
セ
ン

4
8
武
雄
南
大
島

1
2月
3
0日
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12月の

; 救急車出動回数
●交通事故 6 件
●急病 4 件
●その他 2 件

●計 12 件

ご悶
館林邑楽地区 館林地区 明和

で可まで巴0且鼻料・0 は館祝B 日
産婦人科 耳鼻科 歯 科 内 科外科 千代田地区

1 月 16 日
浜野医院後92 康生医院石井歯科医院 森下医院合(73) 7776 宇沢医院 竹越医院

云(88) 5 6 7 8 ff)  3 9 7 5 ff(73) 4 2 6 4 大島診療所合(77) 1503 ff(74) 8 7 6 I fl(84) 3 I 3 7 
曜

1 月 23 日
白沢医院小倉医院石井歯科医院 安楽岡医院合(72)0572 館林医院 館林地区が
云 (72) I 6 0 0 ft(72) 0 6 0 6 合 (72) 0 I I I 清河堂医院云（72) 3070 云 (74) 2 I I 2 担当します

当

賃' 1 月 30 日 落合医院大神医院石井歯科医院 寺内医院 館林地区が

番
合(72) 0 I 6 0 合0276(62)2200 云 (73) 7 9 5 I 大石医院云（74) 2362 ff (72) 3 0 3 I 担当します

2 月 6 日 根 喜 医院原 医 院鈴(木88歯)7 科2 医院 増田医院ff(72) 1387 礫川堂医院 小西医院

医
云（ 3 2 6 2 云(72) I 9 3 6 合 6 6 阿久津医院ff(72)3315 云 (74) 0 I 8 4 合(86) 2 2 6 I 

2 月 13 日
古屋医院川田医院岩崎歯科医院 田内医院云(72) 3855 永寿堂医院 館林地区が
云0276(63)6161 ff (72) 0 7 5 4 云 (74) 7 5 I I 須田医院fi'(72)0862 ff(72) 4 4 6 9 担当します 時

+
a
以
上
の
耕
作
面
積
を
所
有
し

て
い
る
農
家
を
対
象
に
農
業
基
本
調

査
か
二
月
一
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
員
か
一
月

下
旬
頃
か
ら
二
月

上
旬
頃
に
み
な
さ

ん
の
家
に
伺
い
ま

す
の
で
調
査
票
の

記
入
等
に
つ
い
て

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、

農
業
諸
施
策
の
実

施
に
必
要
な
基
礎

資
料
を
得
る
た
め

昭
和
二
十
五
年
か

ら
毎
年
ま
た
は
二

年
ご
と
に
実
施
し

て
き
た
も
の
で
す
。

精
神
、
運
動
、

情
緒
面
な
ど
総
合

的
に
診
査
す
る
一

歳
六
ヵ
月
児
健
康

診
森
か
次
の
と
お

リ
行
わ
れ
ま
す
。

該
当
者
に
は
通

知
を
差
し
あ
け
ま

す
の
で
必
す
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
二
月
十

五
日
（
受
付
は
午

後
一
時
三
十
分
1

二
時
ま
で
で
す
）

▼
会
場
中
央
公

民
館

▼
内
容
問
診
、
身
体
計
測
‘
診
察

（
内
科
・
歯
科
）
保
健
指
導

▼
対
象
者
一
歳
六
ヵ
月

1

一
歳
八

1 歳6~8カ月児の

健康診査実施

農業基本調査が

実施されます

体
育
協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教
室
か

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
二
月
四
日
＼
六
日

（
四
日
の
夜
出
発
）

▼
会
場
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員
三
十
名

▼
参
加
費
用
一
万
三
千
円

▼
申
し
込
み
中
央
公
民
館
事
務
局

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
五
十
名
に
な
り
ま
し
た
ら

締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
キ
ー
教
室参加

者
募
集

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
-

災
器
の
扱
い
に
一

慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
{

冒
罰
｀

一
ぐ
'

□9
 
：
｀
』

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

-

酒
と
健
康
の相

談
会
実
施

消
費
生
活
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
す

今
回
、
調
査
す
る
事
項
は

①
世
帯
員
、
就
業
状
況
、
兼
業
状
況

②
経
営
耕
地
面
積
③
収
穏
面
積
‘

果
樹
園
面
積
④
施
設
園
芸
⑤
家

畜
⑥
請
負
作
業
⑦
農
業
用
機
械

⑧
農
産
物
の
販
売

経
営
の
意
向

調
企
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で

正
し
い
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑨
今
後
の
農
業

一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
消
費

生
活
教
室
か
、
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
の
で
聴
講
し
て
は
。

▼
日
時
一
月
二
十
四
日
午
後
一

時
三
十
分
1

三
時
三
十
分
ま
て

▼
会
場
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ
現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
食

品
知
識

▼
講
師
望
月
美
喜
子

総
務
課
広
報
係
で
は
、
広
報
に
の

せ
る
写
真
を
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら

撮
り
‘
こ
の
う
ち
の
一
枚
か
二
枚
を

広
報
に
の
せ
て
い
ま
す
。
叶
年
か
ら

広
報
写
真
に
の
っ
て
い
る
も
の
で
あ

れ
は
保
存
さ
れ
て
あ
リ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
の
で
、
広
報
を
ご
覧
に
な
っ

て
記
念
に
保
存
し
て
置
き
た
い
と
思

う
方
は
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
紙
に
の
っ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
そ
の
と
き
‘
そ
の
場
に

い
た
記
憶
の
あ
る
方
は
念
の
た
め
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

…
屯
t
…
…
…
…
…
…
…
…
:
;
…
口
．
＇
…
…
…
…
t
t
t
t
…
…
…
…
…
§

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
‘
詳
し
く
は
役
場
保
健
課
で
▼
日
時
一
月
十
四
日
二
月
二
十

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
二
日
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で

▼
会
場
館
林
保
健
所

▼
申
し
込
み
相
談
日
の
前
日
ま
で

に
保
健
所

(
6七
―
-
_
=
-
―
―
―
―

1
0
)へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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酒
と
健
康
に
つ
い
て
悩
み
の
あ
る

人
な
ど
を
対
象
に
し
た
相
談
会
か
次

経
営
管
理
講
演
会
の
実
施

▼
日
時
一
月
一
―
十
八
日
・
午
後
一

時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

▼
会
場
群
馬
県
民
会
館

▼
演
題
今
後
の
経
済
展
望

▼
講
師
日
本
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
キ

ャ
ス
タ
ー
秋
元
秀
雄

▼
受
講
料
千
円
（
一
人
当
り
）

▼
締
切
日
一
月
十
九
日
ま
で
に
役

場
経
済
課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を

差
し
あ
げ
ま
す

二だ

十，，十，，十け ] 
八七六で 今し
日 日 日す゜納の 月

央中 斗合部東i 盆I 明 め
はの

公 集落田 童館児 使道水 納め
は和ニ去 ^ ーセ ＾施一 一 用

料

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相会日
なか談場時交

晶助［ 皆さ 無は ^ , 時 1 通ん料 1 日 ＼月 悶
ので [ 叫13 悩‘日

み 貫 3 相
し‘ご 一 ] 午即9 9 ニ畝火
[ との階に相ー で 10

io 月て 月
かし、 ] 例
らた 9行-
はだは政
今ま き 都合 —‘ 

で ]0 に人
通 ょ、権こ
りなリ相

` 
お‘ 休ま ＝配火< 

来せ
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●火災発生件数

●原因別火災発生件数

こ館林 板倉 明和 千代田 巴ロ禾、内： 計

た き 火 8 8 4 2 6 28 

た ば -10 1 4 3 18 ヽ

マ ツ チ 2 1 3 

火 遊 び 1 2 2 3 8 

ローソク 1 1 

取 灰 3 3 

石油風呂釜 5 1 6 

ーイi油ストーブ 1 1 

ガスコンロ 12 1 2 1 16 

電気器具 1 1 2 

溶接機の火花 1 1 

焼身自殺 1 1 2 

放 火 1 1 

不 明 6 3 , 
そ の 他 7 3 6 1 2 19 

計 54 14 20 13 17 118 

百
十
八
件
‘
三
億
二
千
九
百
五
十

八
万
九
千
円
。
こ
れ
は
昨
年
一
年
間

に
館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
（
館
林

市
・
明
和
村
・
板
倉
町
・
千
代
田
町
・

邑
楽
町
）
で
起
こ
っ
た
火
災
発
生
件

数
と
損
害
額
で
す
。

こ
の
よ
う
に
起
こ
り
得
る
火
災
か

ら
消
防
組
合
て
は
住
民
の
生
命
、
財

産
を
保
護
す
る
責
務
を
遂
行
す
る
た

め
、
時
代
の
変
遷
に
対
応
し
、
多
く

の
努
力
を
重
ね
消
防
体
制
の
整
備
、

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
か
、
火
災
は
一
向
に
減
少
せ
ず

む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

減
少
さ
せ
る
に
は
‘
消
防
組
合
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
私
達
住
民
一
人

ひ
と
リ
か
防
火
に
対
す
る
認
識
を
高

グ
ラ
フ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
本
村

の
火
災
発
生
件
数
は
二
十
件
、
前
年

は
九
件
で
あ
っ
た
の
で
二
倍
以
上
の

お
ど
ろ
く
べ
く
件
数
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
人
当
た
り
の
損
害
額
も

六
千
九
百
九
十
円
と
他
の
市
町
と
比

べ
る
と
一
段
と
多
く
火
災
に
対
す
る

数件
合
の

割
年
は
前

、
＼
／
ヽ
J

明
和
村
の
火
災
は

前
年
の
二
倍
に

一
日
で
九
十
万
円
が
灰
に

言

件
火
災
発
生

め
る
こ
と
か
必
要
で
す
。

当
組
合
の
昨
年
一
年
間
の
火
災
の

状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で

我
か
家
か
ら
は
絶
対
に
火
事
を
出
さ

な
い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
く
だ
さ

、
。

ー
＞

意
識
か
薄
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
年
は
、
こ
の
汚
名
を
早
く
返
上

ゼ
ロ

し
、
火
災

0

を
目
標
に
村
民
全
員
か

火
の
取
り
扱
い
に
は
よ
リ
一
層
注
意

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

損
害
額
は
三
億
二
千
九
百
五
十
八

万
九
千
円
で
前
年
と
比
較
し
た
場
合

一
億
五
千
二
百
八
十
八
万
一
千
円
の

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

一
日
当
た
り
約
九
十
万
円
か
灰
に
な

り
、
管
内
人
ロ
一
人
当
た
り
約
二
千

日
に
九
十
万
円
が
灰
に

館
林
消
防
組
合
管
内

三
日
に

一

一●各市町村別損害額

57年 56年 比較 一損日当害たりの額 一人誓 りの
損額

明和村
Tｷl'J f-1') 「·l l l I'! l'J 

69,942 16,999 52,943 191 622 6,994 

館林市 188,578 116,041 72,537 516,652 2,608 

板倉町 1,083 24,028 • 22,945 2,967 67 

千代田町 34,814 14,037 20,777 95. 381 3,140 

邑楽町 35,172 5,603 29,569 96,361 1,511 

計 329,589 176,708 152,881 902,983 2,480 

四
百
八
十
円
の
損
害
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
火
災
が
一
件
発
生
す
る

と
二
百
七
十
九
万
三
千
円
か
灰
に
な

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ヽ
J‘ 

「
最
後
の

皿
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
明
中
三
年
富
塚
あ
や
子
さ
ん
の

血
「
最
後
の
一
．
句
を
読
ん
で
」
が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
の
で
こ
紹
訓

馴
介
し
ま
す
。
【
書
名
ー
最
後
の
一
句
著
者
名
ー
森
麒
外
】
血

句
」
を
読
ん
で

明
中
三
年

こ
の
小
説
で
作
者
は
何
を
私
達
に
訴
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
い
う
ま
で
も
な
く

「
い
ち
」
と
い
う
主
人
公
を
通
し
て
、
献

身
の
美
し
さ
を
描
い
て
い
る
の
だ
と
は
思

い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

私
が
初
め
て
読
ん
だ
時
感
じ
た
作
品
の
奥

深
さ
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と
と
は
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

父
の
運
命
を
、
そ
し
て
悲
し
い
知
ら
せ

を
知
っ
た
い
ち
。
私
は
そ
の
行
動
の
支
え

と
な
っ
て
い
た
の
は
、
い
ち
の
極
め
て
正
確

な
支
配
者
を
見
通
す
目
だ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
父
の
死
罪
が
決
ま
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
い
ち
は
、
そ
し
て
な
ん
と
か
し
て

父
を
助
け
た
い
と
思
っ
た
い
ち
は
、
ま
ず

時
の
支
配
者
徳
川
幕
府
の
最
も
心
配
す
る

こ
と
と
、
世
間
の
自
分
達
に
対
す
る
同
情

を
結
び
つ
け
て
考
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

や
っ
と
安
泰
の
座
に
つ
い
た
幕
府
の
最

も
願
う
こ
と
、
そ
れ
は
徳
川
幕
府
の
永
久

に
続
く
権
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
し

て
時
代
は
江
戸
中
期
、
幕
府
の
財
政
が
だ

ん
だ
ん
苦
し
く
な
っ
て
き
た
時
期
な
の
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
幕
府
は
よ
り
強
く
そ

れ
を
願
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
幕
府
が
今
や
大
阪
中
の
人
々
が
身
代
り

を
名
の
り
出
た
子
供
達
を
ふ
び
ん
に
思
い
、

桂
屋
に
対
す
る
幕
府
の
出
方
を
息
を
の
ん

で
待
ち
か
ま
え
て
い
る
中
に
、
と
ん
で
も

な
い
冷
た
い
判
決
を
下
す
で
し
ょ
う
か
。

大
阪
と
い
え
ば
江
戸
と
並
ぷ
日
本
の
中
心
、

へ
た
を
す
る
と
幕
府
へ
の
民
衆
の
う
ら
み

に
も
通
ず
る
こ
の
問
題
に
そ
う
軽
は
す
み

な
判
決
を
出
し
た
り
す
る
で
し
ょ
う
か
。

私
は
ま
ず
そ
う
い
う
ふ
う
に
読
ん
で
み
ま

し
た
。
事
は
す
べ
て
い
ち
の
思
い
ど
お
り

に
な
っ
て
幕
府
は
日
限
に
こ
じ
つ
け
て
、

一
番
幕
府
に
都
合
の
よ
い
判
決
を
下
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
作
者
は
、
わ
ざ

わ
さ
原
話
と
ま
る
き
り
変
え
て
ま
で
も
こ

の
話
を
書
き
、
こ
の
中
か
ら
私
達
に
何
を

わ
か
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
い
ち
と
い
う
一
人
の
人
物
の
行
動
、

そ
れ
に
対
応
す
る
事
の
移
り
変
わ
り
を
一

つ
ー
つ
考
え
て
み
て
、
森
鶴
外
は
支
配
さ

れ
る
者
の
支
配
者
を
し
っ
か
り
見
す
え
る

正
し
い
目
、
こ
の
姿
勢
の
あ
り
方
の
重
要

さ
を
、
い
ち
を
通
し
て
時
代
を
超
え
て
な

お
訴
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
つ
の
時
代
で
も
、
こ
の
舞
台
と
な
っ

た
江
戸
時
代
で
も
作
者
が
生
き
た
明
治
、

大
正
時
代
で
も
、
そ
し
て
今
私
達
が
生
き

る
現
代
で
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
支
配
さ
れ
る
民
は
絶
え
ず
正
し

い
も
の
を
追
い
求
め
、
奥
底
の
底
ま
て
支

配
者
を
知
り
ぬ
い
て
正
し
く
見
つ
め
納
得

を
し
た
上
で
つ
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
は
す
て
す
。
支
配
者
に
対
し
て
盲
て

い
て
い
け
な
い
の
で
す
。
今
の
国
民
と
政

府
と
の
関
係
も
常
に
全
て
が
こ
う
な
っ
て

い
な
く
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
人
一
人
の
こ
の
気
持
ち
こ

そ
、
そ
の
国
民
の
そ
の
国
の
世
界
の
永
遠

の
存
続
、
永
久
の
平
和
を
願
う
上
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
こ
と
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
世
界
人
類
が
こ
れ
を
失
っ

た
時
再
び
地
球
上
か
火
の
海
と
化
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
作
者
森
鶴
外
と
い
う
人
の
生
き

富
塚
あ
や
子
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ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
は
昭
和
三
十
三
年
以
後
、

原
因
の
上
位
三
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
社
会
や
家
庭
で

重
要
な
地
位
に
つ
き
始
め
る
四
十
歳
ぐ
ら
い
の
人
か
ら
、
次

第
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

成
人
病
と
は
、
特
定
の
病
気
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
こ
の

よ
う
な
働
き
盛
り
の
人
を
襲
う
病
気
の
総
称
で
す
。

寒
さ
が
ピ
ー
ク
に
な
る
こ
の
時
期
は
、
成
人
病
の
う
ち
で

も
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
は
じ
め
と
し
て
”
血
液
の
通
り
道
”

に
か
か
わ
る
病
気
が
多
く
な
り
ま
す
。

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
、
血
液
の
通
り
道

1
1

循
環
器
系
の

病
気
は
、
一
度
か
か
る
と
治
り
に
く
い
病
気
で
す
が
、
日
常

の
食
事
や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
か
な
り
予
防
で

き
ま
す
。

か
か
っ
て
か
ら
よ
り
も
、
か
か
る
前
に
病
気
を
正
し
く
知

っ
て
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

循
環
器
系
の
病
気
に
は
、
主
に
次

の
二
つ
か
あ
リ
ま
す
。

一
脳
卒
中
一

脳
卒
中
は
「
脳
い
っ
血
」
「
中
気
」

「
中
風
」
と
も
呼
ば
れ
‘
脳
の
血
菅

か
載
れ
て
出
血
し
た
り
‘
あ
る
い
は

つ
ま
っ
て
血
液
か
脳
に
行
き
届
か
な

く
な
る
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
脳
の
働

き
か
衰
え
‘
急
に
意
識
か
な
く
な
っ

た
り
‘
手
足
か
動
か
な
く
な
っ
た
リ

恐
ろ
し
い循環

器
系
の
病
気

病
死

し
‘
ひ
ど
い
と
き
に
は
死
亡
す
る
こ

と
か
あ
リ
ま
す
。
一
度
、
脳
に
障
害

を
受
け
る
と
回
復
は
帷
し
く
‘
手
足

の
マ
ヒ
な
ど
の
後
遺
症
か
残
る
場
合

も
あ
リ
ま
す
。

ロ
冒
」

心
臓
に
血
液
か
十
分
に
行
き
届
か

な
く
な
り
‘
心
臓
の
筋
肉
か
酸
素
不

足
に
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

一
時
的
に
血
か
流
れ
な
く
な
る
の

か
「
狭
心
症
」
、
完
全
に
流
れ
な
く

な
っ
て
心
臓
の
筋
肉
が
活
動
し
な
く

こ
う
そ
く

な
る
の
か
「
心
筋
梗
塞
」
と
い
わ
れ

ま
す
。

し＼

い
ず
れ
も
‘
激
し
い
胸
の
痛
み
か

あ
り
ま
す
か
、
心
筋
梗
塞
で
は
痛
み

か
長
く
続
き
、
死
亡
す
る
こ
と
か
あ

リ
ま
す
。

成
人
病
の
元
凶

高
血
圧
と
動
脈
硬
化

脳
卒
中
、
心
臓
病
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を

防
ぐ
こ
と
か
大
切
で
す
。
と
い
う
の

は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
は
、
高
い
血

圧
に
耐
え
き
れ
す
血
管
か
破
れ
た
リ
‘

動
脈
硬
化
で
血
管
か
つ
ま
る
こ
と
か

原
因
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

〈
血
圧
を
管
理
し
よ
う

高
血
圧
の
予
防
〉

血
圧
の
高
い
状
態
か
続
く
と
‘
脳

卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
病
気
か
起
こ

り
や
す
く
な
リ
ま
す
。

血
圧
は
、
気
温
、
運
動
量
、
精
神

的
ス
ト
レ
ス
な
ど
て
変
わ
り
や
す
く
‘

一
回
の
測
定
で
は
「
高
血
圧
」
か
ど

う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
機
会
を
み

て
は
血
圧
を
測
リ
‘
変
化
を
つ
か
ん

で
お
き
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
の
予
防
に
は
、
減
塩
や
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
な
ど
の
食
生

活
の
改
善
か
必
要
で
す
。
ま
た
‘
適

当
な
運
動
を
日
常
生
活
の
中
に
取
リ

入
れ
て
い
く
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

タ
バ
コ
・
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ロ
リ
ー

の
取
り
過
ぎ
に
ご
用
心

動
脈
硬
化
に
な
る
と
‘
血
管
は
弾

力
か
な
く
な
っ
て
モ
ロ
く
な
り
ま
す
。

原
因
は
‘
血
管
の
内
壁
に
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
か
く
っ
つ
く
こ

と
で
す
。

ー
動
脈
硬
化
の
予
防
ー

血圧区分

一高l(ll圧［ロロ］悶闘□正祁 lill 圧
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①
精
神
の
安
定
を
保
ち
、
急
激
な
運

動
を
避
け
る

成
人
病

正
し
い
知
識
で

予
防
し
よ
う

動
脈
硬
化
は
、
十
代
に
始
ま
リ
年

を
取
る
に
つ
れ
て
、
硬
化
の
範
囲
か

広
く
な
り
硬
化
の
度
合
い
も
高
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
の

取
リ
過
ぎ
や
、
タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
、

酒
の
飲
み
過
ぎ
か
拍
車
を
か
け
る
こ

と
か
分
か
っ
て
い
ま
す
。
暴
飲
暴
食

は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

循
環
器
系
の
病
気
か
ら
身
を
守
る

に
は
、
日
常
生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し

た
注
意
か
役
立
ち
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

心
配
、
怒
り
な
ど
の
精
神
的
緊
張

は
‘
血
圧
を
商
め
、
脳
卒
中
や
心
臓

発
作
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

体
力
以
上
の
運
動
は
危
険
で
す
か
ら

体
力
に
合
わ
せ
て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

百
常
生
活
で
の
注
意
点
』ト

イ
レ
で
脳
卒
中
を
起
こ
す
ケ
ー

ス
か
多
い
の
は
‘
寒
さ
ば
か
り
で
な

③
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

脳
卒
中
や
心
臓
病
で
倒
れ
る
人
か

冬
場
に
多
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
‘
循
環
器
系
の
病
気
に
と
っ
て

寒
さ
は
大
敵
で
す
。
戸
外
へ
出
る
と

き
は
、
温
か
い
服
装
を
し
‘
寒
い
風

に
長
い
時
間
吹
か
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
夜
間
に
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
‘
で
き
れ
ば
避
け
た
い
も
の
で

す
。
寒
さ
を
防
ぐ
に
は
、
ト
イ
レ
に

ス
ト
ー
ブ
を
持
ち
込
む
工
夫
な
ど
を

し
ま
し
ょ
う
。

②
寒
さ
か
ら
身
を
守
る

方
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
見
、

鶴
外
は
偉
い
軍
医
て
、
誰
か
ら
も
敬
わ
れ

何
不
自
由
な
い
人
だ
っ
た
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
す
。
し
か
し
な
ぜ
封
建
色
の
強
い
時

代
に
、
そ
の
よ
う
な
階
級
上
、
上
の
立
場

に
あ
っ
た
人
が
、
こ
の
よ
う
に
民
の
あ
り

方
を
訴
え
る
よ
う
な
小
説
を
書
い
た
の
だ

ろ
う
と
何
か
作
者
の
心
に
表
と
は
ち
か
う

本
当
の
姿
の
存
在
を
感
じ
ま
し
た
。

作
者
は
そ
う
い
う
立
場
に
あ
り
な
か
ら

も
、
い
い
え
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
西
洋
と
比

べ
た
日
本
の
間
違
い
、
後
れ
を
ま
ざ
ま
さ

と
知
ら
さ
れ
今
を
見
つ
め
、
正
を
貫
き
物

の
本
質
を
見
通
そ
う
と
し
て
一
生
「
公
」

と
「
私
」
の
板
挟
み
に
な
り
な
か
ら
も
、

富
国
強
兵
第
一
主
義
の
時
代
の
中
て
こ
の

「
最
後
の
一
句
」
の
よ
う
な
歴
史
小
説
、

過
去
を
書
い
た
の
で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。

そ
の
奥
底
で
封
建
的
な
風
や
、
軍
人
の
勢

い
に
立
つ
今
へ
の
枇
判
を
強
く
訴
え
読
け

て
い
た
人
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一

っ
―
つ
の
筆
で
。

作
者
の
遺
言
に
は
政
府
か
ら
の
一
切
の

栄
典
を
断
わ
り
、
「
余
ハ
石
見
人
森
林
太

郎
ト
シ
テ
死
セ
ン
ト
欲
ス
」
と
あ
る
そ
う

て
す
。
私
は
こ
こ
に
こ
そ
一
番
作
者
か
訴

え
て
き
た
わ
か
っ
て
ほ
し
か
っ
た
心
の
底

か
ら
の
最
後
の
批
判
が
出
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
鶴
外
自

身
の
、
す
ぺ
て
の
こ
も
っ
た
最
語
の
一
句

な
の
て
す
。
死
に
際
し
て
の
言
葉
が
、
「
は

か
ば
か
し
い
」
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

表
面
上
麟
外
は
支
配
階
級
に
立
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
本
当
の
姿
て
は

な
か
っ
た
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
深
く
感
じ

て
い
ま
す
。

現
在
、
小
さ
な
事
に
さ
え
も
目
を
ふ
せ

て
し
ま
う
私
達
に
、
果
し
て
こ
れ
か
ら
訊

外
の
よ
う
に
絶
え
す
正
し
い
考
え
方
を
持

ち
続
け
る
努
力
が
て
き
る
だ
ろ
う
か
。
私

は
今
、
現
代
の
私
達
の
あ
ま
え
と
多
く
の

人
々
の
社
会
に
対
す
る
い
い
か
け
ん
な
態

度
を
考
え
て
み
ま
す
。
こ
れ
が
本
当
は
私

達
を
世
界
を
刻
‘
一
刻
と
あ
ら
ゆ
る
危
機

へ
お
し
や
る
ひ
き
が
ね
で
は
な
い
か
、
社

会
に
対
す
る
視
野
や
関
心
を
持
た
な
い
人

か
増
え
て
い
く
こ
と
が
結
局
自
分
達
の
首

を
し
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
「
最
後
の
一
旬
」
を
読
み
終

え
て
、
強
く
、
強
く
心
に
感
じ
て
い
ま
す
。

＜
‘
排
便
に
力
ん
で
血
圧
か
急
に
高

く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

野
菜
や
果
物
な
ど
繊
維
質
の
食
品

を
多
く
と
り
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間

に
ト
イ
レ
に
行
く
な
ど
し
て
、
日
ご

ろ
か
ら
便
通
を
整
え
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

お
ふ
ろ
は
ぬ
る
め
に
す
る
と
と
も

に
‘
あ
ま
リ
長
い
時
間
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
温
度
は
夏
か
摂
氏
三

十
九
度
、
冬
か
四
十
一
度
く
ら
い
か

目
安
で
す
。

冬
場
は
一
番
ふ
ろ
を
避
け
‘
浴
室

か
暖
ま
っ
て
か
ら
入
浴
す
る
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
長
湯
は
禁
物
I
.
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r¥ 
小菅豊治さん

（南大島）

硯
厖
ふ
稚
で
と
、
伐
多
孟
ロ

（第78回）

私
は
昭
和
八
年
一
月
に
兵
役
に

服
し
、
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
の
間

な
ん
の
病
気
も
な
く
‘
健
康
体
そ

の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
川
俣
郵
便
局
に
外
勤

と
し
て
配
達
業
務
を
受
け
持
ち
ま

し
た
か
、
当
時
は
自
転
車
て
配
達

し
て
い
た
の
で
、
足
は
棒
の
よ
う

に
な
り
‘
尻
は
赤
く
は
れ
、
入
浴

や
ト
イ
レ
の
時
の
苦
痛
は
今
で
は

お
か
し
な
思
い
出
の
一
っ
た
。

配
達
は
変
り
仕
事
で
、
体
か
無
理

だ
っ
た
の
か
、
三
‘
四
ヵ
月
後
の
あ

る
朝
‘
体
か
た
る
＜
頭
を
上
け
る
と

目
か
回
り
、
出
勤
す
る
事
か
出
来
す

寒風のなか453人が

健脚を競う
第 4 回新春マラソン大会

第
四
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
か
、

健
康
づ
く
り
と
村
民
の
融
和
を
目
的

と
し
て
一
月
十
六
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。年

々
参
加
者
も
増
え
、
今
年
は
昨

年
よ
り
十
三
名
多
い
四
百
五
十
三
名

か
健
脚
を
競
い
ま
し
た

C

今
年
か
ら

新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
対
抗
も
行
わ
れ
る

な
ど
大
変
盛
り
あ
か
っ
た
マ
ラ
ソ
ン

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

0
小
学
生
の
部

•
一
・
ニ
年
生
（
男
）
―
．

o
k
m

一
位
山
下
貴
巨
（
西
小
二
年
）

〈
時
間
・
四
分
0
二
秒
〉

二
位
長
谷
川
夏
樹
（
西
小
二
年
）

三
位
田
口
英
昭
（
東
小
二
年
）

●
一
・
ニ
年
生
（
女
）
―
．
o
k
m

一
位
山
田
か
お
り
（
東
小
二
年
）

〈
時
間
・
四
分
十
一
秒
〉

二
位
持
田
千
春
（
東
小
一
年
）

て
も
、
再
発
か
心
配
で
、
暗
い
毎

日
の
連
続
で
、
晴
々
と
し
た
日
は

一
日
も
な
く
、
今
か
ら
八
年
前
の

退
職
の
日
ま
で
つ
い
て
来
た
。

今
で
は
、
も
う
す
っ
か
り
当
時

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
小
菅
さ
ん
で
す
）

医
者
か
ら
肝
臓
病
と
診
断
さ
れ
か
く
の
事
は
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
‘
健

ぜ
ん
と
し
た
。
康
で
、
野
菜
や
サ
ッ
キ
、
ゲ
ー
ト

し
か
し
、
一
ヵ
月
後
に
快
復
し
、
ボ
ー
ル
‘
旅
行
等
を
楽
し
み
、
本

ホ
ッ
ト
し
て
出
勤
し
た
の
だ
か
、
翌
当
に
健
康
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い

年
再
発
。
す
く
に
勤
め
る
事
は
出
来
ま
す
。

三
位
石
崎
裕
子
（
西
小
二
年
）

●
三
•
四
年
生
（
男
）
一
・
ニ

k
m

一
位
高
瀬
磨
（
西
小
四
年
）

〈
時
間
•
四
分
二
十
二
秒
〉

二
位
後
藤
克
己
（
東
小
三
年
）

三
位
飯
塚
克
則
（
東
小
三
年
）

●
三
•
四
年
生
（
女
）
一
・
ニ
k
m

一
位
岩
瀬
理
絵
（
西
小
三
年
）

〈
時
間
•
四
分
五
十
一
秒
〉

二
位
長
谷
川
め
く
み
（
西
小
四
年
）

三
位
今
成
里
美
（
東
小
四
年
）

●
五
・
六
年
生
（
男
）
一
・
五

k
m

一
位
高
瀬
博
司
（
西
小
六
年
）

〈
時
間
・
五
分
二
十
秒
〉

二
位
高
瀬
賢
志
（
西
小
六
年
）

三
位
坂
上
昌
彦
（
西
小
六
年
）

●
五
・
六
年
生
（
女
）
一
・
五
k
m

一
位
吉
田
悦
子
（
西
小
六
年
）

〈
時
間
・
六
分
0
九
秒
〉

二
位
野
中
秀
子
（
西
小
五
年
）

三
位
斉
藤
千
代
子
（
西
小
六
年
）

0
中
学
生
の
部
（
男
）
五
．
o
k
m

一
位
高
瀬
裕
介
（
二
年
）

〈
時
間
・
十
八
分
0
四
秒
〉

二
位
大
沢
浩
昭
（
三
年
）

三
位
笠
井
康
史
（
一
年
）

〇
中
学
生
の
部
（
女
）
三
．
o
k
m

一
位
赤
坂
好
生
（
二
年
）

〈
時
間
・
十
一
分
十
四
秒
〉

二
位
飯
島
由
貴
（
二
年
）

三
位
野
中
雪
枝
（
二
年
）

〇
一
般
の
部
（
男
）
五
．
o
k
m

一
位
久
保
口
敏
夫
（
南
大
島
）

〈
時
間
・
十
八
分
二
十
九
秒
〉

二
位
香
山
一
好
（
南
大
島
）

〇
壮
年
の
部
三
．

o
k
m

一
位
荒
木
博
（
大
佐
貰
）

〈
時
間
・
九
分
三
十
一
秒
〉

二
位
真
田
蝉
男
（
新
里
）

三
位
奥
沢
伸
一
（
新
里
）

0
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦

田
島
ナ
ス
組
合
（
会
長
北
烏
和
夫
）

は
、
こ
の
栓
星
野
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
星
野
賞
は
昨
年
一
年
間
各
農

産
物
の
生
産
に
優
秀
な
成
禎
を
あ
け

た
組
合
に
送
ら
れ
る
も
の
て
す
。

田
島
ナ
ス
組
合
は
新
し
い
技
術
や

新
し
い
栽
培
方
法
な
ど
を
禎
極
的
に

取
り
人
れ
優
秀
な
成
禎
を
あ
け
た
の

か
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

田
島
ナ
ス
組
合
が

星
野
賞
を
受
賞

教
育
委
員
会
委
員
の
委
員
長
か
空

席
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
か
、
新
た

に
委
員
長
に
川
俣
の
石
塚
正
さ
ん
ガ

一
月
一
日
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
職
務
代
理
者
に
大
輪
の
早

川
久
美
さ
ん
か
選
ば
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
に

川
俣
の
石
塚
正
さ
ん

千
津
井
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〈
得
点
・
百
四
十
六
点
〉

二
位
梅
原
チ
ー
ム

三
位
明
和
分
署
チ
ー
ム

0
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
個
人
戦

三
．
o
k
m

一
位
奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

〈
時
間
・
八
分
五
十
五
秒
〉

二
位
木
村
進
（
江
口
）

三
位
飯
塚
忠
（
千
津
井
）

〇
健
康
マ
ラ
ソ
ン
ニ
．

o
k
m

出
場
者
1
1

三
十
三
名
全
員
完
走

（
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
順
位
は
決
め

ま
せ
ん
で
し
た
）

一
位

、行政区別、無事故・無違反コンクー
ルが実施されています。

一人ひとりの運転マナーが
すぐに地区に反映します。

●運転には十分に注意しましょう。

明
和
村
中
央
公
民
館
か
こ
の
程
、

”
優
良
公
民
館
I
Iと
し
て
県
教
育
委

員
会
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
五
十
四
年
に
中
央
公
民
館
か

設
立
さ
れ
、
そ
の
間
放
送
利
用
に
よ

る
「
お
母
さ
ん
の
勉
強
室
」
や
読
書

活
動
か
活
発
で
あ
る
こ
と
や
、
公
民

館
か
村
民
憲
章
実
践
の
核
と
し
て
十

分
果
た
し
て
い
る
な
ど
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

中
央
公
民
館
が

表
彰
を
受
け
る
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館林市・板倉町・明和村

行政区別無事故・無違反コンクール最終結果

（順前 ）位回は
減点数 交通事故種別 悪質違反行為

行政区名 人口
事故率累計 事死故亡事頂故傷事軽故傷物事捐故 酒酒気酔帯いぴ逃ひげき (速25度km 迩以上反）逃あけて，無免，，午

1 (8) 4 区（板） 307 0 

゜2 (3) 入ヶ谷 （明） 126 0 

゜3 (7) 西本町北 608 0 033 20 1 

4 (57) 台宿町 1, l 25 0 036 40 2 

5 (2) 下江黒 （明） 344 0 0581 20 1 

6 (34) 本町＿丁目西 857 0 0583 50 1 

7 (4i) 15 区（板） 694 0 072 50 l 1 

8 (90) 5 区（板） 272 0 074 20 1 

9 (II) 須買（明） 481 0 083 40 2 

10 (89) 緑町一丁目 1,272 0 086 110 1 4 

11 (77) 代官町 752 0 093 70 1 1 

12 (84) 本町二丁目 458 0 109 50 1 1 

13 02) 城町南 541 0 129 70 1 1 

14 (68) 木 戸 647 0 139 90 I 1 2 

15 (60) 大手町 833 0 156 130 2 1 l 

16 (45) 仲町北 621 0 161 100 2 2 

17 (25) 新里（明） 912 0 165 150 3 

18 (50) 仲町南 466 0 172 80 1 1 1 

19 (62) 諏 訪 632 0 174 110 3 I 

20 (27) 大谷赤土 1,526 0 177 270 l 1 6 1 

21 (69) 矢島（明） 668 0 180 120 1 1 

22 (42) 広内町 1,508 0 186 280 1 5 l 1 1 

23 (5) 大佐l'l （明） 589 0 187 110 1 2 1 

24 (13) 23 区（板） 423 0 1891 80 2 2 

25 (30) 本町一丁目 951 0 1892 180 2 4 1 

26 (58) 赤生田 2,409 0 195 470 2 5 6 1 I 

27 (35) 涵士原 1,845 0 201 370 4 4 l 2 

28 (55) 堀 エ 2,381 0 206 490 2 1 8 1 4 

29 (20) 松沼町 1,838 0 223 410 1 4 1 2 2 

30 (36) 上二林 1,396 0 229 320 4 4 3 

31 (1) 13 区（板） 427 0 234 100 2 

32 (33) 臼・士見町 878 0 2391 210 I 1 4 l 

33 (41) 25 区（板） 1,003 0 2393 240 2 4 

34 (22) 成島南 2,620 0 240 630 1 6 8 3 1 

35 (71) 羽 附 3,289 0 258 850 1 3 I] 3 3 1 

36 (74) j斤 藤 2,3200 2586 600 1 3 12 2 2 

37 (72) 大 烏 2,006 0 259 520 1 2 8 1 4 1 

38 (61) 成烏北 1,689 0 261 440 7 7 2 

39 (86) 渡瀬北 1,299 0 262 340 2 5 1 2 

40 (52) 本町四丁目 1,098 0 264 290 1 6 2 1 

41 (80) 24 区（板） 1,278 0 266 340 1 1 3 2 2 

42 (70) 日 向 2,290 0 2663 610 3 2 6 1 1 4 

43 (66) 松 原 2,864 0 269 770 1 3 12 1 3 4 

44 (88) 南大島 （明） 1,277 0 274 350 1 3 5 3 

45 (92) 田島（明） 557 0 287 160 2 2 4 

46 (6) 西本町南 868 0 288 250 2 3 l 1 

47 (40) 新 宿 1,691 0 290 490 2 3 3 

48 (79) 城町北 644 0 295 190 1 3 1 

49 (24) 大輪（明） 897 0 301 270 3 2 2 1 

50 (56) 26 区（板） 526 0 304 160 3 2 

51 (39) つつじ町 867 0 311 270 2 1 2 2 

52 (75) 小桑原 1,328 0 316 420 2 3 2 2 

53 (31) 朝日町南 693 0 317 220 2 4 1 1 

54 (26) 栄 町］， 531 0 320 490 1 1 7 2 4 

55 (93) 苗 木 898 0 323 290 2 5 I 1 

56 (63) 渡瀬南 2,342 0 333 780 6 3 3 3 2 

57 (54) 11 区（板） 450 0 3333 150 3 

58 (81) 梅原（明） 829 0 350 290 1 1 2 1 2 

59 (44) 高 根 2,025 0 360 730 2 4 7 2 2 3 

60 (1 9) 青 柳 1,680 0 369 620 1 2 8 1 2 4 

61 (17) 14 区（板） 535 0 374 200 1 1 3 

62 (67) 郷 谷 3,054 0 380 I, 160 2 6 10 2 10 

63 (37) 大街道 2,505 0 383 960 5 12 4 3 1 

64 (21) 朝日町北 678 0 384 260 1 4 1 1 

65 (82) 19 区（板） 538 0 390 210 1 3 1 

66 (23) 千代田町 717 0 391 280 1 1 5 1 

67 (53) 8 区（板） 453 0 397 180 1 3 2 

68 (16) 中谷（明） 658 0 410 270 1 5 

69 (28) 18 区（板） 414 0 411 170 2 3 1 

70 (38) 17 区（板） 540 0 426 230 1 1 2 

71 (78) 美園町 2,367 0 439 1,04( 1 3 10 4 6 1 

72 (83) 斗合田 （明） 395 0 456 180 1 3 

73 (46) 1 区（板） 852 0 469 400 1 1 5 2 

74 (73) 緑町＿丁目 1,162 0 482 560 1 7 2 3 1 

75 (9) 7 区（板） 330 0 485 160 3 2 

76 (43) 三林、入ヶ谷 1,036 0 512 530 2 1 3 2 3 2 

77 (94) 干津井 （明） 621 0 515 320 2 1 5 

78 (59) 尾曳町 1,465 0 526 770 2 2 5 3 3 3 

79 (29) 27 区（板） 779 0 539 420 1 2 3 2 2 

80 (IO) 3 区（板） 348 0 546 190 1 3 2 

81 (87) 江口（明） 633 0 553 350 3 1 1 1 2 

82 (32) 22 区（板） 516 0 581 300 1 4 1 

83 (16) 本町二丁目東 493 0 588 290 1 2 1 1 1 

84 (51) 6 区（板） 692 0 621 430 1 1 1 5 

85 (95) 29 区（板） 397 0 630 250 1 3 

86 (14) 12 区（板） 598 0 669 400 2 2 1 2 2 

87 (48) 21 区（板） 589 0 679 400 1 1 1 5 

88 05) 16 区（板） 561 0 695 390 1 3 2 2 

89 (64) 上江黒 （明） 528 0 701 370 1 2 1 4 

90 (4) 川俣（明） 404 0 718 290 2 2 1 

91 (65) 2 区（板） 817 0 734 600 5 1 7 1 

92 (85) 野 辺 690 0 739 510 1 1 3 2 1 2 

93 (18) 10 区（板） 494 0 810 400 1 6 

94 (49) 9 区（板） 626 0 863 540 5 2 7 1 

95 (91) 20 区（板） 625 0 896 560 2 1 8 

96 (96) 28 区（板） 217 1 475 320 1 1 4 

叶 97,975 0 3190 31,260 46 136 317 74 191 69 

贄
嚢
斜
反
告
町

苓
鯰
藝
傘
違
報
3
1

溢
溢
甕
無
果
ロ

睾
＿
疇
―
傘
・
結
口

ニ
麗
二
〖
竺

賛
聾
＿
謬
無
ル
1

翠
ぷ
唸
翠
別
一1

総
缶
蒻
区
ク

7

斜
閥
紫
政
ン
肪

惑
谷
象
＿
丁
コ
ぼ

J
]
疇
[
:

交
通
安
全
思
想
の
普
及
撤
底
と
‘

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
‘
習
慣

づ
け
を
目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た

第
三
回
行
政
区
別
無
事
故
・
無
違
反

コ
ン
ク
ー
ル
の
最
終
結
果
か
次
の
と

お
り
‘
ま
と
ま
リ
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

曰
三
市
町
村
の
平
均
事
故
率

明
和
村

0
•
三
三
一
七

（
前
回
0
•
五
一
九
二
）

館
林
市

0
·
二
七
九
八

（
前
回
0
•
四
七
六
一
）

板
倉
町

0
•
四
八
四
〇

（
前
回
0
•
四
五
五
四
）

口
村
内
の
事
故
概
況

▼
人
身
事
故
二
十
二
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
一
件
）

▼
物
損
事
故
二
十
五
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
ニ
十
九
件
）

曰
村
内
の
悪
質
違
反

▼
酒
酔
い
（
帯
び
）
六
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
六
件
）

▼
無
免
許
三
件

（
前
回
対
比
マ
イ
ナ
ス
九
件
）

▼
速
度
違
反
（
二
十
五
k
m以
上
）

三
十
件

（
前
回
対
比
。
フ
ラ
ス
十
八
件
）

こ
の
よ
う
に
本
村
は
全
体
に
速
度

違
反
を
除
い
て
は
、
一
段
と
モ
ラ
ル

の
向
上
か
う
か
か
え
ま
し
た
。

特
に
物
損
事
故
は
前
回
よ
り
二
十

九
件
も
減
少
す
る
な
ど
著
る
し
い
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
三
年
間
コ
ン
ク
ー
ル
を
続

け
て
き
た
た
め
、
交
通
安
全
運
転
の

思
想
か
よ
り
浸
透
し
て
来
た
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
い
て
第
四
回

地
区
別
コ
ン
ク
ー
ル
か
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
入
ヶ
谷
地
区
の
よ

う
に
二
年
間
も
無
事
故
・
無
違
反
で

終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

1 川俣地区が最悪
村内の結果（順位）

人口 咸点数 交通事故刊別 悪質違反行為 順 位

行政区名
死亡 重傷 軽傷 物損 酒酔い ひき 速度違反 あて 無

（持克） 累計 事故率
事故 事故 事故 事故 酒気帯び 逃げ (25km以上） 逃げ 免許

( ）は前回

斗合田 395 180 0 4557 1 3 12(12) 

下江黒 344 20 0 0581 1 2 (1) 

上江黒 528 370 0 7008 1 2 1 4 15(8) 

干津井 621 320 0 5153 2 1 5 13(16) 

江口 633 350 0 5529 3 1 1 1 2 14(13) 

田島 557 160 0 2873 2 2 4 8 (15) 

南大島 1,277 350 0 2741 1 3 5 3 7 (14) 

新里 912 150 0 1645 3 4 (7) 

中谷 658 270 0 4103 1 5 l l(1 0) 

梅原 829 290 0 3498 1 1 2 1 2 10(11) 

川俣 404 290 0 7178 2 2 1 16(3) 

須賀 481 40 0 0832 2 3 (5) 

大輪 897 270 0 3010 3 2 2 1 9 (6) 

入ヶ谷 126 0 0 1 (2) 

矢島 668 120 0 1796 1 1 5 (9) 

大佐貰 589 110 0 1868 1 2 1 6 (4) 

計 9,919 3,290 0 3317 7 15 25 6 30 3 
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器
、
八
＝
＝
円

翼
冒
円

一
冥
、
九
＝
＝
円

六
四
‘
七
＝
＝
円

醤
、
八
＝
＝
円

―
―
―
-
=
‘
九
＝
＝
円

水
稲

裏
作

普
通
圃
（
一
等
）

＂
（
二
等
）

陸
田

ニ
ラ

ー
ハ
ウ
ス
園
芸
ー

キ
ュ
ウ
リ
（
加
温
）
八
＝
＝
‘
=
＝
＝
円

＂
（
無
加
温
）
六
合
、
＝
＝
＝
円

＂
（
二
期
作
）
一
、
＝
＝
＝
‘
＝
=
=
E

ト
マ
ト
（
加
温
）
九
六
七
、
六
＝
＝
円

＂
（
無
加
温
）
八
一
＿
『
、
五
＝
＝
円

イ
チ
コ
（
ト
ン
ネ
ル
）
四
互
‘
写
0日
日

ナ
ス
六
八
『
‘
一
＝
＝
円

露
地
ナ
ス
一
兜
、
八
こ
0
円

ー
養
豚
（
一
頭
当
た
り
）
ー

一
叫
只
飼
育
芸
、
＝
＝
＝
円

肉
用
豚
―
-
「
四
＝
＝
円

繁
殖
豚
八
写
、
一
＝
＝
円

ー
養
鶏
（
採
卯
用
十
羽
当
た
り
）
ー

一
千
羽
未
満
一
‘
―
―
-
=
0
円

五
千
羽
未
漏
『
‘
-
=
0
円

ー
肥
育
牛
（
一
頭
当
た
リ
）
ー

和
牛
苫
‘
-
―
-
0
0
円

乳
牛
八
九
‘
昂
0
円

そ
の
他
の
所
得
に
つ
い
て
は
、

役
場
税
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

た
さ
い
。
農
家
の
方
へ
お
知
ら
せ

す
る
農
業
所
得
虚
柏
は
、
農
業
用

自
動
車
の
償
却
費
‘
租
税
公
課
、

耕
う
ん
機
な
ど
の
農
機
具
の
伯
却

費
‘
土
地
改
良
区
費
な
ど
の
経
費

を
別
に
差
し
引
い
て
計
算
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
金
額
は
O
a当
た
り
）

農
業
所
得
の

標
準
金
決
ま
る

個
人
の
小
菜
税
と
は
‘
個
人
で
、

事
業
を
営
ん
で
い
る
か
た
か
、
前
年

中
の
事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ

て
納
め
る
梨
税
で
す
。

個
人
事
業
税
の
申
告
は
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
、

あ
る
い
は
村
民
税
、
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
し
た
場
合
に
は
、
個
人
事

業
税
の
申
告
因
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
事
業
税
の
こ
と
に
つ
い
て
、

詳
し
い
こ
と
は
館
林
財
務
事
務
所
、

(
6
七
ニ
ー
四
四
六
一
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で
に

合
年
も
所
得
税
と
庄
民
悦
の
口
告
特
期
万
ま
い
り
ま
し
だ
。

田
告
期
間
は
＿
亘
十
穴
日
方
ら
三

□
十
五
日
ま
て
の
＿
力
月

閻
行
わ
れ
ま
可
。

不
村
□
お
い
て
は
、
灰
の
日
程
に
よ
り
甲
巴
相
談
を
行
い
ま

言
刀
ら
＼
お
気
軽
に
あ
い
て
下
さ
い
。

所
得
税
確
定
申
告
相
談

0
相
談
日
及
ひ
地
区

▼
二
月
十
七
日
午
前

1
1

十
合
田
・

下
江
黒
・
上
江
黒
・
千
津
井
・
江
ロ

午
後
1
1

田
島
・
南
大
島
・
新
里

▼
二
月
十
八
日
午
前

1
1

中
谷
・
梅

屎
・
川
俣
·
須
賀
・
入
ヶ
谷

午
後
1
1

大
輪
・
大
佐
員
．

1人
島

〇
時
間
午
前

1
1

九
時
＼
正
午
ま
で

午
後
1
1

一
時
＼
四
時
ま
で

0
会
場
中
央
公
民
館

0
対
象
者
農
業
所
得
者
等

111111111111111111111111111111111111111111111 

お
気
軽
に
お
米
し
く
だ
さ
い

11111111111111111111111111111111!111111111111 

納
税
相
談
の
日
程
決
ま
る

住
民
税
申
告
相
談

※
三
月
一
日

午
前
1
1

斗
合
田
、
上
江
黒

午
後
1
1

千
津
井

相
談
会
場
1
1

東
部
児
童
館

※
三
月
二
日

午
前
1
1

江
口

午
後
1
1

下
江
黒
、
田
島

相
談
会
場
1
1

東
部
児
童
館

※
三
月
三
日

午
前
1
1

川
俣
、
須
賀

午
後
1
1

大
輪

相
談
会
場
1
1

明
和
農
協
第
一

※
三
月
四
日

午
前
1
1

矢
島

午
後
1
1

入
ヶ
谷
‘
大
佐
貫

相
談
会
場
1
1

明
和
農
協
第
一

※
三
月
七
日

午
煎
1
1

南
大
島
（
七
軒
‘
八
軒
を

防
く
）

午
後
1
1

中
谷
‘
南
大
島
（
七
軒
、

八
軒
）

相
談
会
場
1
1

中
央
公
民
館

※
三
月
八
日

午
前
1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

相
談
会
場
1
1

中
央
公
民
館

0
相
談
時
間
は
各
会
場
と
も
午
前
は

九
時
よ
り
十
二
時
ま
で
。
午
後
は
一

時
よ
り
四
時
ま
て
で
す
。

申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
こ
持

参
く
だ
さ
い
。

記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
か
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
応
し
ら
れ
、
な
お
、
自
書
の

出
来
る
方
に
お
顧
い
し
ま
す
。
（
住

所
‘
氏
名
‘
扶
養
親
族
の
記
載
等
必

す
自
書
顧
い
ま
す
。
）

所
得
税
の
還
付
申
告
に
は

身
分
証
明
書
を
持
参
し
て

生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
か
九
千
円
を
超
え
る
場

合
は
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料
等
の
領

収
書
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

み
認
め
ら
れ
ま
す
か
、
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
す
払
込
証
明
書
を
必
要

と
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
た
方
及
び
給
与
所
得
の
み
の

方
て
給
与
支
払
報
告
書
か
勤
務
先
か

ら
明
和
村
税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は

住
民
税
の
申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ

れ
る
方
は
、
い
つ
て
も
手
続
き
か
て

き
ま
す
か
ら
、
早
目
に
申
告
し
て
納

め
過
ぎ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
た
さ

‘,0 し

確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
税
務

課
に
用
意
し
て
あ
リ
ま
す
。

館
林
税
理
士
会
て
は
白
色
納
税
者

の
方
々
の
た
め
に
‘
次
の
日
程
て
申

告
手
続
き
な
ど
無
料
で
行
い
ま
す
。

ど
う
そ
、
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
日

▼
会
場

▼
時
間

三
月
二
日
1

四
日
ま
で

館
林
商
工
会
議
所

午
前
九
時
1

午
後
四
時

ま
で

所
得
税
の
遠
付
申
告
に
税
務
署
や

役
場
等
の
相
談
会
場
へ
来
る
時
は
、

白
色
無
料
納
税
相
談

納
税
者
の
依
粕
に
よ
る
税
務
代
理

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
等
は
、

悦
理
士
で
な
け
れ
ば
て
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
か
‘
確
定
申
告
の
時
期
に

な
る
と
‘
税
理
士
業
務
を
行
う
資
格

の
な
い
人
か
‘
申
告
書
の
作
成
な
ど

を
す
る
こ
と
か
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
＂
に
せ
税
理
士
“
は
‘

法
に
触
れ
る
た
け
で
な
く
納
税
者
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

申
告
手
続
な
ど
を
税
理
士
に
依
粕
す

る
場
合
は
、
そ
の
人
か
正
規
の
税
理

士
て
あ
る
か
ど
う
か
を
よ
く
確
か
め

ま
し
ょ
う
。

悦
務
署
に
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ネ
か

と
い
う
甘
い
言
葉
に
だ
ま
さ
れ
な
い

よ
う
こ
。,r
 

に
せ
税
理
士
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

所
得
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納

税
制
度
と
い
う
の
か
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
あ
ら
か
し
め
指
定
し
た
銀

行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
督
に
よ

っ
て
納
税
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、

納
税
の
た
め
の
手
数
か
少
な
く
て
済

み
、
大
変
便
利
て
す
。

こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
に

は
「
t
出
貯
歪
口
座
拡
替
依
粕
書
」
と
‘

「
納
付
書
送
付
依
柏
書
」
を
、
伯
金

先
の
定
融
機
関
に
提
出
し
て
く
た
さ

し

I
I

振
替
納
税
制
度
I
Iを

利
用
し
ま
し
ょ
う

本
人
ま
た
は
家
族
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
煩
（
運
転
免
許
証
・
健
康

保
険
証
・
身
分
証
明
書
等
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
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第257号 広 幸艮

マイホームを新築購入した
人は、最高4.7万円が3 年間
税金から引かれます。

► 自分で住むために住宅を新築したリ、新染住宅を

買ったリしたときは、その住宅に居住した年から 3

年間、床面積に応した住宅取得控除か受けられます。

〔床面積に応じた住宅取得控除を受けるための条件〕

①工事完了または購入した日から 6 ヵ月以内に入居

し、引続いて居住すること。

②床面積か165可以下でかつ40可以上であること。

〔控除額の計算〕

ア． 56年以後に入居した人は 17,000円

〔住宅ローン等に係る住宅取得控除を受けるための

条件〕

①民間の金融機関等からの借入金であること。

（建設業者等から賦払いの方法で購入した場合の

債務を含む）

②返済期間か10年以上にわたるもので、かつ、月賦

のように分割して返済する方法によること。

〔控除額の計算〕

し□□］；1：― :0万円） X5%••••最高 3 万円
※この控除を受けるには確定申告か必要です。ただ

し、サラリーマンは、 1年目に確定申告をすると、

2年目、 3年目は年未調整で控除か受けられます。

め

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所

得
の
あ
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
青
色
申

し＼

所
得
税
は
‘
納
税
者
か
自
分
で
自

分
の
所
得
を
計
算
し
て
申
告
し
‘
納

税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
、
特
に
青
色
申
告
の

申
請
を
し
て
毎
日
の
取
引
を
正
確
に

記
帳
し
、
そ
の
記
帳
に
基
づ
い
て
申

告
す
る
人
は
‘
税
金
の
面
で
い
ろ
い

ろ
有
利
な
取
扱
い
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
ぶ
目
色
申
告
“
と
い
い
ま
す
。

青
色
申
告
の
で
き
る
人

必
要
な
帳
簿
を
つ
け
る
と
と
も
に
‘

青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
三

月
十
五
日
（
新
た
に
開
業
し
た
場
合

は
開
業
の
日
か
ら
ニ
ヵ
月
以
内
）
ま

で
に
「
所
得
税
の
青
色
申
告
の
承
認

申
請
書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
の
用
紙
は
税
務
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■青色申告の特典は一

青色申告の特典は、全部てや41 もありますが、そのなかて゜ヽ

さんが多〈利用されているのは、次のようなものてす。

1 青色専従者給与 I

＿
ふ
ま 次

の
よ
う
な
現
金
出
納
帳
を
中
心

と
し
た
「
簡
易
帳
簿
」
を
つ
け
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
普
通
、

商
売
を
し
て
い
る
人
は
、
売
掛
帳
や

買
掛
帳
は
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
し
、

固
定
資
産
台
帳
は
年
末
に
ま
と
め
て

つ
け
れ
ば
よ
い
の
で
、
毎
日
記
戟
す

る
も
の
と
し
て
は
、
現
金
出
納
帳
と

経
費
帳
か
新
た
に
加
わ
る
だ
け
で
す
。

な
お
、
事
業
の
規
模
か
小
さ
い
と
き

は
、
現
金
出
納
帳
を
つ
け
る
だ
け
で

す
む
「
現
金
主
義
に
よ
る
所
得
計
算
」

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
ら
な
い
帳
簿

つ
け
な
け
れ
ば

1 貸倒弓 l当金 l

1 青色由告控除 I

I みなし法人課税 I

わ

青
色
申
告
に
す
る
に
は

青
色
申
告
と
は

告
を
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
青
色

申
告
を
す
る
人
は
年
々
多
く
な
っ
て

お
り
、
現
在
で
は
商
売
を
し
て
い
る

人
の
半
数
以
上
の
人
か
青
色
申
告
を

し
て
い
ま
す
。

昭和58年 2 月 10 日

青
色
申
告
に
す
れ
ば

税
金
が
お
得
で
す

みな

事業主と生計を共にしている配偶者や 15歳以上の親族

でもっばらその事業に従事している人に支払った給与は、

労務の対価として適正であれば全額必要経費になります。

年末の売掛金や貸付金の5 .5%（金融業は 3.3%) までの

額を貸倒引当金として必要経費にすることができます。

青色申告をしている人は、一律に 10万円が必要経費に

上乗せして、特別に控除されます。ただし、次に説明す

る「みなし法人課税」を選択した場合は、この控除は受

けられません。

所1号から事業主報酬を控除して、残額は法人と同じよ

うな課税方法を受ける「みなし法人課税」の方法を選択

することができます。

事業主の報酬額は、事業の種類や規模、収益の状況に

瞑らして、ふさわしい額であることが必要です。

事業所唱などに損失が出たとき、その損失額を翌年以

降 3 年間にわたって、順次各年の所得から差し引くこと

ができます。また、前年も膏色申告をしている人は、オ員

失額を前年の所博から控除し、既に納付している前年分

の所唱税の還付を受けることもできます。

正
し
い
所
得
税
の

申
告
を

次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
地
代
や

家
負
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
‘
昭
和
五

十
七
年
中
の
所
得
の
合
計
額
か
基

礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
か
一
千
万
円
を
超
え
る
人
や
ニ

ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人
、
給
与
以
外
の
所
得
金
額
か

年
間
二
十
万
円
を
超
え
る
人
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅

取
得
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

は
‘
確
定
申
告
を
し
て
税
金
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
か
申
告
を
怠
っ
た
り
‘
不

正
な
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
て
不

足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
‘

加
算
税
か
課
せ
ら
れ
、
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
不
正
な
行
為
に
は
普
通
よ
り

重
い
加
算
税
か
課
せ
ら
れ
ま
す
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所得税の
確定申告は

2 月 16 日
\ 

3 月 15 日
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エスキモーは、時には氷片を積み雪を固めてイグルー（氷
の家）を作り、仮泊することもある。氷点下40~50度に l 
下がっても屋内は十分に暖力‘〈過ごすことができる。

二
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
無
駄
を
省
き
、
で
き
る
限
り
効
率
的
に
使
う
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
い
わ
ば
国
民
＿
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
努
力
と
心
掛

け
に
よ
る
”
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
”
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
い
ま
一
度
暮
ら
し
の
中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
—
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
部
屋
の
温
度
〕
部
屋
着
を
少
し
厚

め
に
す
る
な
ど
し
て
、
摂
氏
十
八
度

を
目
安
に
、
こ
ま
め
に
温
度
調
節
を

し
た
い
も
の
で
す
。
暖
房
温
度
を
一

度
下
げ
る
と
‘
燃
料
費
は
約
一
割
節

約
で
き
ま
す
。

〔
部
屋
の
保
温
〕
カ
ー
テ
ン
は
厚
手

の
も
の
を
用
い
、
天
井
か
ら
床
ま
で

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
メ
モ

111111111111111111111111111111111111111111111 

た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
敷
い
た
り
、
窓
や
壁
な
ど
に
目
張

リ
を
す
る
と
よ
い
‘
で
し
ょ
う
。

〔
暖
房
器
具
の
使
い
方
に
工
夫
を
〕

部
屋
の
用
途
や
大
き
さ
、
使
う
人

に
合
わ
せ
て
暖
房
器
具
を
選
ぶ
の
か

コ
ッ
。
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
は
時
々
手

入
れ
を
す
る
と
‘
効
率
よ
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
こ
と
か
で
き
ま
す
。

〔
電
気
こ
た
つ
は
上
手
に
使
お
う
〕 111111111111111111111111111111111111111111111 

も
う
＿
歩
進
め
ま
せ
ん
か

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

西
小
学
校
P
T
A

で
は
一
月
三
十

こ
た
つ
敷
き
を
用
い
る
と
と
も
に
、

こ
た
つ
掛
け
は
厚
手
の
も
の
を
使
い
、

適
当
な
温
度
調
節
を
心
掛
け
ま
し
ょ

。

、
つ

〔
入
浴
は
家
族
が
次
々
に
…
〕
冬
は

風
呂
が
冷
め
や
す
い
の
で
、
沸
い
た

ら
家
族
か
次
々
と
入
浴
す
る
の
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
う
コ
ツ
で

す
。〔

湯
沸
器
の
使
い
方
に
工
夫
を
〕

湯
沸
器
を
使
わ
な
い
時
は
口
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
湯
は
流
し

っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
で
、
必
要
な
分

だ
け
容
器
に
取
っ
て
使
う
と
無
駄
か

省
け
ま
す
。

〔
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛
を
〕

一
人
を
同
じ
距
離
運
ぶ
の
に
、
マ

イ
カ
ー
は
電
車
の
七
倍
、
バ
ス
の
五

倍
も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
必
要
で
す
。

公
共
の
交
通
機
関
か
使
え
る
場
合
の

遠
出
は
、
な
る
べ
く
マ
イ
カ
ー
利
用

を
控
え
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
節
約
運
転
を
心
掛
け
ま
し

よ
、
つ
。

日
裏
校
庭
の
隅
に
古
電
柱
や
古
タ
イ

ヤ
を
利
用
し
た
遊

具
を
作
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
頃

の
児
童
は
体
格
は

』
向
上
し
た
か
体
力

、
ヽ
、
か
な
く
な
っ
た
と

ｷ
f
 

い
わ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
を
解
消

す
る
に
は
楽
し
く

一
遊
べ
る
活
動
の
場

を
作
っ
て
や
る
の

が
一
番
と
い
う
こ

と
で
「
タ
イ
ヤ
馬

飛
び
」
「
凸
凹
渡

り
」
「
平
均
台
」

な
ど
あ
る
ミ
ニ
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
を
児

童
達
に
。
フ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

西
小
P
T
A

が
児
童
達
に

遊
具
を
。
フ
レ
ゼ
ン
ト

桐
生
女
子
高
校
に
は
通
信
制
の
課

程
か
あ
り
、
男
女
共
学
の
普
通
科
で

年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。

通
信
制
は
月
に
二
回
ほ
ど
（
日
曜
日
）

登
校
す
れ
ば
よ
い
の
で
慟
き
な
か
ら

学
ぽ
う
と
す
る
人
や
、
家
庭
の
主
婦

な
ど
に
は
最
も
適
し
た
方
法
で
あ
る

う
え
学
費
も
わ
ず
か
し
か
要
リ
ま
せ

ん
。
顆
書
受
付
は
三
月
十
四
日
か
ら

四
月
九
日
ま
で
で
す
。

希
望
す
る
人
は
桐
生
女
子
高
等
学

校
（
C
o
二
七
七
（
三
二
）
ニ
―
八

二
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

通
信
制
で

高
校
卒
業
資
格
を

明和スタンプ会歳末大売出し当選番号（各組共通）
本 数 金 額 当選番号

I 等 100本 5,000 円 711 

等 200本
237 

2 1,000 円
981 

等 200本 500 円
278 

3 
790 

4 等 2,000本 100 円 1 

5 等 10円 残り番号

今
年
の
冬
は
暖
冬
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
か
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
三

H

間
続
い
た
春
の
よ
う
な
ポ
カ
ポ
カ
陽

気
に
は
暖
冬
だ
と
い
わ
れ
て
い
て
も

ビ
ッ
ク
リ
。

三
月
六
日
の
啓
蟄
に
は
ま
だ
早
い

と
い
う
の
に
、
こ
の
三
日
間
、
各
地

の
陽
だ
ま
り
に
テ
ン
ト
ウ
虫
や
チ
ョ

・
ウ
チ
ョ
か
一
足
早
い
春
を
楽
し
む
か

の
よ
う
に
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
様
子
を
見
て
い
た
人
達
は
、

「
一
月
に
チ
ョ
ウ
か
見
ら
れ
る
な
ん

て
本
当
に
暖
冬
な
ん
だ
ネ
ー
」
と
首

を
ひ
ね
っ
て
い
ま
し
た
。

もう春ですか
チョウさん
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こ
「スライスパンの

ロール揚げ」

明
和
村
子
ど
も
会
上
毛
カ
ル
タ
大
三
位
斉
藤
隆
徳
（
中
谷
）

会
か
一
月
九
日
、
各
地
区
の
代
表
百
▼
女
子
個
人
戦

九
十
三
人
か
中
央
公
民
館
に
集
ま
り
優
勝
奈
良
原
由
香
（
千
津
井
）

行
わ
れ
ま
し
た
。
準
優
勝
篠
木
亜
古
（
大
佐
闘
）

こ
の
大
会
は
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
三
位
奈
良
圭
子
（
田
鳥
）

い
て
き
た
子
ど
も
達
た
け
あ
っ
て
‘
▼
男
子
団
体
戦

読
み
札
か
読
ま
れ
る
と
同
時
に
‘
間
優
勝
久
島
チ
ー
ム

髪
を
入
れ
す
に
絵
札
に
手
か
伸
び
て
準
優
勝
上
江
黒
チ
ー
ム

い
ま
し
た
。
三
位
田
島
チ
ー
ム

な
お
、
今
回
か
ら
中
学
生
の
部
も
▼
女
子
団
体
戦

加
わ
リ
会
場
は
一
日
中
熱
気
に
包
ま
優
勝
田
島
チ
ー
ム

れ
て
い
ま
し
た
。
準
優
勝
新
里
チ
ー
ム

▼
三
位
ま
て
の
成
績
は
次
の
と
お
り
三
位
久
島
チ
ー
ム

で
す
。

0
中
学
生
の
部

0
小
学
生
の
部
▼
男
子
個
人
戦

▼
男
子
個
人
戦
優
勝
大
谷

優
勝
櫛
部
準
優
勝
吉
永

準
優
勝
大
津
三
位
柿
沼圭

造
（
新

誠
（
，
大
島里

恒
夫
（
新
里
）

正
行
（
田
島
）

智
樹
（
大
輪
下
）

新里の瀬下一江さんにスライスパンのロー）レ

場げを紹介していただきました。

●材料 4 人分

サンドイッチ用スライスパン 8 枚・スライス

チーズ 2 枚、挽肉 I00 g•卵 3 個・ケチャップ 100

g.サラダ油適量・人参小 1 本・ピーマン 2 1固・

玉ねぎ％個シイタケ 2 枚・パン粉50 g 

●作り方

①パンに、濡れふきんをかぶせ軽くおし、しめ

りけをもたせ、ふきんを取りすり棒で伸ばし

ておく。

②人参、ピーマン、玉ねぎ、シイタケをせん切

りにする。

③中華ナベに油を熱し挽肉をいため器にとる。

④油を少々加え、せん切りした野菜をいため、

先にとりだした挽肉を戻して、いためながら

ケチャップで味をつける。

⑤スライスチーズは縦に四つ切りにし、パンの

中央にのせ、更にいためた具をのせて、パン

で包む。その際具が出ないように両端を揚枝

でとめる。

⑥とき卵、パン粉をつけてサラダ油で揚げる。

●ポイント

パンを割らせないようにふきんでほどよくし

めらせ、伸ばす。

とき卵、パン粉をつける時、両端をよくおさ

える。

「栄養に富んでいるといわれながらも、意外

と取り入れられていない乳製品を使ってみまし

た。

栄養があるのでご飯のおかずよりも、受験生

や、お子様のおやつに大変よいと思います。

中の具に味が十分染み込んでいるのでソース

をかけなくてもそのままでもいただけます。」と

瀬下さん。

この料理は、ケチャップの中に含まれている

塩気だけで十分いただけるので減塩が叫ばれて

いる今日では、とてもよいと思います。

対
戦
し
た
相
手
か
、
み
ん
な
す
ご

く
強
そ
う
た
っ
た
し
、
練
習
も
し
な

か
っ
た
の
で
、
優
勝
し
た
な
ん
て
ち

優
勝
と
わ
か
っ
た
時
は
う
れ
し
く

て
た
ま
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
の
日

は
不
安
て
眠
れ
な
か
っ
た
。
一
回
戦

か
ら
み
ん
な
強
そ
う
な
の
て
両
手
に

個
人
戦
優
勝

櫛
部

圭
造

▼
女
子
個
人
戦

優
勝
島
田
幸
子
（
大
佐
貰
）

準
優
勝
奈
良
原
紀
恵
（
千
津
井
）

三
位
黒
沢
美
幸
（
梅
原
）

▼
男
子
団
体
戦

優
勝
江
ロ
チ
ー
ム

準
優
勝
千
津
井
チ
ー
ム

三
位
田
島
チ
ー
ム

▼
女
子
団
体
戦

優
勝
新
里
チ
ー
ム

準
優
勝
大
輪
下
チ
ー
ム

三
位
大
佐
貰
チ
ー
ム

な
お
、
優
勝
し
た
方
、
チ
ー
ム
は

二
月
六
日
千
代
田
町
て
開
催
さ
れ
る

郡
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

小
学
生
個
人
戦
優
勝

奈
良
原
由
香

っ
て
も
う
れ
し
い
一
。

今
度
は
一
生
懸
命
練
習
し
て
‘
郡

大
会
で
も
か
ん
ば
り
た
い
。

中
学
生
個
人
戦
優
勝
者

大
谷
恒
夫

よ
っ
と
信
じ
ら
れ
な
い
。

て
も
優
勝
で
き
た
の
で
、
今
は
と

あ
せ
か
に
し
み
出
て
く
る
の
か
わ
か

つ
こ
。t
 

決
勝
戦
に
進
む
と
‘
こ
こ
ま
て
進

め
た
だ
け
て
も
い
い
ん
だ
と
あ
せ
る

気
持
ち
を
落
ち
つ
か
せ
望
ん
た
の
か

よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
学
に
進
ん
で
か
ら
も
か
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
の
時
は
カ
ル
タ
大
会
か
あ

る
と
‘
は
り
き
っ
て
や
っ
た
の
で
す

か
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
な
ん

と
な
く
あ
ま
り
気
か
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。け

れ
ど
優
勝
で
き
て
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
て
も
一
番
思
い
出
に

残
る
事
は
六
年
の
時
に
郡
大
会
で
優

勝
し
た
時
で
す
。

郡
大
会
で
は
か
ん
は
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
学
生
個
人
戦
優
勝
者

島
田
幸
子

ま
さ
か
正
直
い
っ
て
優
勝
す
る
と

は
全
然
思
わ
な
か
っ
た
。

私
は
人
と
人
と
の
交
流
を
目
的
と

し
て
正
々
堂
々
と
試
合
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
優
勝
し
よ
う
と

い
う
意
欲
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。こ

う
し
て
優
勝
し
て
み
る
と
郡
大

会
の
出
場
切
符
を
も
ら
っ
た
だ
け
で

も
夢
の
よ
う
で
あ
り
、
私
の
―
つ
の

喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
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日
先
だ
け
で
は
逆
効
果

（
川
俣
郵
便
局

年
賀
状
で

住
所
録
の
整
理
を

ー
犬
害
防
止
にご協

力
を
ー

長
年
、
無
事
故
・
無
違
反
で
安
全

運
転
を
し
て
い
る
優
良
運
転
者
は
、

次
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
優
良
運
転

者
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
こ
と
か
で

き
ま
す
。
．

受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
銀
章
（
県
表
彰
）

曰
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
す
る
方
で
、
昭
和
四
十
七
年

十
二
月
三
十
一
日
以
降
、
無
事
故
・

無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

口
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
過

去
銅
章
（
地
区
表
彩
）
を
受
け
て

「
叱
る
よ
り
‘
は
め
よ
」
と
よ

く
い
い
ま
す
か
‘
確
か
に
そ
の
通

リ
で
、
ほ
め
ら
れ
る
と
子
供
は
う

れ
し
い
も
の
で
す
。
こ
こ
に
‘
し

つ
け
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
か
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
は
め
上
手
な
母
親
に

な
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
よ
う
で
す
。
母
と
子
の
コ
ミ

い
る
者
。

口
過
去
に
こ
の
表
彰
（
県
表
彰
）

を
受
け
て
い
な
い
者
。

園
実
質
的
に
運
転
十
年
以
上
従
事

し
て
い
る
者
。

〇
銅
章
（
地
区
表
彰
）

H
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許

を
有
す
る
方
で
、
昭
和
五
十
二
年

十
二
月
三
十
一
日
以
降
、
無
事
故
・

無
違
反
で
あ
る
者
。

口
原
付
・
小
特
運
転
免
許
を
有
す

る
方
で
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
三

十
一
日
以
降
、
無
事
故
・
無
違
反

で
あ
る
者
。

（
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
こ

の
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
者
。

雪l] し、 ま しを、： : 
たとずうほケ
＇）を大のめ 1
しし事で方シ
たたなしとヨ
とりこょはン
き‘とっ ‘を
はなはかど考
‘に ‘゜んえ
そか子 なる
のを供 ほ上
時成か めで
そしよ 方上

の
場
で
は
め
て
や
る
こ
と
で
す
。
時

間
か
た
っ
て
か
ら
で
は
‘
せ
っ
か
く

の
ほ
め
言
葉
も
効
果
は
半
減
し
ま
す
。

子
供
は
、
自
分
の
行
動
な
リ
言
動

の
正
し
さ
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
喜

び
を
感
し
、
さ
ら
に
や
る
気
を
出
す

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
い
っ
て
、
は
め
す
ぎ
る
の
も
惑

心
し
ま
せ
ん
。
「
え
ら
い
わ
ね
、
さ

す
か
マ
マ
の
子
ね
」
な
ど
と
、
口
ぐ

せ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
お
母
さ
ん

か
い
ま
す
か
、
子
供
に
し
て
み
れ
ば

”
耳
だ
こ
“
に
な
っ
た
ほ
め
言
葉
か

ら
は
何
の
感
動
も
受
け
な
い
で
し
ょ

う
。
安
っ
ぽ
い
は
め
方
は
、
つ
つ
し

み
た
い
も
の
で
す
。

同
し
ほ
め
る
の
な
ら
、
誠
実
な

態
度
で
心
の
底
か
ら
は
め
て
や
っ

て
く
た
さ
い
。
ど
の
程
度
は
め
て

く
れ
て
い
る
の
か
子
供
は

敏
感
に
親
の
気
持
ち
を
感
じ
と
っ

て
い
ま
す
。

子
供
は
、
い
つ
も
親
か
ら
愛
さ

れ
た
い
、
認
め
ら
れ
た
い
と
、
無

惹
識
の
う
ち
に
も
そ
う
願
っ
て
い

ま
す
。
子
供
な
ら
だ
れ
し
も
‘
よ

い
子
に
な
リ
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。

親
と
子
の
心
が
通
い
合
う
ほ
め

方
は
め
言
葉
は
親
と
子
の
大

切
な
＂
会
話
I
Iの
―
つ
で
す
。

郵
便
配
達
員
か
配
達
途
中
で
大
に

か
ま
れ
た
リ
、
と
び
つ
か
れ
た
り
し

て
ケ
ガ
を
す
る
ケ
ー
ス
か
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
必
す
つ
な
い
で
置
い

て
く
だ
さ
い
。

お
正
月
に
受
け
取
っ
た
年
賀
状
で

住
所
録
の
整
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
、
郵
便
番
号
の
確
認
も
お
忘

れ
な
く
。

春
の
優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
を

長
年
無
事
故
・
無
違
反
の
方
へ●お年玉当選番号

等級 お年玉の品名 組 番 号

A 組 381855 

994628 

1 等 カラーテレビ
A B 

組共通
325212 

398915 

A 組
下 5 けた

2 等
折りだだみ式 86185 

自転車 AｷB 下 5 けた
組共通 86466 

3等 手紙セット｀
AｷB I IJ ̀. l3 e I 1 ナド I3 こ
組共通 651 007 

4等 シあ年ー玉切手ト A 8 3< ドt2l2 e I I 19<t I'4l2 e I I 16< It '7 l2 e 
組共通

お
年
玉
年
賀
は
が
き
当
選
番
号

祝日 土 平
曜 曜

日日 日 日

取 悶儡 口雷I) 

扱 分 9 で 9
し、 ま時 時
ま で‘\ \ 

せ ] 乞f及ん

゜
5 

確
認
し
て
く
だ
さ
い
I
I
.

口
実
質
的
に
自
動
車
ま
た
は
原
付

の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
者
。

〇
締
切
日

●
地
区
表
彰
、
県
表
彰
と
も
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
。

〇
申
請
場
所

●
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー

（
C
⑰
ー
墨
―
―
-
=
)

●
明
和
村
安
全
協
会
支
部
長

〇
丸
山
紋
一

(
6⑰
ー
一
足
―
-
)

0

吉
永
雄
司

(
6闘
ー
―
―
―
天
）

0

奈
良
原
昭
三
郎
（C
闘
ー
―
―
―
七
二
）

な
お
、
詳
し
く
は
館
林
交
通
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
の
年
賀
は

か
き
は
当
た
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
当

た
っ
て
い
る
の
に

ま
だ
確
認
し
て
い

な
い
と
な
れ
ば
‘

も
っ
た
い
な
い
で

す
。
確
認
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

お
年
王
賞
品
の

引
き
換
え
は
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

お
早
目
に
最
寄
り
の
郵
便
局
で
引
き

換
え
ま
し
ょ
う
。

川
俣
郵
便
局
の
郵
便
・
電
報
・
電

話
の
窓
口
取
扱
時
間
か
二
月
十
四
日

か
ら
次
の
よ
う
に
な
リ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
川
俣
郵
便
局

(
6闘

|
-
―
―
―
―
-
=
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
の

窓
日
時
間
の
変
更

＿
厚
生
年
金
の
話
＿
疇
一

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

死
亡
し
た
ら

〔
問
〕
先
月
、
名
齢
年
金
を
受
け
て

い
た
夫
か
死
亡
し
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
手
続
き
か
必
要
で
し
ょ
う
か
。

〔
谷
〕
社
会
保
険
事
務
所
へ
も
忘
れ

す
に
「
死
亡
届
」
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
添
え
る
書
煩
は
次
の
一
―
つ
だ
け

で
す
。

0

年
金
証
書
（
添
え
ら
れ
な
い
と
き

は
そ
の
理
由
書
）

〇
化
亡
し
た
こ
と
か
わ
か
る
戸
籍
謄

本”
未
払
分
の
年
金
は
＂

亡
く
な
っ
た
人
と
一
緒
に
く
ら
し

て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
‘
係
‘

悧
父
母
あ
る
い
は
兄
弟
姉
妹
か
い
れ

は
‘
こ
の
順
序
て
「
未
支
給
保
険
給

付
」
の
請
求
を
す
る
こ
と
か
て
き
ま

す
。
一
緒
に
生
活
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
‘
請
求
書
に
民
生
委
員
‘
区

長
と
い
っ
た
方
に
証
明
し
て
い
た
た

け
は
結
構
て
す
。

な
お
‘
配
偶
者
（
妻
ま
た
は
夫
）

以
外
の
方
か
請
求
す
る
場
合
に
は
‘

請
求
者
の
戸
籍
抄
本
も
添
え
て
く
た

さ
い
一”

追
放
年
金
の
請
求
も

忘
れ
す
に
”

あ
な
た
の
よ
う
に
と
齢
年
金
を
受

け
て
い
た
夫
に
先
立
れ
た
場
介
‘
あ

る
い
は
ま
た
、
一
・
ニ
級
の
障
害
年

金
を
受
け
て
い
た
人
か
死
亡
し
た
場

合
に
は
、
配
偶
者
や
子
‘
係
‘
阻
父

母
は
迅
族
年
金
も
請
求
で
き
る
こ
と
‘

か
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
に

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。
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四
月
に
は
県
議
会
議
員
選
挙
を

は
じ
め
‘
六
月
か
七
月
に
は
参
議

院
議
員
選
挙
‘
八
月
八
日
任
期
満

了
に
よ
る
村
議
会
議
員
の
選
挙
な

ど
か
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
切
な
選
挙
か

今
年
は
三
つ
も
続
き
ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
社
会
を
守
リ
育

て
て
い
く
た
め
に
は
、
選
挙
か
き

れ
い
に
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
私
た

ち
も
選
挙
に
参
加
し
、
自
ら
の
意

志
を
示
す
こ
と
か
最
も
大
切
て
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
｀
す

べ
て
の
人
か
投
票
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
金
の
か
か
ら
な
い
き
れ

い
な
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
の
運

動
を
強
力
に
展
開
し
ま
す
の
で
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

c

な
お
、
四
月
に
実
施
さ
れ
る
県

議
会
議
員
選
挙
は
‘
三
月
二
十
九

日
か
告
示
日
‘
四
月
十
日
投
梨
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

リトマス試験

「変色する人はもうごめんり」

\ 
塁
[

国
・
県
・
村
議
の

選
挙
を
前
に
し
て

部屋の明るさは十分ですか。

下の表をごらんください。各部屋の広さに必要な明る

さを得るための、おおよその目安です。快適な毎日を過

ごすために、そのワソト数や灯数を知っておきましょう。

編み物や裁縫など、細かい仕事をするときは、全般照

明のはかにスタンドなど局部照明を併用して、手もとの

明るさを補うと良いでしょう。

●部屋の広さとワット数のああよその目安

: 
蛍 光 灯 電 球

シャンデリア つり下げ形 しか付形 シャンデリア つり下げ舟

羹 心 っ虔 ふ
4 5畳 30W X 2 20W X 3 IOOW XI 

6 30W X 3 32W +30W 20W X 4 60W X 3 40W X 3 

, 30W X 4 40W +30W 20W X 5 60W X 4 
60W X 3 

10 30W X 5 40W +32W +30W 20W X 6 60W X 5 

形

老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
年
金

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

こ
の
現
況
届
は
、
年
金
を
引
き
続

い
て
支
払
っ
て
い
い
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
に
提
出
し
て
も
ら
う
も

の
で
、
も
し
‘
．
提
出
さ
れ
な
い
と
‘

年
金
の
支
払
い
か
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
ま

す
の
で
、
誕
生
月
に
は
忘
れ
す
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
誕
生
月
の
初

め
に
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
本
人
あ

て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
の
裁
定
を
受
け
て

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
は
、

現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
か
あ
り
ま

せ
ん
の
で
用
紙
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
役
場
国
民
年
金
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
東
京
都
の
黒
沢
雅
由
さ
ん
は
西
小

学
校
へ
図
書
館
用
木
製
書
架
（
＋
万

円
相
当
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
川
俣
の
竹
越
千
代
子
さ
ん
は
恵
ま

れ
な
い
人
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
五

千
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
田
島
の
高
橋
豊
さ
ん
は
亡
夫
供
養

の
た
め
に
と
一
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し

誕
生
月
に
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

木寸 の 、
つ

き

2 月
2 日

4 日

7 日

10 日

13 日

15 日

II 

17 日

22 日

II 

23 日

25 日

28 日

3 月
2 日

6 日

第 2 回老人クラブ芸能

大会（公民館）

第 18 回少年立春式（公

民館）

北方領土の日強調キャ

ラバン隊来庁（役場）

乳幼児検診（公民館）

館林・邑楽郡郷土芸能

発表会（公民館）

人権・行政・心配ごと

相談（役場）

1 歳 6 ヵ月児検診（公

民館）

妊婦検診（公民館）

献血（公民館）

年金相談（公民館）
県移動図書館来館（公

民館）
身体障害者個別相談会

（公民館）
身体障害者巡回診査

（公民館）

母親学級（公民館）

防火ノぐレード（村内一

巡）
8 日 母親学級（公民館）

10 日 乳幼児検診（公民館）

｝汀）公民館まつり（公民館）
21 日 剣道大会（武道館）

く
き
や
か
に
連
山
映
す
夕
茜
白
菜
ま

る
＜
足
袋
の
冷
た
＜

文

芸

欄

こ
。
f
 

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
五
千
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

野
本
み
ね
子

夕
映
え
に
か
ま
の
穂
並
び
休
耕
田
童

か
げ

は
走
る
姿
を
移
し
て

福
田
初
江

住
み
な
れ
し
実
家
に
続
け
る
こ
の
道

も
家
建
ち
並
び
住
む
人
知
ら
ず

山
岸
澄
枝

奥
会
津
の
峰
々
に
咲
く
霧
氷
の
華
白

銀
の
輝
き
青
空
に
溶
＜

原
口
美
津
子

野
も
枯
れ
て
雁
渡
る
北
の
空
白
き
大

根
軒
の
端
に
見
ゆ

原
口
文
江

、
と
こ

お
と
な
に
も
勝
る
気
配
り
愛
し
孫
真

直
に
育
て
と
吾
祈
る
の
み

菅
井
清
子

日
の
光
ゆ
た
け
き
庭
に
鉢
植
の
白
き

茶
山
花
花
寒
む
か
ら
ず

新
井
道
子こ

出
勤
の
時
刻
気
に
し
つ
朝
市
へ
娘
の

尾
山
寿
恵

目
ざ
め
に
と
菜
園
歩
む
隠
元
柔
は
芽

は
し
る
＜
出
揃
ひ
に
け
り

小
平
和
子

金
槌
の
音
響
き
入
る
寒
月
夜
夫
の
傍

ら
に
リ
ポ
ビ
タ
ン
置
く

伊
藤
琴
子

燃
ゆ
る
が
に
道
野
辺
色
ど
る
彼
岸
花

人
目
を
ひ
き
つ
旅
に
出
迎
ふ橋

本
和
江

ゆ
き
ず
り
に
面
の
重
な
る
売
店
に
風

鈴
鳴
り
合
ふ
磯
打
つ
風
に

機
村
君
江

あ
か
ぎ
れ
の
ヒ
リ
ヒ
リ
痛
む
星
月
夜

皿
に
う
つ
リ
き
う
す
ら
あ
か
り
か

奈
良
照
子

さ
り
げ
な
く
評
価
を
受
け
る
新
品
種

三
十
年
経
し
と
云
ふ
に
驚
く奈良

と
よ

時
雨
降
る
つ
る
べ
落
し
に
夕
づ
け
ば

一
ひ
ら
の
落
葉
静
か
に
う
づ
く

泉
田
政
子

ぉ
ゎ
t
二
い

一
｀
だ
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

篠
原
宜
志
幹
男
三
男
下
江
黒

1
2月
2
3日

運
転
に
雨
路
急
ぎ
つ

松
本
寿
人
初
雄
長
男
上
江
黒

1
2月
3
0日

山
岸
盟
昇
長
男
南
大
島

1

月
2

日

柿
沼
祐
美
公
悛
長
女
下
江
黒

1

月
3

日

石
村
千
恵
正
長
女
大
佐
貰

1

月
5

日

田
口
友
香
栄
二
二
女
田
島

1

月
5

日

今
成
直
人
降
長
男
江
口

1

月
7

日

橋
本
直
昭
猛
長
男
川
俣

1

月
9

日

吉
永
平
英
夫
長
男
梅
原

1

月

1
1日

坂
登
慎
司
浩
司
長
男
中
谷

1

月

1
1日

黒
澤
紘
美
信
幸
二
女
梅
原

1

月

1
4日

荒
木
誠
住
夫
二
男
大
輪

1
月

1
8日

根
岸
妃
呂
美
一
磨
佐
三
女
矢
烏

1

月

2
0日

I

死
亡
ー
（
敬
称
略
）

世
帯
主

氏
名
年
令
地
区
死
亡
月
日

（
）
は
新

高
橋
新
次
郎
7
9
翌
田
島

1

月
1

日

富
塚
明

2
4
水
治
矢
島

1

月
2

日

塚
田
伊
三
郎

7
2
（
エ
イ
）
上
江
黒
1

月
7

日

今
成
カ
ネ
6
9
幸
一
江
口

1

月
8

日

松
本
岩
吉
6
8
（
繁
）
大
輪

1

月

1
1日

小
森
知
治
8
1
（
屯
男
）
大
佐
聞

1

月

1
2日

早
川
藤
重
5
7
（
文
之
）
大
綸

1

月

1
2日

関
口
う
め

8
8
利
雄
上
江
黒

1

月

1
7日

篠
原
弥
市

7
8
（
嘉
一
）
下
江
黒
1

月
2
1日

吉
永
秀
次
郎

7
5
欣
司
梅
原
i
月
2
4

日

松
本
い
ち

8
8
義
一
大
輪

1

月
2
4日

ー
訂
正
ー
＇

先
月
号
の
出
生
で
青
野
学
く
ん
ガ

長
男
と
あ
り
ま
し
た
が
次
男
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
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1 月の

救急車出動回数
●交通事故 5 件
●急病 12件

●その他 3 件

●計 20 件

日 □言：
2 月 20 日 1 佐々木医院後藤康生医院岩崎歯科医院多々良診療所合(72)3060 海宝＿．．一

合0276(62)2623 合(72) 3 9 7 5 合 (72)0489 大塚医院合(72)0176 合 (72) 3 I 5 5 I fi(84) 3 I 3 7| 可・賠

真中医院小倉医院宇治川歯科医院後藤（愛）医院合(72)0134 津久井医院館林地区が
2 月 27 日 1 合 (72) 1 6 3 0 合(72) 0 6 0 6 合 (72) 1 4 9 3 ゅたか医院合(73)7308 合(72) 3 3 1 6 担当します

3 月 6 日横田医院大神医院大川歯科医院上野医院云(72)3330 岡田整形医院
合 (72) 0 2 5 5 合0276(62)2200 合 (88) 0 6 5 0 森下医院合(73) 7776 合(72) 3 I 6 3 

番
3 月 13日浜野医院原 医 院大川デンタ）りリニック清河堂医院云(72)3070 宇沢医院

合(88) 5 6 7 8 I ff (72) I 9 3 6 合 (88) 6 0 6 6 安楽岡医院ff(72)0572 合 (74) 8 7 6 I 合(86) 2 2 6 I 

白沢医院川田医院大島歯科医院大島診療所fl(77)1503 館林医院館林地区が
3 月 20 日 I 合 (72) 1 6 0 0 合 (72)0 7 5 4 合 (72)4 7 2 0 大石医院合(74)2362 合 (74)2 l | 2 担当します

曜

当

医

館林邑楽地区

産婦人科 I 耳鼻科 I 歯 科 内
雙ー林地区

科 I 外
•• 

ま耳祝
で鼻日

庚院 I 竹越医院 I で科は

科

明和
千代田

地区

館林地区が
担当します

小西医院

林
厚
生
病
院
が
担
当
し
ま
す
。

歯
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
一
時

゜

一身体障害者一

1固別相談会及び
巡回診査の実施

現
在
、
身
体
障

害
者
手
帖
を
持
っ

て
い
る
人
の
中
で
、

近
頃
障
害
の
程
度

か
重
く
な
っ
た
方
、

補
装
具
の
交
付
、

修
理
な
ど
か
必
要

と
な
っ
た
方
、
ま

た
、
手
帳
の
交
付

を
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
方
か
お

り
ま
し
た
ら
次
の

日
時
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
会

▼
日
時
二
月

二
十
五
日
午
後
一
時
三
十
分

ー
三
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

日
本
野
鳥
の
会
群
馬
県
支
部
て
は

次
の
日
時
に
お
い
て
探
烏
会
を
実
施

し
ま
す
。
野
島
に
興
味
の
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所
多
々
良
沼
周
辺

探
鳥
会
の
実
施

▼
会
場

▼
期
日

▼
時
間

二
月
二
十
二
日

午
前
十
時
三
十
分
よ
リ
午

後
三
時
ま
で

中
央
公
民
館

献
血
の
お
願
い

◆
巡
回
診
森

▼
日
時
二
月
二
十
八
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
て

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
持
物

▼
日
時

▼
集
合

申
し
込
み
は
中
央
公
民
館
。

（
C
八
四
I

四
四
九
一
）

囲
碁
・
将
棋
の

会
員
募
集
中
”
~

つ。

「どちらの山ガきれい力な乞

二
月
二
十
二
日

午
後
一
時
1

三
時
ま
で

中
央
公
民
館

年
金
相
談
の
実
施

▼
そ
の
他
午
後
か
ら
は
野
鳥
の
ス

ラ
イ
ド
、
十
六
％
映
画

を
行
い
ま
す
。

杜
会
教
育
活
動
と
し
て
の
各
種
の

学
級
、
講
座
等
一
年
間
の
成
果
を
村

民
に
公
開
し
、
社
会
教
育
及
び
公
民

館
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て

次
の
と
お
リ
公
民

館
ま
つ
り
か
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
期
日
三
月
十

二
日
・
十
三
日

▼
展
示
発
表
陶

芸
‘
手
芸
、
ア
ー

ト
フ
ラ
ワ
ー
、

書
道
‘
切
リ
絵
、

生
花
、
ク
ラ
フ

ト
等

▼
舞
台
発
表
十

三
日
午
前
ー
民

公民館まつりが
行われます

十
ニ
・
十
三
日

カ
レ
ー
、
お
で
ん

謡
民
舞
、
午
後
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会

▼
子
ど
も
映
画
会
十
三
日
午
前

十
時
よ
り

▼
即
売
会

そ
ば
‘

--------------------------------------------------------

霞 ／一胃
' ' 

，ス，

: : 

｀る
C • ’’ --------------------------------------------------------

県
立
館
林
高
校
て
は
、
五
十
八
年

度
の
定
時
制
生
徒
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

男
女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。
働
き
な
か
ら
夜
間
学
ぱ

う
と
す
る
意
欲
的
な
か
た
に
最
も
適

し
て
い
ま
す
。

学
費
な
ど
も
わ
す
か
し
か
か
か
り

ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間
三
月
十
五
日
か
ら
三

月
十
九
日
ま
で三

月
十
三
日

多
々
良
沼
北
側
舟
付
場
午

前
九
時
集
合

昼
食
・
箪
記
用
具
・
双
眼

屯
兄

ん
ぷ
ン

館
林
高
校
の
定
時
制

生
徒
の
募
集

焼
き

▼
人
形
劇
十
二
日
午
後
一
時

▼
活
動
詔
介
十
三
日
午
後
一
時

婦
人
学
級
、
村
体
育
祭
等
を

V
T

R

で
紹
介

▼
入
試
三
月
二
十
五
日
（
国
語
・

数
学
・
面
接
）

▼
発
表
三
月
二
十
八
日

入
学
希
望
の
か
た
は
出
身
中
学
校

か
、
館
林
高
校
(
C
七
ニ
ー
四
三
〇

七
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

剣
道
大
会
か
三
月
二
十
一
日
、
村

の
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

試
合
は
小
・
中
学
生
、
一
般
の
三

部
門
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

剣
道
の
心
得
の
あ
る
人
は
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

三
月
十
一
日
ま
て
に
中
央
公
民
館
事

務
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

、
'
あ
し
一
9
．
せ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
·
あ
し
ら
せ
ー
＼

国
民
年
金
‘
厚
生
年
金
に
つ
い
て

日
煩
、
疑
問
と
思
っ
て
い
る
事
か
あ

り
ま
し
た
ら
‘
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
日

▼
時
間

▼
会
鍋
場

剣
道
大
会
の

参
加
者
募
集

今
月
の
納
め
は
国
民
年
愈
第

六
期
及
び
水
道
使
用
料
て
す
。

集
合
納
入
日

二
十
三
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
転
作
促
進
（
施
）

二
十
四
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
集
落
（
セ
）

二
十
五
日
中
央
公
民
館
和
至

今

月
の
納
め

各
種
検
診
を
旬
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
す
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
て
す
。

各
種
検
査
日

2

月

1
7日
午
前

1
0

時
1

午
後
3

時
ま
て

館
林
市
民
相
談
室

（
旧
市
役
所
一
階
）

相
談
は
無
料
で
‘
専
門
の
相

談
員
か
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
尊
を
行
い
ま
す
。

▼
会
場

▼
日
時

交

通
事
故
相
談

• • 月
会 日

例場 時
91丁-

<
時 2 政
＼月

^ 三午後 1日5 人
権

議会室 時ま3 午前 ‘相`—•/ 

で 10
＝元火火
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モん童 くだんさに村の に児の 園
ッか幅現言ろてな保ででそ成もが当か昭
卜安祉在わう ‘村育は‘の長今い時ス和
I 心にもれヒおに園要入後゜でや‘夕四
にしは当たとか保を望園‘ はでお I+
行て力時も村あ育建にを充 も‘力~ト八
つ預をとのをさ園設応希実 う泣あし年
てけ入変で来んかしえ望し りきさて四
おられわす訪方三‘てすた つじんち月
りれ‘り゜すはつ→西る保 ぱやかざに
まるおな る夢もこ部者育 なくら 1 中
す保かく 人のあんとかを 中つ離ど央
゜育あ‘ によるな東多行 学たれ＋保

--- -- をさ児 ような小部〈う 生園る年育
—電話番号／明和村役場(84)3111—中央公民館(84)4491一社会体育館(84)4626-

中
央
保
育
園
が

満
十
歳
に
”
~



昭和58年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第258号 (2) 

111111111111111111111111111111111111111111111 

こ
ど
も
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う
／
．

通
学
路
を
実
際
に

歩
い
て
み
よ
う

新
学
期
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
新
入
学
児
童
を
お
持
ち
の
ご
家

庭
で
は
、
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
入
学
の
準
備
に

な
に
か
と
お
忙
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
子
さ
ん
の
入
学
に
あ
た
っ
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
の
一

つ
に
交
通
ル
ー
ル
の
し
つ
け
が
あ
り
ま
す
。

入
学
を
前
に
、
新
入
学
児
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
は
、
お
子

さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

通
学
時
間
に
合
わ
せ
、
お
母
さ
ん

が
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
通
学
路

を
何
回
か
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

の
う
え
で
、
信
号
の
見
方
や
正
し
い

横
断
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
教
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
同
じ
道
で
も
、
曜
日
や
時

間
に
よ
っ
て
車
の
量
や
人
通
り
な
ど

交
通
状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
‘
あ
わ

せ
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1111111111111111111111111111111111111111 

学
校
が
終
わ
っ
た
ら
、
寄
り
道
を

し
な
い
で
、
ま
っ
す
ぐ
帰
宅
さ
せ
る

よ
う
に
し
、
帰
宅
時
間
を
約
束
さ
せ
、

し
っ
か
り
守
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
‘
遊
び
に
行
っ
て
も
遅
く
と

も
村
か
ら
放
送
す
る
”
愛
の
鐘

I
Iま

で
に
は
帰
る
よ
う
に
教
え
て
く
だ
さ

、
。
し

帰
宅
時
間
を

約
束
さ
せ
よ
う

就
寝
前
に
翌
日
の
持
ち
物
を
準
備

さ
せ
、
当
日
忘
れ
も
の
な
ど
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
時
間
的

に
も
十
分
余
裕
を
も
っ
て
送
り
出
す

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

途
中
で
忘
れ
も
の
に
気
が
つ
い
て

あ
わ
て
て
取
り
に
戻
っ
た
り
‘
遅
刻

し
そ
う
に
な
っ
て
急
い
だ
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
出
か
け
る
と
き
に
は
し
か

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
子
供

は
、
し
か
ら
れ
る
と
そ
の
こ
と
で
頭

か
い
っ
ば
い
に
な
り
、
周
囲
の
状
況

が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て

登
校
さ
せ
よ
う

-

9

!

9

 

/ｷ 

選 挙 の 心 辱̂
1
 

ヽ

る曽n只を品
す

言
＂
『

候
中
と

＂
只
冒
は

や
お
こ

家治政

咬政治家や候補者などに
お祭りの寄付など金品を求め
ることも禁じられています。-竺政治家や候補者などから
祝儀やせん別など金品を受け
とってはいけません。

一贈らない・求めない・受けとらない一

選挙の時にかぎらず、日ごろから
みんなで「きれいな選挙」を

心かけましょう。

四
年
に
一
回
春
に
ま
と
め
て
地
方

選
挙
の
統
一
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
が

本
村
に
関
係
す
る
の
は
、
三
月
二
十

九
日
告
示
、
四
月
十
日
投
票
の
県
議

会
議
員
選
挙
。

こ
の
選
挙
は
今
後
四
年
間
県
政
を

任
せ
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
ず

色
々
な
物
事
に
左
右
さ
れ
る
事
な
く

正
し
く
投
票
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立

派
な
代
表
者
が
選
ば
れ
、
私
達
の
期

待
す
る
県
政
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

正
し
い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
ま
で
選
挙
と
も
な
る
と

候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
無
秩
序
に
張

り
出
さ
れ
、
美
観
を
そ
こ
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
県
議
選
か
ら
村
が

用
意
し
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
を
四
十

三
ヵ
所
設
置
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
公

営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
使
っ
た
選
挙

が
初
め
て
行
わ
れ
ま
す
。

圏
県
議
会
議
員
選
挙
立
会
演
説
会

▼
日
時
四
月
六
日
午
後
二
時

▼
会
場
中
央
公
民
館

櫛
部
v

ん
ら
大
活
躍

郡
子
供
会
カ
ル
タ
大
会

郡
の
子
供
会
カ
ル
タ
大
会
が
二
月

六
日
、
千
代
田
町
で
行
わ
れ
、
各
町

村
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
が
総

当
た
り
の
リ
ー
グ
戦
で
勝
敗
を
競
い

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
村
代
表
者
の
成
績

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

4

月

1
0
Hは

県
議
選
投
票
日

車
を
運
転
さ
れ
る
方
に
、
子
供
達

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

お
願
い
し
ま
す

は
急
に
飛
び
出
す
事
か
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
子
供
の
行
動
性
を
十
分

理
解
し
て
、
子
供
を
見
た
ら
「
赤
信

号
」
と
思
い
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

\ ノ

l
t
l
小
学
生
の
部

▼
男
子
団
体
の
部

優
勝
1
1

矢
島
チ
ー
ム
（
清
水
淳

一
橋
本
敬
一
真
下
茂
美
）

▼
女
子
団
体
の
部

第
五
位
田
島
チ
ー
ム
（
奈
良
綾

子
奈
良
和
枝
吉
田
京
美
）

▼
男
子
個
人
の
部

優
勝
1
1

櫛
部
圭
造

▼
女
子
個
人
の
部

第
三
位
1
1

奈
良
原
由
香

0
中
学
生
の
部

▼
男
子
団
体
の
部

第
六
位
1
1

江
ロ
チ
ー
ム
（
柿
沼
洋

一
新
井
正
章
新
井
正
樹
）

▼
女
子
団
体
の
部

第
四
位
1
1

新
里
チ
ー
ム
（
高
山
泰

子
柿
沼
文
子
寺
島
美
貴
）

▼
男
子
個
人
戦

第
三
位
1
1

大
谷
恒
夫

▼
女
子
個
人
戦

第
四
位
1
1

島
田
幸
子

な
お
、
櫛
部
く
ん
は
個
人
戦
女
子

優
勝
者
と
県
大
会
出
場
を
か
け
て
対

戦
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
た
勝
利
を
お

さ
め
郡
代
表
と
し
て
県
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
。
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昭和57年中の救急車出動件数（事故別）

及び搬送人員

合 火 水 交 労 運 加 自 急 そ

区分
通 働 動 般 損

の
事 災 競 負 行

計 災 難 故 害 技 傷 害 為 病 他

明 出動 件 件件 件（牛 件(’|; 件件 件件

件数 146 2 1 33 4 2 25 I 2 74 2 

和 搬送 人 人人 人人 人人 人人 人人

人員 141 2 1 34 4 2 23 1 1 71 2 

館 出動
3 312 32 7 119 16 19 607 70 件数 1, 191 6 

林
搬送
人員 1,219 7 3 376 31 7 118 15 20 586 56 

板
出動

件数 180 1 44 7 1 15 6 104 2 

倉 搬送
54 8 1 14 6 100 1 人員 184 

千
出動

件数 204 56 8 5 31 5 2 93 4 

代
搬送

田人員 196 62 8 5 29 3 1 88 

邑 出動
2 48 2 3 157 13 件数 334 1 95 13 

楽
搬送
人員 342 1 120 11 2 50 2 3 146 7 

総
出動

件数 2,055 , 5 540 64 17 238 24 32 1,035 91 
計

搬送
人員 2,082 10 4 646 62 17 234 21 31 991 66 

交
通
事
故
や
急
病
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
は
よ
く
救
急
車
を
利
用
し
ま
す

が
、
最
近
館
林
地
区
消
防
組
合
か
ら
の

救
急
車
の
傷
病
程
度
を
見
ま
す
と
、

軽
傷
の
患
者
が
約
半
数
利
用
し
て
お

り
ま
す
。

消
防
組
合
で
は
六
台
の
救
急
車
が

待
機
し
て
い
ま
す
が
、
軽
傷
者
の
利

用
が
多
く
、
他
の
要
請
に
対
処
出
来

な
い
事
態
も
あ
る
そ
う
で
す
。

軽
傷
者
は
出
来
る
だ
け
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
で
医
療
機
関
へ
行
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

ど
こ
の
医
療
機
関
か
良
い
か
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
救
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

(
6七
三
ー
五
六
九
九
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

―
一
九
番
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ

と
を
落
ち
着
い
て
知
ら
せ
て
く
だ
さ

、
`
o
,
V
 

①
「
救
急
」
と
「
火
災
」
の
区
別

（
―
-
九
番
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
た

め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
来
て
欲
し
い
場
合
の
住
所
と
、
そ

の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど

③
事
故
や
病
気
の
種
類

④
患
者
の
数
、
年
齢
、
性
別

⑤
患
者
の
容
態
（
意
識
や
呼
吸
状
態

な
ど
）

＜ン＃七つい

救
急
車
を呼

ぶ
と
き

I

呼
ぶ
場
合
は
落
ち
つ
い
て
正
確
に
I

救
急
車
の
利
用
は
重
傷
の
方
が救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
で
き

れ
ば
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
応
急
手
当
て
を
続
け
る

▼
保
険
証
を
準
備
す
る

▼
救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
に
表
通

り
に
出
る

救
急
車
が到

着
す
る
ま
で

福
知
美
香

泉

新
井
さ
ん
ら4
5人
が
合
格

救
急
車
が
到
着
し
た
ら
、
救
急
隊

員
に
次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
到
着
す
る
ま
で
の
患
者
の
容
態

▼
施
し
た
応
急
手
当
て
の
内
容

▼
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名

館
林
地
区
消
防
組
合
で
の
一
年
間

の
救
急
車
の
出
動
件
数
は
二
千
五
十

五
件
で
一
日
で
五
、
六
回
出
動
し
た
こ

と
に
な
り
‘
六
十
三
・
八
人
の
う
ち

一
人
か
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
主

明
和
村
に
つ
い
て
だ
け
み
る
と
、

百
四
十
六
件
で
ニ
・
五
日
に
一
回
出

動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

—
商
工
会
珠
算
検
定
ー

二
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
全
国
商

工
会
珠
算
検
定
合
格
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
二
級
】
新
井
宏
美
島
田
好
美

【
三
級
】
大
津
誠
清
水
淳
一
篠

木
和
之
永
吉
哲
也
大
村
佳
子

【
四
級
】
秋
野
文
恵
吉
田
京
美

小
林
英
樹
武
井
知
也
柴
崎
み
ゆ

紀
薗
田
真
由
実
藤
野
佳
之

【
五
級
】
中
島
克
芳
落
合
隆
通

川
上
真
理
子
谷
美
恵
子
枝
貴
久

代
大
沢
光
則
藤
野
晃
嗣
南
部

信
治
田
口
敦
子

【
六
級
】
篠
木
蔽

一
年
間
に

千
五
十
五
件
の
出
動

救
急
車
が到

着
し
た
ら

千
江
田
農
協
で
は
二
月
十
二
日
、

野
莱
栽
培
農
家
の
経
営
技
術
の
向
上

を
は
か
り
、
し
い
て
は
野
菜
の
品
質

を
高
め
よ
う
と
第
一
回
施
設
園
芸
生

産
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

百
人
余
の
人
か
出
席
し
て
行
わ
れ

た
こ
の
大
会
は
一
年
間
優
秀
な
野
菜

を
出
荷
し
た
人
の
表
彰
。
組
合
員
の

栽
培
技
術
の
体
験
発
表
と
「
野
菜
の

情
勢
」
な
ど
と
題
し
た
講
演
を
経
済

連
や
普
及
所
の
人
が
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
々
は
、
「
今
後
は
産
地
間

競
争
に
打
ち
勝
ち
、
そ
し
て
品
質
の

ラ
ン
ク
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と

ひ
そ
か
に
誓
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
者
と
体
験
発
表
さ
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

圏
表
彰
者

▽
キ
ュ
ウ
リ
の
部
橋
本
正
道
園

部
正
男

▽
ナ
ス
の
部
田
端
喜
一

圏
体
験
発
表
者

野
本
敏
夫
（
キ
ュ
ウ
リ
）
田
端

義
晴
（
ナ
ス
）
蓮
見
知
宏
（
省
エ

ネ
） 品

質
を
高
め
よ
う
と

園
芸
生
産
者
大
会
開
催

田
泰
江
渡
辺
雅
史
荒
木
修
一

【
七
級
】
船
水
洋
子
秋
野
智
英
子

奈
良
光
浩
須
藤
良
典
佐
藤
哉
也

河
野
千
春
田
口
直
美
関
根
里
美

宇
治
明
美
田
口
美
幸
原
口
由
比

乃
金
子
淳
子
三
沢
正
行
大
牧

純
子【

八
級
】
川
合
道
子

小
松
原
絹
枝

塩
野
絵
里

折
原
v

ん
が
優
秀
賞

ー
あ
か
ぎ
国
体

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
ー

冬
季
の
鉢
物
だ
け
を
集
め
た
第
一

回
県
花
品
評
会
か
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、

多
数
の
参
加
鉢
の
中
か
ら
、
花
の
村

に
ふ
さ
わ
し
く
本
村
か
ら
三
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

▽
シ
ク
ラ
メ
ン
の
部

銀
賞
峯
崎
正
春
（
千
津
井
）

▽
洋
ラ
ン
の
部

金
賞
小
久
保
憲
一
（
千
津
井
）

銅
賞
薗
部
修
二
（
千
津
井
）

（
関
連
記
事
八
面
に
掲
載
）

んく
、
ー
／

0

年

禾
—良
小
原
凍

折

あ
か
ぎ
国
体
を
よ
り
一
層
盛
り
上

げ
る
た
め
に
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

を
対
象
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
本
村
か
ら
次
の
方
々
が
入
選
し

ま
し
た
。
（
応
募
総
数
三
千
七
百
点
）

圏
小
学
生
の
部

▼
優
秀
賞
折
原
良
和
（
上
江
黒
）

▼
佳
作
飯
塚
理
恵
（
千
津
井
）

奈
良
原
由
香
（
同
）
多
田
え
り
か

（
上
江
黒
）
恩
田
浩
行
（
梅
原
）

吉
田
長
実
（
新
里
）

圏
中
学
生
の
部

▼
佳
作
中
川
清
子
（
梅
原
）

圏
一
般
の
部

▼
佳
作
石
川
照
子
（
矢
島
）

花
コ
ン
ク
ー
ル
で
峯
崎
・

菌
部
・
小
久
保
さ
ん
入
賞
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確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

申
告
も
れ
に
な
っ
て
い
た
所
得
が
あ

っ
た
り
、
ま
ち
が
っ
て
税
金
を
過
大

に
申
告
し
た
こ
と
な
ど
‘
申
告
の
誤

り
に
気
づ
い
た
場
合
に
、
申
告
し
た

所
得
や
税
額
が
実
際
よ
り
少
な
過
ぎ

た
と
き
は
「
修
正
申
告
」
、
申
告
し

た
所
得
や
税
額
が
実
際
よ
リ
多
過
ぎ

た
と
き
は
「
更
正
の
請
求
」
の
手
続

を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
規
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

申
告
の
内
容
に
誤
り
か
あ
り
ま
す

と
、
結
果
的
に
は
加
算
税
な
ど
余
分

な
税
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

何
年
か
前
、
あ
る
地
区
集
会
の

席
上
で
、
明
治
生
ま
れ
の
先
輩
の

方
々
が
五
十
オ
を
過
ぎ
る
と
「
物

忘
れ
か
ひ
ど
く
、
記
憶
も
弱
く
な

り
情
け
な
く
な
る
」
な
ど
と
話
し

んさ二
尉

晃
4

日
（

ー
―

.
l

滝

て
い
る
の
を
聞
い
た
私
は
失
礼
と

ち
ょ
う
し
ょ
う

思
い
な
か
ら
嘲
笑
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
物
忘
れ
な
ど
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
や
っ
て
く

る
も
の
で
す
ね
。
昭
和
四
十
二
年

確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
申

告
期
限
後
に
そ
の
申
告
書
に
記
載
し

た
金
額
か
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
と
き
は
、
さ
き
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
税
務
署
か
ら
更
正
の
通
知
が

あ
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
誤
っ
た
申

告
額
を
修
正
す
る
た
め
の
「
修
正
申

告
書
」
を
提
出
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。

①
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
納
め
る
税
金
」
と
し
て
記
載
し
た

税
額
に
不
足
か
あ
る
と
き

よ
リ
書
い
て
い
る
日
記
で
も
、
一
日

書
き
忘
れ
る
と
‘
昨
日
の
出
来
事
を

思
い
出
す
の
に
大
変
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
し
、
以
前
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
文
章
な
の
に
、

遥
禾
t
現
石
を
藷
っ
ャ
げ

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
滝
口
晃
二
さ
ん
で
す
）

近
頃
の
文
章
と
き
た
ら
、
ま
る
で
、
も
っ
た
か
な
と
思
う
と
、
何
年
か
前

ぬ
け
の
か
ら
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
の
先
輩
の
方
々
の
話
し
の
通
り
に

て
し
ま
い
ま
し
た
。
記
憶
力
も
体
力
私
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
六
十
六

も
衰
え
て
い
る
の
で
す
ね
。
オ
の
私
は
つ
く
つ
く
思
わ
ざ
る
を

近
々
、
四
月
に
小
学
二
年
生
に
な
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

（第79回）

修
正
申

告

を

す
か
ら
早
め
に
手
続
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

済
ス
よ
疇
が
磁
量
．
]

＿
申
告

．
．
．
．
ぶ

5
泊
．
’
[
＇
．
ぶ
・

確
定
申
告
を
誤
っ
た

場
合
の
手
続
は

②
確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
「
純
損

失
な
ど
の
金
額
」
か
多
過
ぎ
る
と
き

③
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
還
付
さ
れ
る
税
金
」
と
し
て
記
載

し
た
金
額
か
多
過
ぎ
る
と
き

④
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

納
め
る
税
金
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
納
め
る
税
金
」
と
し
て
税
額

を
記
載
し
な
か
っ
た
と
き

以
上
の
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
‘
「
修
正
申
告
」

の
手
続
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
、
そ
の
申

告
期
限
後
に
、
そ
の
申
告
書
に
記
載

し
た
所
得
金
額
や
所
得
控
除
額
な
ど

に
次
の
よ
う
な
誤
り
か
あ
っ
た
場
合

は
‘
申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
に
限

リ
、
誤
っ
た
申
告
額
の
訂
正
を
求
め

る
た
め
の
「
更
正
の
請
求
書
」
を
提

出
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

る
孫
も
、
私
か
時
た
ま
横
に
な
っ

て
い
る
と
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
も

っ
と
ガ
ン
バ
レ
ヨ
。
ボ
ク
も
ガ
ン

バ
ル
か
ら
ね
」
と
言
う
。
そ
ん
な

孫
に
も
は
げ
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な

更
正
の

主
目

一
＿
―
-
ロ

求
を

田
口
均
（
大
輪
）

寺
内
恒
太
郎
（
南
大
島
）

笠
井
健
雄
（
江
口
）

親
子
か
一
緒
に
な
っ
て
タ
コ
を
作

り
、
そ
れ
を
利
根
川
堤
防
で
あ
げ
よ

う
と
、
こ
と
し
も
一
月
三
十
日
に
第

七
回
タ
コ
あ
け
大
会
か
梅
原
地
先
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
午
前
中
は
全
く
の
無
風
。

春
の
よ
う
な
陽
気
で
、
こ
れ
で
は
午

後
か
ら
の
凧
あ
け
は
無
理
と
思
わ
れ

て
い
た
か
、
午
後
か
ら
タ
コ
あ
げ
に

は
絶
好
の
風
か
吹
き
‘
参
加
し
た
三

十
七
個
の
タ
コ
は
気
持
ち
よ
さ
そ
う

に
舞
い
上
か
っ
て
い
ま
し
た
。

タ
コ
あ
げ
大
会
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
優
勝

▽
準
優
勝

▽
三
位 田

日
均
v

ん
が
優
勝

ー
村
タ
コ
あ
げ
大
会
ー

①
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
納
め
る
税
金
」
と
し
て
記
載
し
た

税
額
が
多
過
ぎ
る
と
き

②
確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
「
純
損

失
な
ど
の
金
額
」
が
少
な
過
ぎ
た
と

き
や
確
定
申
告
書
に
「
純
損
失
な
ど

の
金
額
」
を
記
載
し
な
か
っ
た
と
き

③
確
定
申
告
書
の
提
出
に
よ
っ
て
、

「
還
付
さ
れ
る
税
金
」
と
し
て
記
載

し
た
金
額
か
少
な
過
き
た
と
き
や
確

定
申
告
書
に
「
還
付
さ
れ
た
税
金
」

と
し
て
の
金
額
の
記
載
か
な
か
っ
た

と
き※

「
修
正
申
告
」
及
び
「
更
正
の
請

求
」
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
わ
か

ら
な
い
点
は
、
役
場
税
務
課
、
ま
た

は
税
務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

用
紙
な
ど
は
用
意
さ
れ
て
お
リ
ま
t

わ
た
し
は
‘
こ
の
本
を
読
ん
で
、

た
と
え
小
さ
な
虫
て
あ
っ
て
も
‘
い

ろ
い
ろ
な
ち
え
を
出
し
あ
っ
て
生
き

て
い
る
ん
だ
な
あ
と
か
ん
し
ん
し
ま

し
た
。わ

た
し
や
弟
か
な
に
気
な
く
つ
か

ま
え
た
ア
プ
ラ
ゼ
ミ
や
カ
ブ
ト
虫
の

ふ
か
の
様
子
な
ど
が
と
て
も
よ
く
の

っ
て
い
ま
す
。
な
ん
だ
か
‘
と
て
も

悪
い
こ
と
を
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
カ
プ
ト
虫

の
ふ
か
し
た
ば
か
り
の
は
ね
は
‘
ま

っ
白
な
の
で
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
一
度
見
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し

こ
。f
 

カ
マ
キ
リ
は
‘
わ
た
し
の
き
ら
い

な
虫
で
す
。
こ
の
本
て
は
、
カ
マ
キ

リ
は
り
っ
ぱ
な
は
ね
を
も
っ
て
い
て

も
あ
ま
り
と
べ
な
い
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
カ
マ
キ
リ
か
上

手
に
と
べ
た
ら
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
た

ち
は
、
空
中
で
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
っ

か
ま
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
書
い
て
い
ま
す
。
し
ぜ
ん
は
‘

と
て
も
う
ま
く
で
き
て
い
る
ん
だ
な

`

]

 
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
カ
マ
キ
リ
の
よ
う
に
‘

ま
だ
ま
だ
気
持
ち
の
悪
い
虫
な
ど
、

き
ら
い
な
虫
か
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
虫
か
い
な
く
な
っ
た
ら
と
て
も

気
持
ち
か
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
本
を
読
ん
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
虫
か
植
物
に
と
っ
て
と
て

も
大
切
な
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
へ
ち
ま
の
か

ん
さ
つ
で
‘
め
花
に
お
花
の
か
ふ
ん

か
つ
い
て
実
か
て
き
る
と
勉
強
し
ま

し
た
。
先
生
か
「
そ
の
仕
事
は
‘
は

ち
や
チ
ョ
ウ
が
み
つ
を
す
い
な
か
ら

か
ふ
ん
を
つ
け
て
い
る
ん
だ
よ
。
」
と

教
え
て
く
れ
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま

し
た
。
も
し
‘
虫
た
ち
が
せ
か
い
に

い
な
く
な
っ
た
と
し
た
ら
植
物
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

虫
た
ち
は
‘
わ
た
し
た
ち
の
目
や

耳
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ
け
で
な

く
植
物
か
育
っ
て
行
く
上
で
大
切
な

役
目
を
は
た
し
て
い
る
ん
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
弟
と
虫
を
つ
か
ま

え
る
こ
と
ば
か
り
考
え
な
い
で
、
虫

に
つ
い
て
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
し

こ
。f
 

東
小
学
校
一
＿
一
年佐

藤
美
芳

草
む
ら
の
小
さ
な
友
だ
ち
を
よ
ん
で

皿
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
東
小
学
校
三
年
佐
藤
美
芳
さ
血

ん
（
下
江
黒
）
の
「
草
む
ら
の
小
さ
な
友
だ
ち
を
読
ん
で
」
が

皿
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
【
書
名
ー
草
む
血

皿
ら
の
小
さ
な
友
だ
ち
著
者
名
ー
小
川
宏
】
皿
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ぬ
J「白菜や大根を

使った甘酢漬け」

上江黒

斉藤安江さん

昭てつこ[f :‘輩群ん塁贔に［ ［と〕‘讐こし］白＇日［璽＇日I
和し蕃二員りに馬 悲殺覚脅ちこせ人存つい
五ま目人は‘は県 惨人せか一ろんたじい粉
＋いのを三人六に なやいし般かかちでて
七ま覚 十口百お 事放剤つ市‘゜だす‘
年しせ贔五十五い 故火のつ民覚 けカ~あ覚
はたい 人万十て かな中あのせ の゜なせ
前゜剤にで人二は 後ど毒る生い も暴たい
年 汚鼻全に人‘ を‘者の活剤 の力は剤
よ 染 1' 国対の昭 断凶にでをは と団どの
り 県、平す検和 ち悪よすじ‘ 思なの恐
や と全均る挙五 まなる゜わわ つどくろ
や な国の検者十 せ犯通現じた て一らし

減
少
し
ま
し
た
か
、
建
設
業
（
土
木

作
業
員
）
飲
食
業
（
飲
食
店
従
事
者
）

及
び
主
婦
に
つ
い
て
は
、
表
で
も
わ

か
る
よ
う
に
前
年
よ
り
大
き
く
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
最
近

は
覚
せ
い
剤
か
一
般
人
へ
と
広
か
っ

て
お
り
‘
そ
の
被
害
か
家
庭
や
職
場

に
ま
で
忍
び
寄
っ
て
き
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
恐
怖
の
ど

ん
底
に
お
と
し
い
れ
人
間
を
だ
め
に

し
て
し
ま
っ
こ
の
白
い
粉
を
、
何
と

し
て
も
追
放
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
自
覚
と
協
力
か
何
よ
り

も
大
き
な
力
に
な
る
の
で
す
。

常
習
者
に
はこ

ん
な
特
徴
が

▼
腕
や
足
な
ど
に
注
射
の
跡
か
あ
り
、

夏
で
も
長
そ
で
の
シ
ャ
ツ
や
包
帯
で

上江黒の斉藤安江さんに白菜や大根などを使

った甘酢漬けを紹介していただきました。

●材粍

白菜中告個・大根中告本・人参中令本・きゅ

うり 1 本・ゆず小 1 個・赤とうがらし 2 本・塩

大 2. 砂糖大 5 ・酢大 5. 化学調味料少々

●作り方

①白菜は、白いところのじくだけ使い、よく洗

って 4 cm位の千切りにする。

②大根、人参は、皮をむいて 4 cm位の千切りに

する。

③きゅうりも 4 cm位の千切りにする。

④ゆずは、皮をむいて、みじん切りにする。

⑤赤とうがらしも同じようにみじん切りにする。

⑥切った材料を、適当な器に入れ、塩・砂糖・

酢・調味粍をかけよくまぜあわせる。

⑦重石（どんぶりに水を入れる）をのせ、 1 時

間位漬ける。すると水気が上るので半日位で食

べられるようになります。

前はお客さんによく、おせんべいなどのお菓

子を出したのですが、全然手をつけなかったの

で、この漬物を出したところ大変評判がよくた

ちまちなくなってしまったんですよ。また、ば

りばりと、は切りが良く酒の肴にもよいですよ。」

と斉藤さん。

ゆずの香り、とうがらしのピリッとした辛さ、

さっぱりとした甘味で、近所の人達も斉藤さん

のお宅へ伺うのが大変楽しみだとか。

季節柄、材料があまりないので、この他た＜

さんの漬け方もあるのを紹介できないので残念

がっていました。

※広報係では、このコーナーの‘‘わが家の味じ

まん”を募集しています。自他薦でも結構です。

お知らせください。

隠
し
て
い
る
場
合
か
あ
り
ま
す
。

▼
怒
り
っ
ぽ
く
‘
興
奮
し
や
す
く
な
リ
‘

突
発
的
に
乱
暴
を
働
い
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
何
か
に
お
び
え
て

い
る
よ
う
で
、
一
貫
性
の
な
い
奇
行

か
見
ら
れ
ま
す
。

▼
金
遣
い
か
荒
く
な
っ
た
り
、
夜
遊

び
か
多
く
な
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
の
魔
手
は

心
の
ス
キ
を
つ
い
て
く
る

青
少
年
や
主
婦
な
ど
一
般
の
人
た

ち
か
覚
せ
い
剤
の
と
り
こ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
は
、
「
面
白
半
分
か
ら
ー
」

「
な
ん
と
な
く
勧
め
ら
れ
て
」
と

い
っ
た
ご
く
単
純
な
動
機
か
ほ
と
ん

ど
で
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
で
は
「
こ
れ
、
疲

労
回
復
に
い
い
の
よ
」
「
こ
れ
飲
ん

だ
ら
苦
労
し
な
い
で
や
せ
ら
れ
る
わ

ょ
」
な
ど
と
同
じ
団
地
の
奥
さ
ん
や

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
勧
め
ら
れ
、
後
で

気
か
つ
い
た
ら
覚
せ
い
剤
だ
っ
た
と

い
う
、
泣
く
に
泣
け
な
い
ケ
ー
ス
か

増
え
て
い
る
の
で
す
。
警
戒
心
を
起

検挙者職業別状況

:ll  57 年 56 年

農 林 業 11 人 4人

商 業 12 5 
自
建 至略几 業 13 1 

風俗営業 1 4 

た呂 飲 食 業 20 14 

露店・行商 , 8 
業 自動車修理業 2 

自営の職人 21 24 

その他の自営業 1 1 41 

団体・職員等 1 2 

被 店 員 19 16 

事 務 員 , 
雇

工 員 26 70 

用
自動車運転手 34 33 

土木作業員 66 56 

者 飲食店従業員 40 31 

そ の 他 45 45 

中 学 生

そ 高 校 生 2 12 

各種学校生 1 2 
の

主 婦 21 , 
他 家事手伝 4長 4 

無 職 257 280 

合 計 625 661 

こ
さ
せ
ず
、
人
の
心
理
を
う
ま
く
つ

か
ん
で
好
奇
心
を
そ
そ
る
言
葉

巧
み
な
手
口
に
は
十
分
注
意
し
た
い

も
の
で
す
。

覚
せ
い
剤
の
密
売
に
は
暴
力
団
が

か
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
、
う
っ
か
り

手
を
出
せ
ば
‘
た
ち
ま
ち
暴
力
団
の
格

好
の
エ
サ
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
不
良
交
友
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
ヘ
の
深
入
り
、
家
庭
不
和
、

失
業
、
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
‘
幸
せ

な
生
活
は
音
を
た
て
て
崩
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。
覚
せ
い
剤
の
魔
手
は
、

心
の
す
き
間
を
突
い
て
忍
び
寄
っ
て

く
る
‘
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

覚
せ
い
剤
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
心
の
す
き
を
見
せ
な
い
で
、

一
人
ひ
と
り
が
覚
せ
い
剤
に
「
近
づ

か
な
い
」
ま
た
「
近
づ
け
な
い
」
こ

と
か
大
切
で
す
。

し
か
し
、
覚
せ
い
剤
使
用
者
に
は

薬
の
魔
力
を
断
ち
切
れ
な
い
弱
い
性

格
の
人
や
、
生
活
上
の
悩
み
を
も
っ

て
い
る
人
が
多
く
、
独
力
で
覚
せ
い

剤
の
地
獄
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
か
困

難
な
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、
周
囲
の
人
々
が
協

力
し
て
、
覚
せ
い
剤
か
ら
切
り
離
す

努
力
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

覚
せ
い
剤
の
う
わ
さ
を
ち
ょ
っ
と

で
も
耳
に
し
た
場
合
は
‘
ぜ
ひ
警
察

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中

毒
者
を
知
っ
た
場
合
に
も
、
保
健
所

や
警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
和
な
暮
ら
し
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
白
い
粉
を
追
放

す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
方
の
協
力

が
必
要
な
の
で
す
。
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子
ど
も
か
ら
成
人
へ
の
階
段

を
登
り
始
め
た
大
切
な
時
期
に

あ
た
る
十
四
歳
（
中
学
二
年
生
）

の
少
年
少
女
か
自
ら
次
代
の
社

会
を
に
な
う
こ
と
の
誇
り
と
責

任
を
自
覚
し
て
も
ら
う
立
春
式

が
二
月
四
日
中
央
公
民
館
で
百

三
十
二
名
の
中
学
二
年
生
を
招

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

奈
良
村
長
は
「
今
後
は
法
律

上
刑
事
責
任
が
認
定
さ
れ
る
。

何
事
に
お
い
て
も
が
ん
ば
っ
て

は
し
い
」
と
述
べ
る
と
、
出
席

し
た
生
徒
は
緊
張
し
て
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
二
年
生
を

対
象
に
立
春
式

養
蚕
県
群
馬
ら
し
く
、

ま
ゆ
王
を
使
っ
た
こ
の
人

形
を
約
千
二
百
組
作
り
、

裏
に
は
交
通
安
全
な
ど
と

か
か
れ
て
お
り
、
車
の
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
な
ど
に
取

り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
交
通
安
全
を

顛
う
と
と
も
に
、
い
つ
ま

で
も
真
心
の
こ
も
っ
た
あ

か
ぎ
国
体
を
思
い
出
し
て

も
ら
う
よ
う
に
と
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

あ
か
ぎ
国
体
選
手
に

プ
レ
ゼ
ン
ト

「
二
月
七
日
は
北
方
領
土
の
日
」

こ
の
日
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
よ
く
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
、
北
方
領
土
県

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
二
月
七
日
に
本
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
奈
良
村
長
に
対

し
「
麟
攣
群
島
、
包
殿
島
、
国
衡
島

え
と
ろ
ふ

択
捉
島
は
日
本
の
古
く
か
ら
の
領
土
。

こ
の
領
土
の
返
還
の
実
現
に
は
、
全

国
民
的
総
意
の
結
集
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
を
よ
く
村
民
の
方
々
に

理
解
を
お
顔
い
し
ま
す
」
な
ど
と
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
村
長
は
「
出
来
る
限

り
の
事
を
い
た
し
た
い
」
と
約
束
し

北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
顆
い
ま
し

こ
。f
 

ま
ゆ
玉
人
形
を
製
作

あ
か
ぎ
国
体
で
本
県
を
訪
れ
る
選
手
に
な
に
か
思

い
出
に
残
る
も
の
を
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
一
月
二

十
一
日
、
邑
楽
郡
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
（
本
村
か
ら

は
十
名
出
席
）
か
館
林
市
に
集
ま
っ
て
ま
ゆ
王
人
形

を
作
り
ま
し
た
。

北
方
領
土
返
還
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来
る

明利村老人クラフ芸能力
王値明利ti老人クラフ退格協滋会 咎届明莉村•明lO村社会福祉

-[  9,、一

C
’苓0
、

老
い
て
ま
す
ま
す
さ
か
ん

明
和
村
老
人
芸
能
大
会

第
二
回
明
和
村

老
人
ク
ラ
ブ
芸
能

大
会
が
二
月
二
日

中
央
公
民
館
で
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
老
人
達

の
交
流
と
親
睦
を

兼
ね
て
行
わ
れ
た

も
の
で
五
十
組
百

六
十
九
人
が
出
場

し
て
約
四
時
間
披

露
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
自

分
の
健
在
ぶ
り
を

示
す
か
の
よ
う
に
、

舞
台
か
狭
く
感
じ

る
ほ
ど
動
き
回
る

芸
達
者
の
人
も
い

て
会
場
を
わ
か
せ

ま
し
た
。

西小PTA広報紙「ぽぷら」が百号を迎える

西
小
学
校
P
T
A

の
広
報
紙
「
ぽ

ぷ
ら
」
か
昭
和
四
十
九
年
九
月
に
創

刊
号
を
発
行
し
て
、
昭
和
五
十
八
年

一
月
で
ち
ょ
う
ど
通
刊
百
号
。
そ
の

間
八
年
三
ヵ
月
で
す
か
ら
一
ヵ
月
に

一
回
の
発
行
と
な
り
P
T
A

の
広
報

紙
で
は
、
こ
の
よ
う
に
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
長
き
に
わ
た
っ
て
発
行
し
て
い
る

の
は
、
他
に
例
を
み
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
五
十
五
年
に
は
、

新
潟
市
で
行
わ
れ
た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

P
T
A

研
究
大
会
の
広
報
活
動
の
部

で
研
究
資
料
と
し
て
使
わ
れ
、
す
ば

ら
し
い
広
報
紙
だ
と
評
価
を
受
け
る

な
ど
羅
か
し
い
功
績
を
残
し
て
来
て

お
り
ま
す
。

今
ま
で
広
報
紙
に
た
ず
さ
わ
っ
て

来
た
人
達
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
の
広
報
紙
の
増
々
の
発
展

を
皆
さ
ん
と
と
も
に
見
守
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。
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館
林
・
邑
楽
地
区
の
ア
マ
チ
ュ
ア

カ
メ
ラ
マ
ン
が
腕
を
競
い
あ
う
「
第

八
回
写
真
公
募
展
」
で
、
カ
ラ
ー
、

白
黒
の
両
部
門
で
明
和
村
の
二
人
か

最
優
秀
賞
を
独
占
す
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
と
げ
ま
し
た
。

今
年
は
カ
ラ
ー
ニ
百
四
十
二
点
、

白
黒
六
十
点
、
計
三
百
二
点
の
参
加

で
、
昨
年
の
百
七
十
五
点
を
大
き
く

上
回
っ
た
公
募
点
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
カ
ラ
ー
部
門
に
お
い
て

斗
合
田
の
大
塚
正
雄
さ
ん
の
「
夕
暮

の
イ
ロ
ハ
坂
」
、
白
黒
部
門
に
お
い

て
は
須
賀
の
須
加
昇
さ
ん
の
「
魚
」

が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
本
村
の
二
人

か
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
八
面
に
掲
載
）

須
加
さ
ん
と
大
塚
さ
ん
が

公
募
展
で
最
優
秀
賞

—` “ニュ

ヽ
▲カラーの部で最優秀を得た大塚正雄さんの作品

「夕暮れのイロハ坂」

交通教室はぬいぐるみで．グ

ま
る
で
宇
宙
人
の
来
襲
を
思
わ
せ

る
か
の
よ
う
に
二
月
十
二
日
の
朝
、

多
数
の
熱
気
球
か
明
和
村
に
不
時
着

し
、
め
ず
ら
し
さ
も
手
伝
っ
て
か
、

利
根
川
の
堤
防
な
ど
で
は
見
物
人
が

多
数
出
て
、
「
あ
そ
こ
へ
落
ち
た
‘
こ

ち
ら
に
落
ち
そ
う
」
な
ど
と
大
さ
わ

き
。

こ
の
熱
気
球
は
館
林
で
行
わ
れ
た

「
エ
ア
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
8
3
」
の

熱
気
球
の
大
会
と
か
。
ど
こ
で
ど
う

ま
ち
が
っ
た
か
館
林
飛
行
場
へ
降
下

す
る
は
ず
の
が
明
和
村
へ
と
な
っ
た

様
子
。
ま
っ
た
く
人
さ
わ
が
せ
な
気

球
で
し
た
。

ス
ワ
、

U
F
o

の
来
襲
ダ

『
ふ
る
さ
と
の
伝
統
芸
能

を
後
世
に
伝
え
よ
う
』
を
テ

ー
マ
に
二
月
十
三
日
中
央
公

民
館
で
館
林
・
邑
楽
地
区
の

郷
土
芸
能
発
表
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
館
林
か
ら
は

足
次
の
太
々
神
楽
、
千
代
田

か
ら
は
サ
サ
ラ
な
ど
が
出
演
。

他
に
敗
け
て
な
る
も
の
か

と
本
村
か
ら
も
八
木
節
ク
ラ

ブ
や
和
好
会
の
皆
さ
ん
が
、

投
げ
節
、
麦
打
唄
、
八
木
節

を
披
露
し
大
い
に
か
っ
さ
い

を
あ
び
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も
達
の
交
通
教
室
は

ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
や
る
の
が
一

番
と
、
明
和
村
交
通
講
師
団
の
蛹
人

部
の
人
達
は
三
保
育
園
児
達
に
パ
ン

ダ
や
ド
ラ
エ
モ
ン
な
ど
を
使
っ
て
交

通
ル
ー
ル
を
指
導
し
ま
し
た
。

人
気
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
園
児
達
に
は
と
っ
て
も

好
評
で
「
飛
び
出
し
は
し
な
い
で
ね
。

信
号
機
は
守
ろ
う
ネ
」
な
ど
と
い
う

と
、
「
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」
と
元
気

に
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
た
交
通

教
室
は
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
ち
ょ
う

ど
一
年
。
と
っ
て
も
好
評
で
、
あ
ち

こ
ち
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
で
、
う
れ

し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
芸
能

発
表
会
行
わ
れ
る
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ー
館
林
・
邑
楽
写
真
公
募
展
（
白
黒
の
部
）
で
四
年
~

こ
埋
続
上
位
を
占
め
た
須
賀
の
須
加
昇
さ
ん
に
色
々
と
一

~
お
話
し
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。
＿

•999999999999999999, 

こ
の
度
は

大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
も

う
写
真
を
始
め
て

ど
の
く
ら
い
に
な

り
ま
す
か
。

須
加
さ
ん
十
一

年
目
に
入
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。今

で
は
白

黒
写
真
と
い
え
ば

須
加
さ
ん
と
い
う

印
象
か
強
い
で
す

ね
。

須
加
さ
ん

は
カ
ラ
ー
と
白
黒
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
白
黒
を
専
門
で
や
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
各
種
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

審
査
員
の
細
江
英
公
先
生
か

ら
大
変
な
、
お
ほ
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
よ
う
で
す
が
。

須
加
さ
ん
先
生
は
写
真
に
関
し
て

は
申
し
分
な
い
。
後
は
、
い
ろ
い
ろ

な
事
を
経
験
し
考
え
方
に
深
み
を
増

せ
ば
。
フ
ロ
の
写
真
家
と
し
て
通
用
す

る
な
ど
と
、
夢
の
よ
う
な
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

。
フ
ロ
の
写
真
家
と
し
て
の
道

よ
。
9

9

 

カ
メ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

常
に
上
位
入
賞
須
加
昇
さ
ん

須
加
さ
ん
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
あ
く
ま
で
も
趣
味
を
生
か
し

た
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
で
や

っ
て
行
き
ま
す
。

何
枚
か
見
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
須
加
さ
ん
の
は
、
何
か
独
特

の
写
真
の
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す

ゞヵ゚須
加
さ
ん
カ
メ
ラ
仲
間
か
ら
よ

く
、
須
加
流
の
撮
り
方
だ
と
言
わ

れ
ま
す
。具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
す
か
。

須
加
さ
ん
作
品
に
な
る
ま
で
一

か
ら
十
ま
で
全
部
自
分
で
処
理
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
き
め

が
細
か
く
ハ
ー
フ
ト
ー
ン
が
微
妙

に
出
て
い
て
そ
れ
が
白
と
黒
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
保
っ
て
い
る
。

そ
し
て
余
分
な
も
の
は
カ
ッ
ト
し

て
し
ま
う
と
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
た
く
さ
ん
の
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
入
賞

す
る
こ
つ
は
。

須
加
さ
ん
写
真

に
な
る
題
材
は
い

く
ら
で
も
身
近
に

あ
る
の
で
、
数
多

く
撮
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
物
写
真
な
ら
、

作
品
に
自
分
の
心

と
相
手
の
心
を
表

現
す
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
県
総
合
冬
の
花
コ
ン
ク
ー

ー
ル
で
明
和
村
か
ら
は
花
の
里
に
i

ふ
さ
わ
し
く
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
部
一

で
峯
崎
正
春
さ
ん
が
銀
と
銅
賞
·
―

洋
ラ
ン
の
部
で
小
久
保
憲
一
さ
ん
~

が
金
賞
・
菌
部
修
二
さ
ん
が
銅
賞
~

を
確
得
し
ま
し
た
の
で
、
花
に
つ
~

い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
一

み
な
さ
ん
花
の
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
若
い
人
達
が
花
を
栽
培
し

て
い
て
、
大
変
頼
も
し
い
で
す
が
、

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
花
を
、

ど
の
位
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

峯
崎
さ
ん
私
は
シ
ク
ラ
メ
ン
を
や

っ
て
い
て
十
二
年
に
な
り
ま
す
。

小
久
保
さ
ん
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
で
八

I 
--—`_" 

▲花コンクールで入賞した 3 人

前列左．菌部修二／右・小久保憲ー／後列・峯崎正春さん

年
。

菌
部
さ
ん

年
で
す
。そ

れ
ぞ
れ
ち
が
っ
た
花
を
栽

培
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
苦
労
が
多
い
で
す
か
。

峯
崎
さ
ん
ど
ん
な
花
で
も
そ
う
で

す
が
夏
を
い
か
に
涼
し
く
す
ご
さ
せ

る
事
と
、
水
管
理
で
す
。

菌
部
さ
ん
夏
涼
し
く
し
な
い
と
、

花
芽
が
出
な
い
ん
で
す
よ
。
ま
た
、

ニ
ー
三
年
後
あ
る
い
は
五
年
後
に
ど

ん
な
花
の
色
が
好
ま
れ
る
か
そ
の
予

測
が
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
初
め
て
み

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
き
れ
い
な

花
で
す
ね
。
値
段
も
高
い
ん
で
し
ょ

゜

、

7小
久
保
さ
ん
今
、
切
り
花
で
出
荷

し
て
い
ま
す
が
、
人
気
も
で
て
き
た

I

―
尋
ヽ
i
・

9
A
3
`
’立

"·{ ツ
ー

こ
‘

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
を
八

よ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
花
は
半
年
も

暖
房
し
て
い
る
の
で
大
変
で
す
よ
。

当
然
暖
房
費
ぐ
ら
い
は
取
ら
な
い
と

困
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
。

花
の
色
に
も
流
行
が
あ
る
と

い
う
事
で
す
が
今
は
ど
ん
な
色
か
。

峯
崎
さ
ん
シ
ク
ラ
メ
ン
は
ピ
ン
ク

系
で
す
ね
。

菌
部
さ
ん
シ
ン
ビ
は
グ
リ
ー
ン
系

か
ら
シ
ク
ラ
メ
ン
と
同
じ
よ
う
に
ピ

ン
ク
系
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
久
保
さ
ん
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
は
白

と
赤
し
か
な
い
が
、
白
の
方
が
好
ま

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
の
抱
負
は
。

峯
崎
さ
ん
シ
ク
ラ
メ
ン
を
主
体
に

ア
ジ
サ
イ
、
バ
ラ
と
い
っ
た
複
合
経

営
で
、
も
っ
と
規
模
を
拡
大
し
た
い
。

菌
部
さ
ん
苗
も
だ
い
ぶ
そ
ろ
っ
た

の
で
、
切
り
花
出
荷
か
ら
鉢
物
出
荷

を
考
え
て
い
ま
す
。

小
久
保
さ
ん
あ
る
程
度
、
直
売
方

式
で
や
り
た
い
で
す
ね
。

直
売
方
式
と
い
う
話
で
す
が
、

み
な
さ
ん
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
。

峯
崎
さ
ん
そ
れ
は
誰
れ
し
も
そ
う

思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も
っ
と

P
R

が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

小
久
保
さ
ん
ラ
ン
を
見
た
と
い
う

人
は
少
な
い
で
す
も
の
。

峯
崎
さ
ん

P
R

の
看
板
を
立
て
る

だ
と
か
花
を
宅
急
便
で
送
る
と
か
の

取
り
組
み
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
日
は
忙
が
し
い
と
こ
ろ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
美
し

い
花
を
咲
か
せ
私
達
を
楽
し
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
花
の
里
と
し
て

よ
り
一
層
か
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
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※
料
金

村
で
は
恐
ろ
し
い
犬
の
狂
犬
病

を
予
防
す
る
た
め
に
、
生
後
三
ヵ

月
以
上
の
犬
に
毎
年
一
回
の
登
録
、

春
秋
二
回
の
予
防
注
射
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

、
。
し

三
千
八
百
竺

4 月 6 日 4 月 5 日 4 月 4 日

時間 会場 時間 会 場 時間 会 場

9 00~ 南大島集会所 9. 00~ 
明和農協第 1

9 00~ 斗合田集落センター
10. 00 10. 00 10 00 

10 30~ 梅原三島神社 10 30~ 
大輪下公民館

10 30~ 
東部児童館11 30 11. 30 11. 30 

13. 00~ 矢島転作促進研修施設 13 00~ 江口集会所
13 00~ 13 45 13. 45 

15 00 
明和村役場

14 15~ 14 15~ 
15 00 

中谷教学院
15 00 

田島出荷所

愛
犬
の

予
防
注
射
で
す

されいな）＼＼＼さ

入も急、セうるおします

4 月は

二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
老
人

保
健
制
度
」
は
壮
年
期
か
ら
の
総
合

的
な
保
健
対
策
を
推
進
し
、
国
民
が

健
康
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
老
人
の
医
療
費
を
国

民
か
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
主
な

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
老
人
保
健
の
医
療
は
七
十
歳

以
上
の
加
入
者
、
お
よ
び
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
寝
た
き
り
状
態

に
あ
る
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は

あ
ら
か
じ
め
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

と
い
う
市
町
村
長
の
認
定
を
受
け
な

と
規
定
さ
れ
て

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
り
ま
す
。

こ
の
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満

の
寝
た
き
り
状
態
と
は
次
の
よ
う
な

範
囲
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
お
よ
び

障
害
福
祉
年
金
受
給
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
ー
三
級
の

手
帳
所
持
者

▽
厚
生
年
金
な
ど
の
障
害
年
金
一
・
ニ

級
の
受
給
者

▽
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
未
満
の
文

字
通
り
寝
た
き
り
の
人
（
医
師
の
診

断
書
よ
り
判
定
し
ま
す
の
で
申
し
出

を
）

-============ 

河
川
美
化
月
閻-============ 

り
状
態
の
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い

木寸

3月
1 日

2 日

3 日

4 日

6 日

10 日

12 日

15 日

16 日

17 日

21 日

26 日

27 日

28 日

29 日

30 日

4 月
4 日

8 日

9 日

14 日

15 日

21 日

の 、
つ

き

固定資産税課税台帳の

縦覧 (22 日まで）

東保育園一日入園

中央保育園一日入園

西保育園一日入園

防火パレード（村内一

巡）
村議会開催(17 日まで）
公民館まつり(1 3 日ま

で）
人権・行政・心配ごと

相談

中学校卒業式
妊婦健診

剣道大会（武道館）

小学校卒業式
青少推夜間パトロール

開始

幼稚園卒園式

不燃性廃棄物収集 (30

日まで）
社会体育館竣工式

狂犬病予防注射 (6 日

まで）
小・中学校入学式

幼稚園入園式

乳児検診

人権・行政・心配ごと

相談

妊婦健診

国
民
年
金
の
保
険
料
が
来
月
か
ら

国
民
年
金
の

保
険
料
の
引
き
上
げ

ー
訂
正
ー

防
火
水
槽
の
近
く
で
遊
ん
で
い
る

子
供
を
見
か
け
ま
す
か
、
防
火
水
槽

の
水
深
は
一
・
八
以
も
あ
り
ふ
た
を

開
け
誤
っ
て
水
槽
内
に
入
っ
て
し
ま

う
と
非
常
に
危
険
で
す
。
防
火
水
槽

の
周
辺
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
子
供
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
故
防
止
の
た
め
子
供
達

が
防
火
水
槽
の
近
く
で
遊
ん
で
い
る

の
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

防
火
水
槽
の
近
く
で

遊
ば
な
い
で

健
康
手
帳
（
医
療
費
受
給
者
証
）

は
本
人
の
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
か
ら
、
ね
た
き
り
の
状
態

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
早
急

に
役
場
住
民
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

ヽ
~
゜

し

現
在
月
額
五
千
二
百
二
十
円
が
月
額

五
千
八
百
三
十
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。こ

れ
は
‘
国
民
年
金
を
長
期
に
わ

た
っ
て
健
全
に
維
持
し
‘
将
来
、
加

入
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
で
き
る
年
金

を
支
払
7

た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

▼
下
江
黒
の
篠
原
嘉
一
さ
ん
は
亡
父

の
供
養
の
た
め
に
と
十
万
円
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

▼
南
大
島
の
大
槻
勝
則
さ
ん
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
三
千

円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

先
月
号
の
寄
付
の
欄
で
高
橋
豊
さ

ん
の
亡
夫
と
あ
り
ま
し
た
が
亡
父
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び
い

た
し
ま
す
。

安
見
あ
っ
子

ぞ
よ
｀

... 
, .... 

｛
』
｀
衣
く
れ
升

ー
出
生
—

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

新
井
睦
義
夫
二
男
斗
合
田
1
月

2
3日

柏
木
宏
之
忠
夫
長
男
上
江
黒

2

月
2
日

柿
沼
由
紀
徳
男
長
女
江
口
2

月

1
4日

小
林
弘
幸
一
行
長
男
南
大
島

2

月

1
6日

ー
死
亡
ー

氏
名
年
令
霜
闘
地
区
死
亡
月
日

藤
倉
千
代
松

5
6
（
先
子
）
田
島
2

月
1
日

松
本
源
次
郎

7
8
幸
夫
大
輪

2

月
1
8
日

須
永
た
か

8
6
栄
治
矢
島

2

月

2
0日

新
井
熊
次

7
5
（
邦
夫
）
江
口
2

月

2
1日

奈
良
一
雄

3
8
政
雄
新
里

2

月

2
3日

篠
木
久
治

6
4
（
康
行
）
大
佐
貫
2月
2
5日

奈
良
原
理
吉

8
9

清
千
津
井

2
月

2
7日

な
壇
や
内
裏
の
冠
な
き
ま
ま
に

あ
せ
た
雛
を
と
り
出
す
佗
び
ず
ま
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2月の

完
賽

救急車出動回数
●交通事故 3 件
●急病 8 件
●その他 2 件
●計 13 件

□芯
館林邑楽地区 館 林 地 区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区
日 白沢医院 川田医院 大島診療所ff(77)1503 館 :1 医院 館林地区が

3 月 20 日 ~(72) I 6 0 0 ff (72) 0 7 5 4 大石医院ff(74)2362 合(7 2 I I 2 担当します

曜
落合医院 後藤 \ 康）医院 堀越医院合{ 73 } 4151 寺内医院 竹越医院

3 月 27 日
fi'(72)0 I 6 0 合(72 3 9 7 5 清河堂医院合 72 3070 fl(72) 3 0 3 I fl(84) 3 I 3 7 

当

4 月 3 日 根 胃 医院 原医院 阿 勾幸 医院合{ 72 } 3315 礫川堂医院 館林地区が

番
fl(7 3 2 6 2 ff(72) I 9 3 6 田 医院合 72 3855 合(74)0184 担当します

4 月 ID 日
古屋医院 大神医院 須田医院合{ 72 } 0862 永寿堂医院 館林地区が

医 fl0276(62)6161 fi0276(62)2200 多々良診療所 ff 72 3060 合(72) 4 4 6 9 担当します

4 月 17 日
佐々木医院 小倉医院 大塚医院合{ 72)0176 ；・母た一 胃 医 院 小西医院 で

匹0276(62)2623 fi'(72) D 6 D 6 ゆたか医院合 73)7308 fl(7 3 I 5 5 合(86) 2 2 6 I で

社
会
体
育
館
利
用

者
会
議
の
開
催

日
ー
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
（
通
知
書
、

母
子
手
帳
持
参
）
四
月
八
日
ー
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
、
B
C
G

接
種

（
問
診
票
、
母
子
手
帳
持
参
）

▼
受
付
時
間
午
後
一
時
三
十
分
か

者
会
議
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
席

上
で
登
録
を
お
顆
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
中
央
公
民
館
事
務
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

五
十
七
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
は

結
核
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
に
、

結
核
予
防
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

弓
注
射
及
び
検
定
を
県
立
館
林
高
校
で
は
‘
五
十
八
年

で
受
け
な
け
れ
ば
な
度
の
定
時
制
生
徒
を
次
の
と
お
り
募

査
り
ま
せ
ん
。
集
し
ま
す
。

村
で
は
次
の
と
男
女
共
学
の
普
通
科
で
年
齢
を
問

ん
検
お
り
実
施
し
ま
す
い
ま
せ
ん
。
働
き
な
か
ら
夜
間
学
ば

ゃ
応
の
で
該
当
児
は
必
う
と
す
る
意
欲
的
な
か
た
に

L
I
取
も
適

ち
反
ず
受
け
て
く
だ
さ
し
て
い
ま
す
。

赤
ン
い
。
▼
募
集
期
間
三
月
十
五
日
か
ら
三

の
）
▼
該
当
者
昭
和
月
十
九
日
ま
で

1

ー
五
十
七
年
中
に
生
▼
入
試
三
月
二
十
五
日
（
国
語
・

ま
ヮ
ま
れ
た
者
、
お
よ
数
学
・
面
接
）

生
J
l
J
び
前
年
度
未
実
施
▼
発
表
三
月
二
十
八
日

年
べ
者
の
う
ち
四
歳
に
入
学
を
希
望
す
る
方
は
出
身
中
学

達
し
て
い
な
い
考
校
か
、
館
林
高
校

(
C七
ニ
ー
四
三

5

ッ
▼
期
日
四
月
六

息
愈
心
心
愈
心
息
心
―
.
,
息
息
と
息
息
息
息
息
息
口
＇
息
息
愈
心
愈
§

し
教
育
委
員
会
で

は
小
・
中
学
校
の

さ
校
庭
、
河
川
敷
運

だ
動
場
を
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
た
め
に
開

は
く
放
し
て
い
ま
す
。

体
て
ー
／
い
い
[
f
l
J

m

団
し
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を

丁
う
団
体
は
新
た

ツ
録
口
登
録
を
し
て
く

←
登
た
い
い
。
て
き
る
団

ォ
体
は
ス
ポ
ー
ツ
を

行
っ
て
い
る
十
人

ス
以
上
で
組
織
さ
れ

て
い
る
チ
ー
ム
で
、
成
人
の
監
督
者

が
含
ま
れ
て
い
る
事
が
条
件
で
す
。

三
月
十
八
日
午
後
七
時
よ
り
代
表

四
月
か
ら
社
会
体
育
館
か
オ
ー
。
フ

ン
し
ま
す
か
、
こ
の
体
育
館
の
利
用

を
希
望
す
る
団
体
等
に
対
し
て
、
次

の
日
時
で
体
育
館
利
用
会
議
か
行
わ

れ
ま
す
。

▼
日
時
三
月
十
九
日
午
後
七

時
よ
り

▼
会
場
中
央
公
民
館
視
聴
覚
教

室
▼
対
象
者
体
育
館
の
利
用
を
希
望

す
る
個
人
・
団
体
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館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

来
年
度
の
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募

職
業
訓
練
校

生
徒
募
集
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入
札
参
加
願
は

3

月

2
0日
ま
で
に

ら
二
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

※
該
当
者
に
は
通
知
を
差
し
あ
げ
ま

す
か
、
間
近
に
な
っ
て
も
通
知
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
明
和
村
へ
転
入
以

前
に
実
施
さ
れ
た
方
は
、
事
前
に
役

場
保
健
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
問
診
票
に
は
必
ず
印
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

村
か
発
注
す
る
建
設
工
事
や
物
品

な
ど
の
販
売
を
受
け
た
い
業
者
は
、

三
月
二
十
日
ま
で
に
「
入
札
指
名
参

加
顛
」
を
役
場
総
務
課
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

河
川
敷
テ
ニ
ス
場
を

利
用
し
た
い
人
は
登
録
を

集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
科
目
建
築
科
・
左
官
科
・

建
染
板
金
科
・
木
工
科
・
造
園
科
・

建
染
製
図
科

▼
入
校
資
格
義
務
教
育
修
了
者
で

現
在
募
集
訓
練
科
目
の
各
仕
事
に

従
事
し
て
い
る
方
。
建
築
製
図
科

は
高
卒
か
本
校
を
修
了
し
た
者

詳
し
く
は
職
業
訓
練
校

(
6店
ー

盃
嬰
）
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

河
川
敷
運
動
場
に
四
月
オ
ー
。
フ
ン

す
る
テ
ニ
ス
場
を
利
用
し
た
い
人
は

三
月
二
十
五
日
ま
で
に
中
央
公
民
館

事
務
局
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
会
費
年
間
二
千
円
（
予
定
）

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
税
は
水
道
使
用
料

だ
け
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
転
作
促
進
（
施
）

二
十
九
日
東
部
児
童
館
．

＂
斗
合
田
集
落
（
セ
）

三
十
日
中
央
公
民
館
和
室

適談 • • 

切員相会日
なか談場時交

助晶: 皆さ 無は ^ 旧 <時 3 通事
ん料 [ 1 月
ので 午 17 故
悩‘ 悶 後日み専ー 3 相

し、 ご 門 階 土至rロニZ火火 時 午即9 9 ニ目火火
］。 とのー ま
に相 で 10

館
林
高
校
で
定
時
制

生
徒
募
集

• ▼月
ノ云\ 日例
場 時 91丁-

>時 3 政
1 月／‘

三 午後 1日5 人権

塁会 :3 篇. ~ 相
で 10 談
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